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文序

この報告書 は,九州新幹線鹿児 島ル ー ト建設 工事 に伴 って ,

平成 10年度 か ら平成 12年度 にかけて実施 した出水市美原 町 に

所在す る大坪遺跡 の発掘調査 の記録 です。

平成 16年 3月 13日 に待望の九州新幹線鹿児島ルー トが部分開業

(鹿児島中央駅～新人代駅間)し,多 くの人び とや情報が行き交っ

て,21世紀に飛躍する鹿児島を象徴 しています。新幹線開通に至る

までには 30年余を要 してさまざまな分野での関わ りがあ りま した

が,埋蔵文化財 との調整 もその中の一つで した。発掘調査は,平成

5年 4月 に西鹿児島駅緊急整備事業の一環 として鹿児島市武遺跡の

調査を開始 し,平成 13年 5月 末,川内市京 田遺跡を最後に 21か所

の発掘調査全てを終了 しました。

本遺跡 では縄文時代 の終 わ り頃 を中心 に,古代 。中世 な ど多

彩 な遺構や遺物が発 見 され ,出水地方 の歴 史の一端 を垣 間見 る

ことがで きま した。縄文時代後期終末 か ら晩期 にかけては,37
基 の埋設 土器 をは じめ勾玉 。管玉 な どの玉類 ,各種土器や石器

が多 く出土 しま した。奈 良時代 か ら平安時代初期 の竪穴住居 に

伴 うつ く り付 けの竃 の発見例 は,他県では一般 的にみ られ るも

のの県 内では初 めての検 出 とな りま した。また,平安時代末か

ら鎌倉時代初期 には,東西南北 に合 わせ た大規模 な土地 区画で

ある条里型地割 が行 われていた ことがわか りま した。

この調査の成果が地域の歴史研究や埋蔵文化財の啓発普及の一助

になれば幸いです。

最後にな りましたが,調査に当た り御協力いただいた 日本鉄道建

設公団九州新幹線建設局及び出水市の関係部局並びに発掘調査に従

事 された地域の方々に厚 く御礼申し上げます。

平成 17年 3月

鹿児 島県立埋蔵文化財セ ンター

所 長   木  原   俊  孝
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

おおつば

大坪遺跡 散布地 縄文後期終末

～晩期

埋設土器,凹地,土坑,焼土

石溜 り, ドングリピット

上加世田式上器,入佐式上器,騨 I

式上器,石器各種,玉類各種

埋設土器の検出数は県内で最

も多い。

玉類の製作地である。

古代初期 寵付竪穴住居跡,焼成上坑 ,

土坑,溝状遺構

須恵器,土師器,甑,土錘,鉄製品

輔の羽日,紡錘車,馬 の歯,亥J書土

器,ガラス玉,円 面硯 ?

竃付の竪穴住居跡及び焼成上

坑の検出例は県内で最初であ

る。

古代末～中世 掘立柱建物跡,溝状遺構,波

板状凹凸面,条里型地割

船土磁白磁
　
　
石

圭同
　
　
砥

滑石製石鍋, 県内で条里型地割が発掘調査

されたのイよ初めてである。

近世～近代 波板状凹凸面,道跡 薩摩焼,輸入陶磁器,肥前系陶磁器

キセル,金属製かんざし,鉛弾

各時代の波板状凹凸面の芯々

距離は共通する。
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大坪遺跡の位置 (1/50,000)
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例

1 本報告書は,平成 11年度・平成12年度に,鹿児島

県立埋蔵文化財センターが日本鉄道建設公団九州新

幹線建設局の受託事業として実施 した 「九州新幹線

鹿児島ルー ト建設Jに伴 う埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2 発掘調査の時,点 では小字名により,大坪遺跡・見

入来遺跡・榎本田遺跡に分けていたが,遺跡自体が

時期的にも空間的にも連続 していることから,本報

告書では全体を大坪遺跡 として報告することとする。

3 調査の組織は,「第 I章 発掘調査の経緯」の中

に記 した。

4 本書に用いたレベル数値は,海抜絶対高である。

5 遺物番号は通し番号とし,本文・挿図・表・写真

図版の番号は一致する。

6 本報告書に掲載 した遺構・遺物の縮尺はそれぞれ

の挿図内に提示 してある。

7 遺構・遺物の実測や製図は主として担当職員のも

と臨時職員及び委託業者が行つた。

遺構の実測及び玉類の実測製図については,爛埋

蔵文化財サポー トシステム (以下,埋文サポー ト)

に委託 した。また,石器類の実測製図については,

九州文化財研究所に委託 した。

8 本報告書に使用 した写真図版のうち,遺構撮影を

高岡和也が主に行い,遺物撮影については当センタ

ーの西園勝彦が主に行つた。

9 玉類の石材産地分析を京都大学原子炉実験所の真

科哲男氏に,また,各種科学分析については爛古環

境研究所に依頼 し,その分析結果を掲載 した。

10 遺物で出土地点が不明なものもあるが,平成 11年

9月 23日 の台風でプレハブが飛ばされ,遺物カー ド

が分離 してしまつたものである。また,担当者の不

注意でわからなくなってしまつたものもある。

11 石器の分類は東が行つたものを,宮田栄二が確認

した。

12 石器の石材鑑定については東が行つたものを,宮

田栄二が確認 した。

13 土師器及び須恵器の分類については東が行つたも

口

のを,当センターの中村和美が確認 した。

14 鉄製品の保存処理及び赤色顔料の分析については,

当センターの永濱功治が行つた。

15 遺構及び遺物の該当時期は, 日次の各時期に合わ

せてあるが, レイアウト等の都合上必ず しもそ うで

ない場合もある。記述及び表等で確認 していただき

たい①

16 出土した遺物は,報告書作成後,鹿児島県立埋蔵

文化財センターで保管し,活用する予定である。

17 本報告書の執筆・編集は,東和幸・関明恵・ノ(木

澤一郎・宮田栄二 。川口雅之・野間口勇・山元真美

子・森雄二・長崎慎太郎 。上床真が行つた。

18 各項目の執筆は,次のとおり分担 して実施 し,そ

れ以外の文責は東である。

第Ⅱ章 第 1節 遺跡の位置と立地 森・長崎

第Ⅱ章 第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境   野間口

第Ⅲ章 第 3節 各グリッドの状況   野間口・東

第Ⅳ章 第 1節 2.(2)⑤ ピエ八以 キーユ 宮田。東

⑦ 石核     宮田。東

③ 石製土掘具 )H口

① 磨酢 同石。理石 人木澤 。東

⑬ 石錘     山元 。東

⑭ 異形石器   官田。東

第Ⅳ章 第 3節 1.(4)土坑     野間口。東

第Ⅳ章 第 3節 1.(6)03匹刊1区の鮮 野間口・東

第Ⅳ章 第 3節 2.(1)掘立柱建物跡  人木澤・東

第Ⅳ章 第 3節 2.(2)土坑     野間口。東

第Ⅳ章 第 3節 3.(1)土坑     野間口・東

第Ⅳ章 第 3節 4。 (5)① 紡錘草    山元 。東

第Ⅳ章 第 3節 4。 (5)② 土錘     山元 。東

第Ⅳ章 第 3節 4.(10)陶磁器        関

第Ⅳ章 第 3節 4.(13)鉄製品 野間 口

第Ⅳ章 第 4節 2.週盪郎斬現牌瑚議鰯    野間口

第Ⅵ章 調査のまとめ 東・上床・野間口

19 本報告書は上巻と下巻に分かれているが,遺物番

号 。図番号・表番号及びページは通 し番号となって

いる。下巻は第Ⅳ章第 2節以降を掲載 している。
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1 例言に記したが,発掘調査時点で分けていた

見入来遺跡及び榎木 田遺跡を含めて大坪遺跡

と総称する。03区～01区が榎本田遺跡の範囲

であ り, 1区～ 8区が見入来遺跡の範囲であ

る。これより以南を大坪遺跡の範囲として調査

時には進めてきた。したがつて,記述の上では

遺跡名で呼んだ り,区名で呼んだりする部分が

出てくるので,予めご了承いただきたい。

2 調査時点での遺構名 と本報告書での遺構名

の姑応は,表 5～表 9に示してある。

3 調査時点での遺物取上番号 と本報告書での

遺物番号の封応は,各遺物観察表に示 してあ

る。

4 調査 日誌抄は,調査時点で認識 していたこと

をそのまま書いているので,本文の内容と異な

る吉「分もある。

5 溝状遺構及び道路遺構については,それぞれ

検出した長さが異なるので, 1ページに収まる

ように調整 してある。したがつて,各遺構の縮

尺率は異な り,それぞれスケールを添えてあ

る。なお,断面図は 1/50に統一した。

6 各遺構については,方位,スケール,公共座

標を表示 し,断面図には絶紺高を記す。

7 断面を切つた部分は,>― ,一くで示し,断

面が複数ある断面図の場合は,アルファベ ント

を添えた。

8 断面を切つた線がない場合は,見通 し断面で

ある。ただし,見通 して見えるはずの上バ線 ,

下バ線は省略した。

9 波板状凹凸面及び溝状遺構の縦断面につい

ては,直線の部分でおさえることができないの

で,見通し断面で表現 しており,床面の部分だ

けを表 した。スケールは平面図と同じである。

10 遺構内で出土した遺物については,遺構図に

図示 しているのもあるが,図 のスケールは不統

一である。出土遺物の頁で,時代順あるいは種

例

類ごとに載せてあるので,参照されたい。遺物

番号と同じである。

11 遺跡では縄文時代から現代までの遺構や遺

物が重複 して出てくるので,各グリッド状況図

では色を変えて提示 してある。1と 文 ↓代の迫枯

と迫1カ及び公共Hi‖ 。方位 。スケールを赤色で

示 し,弥生時代以降の遺構 と遺物及びグリッド

調査範囲・土層断面を黒色で示 してある。壁面

で位置を示す場合,北側壁面では西側から,西

側壁面では南側からの数値である。

12 各グリッド状況図での遺物 ドッ トの種類は

下記のとお りである。
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13 遺物 ドットに番号が入つていないものは,図

化はしていないけれ ども器種が明らかな遺物

である。

14 遺物及び遺構の中には,掲載 した名称として

確証の得られていないものもあるが,注意を喚

起する意味で載せているものもある。その際は

「?」 を付けている。

15 本文中で参考とした文献については,斜体文

字で示 してある。

16 条里型地割の説明

条里型地割の説明に当たって,それぞれの場

所の呼び方が雑になるので,起点を設定する事

にする。遺構 として検出された部分と昭和 40年

代の地籍図で条里型地割が合致する場所をその

起点としたい。そ うするとD24区 の溝状遺構

16(SD55)と 溝状遺構 20(SD57)が直角に交差

する地点が最もふさわしく,こ こを起点として

本報告書内での説明を行 うこととする。公共座

標では,おおよそX=-99994,Y=-60748の

地点である。

17 時代。時期の把握について

鹿児島県内の通常の遺跡では,年代の分かる

火山灰が堆積 してお り,検出遺構や遺物の上下

関係がはつきりすることから層位を利用 して時

代を区分することが可能である。 しかし,大坪

遺跡は低地に立地 してお り,層位による時代及

び時期区分は不可能であつた。 したがつて時代

及び時期区分の把握は出土遺物に頼 らざるを得

ず,通常の報告書では遺構の説明の中で埋土内

出土遺物の説明を行 うのであるが,今回は遺物

を後でまとめ,土器・土師器・須恵器・陶磁器

等を指標 として時代及び時期区分を行い,それ

を該当する遺構に戻 してある。この件について ,

埋設土器は遺構でありながらもその単体は遺物

であることから,遺構・遺物のどちらの項 目で

詳 しく扱ったほうが良いのかは悩んだ点である。

それで先に遺物 として分類 し,時期を特定した

後遺構に戻すことによって,遺構の使用時期や

存続 した年代を考えていくことにしたい。遺構

内遺物については,縮小はしているものの再載

して利用の便を図ることとする。

18 遺構の性格等について

本来,未だ統一された見解がない遺構や遺物

については,まずその遺構や遺物の客観的な記

述を行つた後,考察もしくはまとめで見解を示

すべきである。 しかし,そ うすると記述の仕方

で混乱を起こすことになりかねないので (例 え

ば,溝状遺構は「掘 られた」のか 「ほげた」の

か),本報告書ではそのような場合結論を先に

述べて混乱を避けることとしたい。ただし,発
掘調査の過程で考えが次第に変わつてきたのも

あるので,以前の考えに基づいて書いている場

合もある。今回の報告書で提示する結論は次の

点である。

「波板状凹凸面の成因は,牛馬が長年歩いた

ことによるものである。」

「溝状遺構の中には,長年道 として使われた

結果,窪んだものもある。」

19 遺物及び遺構の説明について

遺物及び遺構の説明について,客観的な報告

部分のみを本文に書いて,調査担当者の主観的

な考え及び考察的な内容については後の章でま

とめるのが一般的なのかもしれない。 しかし,

客観的な内容については図面及び表等で表現 さ

れていることもあり,考察するには短い内容で

あるものについて,本文中に主観的な記述をし

てある。

20 公共座標の数値は,北緯33度 。東経131度 を基

準にしてある。
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第 1節 調査に至るまでの経緯

日本鉄道建設公団九州新幹線建設局は,九州新幹

線鹿児島ルー ト黛設を計画 し,事業予定区内の埋蔵

文化財の有無について,鹿児島県教育委員会文化課

(当 時,平成 8年 4月 以降文化財課)に照会 した。

それを受けて文化課は,平成 4年 12月 に予定地内の

分布調査を実施 し,21か所の遺跡を確認 した。

その後,分布調査に基づいて, 日本鉄道建設公団

九州新幹線建設局,県教育庁文化財課,県立埋蔵文

化財センターの三者で新幹線ルー ト内の各遺跡の取

り扱いについて協議 し,平成 8年度から用地取得等

条件の整った遺跡から確認調査,緊急発掘調査を実

施 した。

大坪遺跡ほかの確認調査は,平成 11年 1月 5日 か

ら同年 3月 19日 にかけて実施 した。確認調査の結果 ,

縄文時代晩期から中世・近世にわたる複合遺跡であ

ることが判明した (第 7図 )。 大坪・榎木田・見入

来遺跡の本調査は 2年間にわたって行われ,平成 11

年度は平成11年 5月 6日 か ら平成12年 3月 31日 ま

で,平成12年度は平成12年 5月 1日 から平成13年 3

月27日 まで実施 し,予定地内すべての調査を終了し

た (第 8図 )。 なお,整理作業は他の新幹線関係遺

跡 と併行 しながら,平成 13年 4月 から平成16年 3月

まで行い,平成16年度に印刷・製本 した。

第 2節 調査の組織

事業主体者 日本鉄道建設公団九州新幹線建設局
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第 3節 調査の概要と調査経過

1 調査の概要

(1)平成10年度の調査 (確認調査 )

保守基地および本線が通る大坪遺跡 と見入来

遺跡から確認調査を開始した。グリッドは,市道

六月田朝熊線上の本線センターと市道沖田 2号

線上の本線センターを通 したラインを基準に10

mピンチで設定した。 トレンチは,65区の市道沖

田2号線より南に4本 (2× 40,2× 10,2× 10,

2× 10m),市道六月田朝熊線と市道沖田2号線

の間は,基本線の東側D列 と基準線より20m東に

平行 したF列に幅 2mで約500mを 2本,合計 6

本設定した。また,榎本田遺跡は市道六月田朝熊

線の本線センター と遺跡の北側端の本線センタ

ーを通したラインに6か所の トレンチ (2× 80,

2× 18, 2× 4,2× 10, 2× 6, 2× 5m)を
設定した (第 7図)。 調査の結果,大坪遺跡では

縄文時代晩期の入佐式土器・黒曜石と奈良・平安

時代の土師器・須恵器が出土した。また,見入来

遺跡では縄文時代晩期の入佐式土器 と奈良 。平安

時代の土師器が,榎木田遺跡では縄文時代のもの

と思われる土器片が出土した。本調査対象範囲

は,榎木田遺跡の60m分, 1～ 12区,21～52区 ,

62～ 72区とした。

(2)平成11年度の調査 (本調査 )

前年度実施 した確認調査の結果に基づき, 5月

から9月 末まで見入来遺跡の本調査を実施 し,そ

の後10月 から大坪遺跡の新たなグリッド20区以

北の調査に入つた。なお,耕作の関係で,未調査

部分のD-1～ 3区を11月 に,工事進捗の関係で

B・ C-33～ 36区の調査を 1・ 2月 に実施した。

また,途中で安原遺跡と宮野脇遺跡の確認調査を

併行して行つた。平成11年度の調査面積は12,024

だであるが,当初予定していなかつた B・ C33
～36区の調査を実施 した代わりに,B14～ 16区

は次年度にまわすことになつた (第 8図 )。

(3)平成12年度の調査 (本調査 )

平成 12年度の調査は大坪遺跡 を 5月 か ら輩

年 3月 にかけて実施 し,10月 から12月 初旬まで

榎木田遺跡の調査を併行 して行つた。なお,確

認調査 の時点で発掘調査対象外 とされた27

区 。28区 ,36区 ～38区にも遺構がつながって続

いていたため,協議の上調査を行つた。平成 13

年 3月 27日 までに調査の全てを終了した。平成

12年度の調査面積は15,223ピ である (第 8図 )。

(4)平成13年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

国分市上野原遺跡地内の仮設事務所 におい

て,4月 より整理・報告書作成作業を実施 した。

途中,寿国寺遺跡・計志加里遺跡の整理作業を

併行 して実施 した。

(5)平成14年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

県立埋蔵文化財センター内において,4月 より

整理・報告書作成作業を実施 した。途中,山 ノ脇

遺跡・楠元遺跡の整理作業を併行して実施 した。

(6)平成15年度の調査 (整理・報告書作成作業 )

県立埋蔵文化財センター内において, 4月 よ

り整理・報告書作成作業を実施 した。途中,上
ノ平遺跡の整理作業を併行 して実施 した。

(7)平成16年度

平成17年 3月 に埋蔵文化財発掘調査報告書

を刊行 した。

2 発掘調査の経過

発掘調査の経過は, 日誌抄より略述する。

(1)平成10年度の調査 (確認調査)

(ア)大 坪遺跡

平成11年 1月 5日 ～ 1月 29日 の15日 間実

施。調査面積は1,300ポ。 2か所に トレンチ

を設定。 (部分的には 3か所設定。)遺跡の

範囲は,約 13,000だ と約4,000雷 で,沖 田岩

戸遺跡の範疇もしくは,隣接地に入る地域。

縄文時代晩期の入佐式土器 と,奈良 。平安時

代該当の土師器・須恵器等が出土①

(イ)見 入来遺跡

平成11年 2月 1日 ～ 2月 12日 の10日 間実

施。調査面積は1,000ポ。 2か所に トレンチ

を設定。遺跡の範囲は,約 6,500だ が推定さ

れ,遺物は,縄文時代晩期の入佐式土器 と奈

良 。平安時代該当の土師器 と須恵器が出土。

(ウ)榎 木田遺跡

平成11年 2月 15日 ～ 3月 9日 の 7日 間実

施。調査面積は140N。 6か所に トレンチを

設定。第 1ト レンチの第 3層 より縄文時代晩

期を主体 とする遺物の出土が確認 される。遺

跡の範囲は,市道六月田朝熊線から70mの範

囲が想定され,遺跡 としては見入来遺跡 と連

続 した遺跡の範囲が推定される。

(2)平成11年度の調査

(ア) 5月
6日 から機材等を搬入 し,作業開始。見入

来遺跡のB・ C-2・ 3区か ら掘 り下げ。中

世の青磁,古代～中世の須恵器,縄文時代晩

期の黒川式土器・磨製石斧・石製土掘具・石

鏃・石錐が出土。低地の粘土層なので晴れの

日が続 く≧カチカチ,雨の日はグチャグチャ

になり,発掘に苦慮。 10日 に松山健司氏 (鉄

-3-



建公団出水建設局所長)来訪。

(イ) 6月
B・ C-2・ 3区の一部,B-4区 の掘 り下

げ。 Ⅱ層中 (古代～中世)よ り馬の歯出土。

Ⅲ層より縄文時代晩期の上坑 1基・石溜まり

3基・黒川式土器・石製土掘具・石鏃・石錘・

小型の磨石 (土器の研磨具か ?)等出土。

B-3区の一部,B-5・ 6区の掘 り下げ。

Ⅱ層上面で遺構検出。深 さ20cm程度・径 lm

程度の円形 もしくは楕円形の土坑を十数基

検出。人頭大の礫の配置がみられる。時期・

用途については不明。

(ウ) 7月
B-4区の掘 り下げ。埋設土器検出。入佐

式土器 と考えられ,底部は故意に打ち欠いて

いる。蓋が被っていたかどうかは,削平され

ているため不明。内部に円礫が入る。Ⅲ層内

に幅40clll・ 深 さ30clllの 溝状の掘 り込み (SD 6)

が,蛇行 しながら10mほ ど検出。埋土からは

縄文晩期の土器が出土。 (調査時点では,SD
6を縄文時代の遺構 と考えていた。)

B-5・ 6区の掘 り下げ。 Ⅱ層上面の遺構

の半我。Ⅲ層下位の青灰色粗砂土の掘 り下

げ。須恵器など出土。一部溝状遺構を検出。

C-4・ 5区の掘 り下げ。近世の石列 (SX

7)を検出。真北の方向へ延びる。砂質の川

跡 (SX 8)も あり,中世から近世にかけての

陶磁器類が出土。

D-4・ 5区のⅡ oⅢ層掘 り下げ。石鏃・

石匙等出土。

7月 19日 (月 ) 東中野政己氏夫妻 (高尾

野町在住陶芸家)来訪。

7月 31日 (土) (上 野原フェスタ見学)

(工) 8月
C-5区のⅡ・Ⅲ層から金同製かんざし・ノ

ミ形石斧 。青磁の底部,C-6区 のⅡ・Ⅲ層

から埋設土器・石鏃,B-2区 か ら石鏃・深

鉢出土。 B-3～ 5区で南東から北西方向に

流れる溝状遺構を検出。

8月 12日 (木)東 京都国分寺市教育委員

会 上敷領久氏来跡。

3月 26日 (木)鹿 児島大学法文学部教授

森脇広先生による現地指導。 「地表下2.5mに

は粗粒の礫層があり,河床堆積物 となつてい

る。その上がフラッドロームと呼ばれるシル

ト・粘土層であり,遺跡を形成する。縄文時代

後期以降目立った洪水は襲来していない。」

(オ) 9月

21日 か ら大坪遺跡 D ll～ 13区の掘 り下

げ。 C-1。 2・ 4～ 6区 (C-6区土師器イ

出土)B-2～ 7区馬歯・土師小皿 (B-6区 )

出土。溝状遺構検出 (B-4・ 5区 )。 須恵器

高不 (B-7区)出土。A-1～ 3・ 5 EXI黒)||

式浅鉢 (A-2区)出土。

9月 24日 (金)未 明の台風18号でプレハ

ブ全壊。

(力 ) 10月

4日 までにプレハブ再設置。 6日 に池田和

人氏 (鉄建公団副所長)他 3嘉 来訪。

10月 6日 で一部の未調査区を残 し,見入来遺

跡の発掘調査終了。大坪遺跡の発掘調査に入る。

D― H区 において東西方向の溝状遺構 (SD

l)を検出。埋土中に須恵器の小破片が混入

しているので少なくとも古代 よりは新 しい

時期のものであると思われる。

D-13区 では時期不明の土坑状遺構 を数基

検出。精査 して明らかにしたい。

10月 26日 (火) 出水市立米ノ津東小学校 6

年 (87名・引率 4嘉 )遺跡見学 。発掘体験 。火起

こし・薫製卵作 りを行 う。KTS。 南日本新聞・

西日本新聞・鹿児島新報・出水市広報の取材。

(キ) 11月

大坪遺跡は11月 から本格的に調査を開始。表

土を除去した時点で,糸電文時代晩期の埋設土器

を6基検出した。また,奈良時代から平安時代

前半にかけての須恵器や土師器が出土。

見入来遺跡の未調査部分 (D-1～ 3区 )

の稲刈 り終了後発掘開始。

(ク ) 12月

〔見入来遺跡の調査〕D-2区の埋設土器

及び縄文時代晩期の土坑を処理 して調査終

了。直後に工事開始。

C・ D-11～ 14区 :12月 中に調査終了。年

明けから工事着工予定。縄文晩期の土器・石

器多数出土。古代か中世の東西に延びる小溝

1条,縄文時代晩期の土坑 4基検出。

15～20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。奈良時代か

ら平安時代前半の上師器や須恵器が多数出盈

土製の紡錘車及び土錘出土。ガラス玉出土 (時

期不明)① 縄文時代晩期の土器・石器多数出曳

軟玉製の玉及び「つちのこ」状の異形石器出且

埋設土器は見入来遺跡とあわせて 8基になる。

BoC-33～ 35区 :工事用道路建設のため

先行 して調査を開始。玉縁の白磁や滑石製石

鍋 。内黒土師器など中世の遺物出土。

12月 9。 10日  島根大学助教授 山田康弘
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先生による現地指導。「縄文時代晩期の埋設

土器は,すべてが埋葬用 とは限らないので土

器 内に何が入 つていたかの科学的な分析が

必要である。」

12月 15。 16日  熊本県文化課課長補佐 島

津義昭先生による現地指導。 「縄文時代晩期

土器は熊本平野よりも人吉地域など南部の

土器に類似する。胎土の特徴で見分けられる

可能性がある。弥生土器及び古代の土器は熊

本のものと共通点が多い。」

12月 3日 (金) 出水高校 1年生280名 遺

跡見学。

(ケ) 1月
BoC-15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ①

奈良時代か ら平安時代前半の土師器や須恵

器が多数出土。刻書土器・甑の把手・土製の

紡錘草及び土錘等出土。埋設土器は見入来遺

跡 とあわせてH基になる。B・ C-33～ 36区 :

溝状遺構 2条 (SD22・ SD23)及び波板状遺構

1条 (SR25)検 出①内外面黒色土師器など11

世紀から12世紀にかけての遺物出土。

〔宮野脇遺跡の調査〕

トレンチを 2か所設定 して調査する。客土

の下に旧水 田層があ り,それ以下は砂利層

で,遺物・遺構 とも確認 されなかつた。

(コ) 2月
BoC-15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。

奈良時代か ら平安時代前半の土師器や須恵

器が多数出土。焼± 3か所。縄文時代晩期の

土器・石器多数出土。緑色の管玉・丸玉・勾

玉出土。玉砥石の出土は今のところないが ,

石屑 も数点出土 しているのでこの場所で玉

造 りを行つていた可能性が高い。波板状凹凸

面を 2か所 (SR26。 SR27)検出。 1条 (SR27)

は南北方向に延びてお り,条里型地割に重な

る可能性有。確実な時期は不明であるが,中

世を想定。B・ C33～ 35区の調査。

2月 8日 (火)鹿 児島大学助教授 本田

道輝先生による現地指導。 「縄文時代晩期の

遺物の組み合わせにおいて,南薩地域 と若千

の差がみられる (軽石製品がない等)。 遺跡

の性格差によるものか,地域的なものか検討

する時期にきている。」

2月 23日 (水)福 岡大学教授 小田富士

夫先生来跡。

(サ) 3月
15～ 20区 :Ⅱ ～Ⅲ層の掘 り下げ。縄文時代

晩期の土器 。石器多数出土。緑色の玉類 (勾

玉・管玉・丸玉)十数点及び異形石器 2点出

土。埋設土器は見入来遺跡 と合わせて13基。

古代の焼土は 4か所あり,その内 1基につい

て調査する。土坑に接 して, 1血 四方に焼土

や炭化物が敷き詰められてお り,土師甕が出

土。竃状の遺構 となり,全体が竪穴住居状と

なった。SF29を SH29に 変更。 B20区か ら検

出された波板状凹凸面 (SR27)は ,条里型地

割上にあり,方向も南北に延びてお り,関係

あるものと考えられる。次年度の調査区に延

びるものであり,広がりに注 目したい。

B-14～ 17区については,協議の上次年度

の調査にまわすこと≧なる。

3月 8日 (水)鹿 児島大学獣医学科教授

西中川駿先生による現地指導。 「馬の歯であ

ることは間違いないが,残 りの状態が悪いの

で大きさ等を明 らかにできるか どうかわか

らない。」

(3)平成12年度の調査

(ア) 5月

〔14～ 16区 の調査〕

昨年度残つたC14～ 16区の一部を掘 り下

げる。埋設土器 3基を検出。緑色の玉類も多

く出土。穿孔途中のものや擦 り切 り技法によ

る切断面の残る破片も出土してお り,こ の場

に玉の製作場があった可能性がさらに高 く

なる。ただし,玉砥石などの製作具は今のと

ころ出土なし。 9世紀初めの須恵器 。土師器

などの遺物取 り上げ。

〔D-21～ 26区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :平安時代の溝

状遺構 (SD43)掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。

23区 :昭和40年代までの川跡 (SD44)掘 り下

げ。埋設土器検出。24区 :平安時代 と考えら

れる溝状遺構検出。長 さ150clll・ 幅45cmの 長

方形の遺構 (SD45)検 出。焼土が筋状に取 り

囲む。25区 :遺構 らしき砂の部分 (SR54)を

掘 り下げ①26区 :西側 と東側に トレンチを設

定して調査中に,表土下 l m20clllの ところか

ら縄文土器や玉類が出土。平安時代 と考えら

れる遺構 らしきものも確認。

5月 1日 (月 ) 平成12年度の調査開始。

5月 19日 (金) 出水高校教諭 3窮 地域貢

献体験事業 (岩切義弘先生 。東香織先生・堀

まゆみ先生)。

5月 22日 (月 ) KTSテ レビ湯田澄春記

者及び南 日本新聞社蔵薗修治出水市局長現
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地取材。

5月 26日 (金) 南 日本新聞掲載。

(イ) 6月

新幹線本線の工事が急がれるため,D区を優

先して発掘作業を進める。埋設土器が新たに6

基確認され,合計で25基となる。縄文時代晩期

の玉類は,21区以南にも出土もなお,穿孔に用

いたと考えられる水晶の破片も見つかつてき

ている。条里型地割に該当すると考えられる溝

状遺構や波板状凹凸面も検出されているが,つ

ながりや時期は未だ明確でない。

〔D-21～ 23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。

22区 :SD43掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。23

区 i SD44掘 り下げ。埋設土器掘 り下げ。D21
～23区は 6月 20日 に明け渡す。

〔D-24～26区の調査〕

24区 :平安時代 と考えられる溝状遺構を 2

条検出。SK45掘 り下げ。深 さは約40clllで底に

は炭が約 5 clllの厚さで堆積 している。壁面は

全体的に焼けている。用途不明。25区 :SR54

掘 り下げ。波板状凹凸面が 3列平行。26区 :

平安時代 と考えられる面までの掘 り下げ。

〔C-21～ 23区の調査〕

D区か らの延長 を調査。埋設土器の 1基

(SJ51)に は,緑色の石材を用いた磨製石斧

が納められている。

6月 1日 ～16日  大口市柿サII幸 司氏・東郷

町萩原潤一郎氏長期研修。

6月 12日 (月 )長 崎外国語短期大学助教

授 木本雅康先生来跡。

6月 16日 (金) 米ノ津東小学校及び桂島

分校の 6年生約90名 ,発掘体験。KTSテ レ

ビ 。NHK「 撮ってもビデオ」吉海保氏及び

西 日本新聞社久保安秀川内支局長・南 日本新

聞社・鹿児島新報社現地取材①熊本大学教授

甲元員之先生。同大助手 大坪志子氏来跡。

6月 20日 (火) 大坪遺跡縄文晩期包含層

から出土 した 2点の玉類の材質調査。ガラス

の可能性が考えられたため,奈良国立文化財

研究所へ持参する。

6月 23日 (金) 阿久根郷土史会 (演之上

訓衛会長)来跡。

(ウ) 7月

新幹線本線の工事が急がれるため,D区を優

先して発掘作業を実施。勾玉が新たに 2点出土

し,勾玉は合わせて製品4点・未製品 1,点 とな

る。それぞれの溝状遺構の追跡調査を行 う。

〔D-24～ 26区の調査〕

24区 :平安時代 と考えられる溝状遺構を4

条検出。この区で南北と東西方向の溝が交わ

つている。SD52と SD56は角を切 りながら東の

方向へ延びてお り,南 と西への通行が終わつ

たことを示す事例であると考えられる。これ

らの溝内からは,主に須恵器が出土している

が,確実な時期を示す物は出ていない。

SK45の調査。用途については不明。類例の教

示を願 う。Ш層以下の調査な縄文晩期の土器や

石器出七 25区 1時期は特定できないが,焼土

面 (SF58)及 び焼土を伴 うピット (SP69)検 出。

26区 :平安時代及び縄文時代晩期の調査。D24
～26区については7月 21日 に明け渡す。

〔C-21～23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :SD44掘 り下げ。

SD43掘 り下げ①23区 :南北に延びる溝 (SD57)

の調査。

〔C-25～ 26区の調査〕

25区 :SD55の 追跡調査及びⅢ層の掘 り下

げ。26区 :Ⅲ層掘 り下げ。 C25～ 26区 の西

側半分については 7月 28日 に明け渡す。

7月 22日 (土) (出 水市夏祭 りに「大坪

縄文人」出現 )
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(工) 8月

新幹線引き込み線の工事が急がれるため,C
区西側を優先して発掘作業を実施。24区に深い

位置から縄文土器が出土する地点 (SX60)があ

り,多量の焼土を伴 うことから,上加世田遺跡

などにみられる凹地の可能性も考えられる。平

安時代以降の溝状遺構の追跡調査を行 う。14～

16区の平安時代初頭の遺構検出。

〔C-21～ 23区の調査〕

21区 :Ⅲ層掘 り下げ。22区 :SD44及びSD43

掘 り下げ。平安時代の溝及び土坑が少なくと

も4つ ,重なって存在。23区 :南北に延びる

溝 (SD57)の調査。

〔C-24区の西側半分の調査〕

直径 5m・ 深さ l m50clll程 度の凹地 (SX60)

の調査。一番深い位置に,拳大の焼土が直径

l m50clllの範囲にみられる。

〔C-25～ 26区の東側半分の調査〕

25区 :SD55の 追跡調査及びⅢ層の掘 り下

げ。26区 :Ⅲ層掘 り下げ。27区にかけて延び

る平安時代の溝状遺構 (SD61)の調査。

〔B-14～ 16区の調査〕

Ⅲ層上面で精査。遺構 らしきものの存在は

解るが, どのような遺構になるかは不明。 8

世紀後半か ら 9世紀前半にかけての須恵器

類が多数出土。

8月 2日 ～ 4日  西出水小学校 1為 (原 口

真理子先生)地域貢献体験事業。

お盆明けの大雨で, 3日 間水没状態。

8月 18日 (金) 北海道恵庭市教育委員会

上屋員一氏 。佐藤幾子氏来跡。

(オ) 9月

新幹線引き込み線の工事が急がれるため ,

C区側を優先 して発掘作業を実施。空中写真

撮影のため,平安時代以降の溝状遺構の追跡

調査。 14～ 16区の平安時代初頭の遺構検出。

C-21区 I SD44掘 り下げ。C・ B22区 :SD43

追跡調査。 B22区東側でほぼ直角 に曲が り

北方向へ延びる。23・ 24区 :溝 (SD68)の追

跡調査。SD65と つながると思われる。25。 26

区 :SD64・ SD55の 追跡調査。 B25区東側で

ほぼ直角に曲が り南向きに27区方向へ延び

る。SD55は波板状凹凸面を伴 う。

〔B-14～ 16区の調査〕

遺構掘 り下イ九 8世紀後半から9世紀前半に

かけての須恵器類が多数出土。刻書土器出去

C-21～ 26区 :9月 末明け渡 し。

C-17～ 20区 :9月 末明け渡 し。

9月 20日 (水)溝 状遺構を中心に空撮。

9月 25日 (月 ) ラ・サール学園 永山修一

先生による現地指導。咳」書土器の文字は不明。

文字を読めなかった人が見よう見まねで書い

たのではない力、 もし,類例が増えてくれば,

元々の文字がわかってくるのではない力、 」

(力 ) 10月

B-22・ 21区 :SD43追跡調査。B・ C21・ 22

区 :Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器 2基検出。26～ 29

区 :SD64・ SD55の 追跡調査。 B25区東側でほ

ぼ直角に曲がり南向きに29区方向へ延びる。溝

の東側に波板状凹凸面が並行して延びている。

〔B-14～ 16区の調査〕

14～ 16区 :遺構掘 り下げ。 8世紀後半から

9世紀前半にかけての須恵器類が多数出土。

Ⅲ層の掘 り下げ。埋設土器 2基検出。 10月 末

日明け渡 し。

〔榎木田遺跡の調査〕

グリンド設定後,調査開始。ベル ト部分の

掘削と土層断面図作成。

10月 10日 から,榎木田遺跡及び大坪遺跡32

～34区調査開夕台。

10月 3日 (火) 北海道埋蔵文化財センタ

ー 西田茂氏来跡。

10月 5日 (木)熊 本市教育委員会 網田

龍生先生による現地指導。 「大坪遺跡出上の

須恵器には,荒尾産と考えられるものが数点

入つている。他の須恵器は人代平野以北の熊
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本産とは考えられず,川 内市鶴峯窯を中心に

比較検討 した方がよい。 J

10月 7日 ～ 9日  (日 本考古学協会鹿児島大

会)

10月 14日 ～ 11月 19日  出水市考古学展示

会「いずみのむかし」への遺物貸 し出し。於 :

出水市クレインパーク

10月 24日 (火)鉄 道建設公団との協議。

「榎木田遺跡は工事用道路を優先する。休憩

用プレハブの下 (B30区 )に も遺構が延び

るので,こ の部分も調査する。」

(キ) 11月

〔21～26区の調査〕

B-22・ 21区 :SD43追跡調査。B・ A21・ 22

区 !Ⅲ層掘 り下げ。埋設土器 3基検出。B23
区 :焼土を伴 う方形土坑 1基 (SFK133)。 須恵

器 と土師器 を包含す る楕 円形 の土坑 1基

(SK134)検出。A23区 :土師甕を包含する楕

円形の土坑 1基 (SK135)検 出。24～26区 :Ⅲ

層上面での精査。 B26区 :2間 ×3間の掘立

柱建物跡 1棟 (SB137)検 出。平安時代後半か?

〔榎木田遺跡の調査〕

工事が先行する農道部分及び橋脚部分の調

査。D03区 :中世頃と考えられる円形土坑を

6基検出。柱痕をもつピット1基検出。D02
区 :焼土及び炭化物が集中する場所を検出中①

C-03区 :焼土の入つたピット検出。 (調査中

は中世頃と考えていたが,古代のものである。)

緑色をした円礫が十数点出土。 しかし,大

坪遺跡のものに比較すると透明度が無く,加
工されたものも無い。見入来遺跡でも玉類に

関する遺物は全く出ていないので,こ の周辺

の転石に含まれているものと考えられる。

11月 5日 (日 ) (前期旧石器捏造問題発覚)

11月 10日 (金) 二県協議会 (熊本県・鹿

児島県)現地視察。

11月 18日 (土) (『 新石器発見考古速報

展 宮崎』見学)

11月 19日 (日 )ま で 出水市考古学展示会

「いずみのむかしJへの遺物貸 し出し。於 :

出水市クレインパーク 20日 返去l。

11月 29日 (水)埋 文センター職員現地研修。

11月 29日 ～  休憩所用プレハブの移転。

(ク ) 12月

〔21～26区の調査〕

B-21区 :埋設土器 5基取 り上げ。S」131は上

甕も深鉢形土器であり,下菱に倒立してすっぽ

り収まっていた。入佐式土器 と考えられる。

(調査時点では入佐式土器 と考えていた。)縄

文時代の円形土坑を 1基検出。B・ A22区 :

SD43に流れ込む溝 (SD132)を 検出。平安時代

と考えられる柱穴 3基検出。B23区 :SFK133,

SK134の調査Q A 23区 ISK135の 調査。B24区 :

Ⅲ層掘 り下げ。土器集中区掘 り下
'免

A26区 :

平安時代後半と考えられる溝の検出。

〔30～36区の調査〕

B-30区 :ア スファル ト掘削。 A34～ 36

区 :溝 3条・波板状凹凸面 8条検出。玉縁白

磁・須恵器・土師器・鉄製品出土。平安時代

末期から鎌倉時代初期 と考えられる。

〔榎木田遺跡の調査〕

D-01・ 02区 :直径 2m・ 深 さ1.5m程の土

坑の掘 り下げ。埋土上部から土師器・須恵器

が出土。中位には焼土 。炭化物の堆積層がみ

られた。用途は不明である。 D02・ 03区 :

焼土を伴 う楕円形の遺構の調査。壁面は全体

的に焼けてお り,滑落 している箇所がみられ

る。床面には炭が数cmに わた り堆積 してい

る。平安時代前半の遺構 と考えられる。 12月

8日 に調査を終了し,明 け渡す。

12月 1日 (金)休 憩脈用プレハブの移転

12月 4日 (月 )出 水高校 1年生現地見学。

12月 26日 (火 )年 内 (西暦1000年代 ミレ

ニアム・20世紀末)の調査終了。

上碗i聰 ＼
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(ケ) 1月

〔23～26区の調査〕

各グリンドを10mお きに下層確認のための ト

レンチ調査。A23区 I SK135の調査。B-23区 :

SFK133・ SK134の 調査。B24区 :Ⅲ層掘 り下げ。

土器集中区検出中。A26区 :平安時代後半と考

えられる溝の検出。B26区 :SB137の調査。

〔29。 30区の調査〕

B-29・ 30区 :溝の延長部分検出。方形竪穴

遺構 (SK151)?検 出中。柱穴も10数基検出さ

れているものの,建物になるものはない。

〔31・ 32区の調査〕

A31・ 32区 :ア スファル ト掘削。

〔33区～37区の調査〕

A・ B33～ 37区 :溝 5条・波板状凹凸面 8条

検出中。礫を伴 う円形土坑などかなりの遺構が

でそうである。縄文時代晩期の遺物もみられる。

1月 12日 (金) 公団溢の協議。 「2月 20

日までに切 り替え道路部分 (33区)を終了し,現

在の市道部分を3月 末までに調査を終える。」

1月 15日 (月 )熊 本大学教授 甲元員之先

生による現地指導。積雪のため出土遺物を中心

に指導いただく。「縄文時代の玉つくりの良好

な遺跡であり,滑石一個の素材から一点の製品

を製作する技法と,切断して多量の角柱状の素

材を形成する方法の二通 りの製作技法がみら

れる①砥石・錐・擦切石器などの製作道具を探

すように。」同大助手 緒方智子氏来跡。

(コ) 2月

〔23～26区の調査〕

各グリン ドを10mお きに下層確認のため

の トレンチ調査。A23区 :SK135の実測・撮

影。 B23区 :SFK133・ SK134の 実測 。撮影。

縄文晩期の土坑 1基の調査。 B24区 :Ⅲ 層

掘 り下げ。土器集中区掘 り下げ。 B29。 30

区 1方形竪穴遺構 と思われた遺構 (SK151)

は,結局深 さ lmの 逆台形状の上坑になっ

た。性格は不明である。A31・ 32区 :溝状

遺構 3条 と焼土が点在する区域を検出。

〔33区～37区の調査〕

A・ B33～ 37区 :溝 5条・波板状凹凸面11

条検出中。溝状遺構からは,玉縁白磁・須恵器・

土師器・中央に筋のある砥石・鉄製品・滑石製

品など出土。平安時代末期から鎌倉時代初期と

考えられる。円形土坑 5基検出。溝状遺構より

も波板状凹凸面の方が新しいが,SR25と SD23は

同時期と考えられる。柱穴も検出中であるが,

1棟のみ 2間 ×3間の掘立柱建物が建った。そ

れに,略方形のジメジメしていたような遺構が

2基 (SX149・ SX150)検出されている。縄文時

代晩期の土器 。石器 。玉類の出土もみられる。

2月 13日 (火)鹿 児島大学教授 新田栄

治先生による現地指導。 「縄文晩期の玉類 ,

古代の土師焼成土坑などを東南アジアの視

点を含めて指導いただいた。」

2月 16日 (金)航 空写真撮影

33区は市道付け替えのため2月 22日 明け渡し。

2月 某 日 元興寺文化財研究所 佐藤亜

聖氏来跡。

(サ) 3月

〔25・ 26区の調査〕

B-25区 :Ⅲ層掘り下げ。埋設土器 1基検出。

A・ B26区 :古代末の柱穴及び焼土検出。

〔31～37区の調査〕

A・ B31・ 32区 :溝状遺構 3条 と焼± 1

か所検出。掘立柱建物跡 3棟検出。A・ B33
～37区 :溝 5条・波板状凹凸面11条検出。 2

間×3間の掘立柱建物跡 5棟検出。縄文時代

晩期の焼土を伴 う凹地検出。

3月 27日  すべて完了。
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第 司節 遺跡の位置および立地

大坪遺跡は北半球にあり,北緯32° 05′ 55〃 で中国

南京 。米国ジョージアかHコ ロンバスなどの都市と同緯

度にあり,東経は130° 21′ 23〃 で中国環春 (フ ンチュ

ン)。 豪州ダーウィンなどの都市と同じである。ユーラ

シア大陸の東端に位置する日本は,四面を海で囲まれ

ている。大坪遺跡から東京までの直線距離は約950kmで

あり,こ の範囲内に沖縄県那覇市,朝鮮半島のソウル・

平壌,中国の上海などの都市は位置する。九州島の西

海岸側は東海岸に比べ複雑な地形をなしてお り, リア

ス式海岸が続く長崎県,大きな湾内である有明海,穏

やかな人代海,そ して東シナ海に面した鹿児島県とな

つている。その中のノ(代海南部に大坪遺跡はあり,海

路としても陸路としても優位な場所に位置する。大坪

遺跡から鹿児島市までの直線距離は約60血であり,天

草諸島はもちろんのこと,甑島・島原半島・人吉地方

などの一部にかかる星巨離である。

大坪・見入来・榎木田遺跡は出水市市街地より北

西約1.5kmの 出水市美原町に所在する。出水市は鹿児

島県の最北端に位置 してお り,熊本県水俣市に接す

る県境の市である。鹿児島・熊本の県境一帯は,標

高600～ 1000mの 山地が東西方向に伸びた形で広 く

分布 している (以下,「肥薩山地」とよぶ )。 肥薩山

地は,地質時代でい う新第二紀鮮新世 (520万 ～170

万年前)に噴出した火山岩類から構成されてお り,

「肥薩火山区」とよばれている。肥薩火山区の主要

な領域は南北30km,東西50血の広い範囲にわたつて

お り,火 山岩類の一部は長島や阿久根にも分布する。

これ らの火山岩類を, 噺巴薩火山岩類」と総称 してい

る。肥薩火山岩類は主に輝石安山岩の溶岩 と凝灰角

礫岩からなり,両者が多数累積 した地質構造をなす。

北東部は熊本県と境をなす矢筈岳 (687m)を主峰と

する肥薩山系が略東西方向に走り,熊本県水俣市およ

び鹿児島県大国市と接する。南部は,紫尾山 (1,067m)

を主峰とする四万十層群と一部花南閃緑岩よりなる紫

尾山地が略南北方向に走り,薩摩郡宮之城町及び鶴田

町と接する。紫尾山は北薩地方一の高峰である。この

紫尾山地と,出水平野との境の断層崖下には,シラス

台地と高位段丘がある。これにつづく大野原一帯は,

松山を扇頂とする洪積台地の扇状地で広大に広がって

いる。この扇状地を囲むように,河岸段丘と沖積地が

発達している。矢筈山地に源を発 した広瀬川と,紫尾

山地を源とする平良)||は 中流域で合流して米ノ潮 ||と

なり,北流して人代海に注ぐ。平良川及び米ノ津川の

左岸には,知識面と呼ばれる河岸段丘が扇状地をとり

まくように細長く形成され,中流域では米ノ津面とよ

第 Ⅱ章 遺跡の位置と環境

ばれる沖積地が発達する。なお,下流域では三角州や

海岸平野となり人代海となるが,海岸部は江戸時代以

降千拓が行われ,現況の地形を呈している。西都は,

扇状地及び高尾野川,野田川によつて形成された河岸

段丘や沖積地で,出水郡高尾野町と境を接する。北西

部は江戸時代以降に造られた千拓地であり,国の特別

天然記念物である鶴の渡来地として有名である。さら

に,遠浅の人代海を距てて,出水郡東町及び熊本県の

天草諸島を望むことができる。なお,今回の調査期間

中の晴天の日には東光山 (160m)か ら島原半島の雲イ山

普賢岳を目視することができ,両県の近さを実感 した。

大坪遺跡は,矢筈岳の裾部から出水平野に広がる

沖積地に立地している。東光山から延びる裾部で傾

斜が緩 くなった所には朝熊集落や松尾集落が形成さ

れ,小 さな谷になった部分にも,ひ と昔前までは2,

3軒の人家があった様である。 この裾部から平野部

に移 り変わつたところに大坪遺跡はある。人代海に

注ぐ米ノ津川及び高柳川の右岸にあり,標高は約 7

～ 8mである。昭和40年代以前の地籍図をみると,

高柳川は現在よりも西側を流れてお り,今回の調査

地点はわずかに高い地点に位置する。大坪遺跡は沖

田岩戸遺跡 と隣接 し,見入来遺跡及び榎木田遺跡も

連続 した地形の同一地域内にあることから,これら

を総称 して大坪遺跡 として紹介することとする。

第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境

旧石器時代・縄文時代

出水地方は県境の街ということもあり,早くから考

古学・歴史学研究のフィール ドとして,学術上重要な

地として注目されてきた。特に考古学の面では,昭和

36年～54年に出水高校に在職された池水寛治先生が考

古学部を創設 し,上場遺跡や長島の古墳群などの発掘

調査をはじめ,研究誌『 もぐら』を発行 して括発な活

動を続けた。出水周辺で確認されている遺跡の多くは,

その時期の活動成果である。当時高校生だった童顔た

ちは,現在全国各地で埋蔵文化財に携わっておられる

方も多く,後進の指導にも活躍 しておられる。

出水市の東部,大 国市,水俣市と接する標高約500

mの上場高原一帯は,旧石器時代の遺物が集中する。

特に上場遺跡は,県内で初めて発掘調査された旧石

器時代の遺跡であり,爪形文土器 と細石器の共出や ,

姶良テフラ通称シラス (約2.45万年前)の上下でナ

イフ形石器,台形石器等を包含する 7時期の文化層

の存在が明らかとなり,前期旧石器の捏造問題以降

改めてその成果が再評価されつつある。全国で初め

て検出された旧石器時代の住居跡については,再検
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討を求める意見も出されている。なお,上場一帯か

ら隣接する大国市 日東及び下青木一帯には,黒曜石

原産地が所在する。

出水平野での遺跡の立地は主に,扇頂部および扇

端部の河岸段丘や山麓縁辺,裾部に集中し,縄文時

代早期 。前期・後期の牟田尻遺跡やカラン迫遺跡 ,

前期の荘貝塚,中期の柿内遺跡や江内貝塚等が知 ら

れている。特に出水貝塚は,大正 9年 (1920年 )に
京都大学によつて本県で最初の貝塚遺跡調査が行わ

れ,縄文時代後期前半に位置づけられる出水式土器

の標式遺跡である。また,戦後の調査によつて貝塚

下から縄文時代早期の押型文土器の単純層が確認 さ

れ,南九州においても押型文土器を単独にもつ集落

であることがわかった。縄文時代全時期を通 して貝

殻文を多用する南九州において, これが時期差を示

す ものなのか,地域差を示すものなのかが今後の課

題である。縄文時代後期から晩期の遺跡では大坪遺

跡に隣接する沖田岩戸遺跡・中里遺跡が知 られ,最
近の調査で黒川式土器新段階か ら刻 目突帯文土器に

かけての時期の遺物が大量に出土 した下柊迫遺跡が

ある。

弥生時代・古墳時代

弥生時代の遺跡 としては,中期の覆石墓から後期

の葺石土墳墓,古墳時代の地下式板石積石室へと移

行する埋葬形態の変遷をRIIる ことができる堂前遺跡

や下高尾野遺跡がある。 しかし,主体的な弥生集落

の発見例は未だない。

古墳時代になると,洪積台地縁辺に位置 し,短甲

が出土した地下式板石積石室を主 ≧する溝下古墳群 ,

海岸沿いに位置 し箱式石棺墓を主 とする切通古墳群 ,

人代海 と東シナ海をつなぐ黒之瀬戸海峡によって隔

てられた長島には, 5世紀から 7世紀にかけての高

塚古墳が出現する。

古代

出水の地名が文献資料にあらわれ るのは奈良時

代後期の記述である続 日本記の宝亀 9年 (778年)11

月の条に遣唐船が出水海岸に深着,その後和名抄に

は「伊豆美」とあり,山内 (やまと),勢戸 (せ と),

借家 (か しくり),大家 (おおやけ),国形 (に しか

た)の五郷から構成 されていると記載 されている。

奈良時代出水郡の行政に携わる役人たちの中に ,

「肥君」や 「五百木部」等の肥後系の人物がいるこ

とから,大和朝廷がこの地に住んでいた隼人を支配

するために肥後から移民を送 り込み,こ の移民を中

核 として,当 時の出水郡は構成 されていたことが考

えられる (註 1)。

平安時代になると全国各地で荘園が開墾 され る

ようにな り,出水でも山門院や和泉荘 といつた荘園

が形成されてくる。 これ らは,島津荘の成立と共に

吸収される。

出水の荘園のことが記載 されている史料は,「 山

門院文書」や 「肝付文書」がある。これ らの文献史

料によると,こ の当時和泉荘を領有 している人物は ,

肝付氏の流れをくむ伴氏が代々下司職を受けて領有

していると記載 されている (註 2)。 伴一族は,後に

和泉氏を名乗 り井上,朝熊,知識,上村方面に土着

していつた。大坪遺跡は,朝熊 と隣棲する地域に位

置 していることから,彗 時は和泉荘の一部であつた

のではないかと思われる。また,大坪遺跡は,その

名のとお り「坪Jと い う土地面積をあらわす語が使

用 されている。周辺の字名にも,「八反田・七次・杉

坪」等の数詞地名が使用 されている。大坪遺跡では

条里型地割をあらわすような遺構も検出されている

ことから,条里制 と何 らかの関係があるのではない

かと考えることができる。

平安時代末期 (12世紀後半)には,和泉兼保が亀

ヶ城を築き,こ の地方を領有 している。その後鎌倉

時代に書かれた建久図田帳には 「和泉郡」 として登

場する。同書によると,現在の出水地区は,「和泉郡

(荘),山門院,莫禰院」 と記載 されている。

中世

鎌倉期では,源頼朝 よ り島津 忠久が元暦 2年

(1185年)に 島津荘下司職に補任 され,忠久は山門

院に守護被官本田貞親を入部 させる。貞親は,山門

院内に木牟礼城を築き,以後ここは 5代貞久まで薩

摩国守護所 として守護勢力の拠点となる。

和泉荘を領有 している和泉氏は当時の島津氏と反 目

しており,南北朝期になると島津氏が北朝側に着くが,

和泉荘の領主たちは南朝側に着いて島津氏と戦つてい

る。正平 9年 (1354年)の戦いを境に和泉一族 らの在

地土豪の組織だった抵抗はなくなってくる。

島津氏に敵対する強力な勢力がなくなると,島津氏

一族の中で争いがおこつてくる。その争いを平定した

のが島津忠国・用久であり,こ の用久が1425年に口 ‖ヽ

家を興し,以後約130年間出水を領有することになる。

このころより荘園は崩壊 していき,荘園制の村落から

郡郷制の村落へと移行 していく。豊臣秀吉の九州出兵

の後,文禄 2年 (1593年 )に薩州家は改易され,出水

は一時秀吉の直轄領となった。しかし,慶長 4年 (1599

年)に 「辛町‖の戦いJの戦勝を賞し,再び島津氏に返

還された。この時期の遺跡 としては,主に中世城郭が

あげられる。出水市内でも松尾城などが調査 されてお

り,成果があがつている。

近世

江戸時代の藩政期に入ると,島津家の外城制度の

下に藩境地としての政治的要所の性格を強め,藩内
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最大の外城 とし,藩の直轄地 とした。そのため,藩
内各地から派遣 された屈強な郷士が,国境及び海岸

線に居を構える,県内でも最大規模の武家屋敷等の

衆中地である 「麓」を形成するに至った。武士は麓

に集められ,農民は 「門割制度」によつて,新 しい

村に編成 されていく。 この頃にな り,大規模な開田

工事も実施 され,平野部も水田化 されていくことに

なる。藩境である出水は交通の要所にもな り,肥後

国水俣に至る「出水筋Jは参勤交代に使われ,ま た

野間の番所 (野間ノ関)で人や物資の出入 りを厳重

に監視 していた。

大坪遺跡からも,近世時代に使用されたと思われ

る「煙管」「古銭 (寛永通宝)」 等の遺物が出土 して

お り,こ の時代にも人々が生活 していたことを窺 う

ことができる。

近・現代

明治時代に入 り,明治10年 (1877年)に西南戦争

が勃発する。 この時出水麓の郷士たち (出水衆中)

は,薩軍 (西郷軍)の 3番 4番大隊に編入 され,戦
闘に参加する。 このとき,矢筈岳山頂付近で激 しい

戦闘が展開されたとい う記録がある。また,官軍側

は米ノ津か ら広瀬橋を渡 り,竹之山 (向江町)方面・

広瀬橋付近・釦野付近のそれぞれから,総攻撃を開

始する。海軍は米ノ津港へ接岸 し,艦砲射撃や上陸

作戦を行つている。この時出水の郷士たちは才願寺

墓地を主陣地 として防戦するが,壊滅する。大坪遺

跡からは,鉛の弾が出土 している。この鉛の弾は ,

球形を成 している。当時使用された官軍の銃弾は ,

流線型の形状を成 していることから,これ らの出土

した弾は,薩軍が使用 した弾であるのではないかと

思われ,西南戦争 と深い関わ りがあるのではないか

と思われる。明治時代の学制発布により,全国的に

教育が盛んになってくる。出水地方でも教育が普及

していき,それに伴い経済が発展 してくる。

太平洋戦争時は,昭和18年 (1943年)に 出水海軍

航空隊が発足 し,昭和20年 (1945年)には特攻隊基

地 となる。本土空襲によりこの基地も空襲を受ける。

大坪遺跡か らも, この当時使用 されていたと思われ

る薬芙や弾が出土 している。戦後は,出水市 とな り,

従来からの産業をもとに工業都市として発展 してき

ている。昭和40年代には高度成長 と共に農地の回場

整備が実施 され現在の様な田園風景に変わったが ,

それ以前の区画及び地形は第 3図及び第 4図 の様で

あつた。ほぼ磁北を基調 とする110m四方の EXl画が整

然 としてお り,条里型地割が存在 しているこ≧がわ

力hる 。条里型地害」がどれ ぐらいさかのぼるのかにつ

いては,文献資料もなく,今回の調査の大きな課題

であった。

出水の交通

出水は県境に位置 しているため,交通の要所 とし

て発展 してきた。先述 したように江戸期の出水筋は

参勤交代に使われ,大正12年 (1923年)には鹿児島

か ら米 ノ津まで鉄道が敷かれた。また,昭和 2年

(1927年 )に は米ノ津から人代までの鉄道が開通 し,

これが鹿児島本線 となった。元来鹿児島本線は明治

42年 (1909年)に,鹿児島→国分・吉松→人吉 。人

代 とい うルー ト (現在の肥薩線)を通っていたが ,

米ノ津⇔人代間の鉄道が開通 したことにより,こ ち

らの方を鹿児島本線 とした。この結果,出水には中

央からの文化が随時流入 し,こ れに伴って経済も発

展することになった。平成16年 (2004年)3月 13日

には九州新幹線が開通 し,その停車地 となった出水

は中央 との時間的な距離が縮ま り,今後 とも文化的 ,

経済的な発展をしていくことが予想 される。

このように出水地方は旧石器時代～古墳時代は

もとより,古代から南北朝・鎌倉・中世 。近世・近

代 。現代にかけて歴史の変換点の中で,豊富な歴史

をもち,衆 目の注 目する場所である。

(註 1)736年の 「薩摩正税帳」によれば,「 大領

外正六位下勲七等肥君 。少領外従ハ位勲

七等五百木部・主政外初位上勲十等大伴

部足 。主帳元位大伴部福足」 と記載 され

ている。

(註 2)建永 2年 (1207年)に書かれた肝付文書

では,「蓋首兼貞時 族人成房亦墾於薩州

和泉 以隷 御荘成排済使及下司職」 と

あ り,ま た建永 2年 (1207年)の 肝付兼保

譲状には,「散位伴朝臣兼保謹辞 譲与

内舎人伴保忠嶋津御庄和泉庄弁財使井下

司職 。田畠山野狩倉事,在四至東限神河

西限石坂 南紫尾山高尾 北限海 副渡

代々 證文等, 営御庄者,是兼保之重代

相俸之領地也,随高祖父伴成房・曽祖父

時房・親父守房・嫡子兼保四代相偉成」

と記載 されている。

~出
水郷土誌」ル彩腔Й綴籟預 会

′物 敦 罰
=鹿

見島県鞘 羞β効 該 わ1す二

『
襲水鍵 跡Δ 出水市理蔵文イヒ財発掘調査報繕 0

Fθフσ μ荻声荻葺萎ミ会

洒曲賢一 カθノ 催タフしワ辺の形 ・地質■こつハ‐f/厖
児島案をき学会職 ■,効鍬 季大会研究発表資料』
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第 5図 周辺遺跡図 (1)
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第 6図 周辺遺跡図 (2)
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表 1 周辺遺跡地名表 1

番

　

号

遣

跡

名

遺

跡

番

号

所

在

地

地

　

形

時

　

代

遺

構

・
遺

物

備

　

考

1 出水貝塚 08-001-0
」水市 中央町
皇山奇 台 地

電文 (早 中 後)、

1世
押型文・阿高式・南福寺式・出水式 貝輸・

玉製品・人骨 集石 石錘集積

烹大報告6、 県埋文報(5)、 大正9昭和2829平
え8ヽ 10年学術調査、市埋文報(11)

曜崎城訴 08-027-0
」水市 中央町

台地 ■世 kの手 縄立桂建物BIt
調色氏 島津氏居城、別称「知識城」

尾山奇A 03-067-0
当水市中央町

喪郷西 台 地

縄文(後 晩)、 奈良、

平安、中世、近世 目寸 隣 IIH十 黒 +肺 無 彰目菌 黒 臨 椛 異
「

成 5年確認調査 、平成 6年本調査、1

新村 B 03-061-0

」水市文化町
書屋 台 地 索良、平安 上師器 「

成 5年分布調査、平成 7年確認調査

新村 A 08-060-0

」水市文化町

曽星 台 地 索良、平安 土師器
「

成 5年度市町村、遺物採集地、市埋)
眼(6)

蓼頭原 08-059-0

」水市文化町
韓 E 台地 密良、平安 上師器

干成 5年度市町村、遺物採集地

尾崎 B 08-068-0

と水市文化町
薔屋 台 地

縄文(後 晩)、 奈良、

平安、中世、近世
健文晩期土器 土師器 須恵器 陶磁器

子成 5年確認調査、平成 6年本調査、帯
聾寸 錦 r∩ ゝ

野中田 08-058-0

出水市文化町
lJ下 台地 慕良、平安 支川式 土師器 近代墓 「

成 5年度市町村、平成 7年緊急調査

山 下 08-057-0
」水市文化町

」下 台地 索良、平安―中世 土師器 青ヽ磁
干成 5年度市町村、遺物採集地

1 再願 08-056-0

出水市文化町
台地 密良、平安 上師器 「

成 5年度市町村、遺物採集地

1 正八幡 08-055-0
出水市文化町
L下 台 地 健文―奈良、平安 支川式・ 土師器 近代墓

子成 5年度市町村、平成 7年緊急調査

1 上松 08-094-0
出水市文化町
上松 台地 健文 土器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

1 下郡山 08-095-0
」水市文化町

歯下 台訛 隈文土器・ 土節器
0北薩分布調査

1 蔑下古壇群 08-011-0
出水市文化町

台地
=墳

地下式板石積石室 短甲 鉄鏃 土師器蓑 成
川式

旧名 1濤下 J、 昭和 8年記録な し、昭和

3245平 成 12年 学術調杏

1 川 除 08-069-0
当水市文化町
卜村黄 台 地

=墳
い奈良、平安 上師器

1 谷城跡 08-028-0
」小市 削 蔵

町上村西 台 地 ■世 水の手

1 査未園 08-093-0
出水市知識町

上村東 台地 上器・ 上師器
0北薩分布調査

I 御堂 08-092-0
当水市下知識
Br卜 村西 台地 古墳、中世 十筋 黒 書 磁 子成 9年度北薩 伊佐分布調査

1 西宮ノ脇 08-090-0

出水市下知識
ET注山 河岸段丘 与墳 上器

子成 9年度北薩 伊佐分布調査

J (幡 08-102-0

当小 巾 上 剰 謙

町八幡 台 地 吉墳、中世 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

2 震郷東 08-123-0

出水市中央町
幸細 首 台地 事世 淮連 鑑 □ 自物採集地

2 ―町樋 08-103-0

出水市 中央町
′(備 河岸段丘 古墳 上器

子成 9年度北薩 伊佐分布調査

客 尺神原 08-104-0
出水市中央町

表郷東 台地 占墳 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

み 支願寺 08-009-0
出 小 中 甲 只 町

八坊 河岸段丘

杯生い百墳、中世

(安土桃山)

箱式石棺・上師器 須恵器 弥生土器 賠掘記録なし

2 ヨ中
08-010-0

出水市中央町
河岸段丘

称生 脈4+黒 ・ 箔 首 黒 +AF果

恣 勺城跡 03-032-0

出水市 中央町
′(備 河岸段丘 中世 切岸?土塁 ? 「

城氏居城

事修寺跡 08-034-0
平良馬場 (中村
陳降 ) 河岸段丘

中管 (室 町)― 近代

(明治3年 ) 手跡

匿州島津家第 5代実久設立、「出水風」
,I

烈 立願寺跡 08-033-0
出 小 巾 甲 果 町

八坊 台地

平

“

(女 ■ つ

`山
,―

LJf世 手跡
633年焼失、「出水風上記J

蓼 ヒ松 08-105-0

出水市中央町
幸 141R首 台地 占墳、奈良、平安 上器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 ス込 08-106-0

出水市中央町
府 DT 台地 古墳 上器 「

成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 H王西 08-107-0

出水市五万石
HT石短 台地

=墳
土器 上師器

干成 9年詳細分布調査、北薩 伊佐分布
召香

3 斬蔵 08-091-0
出水市福ノ江

町新蔵上 台 地 偶文 上器 黒曜石
F成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 東福 ノ江 08-121-0

」水市福 ノ江

町福 ノ江 癌岸平野 儒文 上器
巨物採集地

31 日福ノ江 08-120-0

出水市福ノ江

町福ノ江 海岸平野 罷文 上器
巨物採集地

引 長松寺 08-089-0
出水市福ノ江

町福ノ江 低 地 儒文 土器
子成 9年度北薩 伊佐分布調査

3 六反 ヶ丸 08-073-0
」水市六月日

町六月日下 低 地 索良、平安 上師器

,埋文報■3)

自物採集地

3 平松 08-083-0

出水市下鯖町
平松東 丘陵

隠文、古墳、奈
慰  革 ウ F成 9年度北薩 伊佐分布調査

割 野間の関跡 08-117-0
屈之内2577

'57A
台 地

中世 (安土桃山)い
Jf世 古井戸

(市 )昭和411220
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L針原 08-119-0
出水市境町針
fF 囁 緩斜面 隠文 土 器

琶物採集地

井手山 08-118-0
出 水 市 琉 町 副

田 毎岸段丘 隠文 上器
嵐物採集地

尋越平 08-128-0
出 不 中碗 町 翻

通 偶文 土 器
自物採集地

疼犀 ノ玩 08-050-0
出水市境町切

箋丘 称生 土 器
平成 iO年確認調査

切通 08-0120
出水市境町切
稲 E陵 古墳 箱式石棺

昭和 46年非公式調査

資原城跡 08-031-〔

」水市美原町

とノ!原 台地 中世 睡郭 ,空堀
翼原氏居城

費原鐙 08-039-(

ヨ水FF美原町
ユ原 可岸段丘 縄文、弥生、古墳 =器

里 醒 葛
重物採集地

朗限城跡 08-023-0

」水市美原町
lH能 丘陵 Ⅲ世 と郭 曲輪 空堀・上塁 虎ロ

閉隈氏居城

板訪後 08-084-0

と水市美原町
調隠 台地 電文、奈良、平安

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

沖田岩戸 08-008-0

」水市吏笠町

美原町 ほ地 雲文晩期・古代

亀文上器・石鏃・石斧・磨石 弥生式上器
室

立県埋セ埋文報 (26)

18・ 49発掘・県文化財報告26

牛ヶ迫東平 08-122-0
」水市東光山

L頂緩斜面
1世 土師器 青磁 自物採集地

大 坪 08-051-0
出水市資金町・

峯 疇 mT 低 地
縄文 (晩)、 奈良、

平安 埋設土器・玉類・土師器 条里型地割

干成 10年確B鵬と、平成 11い 12

5 宮 ノ脇 08刊47刊

出水市上鯖淵

松尾 低地 ぷ生 日器
壼物採集地

S 陰尾城跡 08-030-0

当水市上鯖淵

陰尾 E陸 申世

的輪・掘立柱建物 腰郭 大手 空堀・土師器・

き整
,埋文報 (10)

と村氏居城

Ⅸ (田城跡 08-026-0
出水市上鯖淵
点田 i陵 申世 主郭 曲輪 粉形虎口 水の手

乙五郎 08-078-0
出水市上鯖淵

大田 L腹緩斜面 旧石器
査物採集地

邑山口 08-079-0
」水市上鯖淵

昏月 山腹緩斜面 日石器
遺物採集地

片出ノ原 08-085-0

」水市上鯖淵

質瀬ロ 可岸段丘 偶文・ 古墳 上器
Ю北薩分布調査

釘所園原 08-086-0

と水市上鯖淵
雪地 儘文 と器 黒曜石

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

洋ノ上城鱗 08-025-0
七水市上結淵
Lト 丘陵 Ⅲ世 と郭 曲輪 空堀・切岸 腰郭 水の手

m泉氏 井田氏、別称「井口城」「小城J

晴淵 08-087-0

」水市上鯖淵

中之上 河岸段丘 昌文・ 中世 甲型文土器
栂北薩分布調査

水天上 08-088-0

」水市置町山

奇 3地
島文、奈良、平

毎、近世 L器・黒曜石 土師器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

■末驚 08-054-0

」水市麓町堅
ヨ爆 合 地 ●世ぃijt世 也頭館跡 ビッ ト 陶磁器

平成 5年確認調査、平成6年本調査、平成8年

確認調査、平成9年本調 、市埋文報(58)

下ケ原 08-040-0

と水市武本水
テ市 可岸段丘 電文、奈良 上器・黒曜石

自物採集地

大 曲 08041-0
」水市武本折
皇野 可岸段丘 索良、平安 上師重畢

邑物採集地

とノ原 08-125-0

』水市武本鍋

臣 丘陵 儲文、奈 良、平安 上器・黒曜石 上師器
遣物採集地

公ヶ担 08-048-0

」水市武本鍋
三陵 日石器 い縄文 石器

平成 10年確認調査

Jヽ 松 08-049-0

と水市武本小
公 三陵 電文 需曜石

平成 10年確認調査

電水城跡 08-024-0

町麗市水

２５

出

７３ 三陵 1世 ■鄭 曲 輪 中 規 陣 歎 ★ 革 棚 お 手

肝付和泉氏・島津和泉氏・ 薩州家、別駒
「亀ヶ城J「花見ヶ城 J

記性庵跡 08-037-0

出水市麗町上

罫馬場 三陵

“

世 (室町 ) 獲州島津家の墓・位牌
「出水風土記」

た轟寺跡 08-035-0
出水市武本西

ノロ 三陵 中世 (室町 ) 手跡

薩州島津家第 6代義虎菩提寺、「出水風

上記 J

山田昌厳の墓 08-224 武本 2893 瑾地 江 戸 墓石
江戸初期の出水地頭

宿光寺跡 08-036-0
出水市武本西

ノロ 三陵

中世(室 町)い近代

`明

治3年 ) 手鱗
459年建立、「出水風上記 J

7′ E万 石溝底水道 08-227 武本小原下 子地 工戸 弔水路

7【 手山競齢 08-029-0
出水市武本小

原下 ヒ麓緩斜面 中世
半系和泉氏―族居城

資本大坪 08-101-0
出水市武本下

中 可岸段丘 古墳 土 器

名

春
「大坪J、 平成 9年度北薩 伊佐分有

7f と神 08-053-0
出水市武本上

中 可岸段丘 雲☆ 柱 瞬鯨 鏑 警 膨 十碧

昭和 62年分布調査、平成 4年確認 本

調査、文埋文報 (4)

7( i来 08-052-0

出水市武本上

中 言状地 称生土器 上師器 須恵器

昭和 62年分布調査、平成 4年確認 本

調査、文埋文報 (4)
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木甚町高橋 08-070-0
出水市武本清
フk 扇状地 縄文 、奈 良、平安

平成 9年詳細分布調査

L桜 ノ西 08-108-0
出水市武本上

中 清水 扇状地 縄文・古墳 上器
19北薩分布調査

蜘尺角束 08-019-0
出水市武本江

'II野

扇状地

名

絲

日

茎
「禰元西」「花園口 」を併合、遺物拐

ひ取 08-109-0
出水市武本清
,k 扇状地 健文

平成9年度北薩 伊佐分布調査、平成12年度詳細
分布調査、旧名「楠元的」「上宮上」を併合

色尺西 08-020-0
出水市武本清
フk 扇状地

名

訛
旧
筆

「楠元倒」「花園lel」 を併合、遺物捌

牟田尻 03-021-0
出水市武本清

水 扇状地

縄文 (早・ 中)、 弥

生

日名「出水池下肘 J「 出水池下側Jを併合、

昭和 51年発掘調査、県埋文報(3)

楠元上 08-018-0
出水市武本清
/k 需状地

重物採集地

」l水 ヶ池 08-110-0
出水市武本清
太 扇状地 隠文 上器 黒曜石

平成9年度北薩 伊佐分布調査、平成12年度詳細
分布調査、旧名「出水ヶ池南」を併合

池 ノ尾下 08-017-0
出水市武本江

,II野 扇状地 隠文 (晩 )

童物採集地

江川野 口 08-111-0
出水市武本江

川野 扇状地 隠文 土器 黒曜石

平成 9年度北薩 D14分 布調査、旧名「上池ノ

尾」「池ノ東」を併合、遺物採集地

霊田原 08-022-0
出水市武本清

嗣状地 置文
遺物採集地、旧名「池ノ尾Jを 併合

HH尾 狂 08-016-0
出水市武本江
111野 扇状地 縄文 (早 )

平成 10年確認調査、平成 11年本調

査、市埋文報 (12)

中尾 I 08-015-0
出水市武本江

川野 扇状地 縄文 (早 ) 押型文 石鏃 石斧
市埋文報 (12)、 平成 10年確認調査

下小野 08-014-0
出水市武本栗

毛野 扇状地
童物採集地

Jヽ 野口 08-112-0
出水市武本打

扇状地 儒文 上器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

西小野 08-013-0
出水市武本栗
手 野 扇状地 儘文 上器

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

(鼓橋 08-099-0
出水市大野原

町太鼓橋 台地 占墳、中世 上器 青磁
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

ヒ木下 08-098-0
出 小 中 入 野 屎

町 上 大 野 原 台地 占墳、古代 土器 土師器
平成 9年度北薩 ,伊佐分布調査

に闘 08-096-0
出水市大野原
DT下★野鷹 合地 罷文

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

西牟 田 08-097-0
出水市西 出水
BT満所 台 地 古 墳 上器

平成 9年度北薩 伊佐分布調査

政所 08-100-0
出水市西出水

町政所 合地 隠文 上器
自物採集地

雪見下 08-124-0
出 不 巾 半 和 Hfl

ゴルフ場内 台地 縄文 土器
平成 9年度北薩 伊佐分布調査

讐松 08-115-0
出水市平和町
ゴルフ場北 台地

縄文 (前)、 奈良、
平安、中世、近世

百斧・石鏃・石匙 杭列・轟式・双角状石器・夢
眸TI舗 昼 毎 黒

進物採集地

饉貝塚 08-007-0 出水市荘下 合地

縄文、奈良、平

舞、中世 黒曜石 土師器 陶磁器

昭和 48・ 53 61 63年 緊急調査 、

市埋文報 (13)

生下 08-071-0 出水市荘下 台地 賽良、平安 上師器 須恵器
査物採集地

=上
Ⅱ 08-072-0 出水市荘上 台 地 ■世 (鎌倉) 土師器・青磁

査物採集地、昭和 49年発掘調査

室上 I 08-044-0 出水市荘上 台地 ■世 (錬倉) と師器・青磁 童物採集地、昭和 49年発掘調査

ヨ淵 08-116-0 出水市荘上 台 地 亀文・ 古墳 上器・ 貝殻 ・上師器・須恵器
19北薩分布調査

下高尾野 47-007-0
高尾野町下高

尾野 台地 体生 (後 ) ふ生土器散布

松ヶ野 47-008-0
局尾野 町 ド局

尾野 台 地

電文 (早・晩)、 盲

食、中世 上器片 青磁 (多量)石鏃
子成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

出し積 47-009-0
高尾野町盾笠

末 台地 霞文、中世 ヨ藤 石 劃 〔 十 里 時 +肺 緊
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

版訪下 47-010-0
高尾野町唐笠

末 台 地

電文 (早・前)、 中
Ⅲ 上器 片 土師器

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

八幡ノ前 47-011-0
局尾野町唐霊

木 台地 守墳 と器片 須恵器
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

富園 47-012-0
局 尾

「
1町八 雰

保 柴引 台地 電文、古墳 黒曜石剥片 土器片 (大 量 )

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

寺園 47-013-0 富尾野町柴引 台地 曇文 (晩)、 古塔
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

中 里 47-014-0
高尾野町柴引

中里 可岸段丘

亀文、弥生、古

資、近慢 押型文 三万田式 御領式 陶器
鹿埋文セ埋文報 (1)、 昭和49年 発掘 lin査

聖前 47-015-0 高尾野町柴引 台地 島文、古墳 黒曜石景1片 土器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

堂前吉墳 47-016-0 高尾野町柴引 扇状地 ホ生 (中 )―古墳

地下式板石積石至古墳群 山ノロ式 須玖式

免田式 成川式 鉄鏃 勾玉 ガラス製小玉
昭和 45年 4月 7日 発掘調査 (池水寛治
氏)、 昭茉口4647年 妻掘調香
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表 4 周辺遺跡地名表 4

番

　

号

遺

跡

名

遺

跡

番

号

所

在

地

地

　

形

時

　

代

遺

構

・
遺

物

備

　

考

買畑 47-017-0
ヨ尾野町大久

果 争地 古墳 L器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

道下段 47-037-0
雪尾野町大久
里 雪地 偶文 ―古遣

,来式 磨消縄文土器 黒川式 打製石斧 石
族 磨石

平成 10年発掘調査

下柊迫 47-038-0
高尾野町大久

保 台 地 縄文 い平安 、近世 平成 7 9年発掘調査

卸岳 47-035-0
高尾野町大ス

保 河岸段丘 重物散布地

市内 47-033-0
高尾野町大久

保 詞状地 健文 (中・後 )
E県埋セ埋文報 (24)、 昭和49年発掘調猶

市内下 47-034-0
冨尾野町大ス

呉 台 地 健文 重物散布地
平成 7年度分布調査

太久保遺跡群 47-031-0
言尾野町大久
軍 台 地 電文 土器片

カラ ン迫 47-032-0
高尾野町大久

保字カラン迫 扇状地 日石器 、縄文

トラッビーズ・エン ドスク レーパー・押型
文・条痕文・石鏃 石斧 土師器

早埋文報 (3)、 昭和 50年分布調査

追 畠 47-036-0
爵尾野町大久

呆 含地 電文 上器片 黒曜石剥片

葛尾野城 跡 47-026-0
尋尾野町下高尾野
η41(小 字城肉〕 コ地 中世

柴引C 47-041-0 笥尾野町柴引 争地 電文 、弥生 上器片

ヒ田 47-029-0 罰尾野町柴引 争地 島文、古墳 黒曜石剥片 土器片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

柴
=瞳

跡群 B 47-024-0 罰尾野町柴引 台 地 電文、弥生 上器 片

東馬場 47-030-0 雪尾野町柴引 合地 健文、古墳 土器 片

平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)、 に

旨「柴引」を併合 (平 成 13年 )

洞亀寺跡 47-027-0
高尾野町柴 引
秘 庫 丘陵 中世 磨崖仏

「三国名勝図会 J

贅弓1潰 跡群 A 47-023-0
高尾野町柴

引・下高尾断 台 地 縄文、弥生 上器 片

貴馬場 47-018-0
冒尾野町栄引・

書笠太 台 地 隠文、弥生 圭器 片

駁訪 47-019-0
高尾野町唐笠
大 台地 隠文、弥生 と器 片

/nN迫 47-022-0
葛尾野町下高
ヨ野卑首 VIA柿 台 地 電文 、弥生

昴城 跡 47-021-0
ヨ尾野町 卜昌尾劉
,05(小字新城) 可岸段丘 ■営 と塁 堀 平成 9年測量実測調査

茨光 寺 47-020-0
爵尾野町下高

ヨ野車救キ寺 覇状地

電文、弥生、吉

責、中世
罵文土器 弥生土器 上師器 須恵器 晦磁器 すり鉢
k舎 瓦器 打製石斧 磨製石斧 石鏃 十字形石器

早埋文報 (2)、 昭和 49年発掘調査

城ヽ跡 47-025-0
高尾野町下高尾野

2973(小 字高城) ζIIL 中世 暮崖仏
「三国名勝図会 J

川骨 47-004-0 笥尾野町江内 ζ地 縄文、古増 と器 片
平成 7年度分布調査、県埋文報 (71)

べ牟礼城跡 47-005-0
罰尾野町江内
652(小 学尾崎 含地 中 世

「出水風上記」、島津忠久の居城

木牟礼 47-006-0
尋尾野町木牟

叱 争地 弥生 (後 ) 称生 土器散布・ 石種

14( 東笠掛 48-010-0
予田町上名屋
市 ζ地 占墳～中世 成川 式・ 上師器

〒成 7年北薩 伊佐地区分布調査、県遇
に錦 (71)

中郡 48-001-0
予田町下名中
■ 台 地 祢生 (後 ) 体生土器散布

」内寺跡 48-003-0
野田町下名 中
郎 台 地 中世 (鎌倉 )

建久7年

尺園 48-011-0
野田町上名大

ヨ 台 地 1世 上師器
平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、県廷

文報 (71)

k畠 48-012-0
野田町上名瀬
FH★皇 台地 霊文、中世 亀文 土器・ 土師器・青磁

平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、民摺
支報 (71Ⅲ

諜応寺跡 48-002-0
影田町下名八
器 台地

“

世(錬倉)建立
「出水風上記 J

下名授跡群 48-015-0 子田町下名 二地 目す ― 中 世 押型文・石鏃・土師器
日名「平地」

野 田畠 48-009-0 辱田町野田畠 争地 建文―中世 土器・ 石器・ 上師器・須恵器仙

春 48-013-0
辱田町上名上
羽 老 同 ζ地 写墳い中世 成川 式・ 土師器・ 染付

平成 7年北薩・伊佐地区分布調査、県遇
に報 (71)

ヽ牟礼城屋形跡 48-008-0
予田町上名字

邑地ほか 丘陵 申世 上塁

上名潰 DTr講 48-016-0 野口町上名 台 地 中 世 上師器

亀井城 跡 48-004-0
野田町上名本

城 丘陵 保元平治期

lJf城跡 48-005-0
野田町上名字
新 hF 陸 1世 奎堀・土塁・帯郭
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第 1節 発掘調査の方法

平成 4年 12月 に実施した分布調査で,昭和48年に緊

急発掘された沖田岩戸遺跡の隣接地ということと地形

の類似′性から,第 7図で囲まれた一帯が埋蔵文化財包

蔵地の可合蟄性がある範囲としてくくられた。小宇名が

異なるため,北側から榎木円遺跡,見入来遺跡,大坪

遺跡としてある。この小字名は昭和40隼代に耕地整理

されたのに合わせて改変されたものであり,大正年間

の小宇名とは異なっている。

平成10年に実施された確認調査では,第 I章第 3節

で前述した内容で トレンチを設定した。グリッドは10

m四方を単位とし,北側から1.2.3… …,西側か

らA.B.C… …とした。表土を重機で剥ぎ,それ以

下は手掘 りの調査を行つた。遺物の実測は平板で取り

上げ,グ リッド名と取り上げ番号を遺物に記 してある。

レベルについては台帳に記 してあるが,基準としてい

た杭の標高を本調査時に測 り直したところ,誤差を生

じていることが判明した。確認調査では縄文時代晩期

と古代の遺物が出土すると考えられる範囲を明らかに

し,工事部分と重なる第 8図に図示 した範囲を本調査

の対象とした。

平成11・ 12年度の本調査では,発掘範囲が広大な面

積に及ぶことから,グ リッドを20m四方に変更して調

査を行つた。グリッドの基準′点は確認調査時の′点を踏

襲し,市道六月田朝熊線の北側路側帯に新幹線本線の

センターと交わる点を起点とした。この点と市道沖田

2号線上の新幹線本線センターが交わる点を直線で結

んだ線を基準点として,グ リッドを設定した。南北方

向を算用数字で,東西方向をアルファベットの大文字

で呼ぶこととした。南北方向は起点から南側へ 1.2.

3… …区とし,北側へは01.02.03区 とした。東西方

向へは起′点を境に西側をD EXIと し,東側へそれぞれC,

B.A区 とした。遺跡名としてはそれぞれ異なるので

あるが,グ リッドの呼び方は統一してある。 したがつ

て北側から03～01区が榎木田遺跡, 1～ 7区が見入来

這跡, 8～39区が大坪遺跡の範囲となる。グリッド設

定は埋文サポー トが行い,同時に公共座標を設定した。

発掘調査は20mごとのグリンド境を30cm幅づつ合計60

cm幅のセクションベルトとして残し,表土をバックホーで掘

削しながらクローラーで廃土した。遺構の有無を確認しな

がら,セクションベルト沿いに手箕が入る幅で先行トレンチ

を設定した。これは,土層の観察を先に行うためとつF7k用

を兼ねるためである。土層の写真が逆光にならないよう1こ ,

各グリッドの北側と西側を先行トレンチとして掘り下げた。

先行トレンチは,遺物が出てこなくなるまで掘り下げた後 ,

各層の境にラインを入れ,写真撮影した後,20分の1で土

第Ⅲ章 発掘調査の概要

層断面を実測した。したがって,土層断面を実測した場所

は各グリンド境より30clll内 側となる。南九州の火山灰が多

様に堆積した台地部分とイま異なり,沖積地での層の把握

は苦慮し,ラインを入れる際は感覚的な部分も多々あり,

台地上の層位ほど厳密でないことをお断りしておきたい。

各土層断面図はスペースの関係で縮小しすぎて見にくい

ものの,各グリンドに合わせて提示してある。

表土下及び各層の上面で精査し,遺構を検出した場

合は遺構の調査を優先して行つた。それぞれの遺構に

合わせて必要なセクションベルトを残しながら掘り下げ,

写真撮影後10分の1で実測し,トータルステーションヘ

の取り込みを行つた。場合によつてはトータルステーショ

ンのみでの実測もある。遺構番号はそれぞれの遺跡で

発見された順に通し番号を付し,頭に略号をつけてある。

発掘現場での遺構番号は検出された時点でつけてある

ので,最初に認識した遺構名と完掘して明らかになった

遺構名が異なるものもある。また,通し番号であるために

同類の遺構数を把握しにくいので,本報告書では遺構

名の再整理を行い併記することイこした。現場での遺構

名と本報告書での遺構名は表5～表9の通りである。発

掘現場での日誌 。図面等は変更していないので,使用

の際は本表を参照していただきたい。

包含層の掘り下げは,手鍬やネジリ鎌あるいは竹ベラ

等を用いて全体的に水平になるように行つた。本遺跡の

ような粘土質の上壌を掘り下げる場合,適度な湿り気を

保つために,前 日に水をまいてシートをかぶせておく方

法が有効であつた①また,竹製の道具が意外にも偉力を

発揮した。出土した遺物は動かさずに現位置に置き,土

器の小破片についてはグリンド及び各層位ごとに一括し

て取り上げた。特徴的な遺物については各遺跡ごとイこ

通し番号を付して,50分の1の縮尺で平板実測した。取

り上げた,点数は,確認調査612点 ,榎木田遺跡248点 ,

見入来遺跡 1,751ッ点,大坪遺跡 17,095点 である。なお ,

当初50分の1の平板実測図にはⅢ層上面での10clllご と

のコンターを入れていつたが,ほとんど削平された面で

あることと高低差がないことから途中で断念した。

手掘りによる掘り下げは遺物が出なくなるところまで行

い,その後10mピッチで幅2mの トレンチを設定し下層

の確認をして各グリッドの調査を終了した。さらに,これ

に加え途中からは重機による最終確認を実施したところ,

埋設土器を検出できた例もあり,その後はすべて行つた。

なお,平成11年度末に行つたC-17区の調査は重機に

よる最終確認まで実施する余裕がなく,下層ごとB17

区に盛り上げ,年度が変わつてから遺物のみ拾い出し

た。その中には玉類もいくつか含まれており,深く反省

する次第である。
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表 5 遺構一覧表 (挿図番号順)1
本報告書での遺構名 遺跡名 贈掘調査時の遺構塗 区 層 時代 略称 輝↓

図
号

挿
番

写真図版
番号

埋 設 土 1 大 坪 S」 R― m 紹 支 1 1

上 ク 丈 餌 S、 1 B― 組 支 2 1

3 SJ B― 網 又 3 252(
4 S」 Ⅲ 絹 文 遅 誌4
5 大 坪 S」 C-16 Ⅲ 縄 文 5 ク6クニ

押 設 土 6 大 坪 S」 R― π 紹 支 6 1

埋 設 上 審 7 StJ C― 紹 文 7 1

埋設土
担譜土

8 SJ B― 紹 文 と8 10〔

9 夫 弾 B― Ⅲ 縄 文 9 12〔

大 坪 S」 C― Ⅲ 縄 文

と土 大 坪 S」 C― W 紹 支

丈 抑 S、 J 4 B 紹 支

交 却 SJ B― 紹 更 130

丈 却 S」 C― Ⅲ 儒 文

'早

譜 大 坪 S」 Ⅲ 鶴 文 3a

押 設 土 大 坪 S」 ■l― T「 紹 支 1 80

丈 即 S、 J 3- 組 文 1

丈 押 SJ ]-17 繹 文 1

主単言t 土 夫 押 S」 3-17 Ⅲ 綴 文

,撃 再せ土 20 大 坪 S」 Ⅲ 縄 文

押 設 土 大 坪 S」 El_ク
1 W 紹 支

大 却 S、 1 ヨー18 紹 支

丈 押 SJ -22 紹 文

担言↓土 丈 坪 S」 〕-23 Ⅲ 縄 文

=早
言t 土 大 坪 S」 Э-22 Ⅲ 縄 文

輝 設 土 器 大 坪 S」 11 ●―ク0 nT 緒 支

埋 設 土 大 岬 StJ ヨー25 紹 支

1里 膏9+ 丈 即 GJ D-21 紹 文

ユ里言じ土 S」 Ⅲ R文 11

理 譜 土 入 S」 D-2・ 3 Ⅲ 縄 文

岬 設 土 大 坪 S」 B-21 Ⅲ 紹 支 13F 8コ

埋 設 土 大 坪 金 、1 11 D-20 1紹支 EFl期 14C

1四 目9+ 丈 禅 GJ 餅 20 文 HIF馴 1 1

主里言t十 丈 押 SJ ,-22 Ⅲ !】 表月 12C

IIH譜止 S」 B-21 Ⅲ 1縄文 晩 期

押 設 土 器 大 坪 S」 B-21 師 1紹す 降 HR

埋 設 止 大 坪 S、 J B-21 1紹支 降 期

供 献 土 丈 即 S(J C-20 1紹文 距 瓢

柱 献 十 2 丈 坪 SJP 1 Ⅲ 1綴文 nSl期 た2

工 玩 大 坪 SK C-23 1紹文 陣 馴 1 1

土 2 大 坪 SK B-14 1紹支 2

十 3 丈 押 eK B-23 1紹文 主 3 1

■ 4 甲 人 K Ⅲ 1絹文 晩 期 土 4 14弓

土 5 夫 弾 十K Ⅲ 1縄文 ± 1 5

大 型 凹 地 大 坪 SX 3・ D-24 W 紹 マ 14ξ

凹 地 大 坪 SF π 紹 支 14〔

不 F 丈 即 SX 3-23 紹 文 1 1

不 2 丈 押 SF 紹 文 不 明 2 14〔

lkr土 夫 押 3-17 Ⅲ 1経文 土 司

呼 土 2 大 坪 SF Ⅲ 縄 文

焼 土 3 大 坪 SF π 紹 支 3

焼 土 4 丈 J SF 1ク 〔 紹 支 4

峰 十 tS 申 入 SF ]-4 絹 文 上 5
含留し, 甲 人 3-2 Ⅲ 絹 文 ち 沼 り 1

三デ留り 2 甲入 来 SS ε-3 Ⅲ 縄 文 希 レ〕ク

ビット 刊 大 坪 SX RT 紹 支 r、し

ク 丈 即 SP 絡 文 2

天 坪 SH ■ a 正「 1ヽ 穴 住 305,30(

夫 拌 SFK Ib 代

蟻 成 上 坑 2 大 坪 SFK El_ク R lll 2 36【 1

僻 虚 十 3 丈 SK D-24 nT 36Z

3 天 拌 SX 不 ]3 309,31(

4 大 坪 SX 3-14 b 不 4 ■6Z

不 明 損 5 大 SX El_16 ち
一

S

」三】 6 SK ヨー16 b 土 6

7 SK ヨー16 b 土

8 SK 1 土 t8
SK B-23 土 9

土 土 大 坪 SK B― ｂ
一坑 大 土 SK ヨー 5 ｂ
一

主

1 GK ヨー b 土

SK B― b 代 上

土 SK B-15 b 土

土 〕 夫 蝉 SK B― お
一

十

土 〕 大 坪 SK B― ｂ
一

土

上 1 丈 SK B― b 土 7

SK B― b 代 土 点 18 317318
丈 SK B― b 代 土

土 大 坪 SK B― Ⅱ b 百 十
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表 6 遺構一覧表 (挿図番号順)2
本報告書での遺構名 遺跡名 路掘調査時の選構4 区 層 時代 略称

X享
ペ ー じ

挿 凶
番号

写真図版
番暑

土 坑 大 坪 SK 10( B― rf b 土 坑 21
十 五 大 坪 SK B― 百 371

琉 SK B-15 Ib 百 a7争

IJl SK B― Ⅱ b 古 代 31831ξ
土 坑 SK B― Th 吉 」二勾i25
土 坑 大 坪 SK 吉 土

十 抗 丈 SK B―

土 筑 SK B― Ⅱ b 37G aク r

土 坑 SK 3- Ⅱ b 古 代

土 坑 ヨー π b 吉 t 32C

上 坑 大 士 SK
十 気 丈 SK -15・ 16
土 玩 SK 3-16 Ⅱ b

3 SP Ⅱ b 占 代

4 ノ〔土 SP ]-15 rT h 吉 4 ゴット4 1851
r、し 5 大 坪 SP ゴット5 373
r、し 6 SP 3-15 6 a7Я

ビ うヽ 7 SP 3-16 Ⅱ b 7
ビ ゥ 8 SP Ⅱ b 占 代

ビ ト 9 大 郷 ]-16 Th 百 代 ビット9 32C

「

ト k坪 SP も 吉 代 ゴット10
ビ しヽ SP 3-15 ゴット 11 321
ビ しヽ SP Ⅱ b ごット12

瞬 主 6 天 坪 SF 石 既 ± 6 322
SF ± 7

8 SF -ヽ25 8
9 SF A-25 Ⅲ 平安 ? 9

焼 土 SF C―ク4 Th 毛」L10
大 ユ SD ■ 383

SD B-6・ C-5 2
SD B― Z Ⅲ 3

溝 状 損 構 4 SD Th 4
土 己本 田 SK D-03 380
土 糎 末 日 SP D-03 32こ

土 相 SK D-03 古 代

土 坑 福 | SK D-03 古 上 1

土 坑 榎 木 田 D-03 」三カt38 380
十 榎 木 田 SK D-03 380
十 福 末 田 SK 1 D-03 RRC
土 権 eK -03 占 代 38〔

土 坑 海 SK -03 占 代 上坑 42
土 坑 榎 i SK う-03 土坑 43
十 榎 木 日 SK ,-03 ■

‐
1

十 榎 本 田 SK 〕 C13

土 福 田 SK 2 D-03
土 SK 代

=L】
48 SK う-03 代 土坑 48

土 榎 木 日 SK )-03 「イt 土

十 榎 木 田 SK D-02 「イ( 十

土 福 末 日 SK D C11 「
十t 1

土 権 末 SK C-01
‐
イ」こ

土 ユ 榎 六 SK D-02 土坑 53
上 ユ 榎 六 日 SK D-02 土坑 54
■

-1
榎 木 田 SK D-02 38〔

涵太 m SK D-02 ぎ 代 1

ピ シヽ 権 末 GK C-02 代

ビット 1 SK 1 D-02 代

ビット 榎 木 ∃ D-02 百 代 ツ

僻 十 榎 木 田 SF 2 |-02 吉代

弧 ヱ 任 足 靱 朋 1 ヘー33 Ⅱ I 中 世 1

掘 立 桂 律 物 跡 2 SB B-34 Ⅱ 中世 ? 掘 2 1

3 大 坪 B-26 3 1

4 大 坪 SB 1 つ
・

4 389
5 丈 : SB B-32 S 33( 1

6 SR へ・B-35 6
7 SB 3-35 Ⅱ 中 世 ? 393

掘 立 柱 建 物 跡 8 大 SB ヨー82 耳 中 世 ? 立 3
9 大 坪 SB Ⅱ 巾世 ? す 0 339

主 玩 SK D-13
土 坑 SK 世

土 坑 大 1 SK 世 」ニカt59
十 大 坪 SK
十 大 坪 SK 148 -ヽ33 339
土 SK 3-30
土 eK 3-33 Ⅱ 平安～鎌倉? 39こ 340
土 ユ SK ]-88 平安～鎌倉? 」ニカi64 840
上 l 大 坪 SK A-38 」Lちt65
+1 大 坪 SK 平安～鎌倉

★ 餌 SK A-33 34(
土 SK 1 A-34 Ⅱ 平安 ～ 401
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表7 遺構一覧表 (挿図番号順)3
本報告書での遺構名 遺跡名 発掘調査時の遺構名 区 層 時代 略称 奉↓

図
暑

挿
番

写真図版
番号

十 SK IA-34
土 IA-34 401

土 | 大 坪 SK IB-34 Ⅲ 中 世 ? 土 坑 7 1

上 士 大 坪 SK IR-3S エ 中 世 ? 」L力毛72
■

-1
天 SK IB-35 T 十抗 7a

土 大 】 SK IB-35
土 コ ,六《」 IB-35

焼 土 121 大 ユ SF ID-25 代 ～ 中 世 ? lXJ~ti 40を

lk4 131 大 J SF IB-24 m
lkT 大 SF IB-25
瞬 15 「 ★ 1 SF 7 IB-26
上発: 大 SF IB-24 Ⅲ 平 安 ? ほ二L 40〔

張発! 丈 RF ク04 IA-31 RT つ
・

40(
悸 丈 SF IB-85 |つ 34之

6 丈 SK IC-22 6

7 大 坪 SX IB-33
Яミロ日龍肇】 81 大 坪 く × IR―na T 軍 不 明 8
濾剃夫 51 大 坪 SD IB-22 Ⅲ 4 1

6 大 揮 SD IC-23 つ
・

6

溝 状 潰 お 7 大 押 SD IB-23 Ⅱ b 平

溝 状 損 お 8 ラ赤《ユ SD B-24 滅 3 34〔

竜呈J犬 9 SD 62 B-25 「 つ 9 40[
GD 6 C-26 「 つ a4F

,ク 臓 ―全全― 全n 186こ

滝剥犬 坪 SD B-35・ 36 Hc■ 中 35C

澱 状 漬 市 大 坪 SD B-34 Ⅱ b 十 つ

渾朝犬 丈 打 SD R-1

丈 SD B-25
丈 SD B-25・ 27

濾剃天 7 坪 SD D-24・ B-29 Ⅱ 4

溝 状 潰 】 坪 SD D-24 エ

活 状 SD D―ク4 Ⅱ 十 つ

大 dD D-24 π

一大 SD D-24・ C-23 ，
・

35C

溝 状 潰 】 SD A-36・ 37 Ⅱ 世 1

澪判犬i 大 坪 SD A-33～ 37 狂 平安 ～

SD A-32 nT as♂

SD A-91・ 32 3SG
7 A-31・ 32

溝 状 潰 】 :Ⅲ甲 SD A-31・ 32 田 中世 ?
漏 状 遺 橋 大 坪 SD A-33・ 34 Ⅱ 平安 ～

"雪

29 357
SD 14コ A-3a TT 漏 30 357

311 六
一

SD A-38
大 SD C-35

驚判十龍勃 :Ⅲ甲 SD A-33 Ⅱ 平 17

漏 状 貴 】 代 rj A―クrl Ⅱ 溝 34
SR 1

2 SR B-84 2

3 坪 SR B-34
波 板 状 凹 凸 面 4 大 坪 SR B-26～ 29 Ⅱ b 渡 , 4 42( 1141
波 板 状 凹 凸 面 5 大 坪 SR A26 I 世 波 板 5 363

6 丈 餌 SR B―ク6 T 湾 更6 363
7 丈 押 SR B-20 ワ 1752

1

波 板 状 凹 凸 面 9 SR B-38 I 中 世 ? 9 1

波 板 状 凹 凸 面 SR B-38 I 中 世 ? 波 板 10 36Z
SR A-38 π 中 世 ? 波 板 11

r、ッ ★ 紅 SP D-26 ドヽット16 a4t

ヨ三ち 兄 ハ 不 SK LS-3 ■し 」EE厄 76

± 1 見入来 SK 1 B-3 中 世 ? 」Lふ_77 47互

上 I 見入来 SK B-3 中 進 4

土 上 入 栞 SK 1 B-4 中 世 ? 」Ltti 79 47'
■

-1
80 1 SK B-5 中 廿 ? 土坑 80 47乏

十 SK B―S 47, 40`

土 5 |-6 40Z

上 士 舅 入 : SK B-6 47乏 40

土 土 入 SK B-6 Ⅱ建 中 世 ? 土坑 84
■

-1
85 1 SK R-6 中 世 ? 」L力t85

十 SK B-6 40コ

土 SK B-6 40コ

土 SK D-2 4

上 坑 入 SK 1 B-3 IC 中 世 ? 」L氏_89
:J二 】 90 SK EI_3 中 世 ? 」L力毛90
f〕 SK 3-3 「

'
土 SK 3-4
土

上 坑 入 来 SK 1 3-5 中 476
土 坑 見 入 来 SK 1 3-5 476
十 五 甲 入 SK B-5 「 つ 土坑 96
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表 8 遺構一覧表 (挿図番号順)4
本報告書での遺構名 遺跡名 発IIP調査時の愚構名 区 層 時代 略称

X軍
ページ

図
号

挿
番

写真図版
番号

■―士 GK Ⅱ 中世 ? 7 40F

土 SK Ⅱ

土 SK ]-5 ■

土 土 入 SK 3-5 Ⅱこ 中世 ? 上 1 40〔

上 士 SK Ⅱ

十 SK ]-5 Ⅱ 「

'
40F

土 SK I 03

上 104 見 入 SK 3-5 I⊂ 瑚L? 上 ユ 40g

土 土 105 入 SK 3-5 Ⅱこ :世 ?
=Ll

十 士 SK Ⅱ つ
・

400

十 SK ]-5 Ⅱ つ
・

40C

土 Ⅱ 0 1 40C

上 土 見 入 SK 3-5 I 上 】

上 士 SK 3-5 +つ 」L乞 0
十 土 SK ヨー5 Ⅱ

土 SK ]-5 Ⅱ 2

土 SK Ⅱ 3

上 オ 見 入 SK 3-5 Ⅱこ 上 士 4

土 土 入 SK 3-6 It つ
・

上 士 5
十 士 GK 3-5 Ⅱ 十 ユ 6 48f

十 SK ]-5 I世 ? 7 48t

土 I世 ? 8

上 坑 見 入 SK 3-5 Ⅱ③ 中 上 l 9

土 坑 120 SK 3-5 工③ 由 ，
，

土 主

十 銃 SK ]-5 咆
一・①
一・①

中
雨
一
中

f」 4Rf

土 琉 SK ]-5 ，
・

土 玩 3-5 つ
・

上 坑 見 入 SK B-5 I③ 中 ，
・

上 坑

土 坑 グ(: SK B-5 Ⅱ③ 中 手, 土

十 五 SK B-5 中 十

十 備 SK B―S 中

上 琉 lI(D 中

上 坑 見 入 来 SK B-5 I② 中 世 ? 主 玩

土 坑 130 入 来 SK B-5 Ⅱ② 中 世 ? 土

土 坑 SK R-5 咆
一咆
一Ю

中
一中

一中

十 気 SK B-6
土 琉 SK B-6
上 玩 見 入 来 SK B-6 E② 中 1

上 坑 見 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? :坑

土 坑 SK R-6 咆
一・②
一・②

巾 41，
・

488
十 五 SK B-6 中

一中土 玩 SK B-6
上 IJl -6 Ⅱ⑫ 中

上 坑 入 来 SK B-6 Ⅱ③ 中 世 ? 土 40

土 坑 (来 SK B-6 Ⅱ③ 中 世 ? 土 1 488
十 五 GK B-6 I③ 中 世 ? 2 48β 4

十 折 SK B-6 Ⅱ② I

上 IJl -6 工② 一中 44

土 坑 見 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? 土

'土 坑 入 来 SK B-6 I② 中 世 ? 土 ,

十 五 SK R-6 Ⅱ② 中 世 ?
t玩 SK B-6 哩一Ю

中
一中

，
・

48

土 玩 SK B-6 49

土 坑 大 坪 SK B-35 Ⅱa上 山

SR -ヽ25

渡 板 状 凹 凸 面

SR A-34 T 中 4

SR A-34
大 坪 SR -ヽ34 Ⅱ 中 4

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR ヘー34 Ⅱ 中

:庁涌 燎 問 ド 丈 打 SR Ⅱ 中 422
SR -ヽ34 ■ 甲 芭 49`

R 曰 中世～う
Δ―R氏        | π  l 由 措 ～ → 422

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR ヘー35 中世 ～ 近 世 波 板

波 板 状 凹 凸 面 大 坪 SR -ヽ35 I
"更

刺E22 1

SD -ヽ26 T 甲 I～ 4ク【

SD 代-26 中世～ 42〔

～ 析 件

溝 状 損 大 坪 SD B-16 5

溝 状 這 大 坪 SD D-23B-20 近 代 り

置 状 40 SD 析 ‖ ? 49コ

SX

SR D-8
溝 状 損 大 坪 SD 1 C-19・ B-20
漏 状 損 大 坪 SD C-19 代 以 降

万 万‖ 甲 入 票 SX C-4-D-6 江 戸 ～ [ 石
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表 9 遺構一覧表 (発掘調査時の遺構名順)

遺跡名 を掘調査時の遺構名 本報告書での遺構名

本田

木田

本田

末田

運跡 名 発掘調査時の選梼名 本報告 きでの遺構名 遺跡名 発据調査時の進構名 本報告きでの遺構名

耐一前
一耐
一曲
一働
一ぬ
一祀

十
燒 ± 13

器

兄
一兄
一兄
一兄
一見
フ一見

一́兄
一見
一́見
一́兄

味
一味
一球
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味

兄
一兄
一見
一兄
一見
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一兄
一見

味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一味
一峡

兄
一兄
一兄
一射

曝
味
一味
一峡

射
一嘉
一嘉
π

瞭
味
一味
函
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第 2節 遺跡の層位

本遺跡の層序および遺物包含層・年代・文化などの

関係は下記のとお りである。なお,注意すべき点とし

て,沖積地の土層は台地上の遺跡とは異なり,当時の

表層の状態によつて同じ時期の堆積層でも色調・土質

が異なることがある。例えば,水が表土にたまってい

るところとそうでないところでは同じ時期に堆積をし

ていても色調や性質が異なる場合がある。また植えら

れた植物によつても土質が変わつた可能性がある。そ

のため以下で説明する層序については, どの地点でも

通用するが,地点によつては間が抜けていたり,上が

とんでいたりすることがあることを断つておきたい。

I層 :耕作土。灰茶褐色土。各時代の遺物が耕作等

により撹乱された状態で出土する。

Ib層 :黒灰色粘質な

Ⅱ層 :青灰色または黄色粘土。黄色の上は水日の基

盤であり,酸化土である。粒子が細かく,乾

燥すると非常に硬い。

Ⅱb層 :青灰色砂質土。粒子が粗く,炭化物を含む。

古代から中世の包含層。

Hc層 :炭化物混入青灰色粘質土。砂を多く含み,粒

子が粗い暗黄灰色の部分もある。古代～中世

の包含層。大坪遺跡32区以南では,鋤痕とみ

られる層もこの層にある。

Ⅱd層 :黄褐色粘土。古代末から中世の水田基盤に伴

う酸化土とも考えられる。古代末から中世初

頭の遺構には,こ の層の下面で掘り込まれた

ものと,上面から掘り込まれたものがあるが ,

水田基盤とすれば層位的な前後関係には使え

ないことになる。

Ⅲ層 :灰黄褐色粘質ニ マンガン分が少量混入してい

る。古代及び縄文時代後期終末から晩期前半

の遺物包含層。Ⅲb・ Ⅲ
/も

同質の層である。

Ⅳ層 :茶褐色砂質土。マンガン分が密集して混入 し

ている。上部に縄文時代後期終末から晩期前

半の遺物が少量みられる。

V層 :青灰色砂質土。場所によつては拳大の円礫が

集中する。無遺物層である。

90m

8.Om iV層

第 3節 各グリッ ドの状況

榎木田遺跡・見入来遺跡を含めた大坪遺跡全林の調

査区域は南北820mに 渡つており,しかも縄文時代後期

から近代まで長期間営まれた生活痕跡が重複 している。

これらの点を考慮 しながら,過不足なく発掘成果を報

告しなければならないことから,時期を色分けすると

共に 2種類の縮尺の図を提示することとする。一つは

400分の一の図で,南北 4グ リンド分の遺構配置を示し

(第 10図～第18図),も う一つは150分の一の縮尺で,

各グリンドごとに土層断面図及び遺物出土状況も含め

て提示してある (第 19図～第102図 )。 色分けや ドット

種類については,凡例に示 したとおりである。

03区 ～01区 :榎木田遺跡

この区域では古代を中心に遺構や遺物が見つ

かった。建物跡や溝状遺構は見出せず,こ の区域

全体の性格を明らかにすることはできなかつた。

条里型地割については,昭和40年代以前の地籍図

でも方向が磁北よりも11度西側に向いている。

1区 ～ 7区 :見入来遺跡

中央部分を昭和40年代まであった川跡が南北に貫

いていて,これより西側での残存状況は良くなかっ

た。縄文時代の遺構や遺物は北側に残つていた。中

世後半から近世初期ぐらいに位置づけられると考え

られる土坑が東イ則に集中して検出された。

11区 ～18区 :大坪遺跡

14区～16区にかけての東側は,古代前半の遺構

や遺物が集中して出土し,この区域が当時の重要な

地域であったことが窺える。縄文時代の遺構及び遺

物もこの区域には多く,立地の上で共通した利点が

あつたと考えられる。地形図をみると,この地点には谷

が入り込まず,安定した微高地であったことが窺える。

縄文時代後期終末の上加世田式土器が主体を占め ,

大坪遺跡で最古の生活痕跡はここにある。

19区～30区 :大坪遺跡

際立った遺構集中及び遺物′ミ数はないものの,縄

文時代・古代前半・古代後半～中世にかけて,それ

ぞれの営みがあつた区域である。縄文時代晩期前半

の入佐式土器は24区周辺に,晩期中半から後半の黒

川式土器は21区を中心に出土している。古代前半は

22区～24区にかけて,生活痕跡がみられる。また,

道跡と考えられる溝状遺構もあり,条里型地割施工

前後の様相が窺える。

31区 ～38区 :大坪遺跡

この区域では,古代後半から中世前半の生活痕跡

が集中して確認できた。掘立柱建物跡及び道跡 と考

えられる溝状遺構の方向が 2通 りみられ,条里型地

割の施工前と施工後の様木目を窺 うことができる。

Ⅲ層

謬 飽

第 9図 大坪遺跡土層模式図 (B-21区 を基に作成 )

V層
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第13図  遺構配置図 (4)14区～18区
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第19図 遺構検出及び遺物出土状況 (1)D・ C-03区

D-03区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.56m,低 い所で7.5mである。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。北側壁面では, 6か所

の樹根を確認 した。

この範囲か ら,古代の上坑46(榎 SK 2)。 45(榎

SK 3)・ 34 (疱夏SK 4)・ 37 (力夏SK 5)。 38 (力豆SK 6)・

86(電琵SK 8)。 43(殉更SK 9)・ 47(殉露SK10)。 48(均更SKll)・

49(疱琵SK12)。 42(均更SK16)。 40(疱霊SK17)・ 44(疱豆SK19)。

35(榎 SP 7)を検出した。榎木 田遺跡の範囲内では

最 も遺構が集中した地域であり,北側にも広がるこ

とが予想 された。 しかし,確認調査を踏まえて設定

された範囲であり,溝状遺構 と違って連続性を強調

することが出来ない遺構であるので,各遺構を完掘

するにとどまった。

遺物の出土状況は,西寄 りに広がってお り,縄文

時代の石器類が出土 している。

C-03区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.64m,

低い所で7.5mで ある。Ⅱ層はその堆積状況から,Ⅱ

a・ Ⅱc層 とした。北側壁面の0.7m～2.5mの 地点は ,

10年度の確認調査のため削平を受けていた。

この範囲からは,古代のものとも思われる土坑42

(榎SK15)・ 44(榎SK19)を検出した。遺物の出土状

況は,散漫で少なかった。
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第20図 遺構検出及び遺物出土状況 (2)DoC-02区

D-02区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.6m,低い所で7.5mで ある。 Ⅱ層はその堆積状

況から, Ⅱa・ Ⅱc層 とした。

この範囲か ら,古代のピット14(榎 SK14),土 坑

50(榎 SK20)・ 56(榎 SK23)・ 54(榎SK24)・ 55(榎SK25),

古代のものと思われるピット15(榎SP21),同 じく古

代のものと思われる焼土を伴 う土坑11(榎 SF27)を

検出した。

遺物の出土状況は,比較的少ないが,南北に広が

つてお り,点在する形で出土している。縄文時代の

石器や古代の土師器がある。

C-02区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.68m,低 い所で7.5mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況か ら,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。北側壁面のO.7m～ 2.4

mの地点は,平成10年度の調査の確認 トレンチのた

め,削平を受けていた。また,6.2m～7.7mの地点

も削平を受けていた。

この範囲から,古代のピット13(榎SK13)を 検出

した。遺物の出土状況は,南北に広がって出上 して

ヤ`る。
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D-01区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.6m,

低い所で7.5mで ある。 Ⅱ層はその堆積状況か らⅡc

層 とした。Ⅱ層の堆積は薄く,こ の壁面でⅡ層は11.6

m中 1.34mしかなく,厚さ4 cm～ 8 cmし か確認でき

なかった。

この範囲か ら,古代の土坑51(榎 SK22)・ 53(榎

SK26)を検出した。

遺物の出土状況は,南側に多く,特に集中して出

土 している。縄文時代の石器類が出土 した。
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C-01区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.6m,低 い所で7.52mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。西側壁面の 0～4.5mの

地点には,現在も当地域で使用 される排水溝があつ

たため,調査ができなかった。

この範囲から,古代の土坑52(榎 SK l)を検出し

た。

遺物の出土状況は,比較的出土遺物は少なく,南
側からの出土が多い。縄文時代の石器類が出土した。

第21図 遺構検出及び遺物出土状況 (3)DoC-01区
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第23図 遺構検出及び遺物出土状況 (5)D-2区

D-1区

市道部分及び西側は調査区域外である。水田耕作

の関係でこの区の調査は平成11年 11月 に実施 した。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況は濃密で,縄文時代の石製土掘具

や石匙,石鏃等の石器が,調査区域全般から多量に

出上 している。

C-1区

今回の発掘調査で最初 に掘 り下げを始 めた場所

である。北側壁面のⅢ層上面の標高は7.6mである。

北側は市道であり,調査区域外である。 この範囲か

らは,遺構・遺物 とも検出されなかった。元々は丘

陵部の裾部であり,次第に東側へ高まっていたのが ,

水田開発により水平を保つために高い部分が削平さ

れたものと考えられる。
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第24図 遺構検出及び遺物出土状況 (6)C-2区

D-2区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.8m,低

い所で7.7mで ある。西側は調査区域外であった。北

側壁面のⅡ層はその堆積状況から,Ⅱ・Ⅱb層 とした。

この範囲から,縄文時代後期終末から晩期のものと

思われる埋設土器 30(見 SJ84)を検出した。この遺構は ,

D-3区にもまたがっていた。また,中 世後半のものと思

われる土坑88(見 SK83)を検出した。この埋土はⅢ層と

同質であり,わずかに炭化粒を含んでいる。形状や規

模及び埋土の状況とも,見入来遺跡にある他の多くの

土坑と一緒であり,中世後半～近世前半頃のものであ

ると考えられる。1基のみ離れている理由は不明である

が,他の上坑の使われ方がわかってくると,この区にお

ける当時の不U用方法が明らかになってくると考える。

この区からは,縄文土器 と石器類,それに土師質と

考えられる土器が出土した。遺物の出土状況は,調査

区域全般から多く出土している。

水 田耕作の関係でこの区の調査は平成11年 11月 に

実施 した。

C-2区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

7.72m,低い所で7.52mである。西側壁面の I層は,そ

の堆積状況から,I・ Ib層とした。西側壁面 18.12m～

19.76m地点のⅡ層下部に,特徴のある層を確認したの

で,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc層 と細分した。それぞれの特徴は,Ⅱ a

層は汚灰色土でしまりがあつて柔らかい。Ⅱb層は灰色

弱粘質土でしまりがあつてかたく,鉄分マンガン分はみら

れない。Ⅱc層 は灰褐色粘質土であり,基本的にはⅢ層

と同じであり他の場所に比べて茶色味が強く,炭化粒子
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B-2区

がわずかに含まれている。しまりがあつて固い層である。

また,深掘 りした西側壁面の16.6mの 地点か ら

19.76mの地点のⅢ層下部に,茶灰褐色シル ト質土の

層が厚 さ約50cmで堆積 し,粘質が弱 く, しまりがあ

つて固い。その下の乳茶色粘土層の中に,厚さ30clll

のしまりがあるが柔らかい淡青灰色粘質土の層 とシ

ル ト質でしま りがなく柔 らかい濃灰青色弱粘質土の

層を確認 した。北側は礫が多くあり,砂も多く,昭
和40年代以前は川であつた様である。

この範囲から,縄文時代晩期のものと思われる土

坑 4(見SK l)と 石溜 り1(見SS 2)を 検出した。

土坑 4はちょうど西壁面に接 して検出されたので ,

西側半分についてはD-2区を掘 り下げた平成H年

H月 に調査を行つた。

遺物の出土状況 としては濃密であ り,石製土掘具

や磨石,石鏃等石器類を中心に全般的な範囲か ら多

第25図 遺構検出及び遺物出土状況 (7)B-2区

5m

量に出土している。特に石製土掘具の比率が高い。

B-2区

西側壁面のШ層上面の標高は,高い所で7,74m,低

い所で7.58mである。南から l trn～9.26mの 地点の I

層とⅢ層の間に,多量の石を含む灰色土の層を確認し

た。西側は昭和40年代以前には川であつた様である。

川の境は明確な段はなく,漸次砂や礫が多くなってい

つた。この範囲からは他の遺構は検出されなかった。

1.42mの地点の灰色層 とШ層の間に土器片を,2.4m～

26mの地点Ⅲ層上面で黒曜石を検出した。

遺物の出土状況は,南側が濃密であり,特に南西

側からの出土が多い。 この様な状況から,北東より

はかつて標高が高く,後世の水 田開発に伴い削平さ

れたものと考えられる。
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A-2区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.82m,低い所で7.62mで ある。この

範囲の北側及び東側は,調査区域外 とな

るで,北側壁面の断面は調査 しなかった。

この範囲か らは,遺構は検出されなか

つた。遺物の出土状況としては,調査区

域範囲内の南西側から点在す る形で出土

している。後世に削平を受けた部分だ と

考えられる。

A-3区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高

は,高い所で7.9m,低い所で7.7mで あ

る。北側壁面3.66m～ 9mの地点のⅢ層下

部に,幅5.34m,厚さ約24clllの 直径 5 11ull

～ 12011Lllほ どの礫がつまっている砂礫層

が確認 された。 この礫の間は, しまった

砂上であった。西側壁面1.4m～ 1.81fnの

地点のШ層上部にかけて,幅40clll,厚 さ

約 8 cmの灰色上の埋土が確認 され,こ の

中か ら石斧を検出したことか ら,何らか

の遺構ではないかと考えられるが,具体

的に確定することはできなかつた。西側

壁面18m～ 18.65mの地点 I層下部に,幅

65cm,厚 さ約 28clllの 範囲で直径 5 11ull～ 100

11ullほ どの礫が集中するしまった砂質土の

層が確認 された。同じく西側壁面19,3m

～19,7mの 地点では,幅40clll,深 さ約24

clllの 範囲で,溝によって撹乱 されていた。

この範囲か らは,遺構は検出されなかつ

た。

遺物の出土状況は,西側からしか出土

してお らず, しかも点在する形である。

80m
藝 壁 寛 詈 雲 鶏 跨 覇 霧 蘊 騨

第26図 遺構検出及び遺物出土状況 (8)A-2・ 3区
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第27図 遺構検出及び遺物出土状況 (9)D-3区

D-3区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7,76m,

低い所で7.7mで ある。Ⅱ層の堆積状況は薄 く,全般

的に10.42m～ H.6mの地点 (幅1.18m,厚 さ8 cm),

12.9m～ 13.44mの地点 (幅54cm,厚 さ8cm),16.1

m～ 16.5mの 地点 (幅40cm,厚 さ4clll)の 部分でしか

確認できなかった。この区域では,Ⅲ層の途中から

拳大の礫が多くなった。

北側壁面を精査中,縄文時代後期終末から晩期の

土器の肩部付近が確認できたので,セ クションベル

卜を丁寧に崩 しながら掘 り下げると,D-2区 にまた

がる埋設土器30(見 SJ84)が検出された。遺物の出

土状況は,北東側が濃密で,こ こから多く出土して

ヤヽる。
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鶏                  蟄

石 ,留 り2(見 SS3)

C-3区

第28図 遺構検出及び遺物出土状況 (10)C-3区

C-3区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.7m,低い所で7.4mで ある。西側壁面のⅡ層は

その堆積状況から,Ⅱ ・Ⅱb層 とした。

東側の大半は昭和40年代の川跡があった場所で

ある。その近 くで,縄文時代晩期のものと考えられ

る石溜 り2(見SS 3)を検出した。この遺構の礫は

砂岩及び安山岩で構成 されていた。

この範囲の遺物の出土状況は,石製土掘具や磨石 ,

石鏃等石器類を中心に,全般的に広がっている。特

に,東側 と西側周辺部から,やや多く出土 している。
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第29図 遺構検出及び遺物出土状況 (11)B-3区

輸
一輸
一

B-3区

B-3区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.91m,

低い所で7,76mで ある。 I層 はその堆積状況から,

Ib層 とした。 Ⅱ層は1.7m～ 1.9mの 地点で幅20clll,

厚 さ約 4 clll,17.4m～ 18.4mの 地点で幅 lm,厚 さ

約 4 cmし か存在 しないことか ら,後世に削平を受け

ていたことが考えられる。17.04m～ 17.4mの地点で ,

I・ Ⅱ層 とⅢ層の間に,幅 40clllで 厚 さ約 5 clllの灰色

土の層を確認 した。北西側は昭和40年代以前の川跡

である。

南側半分から,中世後半のもの と考えられる土坑

76(jttSK 9)・ 77(歩きSK10)・ 78(ザとSKll)・ 89(歩 LSK12)・

91(見 SK13)。 90(見 SK14)を検出した。埋土は,青

灰褐色シル ト質土であった。土坑77の 中からは,多

くの礫 を検出した。これ らの土坑の使途は不明であ

る。

遺物の出土状況は,縄文時代の遺物が北側の方に

多く,特に北西側で集中して出土 している。石製土

掘具が 目立つ。
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④
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D-4区

第30図 遺構検出及び遺物出土状況 (12)D-4区

D-4区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.8m,

低い所で7.64mで ある。 I層はその堆積状況から,

I・ Ib層 とした。Ⅲ層の下部に砂礫層が堆積 してい

る部分を確認 した。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,東側 より点在する形で出土 している。

V層の礫層が上面まで浮いて出てきている場所

がみ られ,Ⅲ層上面でも一様ではない。遺物は東側

に寄つて出土した。特に石製土掘具が目立つ。
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C-4区

C-4区

北側壁面 。西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で7.76m,低 い所で7.44mで ある。北側壁面のⅢ層

は,7.3m～8.8mの 地点にかけて,幅 1.5mの範囲で ,

最深部が32clll下方へ落ち込んでいるのを確認 した。

また,こ の壁面の8.56m～ 9.5mの地点,10.12m～

11.9mの地点,11.96m～13.7mの I層 とⅢ層の間に,

灰色砂質上の層が約 8 cm～ 16cmの厚 さで堆積 してい

るのを認めた。中央部分を昭和40年代以前の川跡が

南流 してお り,礫や砂が多かった。この川跡に流 し

込むための木製の樋が両側にみ られたが,昭和年間

のものであると判断 し記録 しなかった。C-5区から

延びてきた石列 (見SX 7)は北端で西側へ屈曲して

いる。溝状遺構41(見 SX 8)の西側を掘 り込んで,栗

第31図 遺構検出及び遺物出土状況 (13)C-4区

石を敷きつめてある。栗石には白い物質がこびりつい

てお り,石灰を固めたものではないかと思われる。こ

の部分は昭和40年代の地籍図に描かれてお り,位置

を対応 させ ることができる。

この範囲か らは,他の遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況は,全般的な範囲から出土 している

が,周辺部から点在する形で出土 している。
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第32図 遺構検出及び遺物出土状況 (14)B-4区

B-4区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で7.91m,低 い所で7.8mで ある。Ⅱ層は北側壁面で

は6.7m～ 7.2m間 の厚 さ約 4 clll,西側壁面では7.46

m～8.3mの 84clllし か存在 しないことから,削 平を受

けていたと考えられる。

この範囲から,縄文時代後期終末か ら晩期のもの

と思われる焼± 5(見SF 4)と 埋設土器29(見 S」 5),

古代前半のものと思われる溝状遺構 3(見SD 6),中

世後半のものと思われる土坑92(見 SK15)・ 79(見

SK16)。 93(見 SK17)を 検出した。溝状遺構 3の埋土

は黄灰褐色粘質土であり,土坑よりは明らかに古い。

北西方向にカーブ して,端部は閉塞 している。土坑

92・ 79・ 93の埋土は共にしま りがなく,柔 らかい青

灰褐色シル ト質上であった。土坑79か らは,多くの

礫を検出した。 この上坑の使途は不明である。

遺物の出土状況は,こ の範囲全般的に出土してお

り,南側に比べて北側からの出土がやや多い。

・憩
職的

土抗92       }溝 3

(見SK15)      '(見 SD6)

土坑79

(見SK16)
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第33図 遺構検出及び遺物出土状況 (15)A-4・ 5区

A-4区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.9m,低い所で7.6mで ある。北側壁面の7.3m～

9。 4mの地点でⅢ層中に幅2.lm,厚 さ約 32clllの直径

5 11ull～ 10011ullの 礫が混入 し,しまった砂質土が間に入

る砂礫層を確認 した。西側壁面の12.2m～13mの 地

点Ⅲ層中には,礫が集まっている所を確認 した。北

側壁面の44cm～ 90clllの 地点にかけて,幅46clll,深 さ

10clllの 灰色土の遺構 らしき埋土を検出したが,形状

を明らかにすることはできなかった。この範囲から

は,遺物は出土 しなかつた。

A-5区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で 8m,低い所で7.8血 である。北側壁面及び西側壁

面の I層 は,そ の堆積状況から共に I・ Ib層 とした。

北側壁面の3.lm～ 5.2mの地点では,I層・ Ib層 と

Ⅲ層の間に,西側壁面15m～ 19.5mでは灰黄褐色土

の層が幅4.5m,厚 さ約 12clllに わたつて堆積 している

のが確認 された。Ⅲ層は,17.lm～ 17.76mの地点の

幅65clllで厚 さ約 16clll,18.5m～ 19.5mの地点では幅 1

mで厚 さ約 12clllの 部分のみに堆積 していた。

この範囲からは,遺構,遺物 とも検出されなかった。
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第 34図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (16)D-5区

D-5区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.96m,

低い所で7.9mで ある。

この範囲からは,遺構及び遺物 とも検出されなか

った。

層位 はしつかりしてお り,後世に削平された様相

はみ られなかつたが,遺物の出土はほとんど無かっ

た。縄文時代の生活区域の南西端であったことが窺

える。
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盤路

第35図 遺構検出及び遺物出土状況 (17)C-5区

80m
75m

C-5区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で7.84m,低い所で7.5mである。西側壁面Ⅲ層の

O.76m～ 3.7mの地点はその堆積状況から,Ⅲ・Шb

層 とした。また,こ の壁面では1.7m～2.lmの 地点

でⅢb層下部に幅40clll,厚 さ約 12clllの 緑色土を,5m
～17.6mの Ⅱ層 ≧Ⅲ層の間に灰色砂質土の層を確認

した。北側壁面では15m～ 15.6mの地点にかけての

厚 さ約 28clllほ どの粘質土は,Ⅲ層 とよく似てお り,

Ⅲ層に赤味がかつた土と青灰色が混ざつた感 じの上

である。

この区の中央部は砂礫が多く,中世から近世にか

けて造 られた河)|1跡ではないかと考えられる。 この

中か ら,14世紀に使われていた と考えられる青磁が

出土 した。また,その下にもぐり込む様にして溝状

遺構 2(見 SD81)が検出された。確たる証拠はない

が,幅や断面形,それにゆるくカーブする点が他の

溝状遺構に類似することから,道跡ではないかと考

えられる。

遺物の出土状況は,石器類や陶磁器類が多 く出土

してお り,特に東側からの出土が多い。

エェ__ェ
_ヶ

C-5区
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B-5区

土坑98

(見SK22)

土抗99
(見SK23)

O

土坑115

土抗104,

(見 SK27),

土坑105 '
(見SK29)/

イ

Ql"
土抗 108

(見 SK32)

土坑109

(見 SK33)

土坑 111

(見SK35)

土坑H2
(見SK36)

土坑101

(見SK25)

土坑116
(見 SK42)
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第36図 遺構検出及び遺物出土状況 (18)B-5区

B-5区

北側壁面・ 西側壁面の標 高 は,高い所 で8.38m,

低い所 で8,02mで ある。

この範 囲は,中世後半 と考 え られ る土坑が最 も集

中 した ところであ り,40基 (見 SK18・ 19。 20・ 21・

22・ 23・ 24。 25・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30・ 31・ 32・ 33 ・

34・ 35。 36・ 37。 38。 39・ 40。 41・ 42・ 43・ 44・ 45 ・

46・ 47・ 48・ 49。 50。 51 ・ 52・ 53 ・ 54・ 55・ 56。 82)

を検 出 した。重複 した土坑が多い ことか ら長期 に渡

つて使 われた と考 えられ る。用途が不明であること

か ら一つの土坑が どれ ぐらいの期間使 われたのか解

らない。土坑81(見SK50)・ 80(見SK82)の 中か らは ,

礫 も検 出 した。 これ らの上坑の埋土は, しま りがな

く柔 らかい青灰褐色 シル ト質上である。

溝状遺構 3(見SD 6)の南半分がこの区で検出さ

れ,端部は北側 と同様閉塞 されている。南西側には

溝状遺構 2(見SD81)が ある。床面 しかとらえられ

なかった。

遺物の出土状況は,全般的な範囲で出土している

が,遺物の量は少なく,範囲内から点在する形で出

土 している。
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D-6区

第37図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (19)D-6区

D-6区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.76mで

ある。溝状遺構41(見 SX 8)と 石列 (見SX 7)の西

側縁の延長を検出した。C-5区 との間は確認 トレン

チで掘 り下げられてお り,図上での復元 となった。

この様な事情から掘る部分も限られてお り,こ の範

囲か らは,遺物は検出されなかつた。
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第38図 遺構検出及び遺物出土状況 (20)C-6区

C-6区
C-5区から続 く場所で,北側壁面のⅡ層下部全

般に灰褐色,暗灰色,黒灰色の層が堆積 している。

西側壁面でも同様に堆積 してお り,西側壁面の12.38

m～ 12.58mの 地点にかけて幅20clll,厚 さ約 5 clllの青

色のグライ土と思われる層が確認できた。また,北
西側壁面17.5m～ 19。 2mの地点において,江戸時代

～近代にかけての水路の石組 と思われる石列 (見SX

7)を検出した。このことから, この範囲は中世～

近世にかけて造られたと思われ る川の跡ではないか

と考えられる。広い範囲で安定 した地層であったが ,

他に遺構は検出されなかった。

遺物の出土状況 としては,中心に向かつて南北に

かけて出土している。特に南側からの出土が多い。

5m
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B-6区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で 8m,低
い所で7.82mで ある。

この範囲では,古代～中世のものと思われる溝状

遺構 2(見SD81),中世後半と考えられる土坑25基 (見

SK41・ 57・ 58・ 59。 60・ 61 ・ 62 ・63・ 64。 65,66・

67・ 68。 69・ 70・ 71・ 72・ 73・ 74・ 75。 76。 77・ 78 ・

79。 80)を検出した。土坑は北東部分に集中してい

る。土坑83(見SK63)・ 84(見 SK64)・ 86(見 SK65)・

85(見 SK66)。 87(見SK67)の中からは,礫も検出し

た。溝状遺構 2の埋土は,黄灰色粗砂である。溝状

遺構 2の南西側は一段低 くなってお り,遺構も遺物

も少なかつた。土坑82(見 SK57)。 132(見 SK59)。 133

第39図 遺構検出及び遺物出土状況 (21)B-6区

(見 SK60)。 134(見 SK61)・ 135(見SK62)・ 83・ 84・

86。 85。 87・ 137(見 SK68)。 138(見 SK69)。 139(見

SK70)・ 143(見 SK74)・ 149(見SK78)。 147(見 SK79)・

148(見SK80)の埋土はしまりがなく柔 らかい黄灰褐

色シル ト質土であ り,土坑136(見 SK58)・ 140(見

SK71)。 141(見 SK72)。 142(見SK73)・ 144 (見 SK75)・

145(見SK76)。 146(見 SK77)の 埋土はしま りがな く

柔 らかい茶褐色シル ト質土で,土坑115(見 SK41)の

埋土は しまりがなく柔 らかい青灰色シル ト質土であ

る。 これ らの土坑の使途は不明である。

遺物の出土状況は,遺物の量は少なく,西側か ら

点在する形で出土している。図化 した縄文時代の遺

物は石製土掘具の 1点のみである。
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C-7区

第40図 遺構検出及び遺物出土状況 (22)C-7区

C■ 7区

C-6区で土師器片が若千出上したので,追跡 した

区域である。確認 トレンチ部分で確かめながら,層

がしつか り堆積 していた部分のみを掘 り下げた。 し

かし,遺構はなく,遺物色含唐の確認もできなかつ

た。
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第41図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (23)B-7区

B-7区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で7.93m,

低い所で7.66mで ある。0.6m～ 2.5mの 地点でⅡ層

とⅢ層の間,13.9m～ 15mの 地点で I層 とⅢ層の間 ,

16.5m～ 19.5mの地点で I層 とⅢ層の間に灰色粗砂

上が堆積 しているのが確認 された。また,3.5m～ 3.8

mの地点でⅡ層 とⅢ層の間には灰色粗砂土が堆積 し

ているのが確認 された。

この範囲か らは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,数点が点在するのみである。
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D-8区

本来調査対象の範囲外であつたが,昭和40

年代の地形図によると条里型地割大区画の交

点にあたる部分であり,工事予定地内に入つ

ていたので,協議の上調査 した。

調査の結果,出てきたものはビユール等も

含まれてお り,昭和年間まで下るこ≧がわか

つた。溝状遺構42(SR 2)と した道状の湾曲

した部分もみ られたが,どれ ぐらい古 くまで

さかのばるかはわからなかった。はっきりし

た区画はわからなかったけれ ども,昭和40年

代の区画 とほぼ重なる地点であることは明ら

かとなり,こ の周辺では当時の状況が残つて

ヤ`ると考えられる。

D-11区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は ,

高い所で8,16m,低 い所で8.lmである。西側

壁面の7.9血 ～8.2mの 地点にかけて,幅 30clll,

厚 さ約16cmの 明灰褐色土の層が確認できた。

この範囲からは,溝状遺構 14(SD l)が 東西

方向に検出された。このことから条里型地割

の一部 と考え,東側へ追えるだけ追ったが ,

B-12区 に入つたところで消滅 して しまった。

出土 した遺物は須恵器が一片である。途切れ

た部分からさらに東側へ13mを バ ックホーの

バケット幅で確認 したが,すでに削平 されて

いる様だつた。

遺物の出土状況は,古代以降はほとんどみ

られなかつたが,縄文時代の遺物が中心部分

と南西の端側から多く出土している。

C-11区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.36m,

低い所で8.3mで ある。

D区から延びてきた溝状遺構14(SD l)が さらに

東西方向に延びている。遺物は,縄文時代及び古代

のものがわずかながらみ られる。

第42図 遺構検出及び遺物出土状況 (24)D-8区
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D-12区

北側壁面 。西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.36m,低 い所で8,3mである。西側壁面の 5m～
5,64mの 地点で I層 とⅢ層の間に幅64cm,厚 さ約 8

clllの やや しまる砂礫層の堆積を確認 した。この範囲

か らは,遺構は検出されなかった。遺物の出土状況

は,全般的に遺物の量は濃密である。縄文時代の遺

物は中心部分に多く出土した。縄文時代後期終末か

犠 9

第44図 遺構検出及び遺物出土状況 (26)DoC-12区

ら晩期にかけての時期であるが,黒)|1式上器などの

やや新 しいものが 目立つ。ス トレー トな口縁部をも

つ土器は他のグリン ドよりも多い。石器 も多彩な種

類が出土してお り,石製土掘具 ≧磨石類が多くみ ら

汀しる。

古代以降の遺物は南西部分か ら集 中して多 く出

土している。
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第45図 遺構検出及び遺物出土状況 (27)D-13区

C-12区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.4m,

低い所で8,3mで ある。

Ⅱ層が一部にしか存在 しないことから,削平を受

けているものと考えられる。

この範囲か ら遺構は検出す ることができなかっ

た。

遺物の出土状況は,ス クレイパー,石鏃,縄文土器 ,

それに須恵器等が西側の端から点在する形で出土 し

ている。

D-13区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.43m,低 い所で8.3mで ある。

この範囲からは,土坑57(SK34)。 58(SK35)・ 59

(SK36)・ 60(SK37)を 検出した。一列に並んで検出

されているので,こ の方向に何 らかの意味があるの

かもしれない。これ らの遺構から遺物は出上 しなか

つた。

この範囲の遺物の出土状況は,東西南北 と全般的

な範囲で出土してお り,南にい くはど出土遺物が多

い。中でも,南東側からの出土遺物が多い。縄文時

代の遺物には石鏃が多く,古代の遺物 も増加傾向に

ある。
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C-13区

西側壁面でのⅢ層上面の標高は,高い所で8.5

m,低 い所で8.3mで ある。

この範囲から,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,西側の方か らしか出土してお らず ,

特に,南西方向が濃密であ り,集中して出土 して

いる。

D-14区

この区の中央部分に東西方向で幅 5mの農道が

あり,そ の両側を調査 した。遺構はなかつたけれ

ども,北側部分からは縄文時代の遺物が多く出土

した。北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は ,

高い所で8.56m,低い所で8.Omである。Ⅱ層は北

側壁面,西側壁面 ともその堆積状況からⅡ・ Ⅱb

層 とし,ま た北側壁面のⅢ層 はその堆積状況から

Ш o Ⅲb層 とした。北側壁面のⅣ層の下に,Ⅲ b層

に類似 しているもののⅢb層 よりもしま りがある

層を確認することができたので,こ れをⅣ′
層 と

して分類 した。西側壁面では,Ⅳ層の下に粘性が

強 くしま りがある青色土の層が堆積 しているのが

確認できた。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺

物の出土状況は,農道より北側からしか出土 して

お らず,こ こからの出土が多い。 これは,昭和40

年代の圃場整理の際,道路を挟んで南側を深 く掘

り下げたためではないか ≧思われる。縄文時代の

石器が多い。
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第46図 遺構検出及び遺物出土状況 (28)C-13区
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第47図 遺構検出及び遺物出土状況 (29)D-14区

C-14区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.44m,低い所で8.3mである。Ⅱ層はその堆積状

況から,Ⅱ b層 と分類 した。Ⅲ層も西側壁面では微妙

な違いがみ られる。

遺構 として認定したのは,C15区 から延びてくる

不明遺構 3(SX75)で あり,次第に北へ先細 りしてい

く。北西側にある平行 した線は,こ の部分のみ色調が

灰褐色をしていたので記録 した。遺構名は付けていな

い。北側中央部分にある土坑状のものは,埋土との区

別が可能であつたが,水路で切られていることと,遺

物が出土 しなかつたことから,遺構番号は付 さなかつ

た。遺物の検出状況は,石器類や縄文土器等が多く出

土 している。出土地点は,南東側方向が濃密であり,

ここから集中して出土している。

B-14区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.4m,

低い所で8.32mで ある。現在使われている農道を挟

むため, 7mの地点までしか調査ができなかった。

この範囲か ら縄文時代の埋設土器 3(SJ79)。 9

(S」80),同 じく縄文時代の土坑 2(SKl18),古代の

焼土遺構 (SF20),同 じく古代の不明遺構 4(SX81)

を検出した。焼土遺構については,掘 り下げていくと

焼土粒が広がって遺物と混在 してきたため,結局不明

遺構 4と 同一のものと判断した。

遺物の出土状況は,縄文時代及び古代 ともに中心部

分から南西方向で多量に出土してお り,濃密である。
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第49図 遺構検出及び遺物出土状況 (31)D-15区

D-15区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.24m,低い所で7.88mで ある。北側壁面のⅢ層

は,そ の堆積状況から,Ⅲ・Ⅲ′
層 とした。北側壁

面,西側壁面のⅡ層をその堆積状況から,北側壁面

をⅡb層 ,西側壁面をⅡb′ 層 と分類 した。特に西側

壁面のⅡb層 ,Ⅱ b′ 層の中に炭化物の混入が確認 さ

れた。

古代の遺構・遺物はほとんどなく,こ の時期の生

活場所はC15区以東であつたと考えられる。一方 ,

縄文時代にはこの区域まで生活場所が広がっていた

と考えられる。 この範囲から,縄文晩期のものと思

われるピット1(SX28)を 検出した。この遺構の埋土

は ,炭 化粒 を多く含 み粘質が強い。この遺構からは ,

縄文土器の土器片が出土した。

遺物の出土状況は,石斧・石製土掘具・磨石・石

鏃・異形石器・石皿・勾玉・管玉・縄文土器 ,それ

に陶磁器等が出土してお り,非常に濃密である。遺

物の出土は,全体的な範囲から出土しているが,西

側にいくにつれて,やや量を減 じている。縄文時代

は後期後半の上加世田式土器が他のグリッ ドよりも

多く出土している。
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第50図 遺構検出及び遺物出土状況 (32)C-15区
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C-15区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.36m,低 い所で8.13mで ある。 Ⅱ層をその堆積

状況から,Ⅱ b・ Ⅱb′ 層 として分類 した。北側壁面

18m～ 19.04mの 地点にかけて,I層下部 とⅢ層上部

の間に,幅 104m,厚 さ約12cmの灰黄色粘質上の層が

堆積 していた。また,北側壁面の22.7m～ 23.7mの

地点にかけて,Ⅱ a層 下部 とⅢ層上部の間に,幅 lm,

厚 さ約12cmのマンガンが混入 している青灰色粘質土

の層が堆積 していた。中央より東側には排水路がつ

くられてお り,寸断されていた。

この範囲からは,縄文時代後期後半のものと思わ

れる埋設土器 4(S」38),古代前半のものと思われる

竪穴住居跡 (SH29),古代のもの と思われる焼土を伴

う土坑 1(SFK82),同 じく古代のものと思われる土

坑32(SKl14)を 検出した。

これ らの遺構からの出土遺物 としては,竪穴住居

跡からは底部が丸平底 となる土師奏,焼成土坑 1か

らは須恵器・土師器・土錘,不明遺構 3(SX75)か

らは須恵器・土師器・鉄製品・獣骨等が出土した。

この範囲か らの遺物の出土状況 としては,石器

類・勾玉・管玉・縄文土器・須恵器・土師器等が出

土 している。その中でも特に縄文時代後期終末の玉

類が多く,こ の区全般的に出土 してお り濃密である。

中心部 と北東方向から多く出土 している。
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第51図 遺構検出及び遺物出土状況 (33)B-15区

B-15区

北側壁 面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.3mで ある。 この範囲は I層→

Ⅲ層→Ⅳ層 となつてお り,Ⅱ 層 がない ことか ら,昭

和40年代 の耕地整理で,削平 されたもの と考 えられ

る。

この範 囲か ら,縄文時代の もの と考 えられ る埋設

土器 2(S」 119)・ 埋設土器 1(SJ124),古代前半 と

考 え られ る焼 土遺構 2基 (SF6・ 7),古代 の上坑 16基

(SK76・ 77・ 97・ 98・ 99・ 100・ 101・ 102・ 103・ 104・

105・ 106・ 110。 111'112・ 113),古 代 の ピン ト4

(SPl16)。 6(SP122)・ 5(SP123)を検出 した。土

坑や ピントの埋土には,焼土粒や庚化粒が含まれて

いる遺構もあつた。すべてのピットに名称をつけた

わけではなく,遺物が出土したものや,特徴的な形

状及び埋土堆積状況を示すものだけに遺構名をつけ

た。ピットもいくつか検出したが,並ばせ られなか

った。この範囲の遺物は,縄文時代の埋設土器の他

に,土坑・ ピット内部より,土師器・須恵器・輔の

羽 口等が出上 した。

遺物の出土状況としては,石製土掘具・磨石・玉

等の石器類や縄文土器,土師器・須恵器等が中心部

に向かつて弧を描 くような形で大量に出土 した。特

に中心から周辺部にいくほど,遺物の量が多 く濃密

である。
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第 52図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (34)D-16区

D-16区

北側壁面・西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低 い所で8.04mで ある。北側壁面のコ層は ,

その堆積状況からⅡ・Ⅱb層 とした。また,西側壁面

では,Ⅱ b層 に炭化物が入つたものを確認 したのでⅡ

b′ 層 とし,Ⅲ層に暗灰褐色土でマンガン分が少量入

つたやや しまっている層を確認 したので,こ れをⅢb

層 として分類 した。

遺物の出土状況は,非常に濃密であり,特に石鏃

が多 く出土してお り,ま たこの範囲の西側寄 りに,

縄文土器や須恵器等の多量の遺物が出土している。

縄文土器は古手のものが多い。

-74-



患i:::こ 堅嬰異峯峯畢祭畢塞撃峯

C-16区

C-16区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.16mで ある。西側壁面のⅡ層及

び Ⅳ層は,その堆積状況からⅡ・Ⅱb・ Ⅱb′・Ⅱc,Ⅳ・

Ⅳ
′

層 とした。

この範囲からは,縄文時代後期のものと思われる

埋設土器 15(S」 12)。 14(SJ31)。 7(SJ33)・ 10(SJ39)・

11(S」 40)。 5(SJl15)を 検出した。ある程度の間隔

をお くことから並ぶかとも考えたが,確実な関係は

つかめなかった。古代の遺構は北東隅に限られてお

り,当時の主 体的な生活空間の南西端にあたる様で

ある。

遺物の出土状況は,凹石・磨石・石鏃等の石器類

や ,縄文土器・土師器・須恵器・土錘等この範囲で

第53図 遺構検出及び遺物出土状況 (35)C-16区

全般的に出土 してお り,濃密である。特に中心部に

弧を描 くような形で多く出土している。D16区に続

いて石鏃の点数が目立っている。
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B-16区

北側壁面と西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.3mである。北側壁面の0.8m～

2.8mの 地点にかけて削平 されていた。

この範囲からは,縄文時代後期のものと思われる

埋設土器 17(S」 3),古代のものと思われる土坑 9基

(SK83・ 84・ 87・ 88・ 89・ 90。 92・ 93・ 96),古代の

もの と思 われ るピン ト3(SP86)・ 9(SP91)。 8

(SP94)。 7(SP95),古代のもの と思われる不明遺構

5(SX85),近世以降のもの と思われる溝状遺構 38

(SD17)を 検出した。土坑や ピン トの埋土には,焼
土粒や炭化粒が含まれているのもあつた。この範囲

の遺物は,縄文時代の埋設土器の他に,土坑・ピッ

ト内部から,土師質の土器,土師密の口縁部 と甑の

5m

底部 と考えられるもの,安 山岩の礫,須恵器片等が

出土した。溝 状 遺 構 38は 表 土除去後に精 査 した

ところ,こ の部分だけ筋状にサ ビ色をしていた。通常

の遺 構 のつ もりで 掘 り下 げ てみ ても,底 面 及 び

壁面ははつき り出てこなかった。おそらく上部に存

在 していたと考えられる溝状遺構の痕跡 と判断した。

ちょうど南北方向にあることか ら,条里型地割に関

するものと考えられる。

遺物の出土状況 としては,中心部からはあまり出

土せず,北東・北西・南西より中心部に向かつて弧

を描 くような形で,縄文土器や土師器・須恵器等が

出土していた。南側では縄文時代及び古代以降とも

に遺物の出土量が減ってきている。

第54図 遺構検出及び遺物出土状況 (36)B-16区
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D-17区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で8.43m,

低い所で8.2mである。北側壁面のⅡ層は,下部に白

灰色の層を確認 したのでⅡb層 とした。また,西側壁

面では, I層の下部に I層 よりもやや しまりがあ り

赤味がかつている層を確認 したので,こ れを Ib層 と

した。 さらにⅡ層の中に炭混 じりの層を確認 し, こ

れをⅡb層 とした。そしてⅡb層 に似ているがⅡb層 よ

りは粘性が強 くしま りのある上の層を確認 したので ,

これをⅡd層 として分類 した。

この範囲から,古代のものと思われる波板状凹凸

面 1(SR26)を 検出した。当初は遺構 とはわからず ,

雨あが りにいつもここだけが筋状に早く乾くことか

ら掘 り下げたところ,底面が波板状 となった。この

第55図 遺構検出及び遺物出土状況 (37)D-17区

遺構から遺物は検出されなかった。

遺物の出土状況は非常に濃密であり, この範囲の

より東側から石器類や縄文土器等の多量の遺物が出

土している。また,D16区の延長で石鏃の出土点教

が目立つ。
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C-17区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.4m,低い所で8.24mで ある。Ⅱ層はその堆積状

況か ら,Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱe・ Ⅱf層 とした。西側壁面の14.3

m～ 15mの 地点と19.6m～ 20m地点のⅡf層 に,溝 ら

しきものを認めたが,遺構 としては半」断 しなかった。

この範囲では,西側壁面の12.2m～ 12.8mの地点

のⅢ層上面で,幅60clll,厚 さ約12cmの古代 と考えら

れる波板状凹凸面 1(SR26)を検出した。波板状の

凹凸がはつきりするのは西端のみであり,こ の区で

は単なる溝状遺構 となって中央付近で消滅 している。

また,縄文時代の後期から晩期のものと思われる焼

± 1(SF32)を 検出した。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器・玉等が西

5m

側の方から多量に出土 してお り,特に南西方向が濃

密である。

東側は水路で寸断されているものの,縄文時代の

遺物も見 られず,波板状凹凸面 1も この付近で消滅

していることから,後世に削平 されたものと思われ

る。

第56図 遺構検出及び遺物出土状況 (38)C-17区
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第 57図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (39)B-17区

B-17区

北側壁面については表土層直下がⅢ層の途中で

あ り,西側壁面については水路によって削平されて

いたため,図イ監しなかつた。

この範囲から,縄文時代後期後半から晩期のもの

と思われる埋設土器12(S」 4)。 13(SJ 5)・ 8(SJ
6)。 18(S」 7)。 6(SJ 8)。 19(SJ78)を 検出した。

埋設土器以外の遺構は検出されなかつた。古代の

遺構・遺物が全 くなく,縄文時代の遺物の出土もな

かった。 さらに,埋設土器 自体も半分より下部が辛

うじて残つている状態であったことから,こ の範囲

は後世に削平 されたものと考えられる。
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第 58図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (40)D-18区

D-18区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.42mで ある。北側壁面の11.8

m～ 13.9mの地点にかけて I層 が極端に薄くなるの

で,こ の部分は削平を受けていたことが考えられる。

この範囲か ら古代及び縄文時代の遺構は検出さ

れなかった。古代の遺物はまば らであるが,縄文時

代の遺物の出土状況は非常に濃密であり,こ の範囲

の東西南北いたるところか ら石器類や縄文土器等の

多量の遺物が出土 している。特に,中心に向かつて

弧を描 くように出土している。西側にも広がる様相

がみ られ,調査範囲外にも包含層が広がるとみ られ

る。
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第59図 遺構検 出及 び遺物 出土状況 (41)C-18区

C-18区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.5m,低い所で8.4mで ある。北側壁面 。西側壁

面 ともにⅡ層が薄い。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器等の遺物が

やや西側に点在 して出土している。玉類 もこの区の

北側までは出上 してお り,分布範囲が明らかである。

東側は後世に削平されたもの≧考えられる。

5m

〕ィ‐ィ‐「ェｒ‐‐イ‐イイ」一『にド／

・切　　　　　エ

汁
鴇鞠

~ ~~~―

|

|

/

イ
|

|

Ｘ
＝
１
０
Φ
∞
０
０

|

}

イ

メ

/

~―

|― _
1

/

,
イ

|

|

/

＝
１
０
０
∞
彎
０

-81-



離

Ｉ

ＩＩ

ＩＩ

ＩＩ

ト

ーーー

ーー十

‐‐―

鵬

脚

腑

拙

馳

閣

第 60図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (42)B-18区

B-18区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.5m,

低い所で8.4mで ある。この範囲の層位は I層部分が ,

1.36mの地点～7.3mの地点まで無く,Ⅲ層上面が地

表に現れていることか ら,調査の段階で削平を受け

ていたことが考えられる。また,12mの地点から側

溝工事のために深 く掘 られていた。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われる

埋設土器16(S」 9)・ 22(SJ30)を検出した。

埋設土器以外の遺物は検出されなかつた。埋設土

器も下半部 しか出土 しなかったことから,後世に削

平を受けて幸 うじて残つたものと考えられる。
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第61図 遺構検出及び遺物出土状況 (43)D-19区

霞爆|

SI篤 |

D-19区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.6m,低い所で8.3mである。北側壁面の I層 は ,

3,46m～4.5mの地点で削平を受けていたことが考

えられる。Ⅱ層は,そ の堆積状況からⅡ・Ⅱb層 とし

た。また,西側壁面のⅢ層はその堆積状況からⅢ・

Ⅲ′
層 とした。西側壁面の Om～ 7.3mの 地点では ,

Ⅱ層 。Ⅱb層・ Ⅱb′ 層・Ⅲ層・Ⅲ′
層 と細かく点在

していることが確認 された。

溝状遺構43(SD14)と 溝状遺構44(SD15)が 並行

して東西方向に延びてお り,昭和40年代の地籍図に

描かれた道跡 と一致 した。その他の遺物や遺構がな

いことから,後世に削平 された部分ではないか と考

えられる。条里型地割大区画の南東隅に位置す るこ

とから,条里型地割の施工時期に旧地形の中では最

も深く削平されたのではないかと考えられる。
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第62図 遺構検出及び遺物出土状況 (44)C-19区

C-19区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.66m,低い所で8.46mで ある。北側壁面の3.24

m～ 5mの地点にかけて, I層 とⅢ層の間に厚 さ4

clll程度の赤橙化 した層が認められた。その堆積状況

から I層 を Iolb層 (灰褐色土層 :見入来遺跡で見

られた溝の埋土に類似 してお り,乾燥すると灰 白色

になる),Ⅱ 層をⅡb・ Ⅱe層 (Ⅱ b層 よリマンガン分

が多 く,しま りが弱い暗灰褐色土)・ Ⅱf層 (Ⅱ e層 よ

り粗 く,マ ンガン分を含む黒灰褐色砂質土)と した。

南側には,近世～近代のものと考えられる,東西

方向の溝状遺構43(SD14)・ 44(SD15)を 検出した。

これ らの遺構の中から,近代陶磁器片や波瓦片,薩

摩焼の播鉢等が出土した。また,溝内には使用済み

の石炭が埋められており,駅周辺の利用状況が窺え

る。昭不口40年代の地籍図に道路として表示されてお

り,ち ょうどこの部分であることがわかつた。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器・陶磁器類

等が全般的な範囲から出土している。特に,南東方

向から多く出土している。

-34-



ξl還 |

SI偏 | B-19区

B-19区

西側壁面のШ層上面の標高は,高い所で8.5m,

低い所で8,44mで ある。Ⅲ層内部の特色から,これ

をⅢa・ Шb層 と分けた。

この範囲からは,近世以降のものと思われる溝状

遺構37(SD16)が 検出された。 これは表土を剥が し

て精査 した時点で,こ の部分だけが筋状にサビ色を

呈 していたので遺構名を付 した。通常の遺構のつも

りで掘つてみたものの,壁面も床面もつかむことが

できず,漸次層が変わつていつた。 したがって, こ

の上部に何 らかの施設があり,そ の痕跡 として溝状

に土質が変化 した部分が検出されたのではないか と

考えられる。条里型区画の延長上にあることと,磁
】ヒに合つていることから,関係があるものと想定 さ

れ る。昭和40年代の地籍図では,畦道 と水路の様な

ものが描かれてお り,こ の水路の部分なのではなか

第63図 遺構検出及び遺物出土状況 (45)B-19区

ろうか。他の遺構や遺物は検出されなかつた。後世

に削平されたものと考えられる。
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第64図 遺構検出及び遺物出土状況 (46)D-20区

D-20区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.64m,低い所で8.5mである。北側壁面のⅡ層は ,

その堆積状況から,Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱb′ 層 とした。また ,

西側壁面でもⅡ層の堆積状況か らⅡ・Ⅱb層 とし,Ⅲ

層下部の層をШ′
層 とした。西側壁面の15.6mの地

点～16.3mの地点にかけて,I層 下部の層を Ib層 と

して分類 した。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと考えられ

る埋設土器32(S」11)を検出した。この区で出土す

る土器は黒)II式土器が優位 を占めている。

遺物の出土状況は,石器類や縄文土器等の遺物が

東側から多量に出土 している。
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第65図 遺構検出及び遺物出土状況 (47)C-20区

C-20区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.7m,低い所で8.53mで ある。I層 をその堆積状

況か ら I・ Ib層 とした。北側壁面・西側壁面 ともⅡ

層は認められなかつた。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われ る

埋設土器26(S」 10)。 33(SJ47),供 献土器 1(SJ48)

を検出した。埋設土器26は表土を下げた時点で検出

できたのであるが,埋設土器33及び供献土器 1につ

いては,最終的な重機による掘 り下げの際見つかつ

たものである。この区での包含層はすでに削平 され

ていたと考えられ,埋設 された土器だけが確認でき

たといえる。近現代の道跡 (溝状遺構 43・ 44)は北

東隅で確認 された。

遺物の出土状況は,北側に点在する形で出土 して

いる。
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B-20区

B-20区

西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で8.6m,

低い所で8.5mである。この範囲の層位は I層→Ⅲ層

→Ⅳ層→ V層 となっていることから,昭和40年代の

耕地整理の段階で削平を受けていることが考えられ

る。特にV層が厚い。また,15m～20血の地点にか

けては I層 とV層が厚 く堆積 している。

この範囲からは,中世のものと思われる波板状凹

凸面 7(SR27),近世以降のものと思われる溝状遺構

40(SD13)を 検出した。遺物はスクレイパーや石製

土掘具等の石器類が出土 した。条里型地割の大区画

第66図 遺構検出及び遺物出土状況 (48)B-20区

5m

の交差点部分 と考えられる地点であるが,ち ょうど

水路によって切 られていた り,確認 トレンチが入れ

られたためもあってか,はっきりした交差点を見出

すことができなかった。南側へは昭和40年代までは

川 となっていた様であり,東側の一部を石列で護岸

している。東側へは溝状の遺構が 2つに分かれて延

びていく様だつたが,それ以上の追究は範囲外のた

めできなかった。昭和40年代の地籍図では,こ の部

分で同様な田んぼ境が描かれている。これより北東

側は山裾になるため,条里型には区画できなかった

のではないか と推察 される。
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埋設28(sJ46)

D-21区

第 67図 遺構検 出及 び遺物 出土状況 (49)D-21区

D-21区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

8.66m,低い所で8.55mである。この範囲からは,縄

文時代の埋設土器28(SJ46)を検出した。上下の底部

形態は異なるが,入佐式上器であると考えられる。こ

の土器の数 clll下 から人頭大の礫も検出した。遺物の出

土状況は濃密であり,大きくみると北側 と南側に分か

れ る様である。縄文時代の遺物が多く出上しているが ,

円盤形石製品が 4点 とまとま りがある。

古代以降の遺構は全 くみ られず,遺物もごく少量

であつた。後世の削平によるものと考えられる。
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468図1遺博検出及び遺物出土状況 (50)0-21区

C-21区

北側壁面う西側壁面のШ層上面の標高は,高い所

でも,7m,低い所で3i5mである。南東―隅に昭和404

代まで利用されていた溝状遺構39 1SD44Jが あるだ

けで,他の遺構は全くなかった。Ⅱ層がないこと―か

ら,昭和40年代の耕地整理の際に当け平を受けていた

ことが考えられるd

この範囲からは遺構は検出されなかつた。遺物の

出土状況は,西側から石製―土掘具・石鏃等の石器類

や縄文上器が1出上している。

古代以降の遺物がはとんどな|かつたのは,後世の

削平のためだと思われる。
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B…21区

第69図 遺構検出及び遺物出土状況 (51)B-21区

B-21区

耳ヒ側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.8m,低い所で8.5mで ある。北側壁面の 8m～
9.4mの地点の層で撹乱があつた。溝状遺構39(SD44)

が西側を占めていて,東側には溝状遺構 1(SD43)

が南北に走 る。 B20区で検出した波板状凹凸面 7

(SR27)は ,こ の区では検出できなかった。この範

囲か らは,縄文時代晩期の埋設土器37(SJ125)。 36

(S」 126)・ 35 (SJ128)・ 21(SJ130)・ 31(SJ131),

供献土器 2(SJP129),縄文時代のピッ ト1基,縄文

時代 の上坑 5(SK138)を 検出した。土坑からは小 さ

な破 片の上器が出土 した。埋設土器は北東寄 りに集

中 して検出されたが,若干の時期差がみられる。

遺物の出土状況は,石製土掘具 い石錘等の石器類

や縄文土器,須恵器・土師器等の遺物が中心より南

東側の方から多く出土している。
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A-21区

北側壁面・西側壁面の標高は,高い所で8.9m,

低い所で8.8mで ある。北側壁面 。西側壁面とも,表

土除去後Ⅲ層上面から現れていることから,確認調

査の段階で削平を受けていたことが考えられる。 B
-21区から延びてきた溝状遺構 1(SD43)は ,向 きを

東北に変えながら調査対象範囲外へ延びる。

遺物はこの範囲の中にまば らに点在する形で出

土 している。

90m                            9om

駐亜下童垂輩奨重豊箋5

A-22区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で 9m,低
い所で8,7mである。北側壁面 。西側壁面とも,Ⅱ 層

上面から現れていることから,確認調査の段階で削

平を受けていたことが考えられる。西側壁面のⅢ層

とⅣ層の間に,明灰色弱粘質土の土坑のような所が

検出されたが,遺物は出土しなかつた。

溝状遺構 1(SD43)か ら延びてきた溝状遺構 5

(SD132)が あったが,平面図は不手際により作成 し

なかつた。写真及び土層断面 と略図が頼 りとなった。

遺物の出土状況は,石鏃・石核等の石器類や縄文

土器等,こ の範囲全般から多く出土してお り,遺物

の量は比較的濃密である。

第70図 遺構検出及び遺物出土状況 (52)A-21・ 22区
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第71図 遺構検出及

D-22区

北偶璧面 。西側肇面の■層上面の標高は|,高い所

でS.66m,低い所でSi55mで ある。この範囲の西側

壁面の2.7血～416mにかけて削平を受けていたこ

とが考えられる。西側壁面のⅡ層はその堆積状況か

ら,Ⅱ a・ 五b層 とした。この範囲からは,縄文時代

の埋設土器20 1SJ41),古代の湊状遺構 l CSD4)を

検出した。溝状遺構 1からは,須恵器や土師器が出

上した。南西側からややカーブしながら,山裾に向

かつて東今走る。この範囲の遺物の出土状況は,石

鏃 '磨石・玉等の1石器類や縄文土器,上師器・須恵

器等の遺物が全般的な範囲
―
で出土している。
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C-22区
第72図 遺構検出及び遺物出土状況 (54)C-22区

C-22区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で8.8m,

低い所で8.5mである。西側壁面のⅡ層下部のOm～

1.2mの 地点にかけて,厚 さ約 20clll程 度の青灰褐色砂

質上の層が堆積 している。また,5.64m～ 6mの地

点にかけて撹乱が認められた。北側壁面では15。 lm
～15.4mにかけて,厚さ約 8 cmの 青灰色粘質土の層

が認められた。北側壁面の16.lm～ 16.2mの地点に,

幅 10cIIl,深 さ16clllの 樹根が認め られた。

溝状遺構 1(SD43)はこの区では,グ リンドに沿

つた方向で東西に延びている。古代前半のものと思

われる溝状遺構 4(SD70),古代末～中世のものと思

われる不明遺構 6(SK69)を検出した。溝状遺構 4

の埋土は,暗灰褐色粘質土である。不明遺構 6か ら

は,須恵器片 と土師器片の小破片が敷き詰められる

形で出上 した。古代前半の遺物は溝状遺構 1の埋土

及びその南側 に集 中してお り,こ の周辺に当時の生

活場所があつたのではないかと考えられる。

遺物の出土状況は,石鏃・磨石等の石器類や縄文

土器,土師器 。須恵器等の遺物が全体的な範囲で多

量に出土 している。特に,南西側の方が濃密である。
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第73図 遺構検出及び遺物出土状況 (55)B-22区

B-22区                   .
北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.9m,低い所で8.56mで ある。北側壁面の11.2

mの地点～12.64mの 地点にかけて,削平されていた。

北側壁面の 15。 84mの地点～18.4mの地点にかけて ,

Ⅱ層 とⅢ層の間に黄灰褐色粘質土・暗灰色粘質土・

褐色砂質土がレンズ状に堆積 していた。溝状遺構 1

(SD43)の 埋土である。この遺構はこの区の南東側

で,カ ーブを切 りながらも直角に折れて北側へ向か

う。

この範囲から,奈良時代～平安時代ものと思われ

る溝状遺構 5(SD132)を 検出した。また,こ こか ら

須恵器片等が出土した。

遺物の出土状況は,凹石・石斧・石製土掘具・磨

石等の石器類や縄文土器,土師器・須恵器等の遺物

が多量に出土している。特に中心部 と,北西 。東側

から集中して出土している。
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第 74図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (56)D-23区

D-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8。 71m,低い所で8.22mである。北側壁面のⅡ層

はその堆積状況からⅡ・ Ⅱa層 とした。

この範囲から,縄文時代晩期のものと思われる埋

設土器 24(S」42),近代のものと思われる溝状遺構39

(SD44)を 検出した。

遺物の出土状況は,石製土掘具 。磨石・石鏃等の

石器類や縄文土器,須恵器・土師器等の遺物がこの

範囲全般的な部分で多 く出土 している。
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第75図 遺構検出及び遺物出土状況 (57)C-23区

C-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.03m,低い所で8.56mで ある。Ⅱ層は西側壁面

には存在せず,北側壁面の0.6m～ 3.9mの 地点 と,

4.9m～ 5mの地点にしか存在 しないことから,削平

を受けていると考えられる。北側壁面のⅢ層の上質

は灰褐色酸化鉄層で,Ⅳ層は灰褐色粘質土 (酸化鉄

変質)であることが確認 された。北側壁面の西か ら

18.48m～ 18。 96mにⅢ層に落ち込んだ灰黄色粘質土

があ り,溝状遺構 6(SD68)の延長 とも考えられる。

この範囲からは,縄文時代晩期のものと思われる

埋設土器23(S」 49)・ 25(SJ50)・ 34(SJ51),不 明遺

構 1(SX67),縄文時代の土坑 1(SK71),古 代末期

～中世のものと思われる溝状遺構 6を検出した。

これ らの遺構から出土した遺物は,不明遺構 1か

ら縄文時代晩期の土器や人頭大の円礫,土坑 1か ら

縄文時代晩期の土器片,黒)|1式 土器期に該当する浅

鉢や深鉢が出土した。

遺物の出土状況は,石鏃・凹石等の石器類や縄文

土器,土師器・須恵器等が南側から多 く出土 してい

る。

丁

埋設34
(SJ51)

晦∽　　≡
B67S     

気 4.~＼
↑`辞王艶'

ィ‐伸「‐ィィィィイ，十，イオイ　　　　　　　≡

ヤ

　

△効　

イ往毛

-97-



腰

隧

こ
Ｆ
０
６

90m
&正                       毬

B-23区

第76図 遺構検出及び遺物出土状況 (58)B-23区

長1握
|

B-23区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.2m,低 い所で8.5mである。北側壁面のⅡ層は ,

その堆積状況から, Ⅱao Ⅱc層 とした。西側壁面は

Ⅲ層から現れてきていることから,確認調査の時点

で削平を受けていたことが考えられる。

この範囲か ら,縄文時代晩期 と思われ る土坑 3

(SK169),奈 良時代～平安時代 と思われる焼成土坑

2(SFK133),奈 良時代～平安時代 と思われる土坑 8

(SK134)。 土坑 9(SK135),平 安時代以降のものと

思われる溝状遺構 7(SD136)が 検出された。溝状遺

構 7はグリンドに沿つてお り,確認 トレンチ部分で

は削平されていた。 これ らの遺構の中からは,縄文

土器 の土器片や土師器等の遺物が出土した。

遺物の出土状況は,石製土掘具・磨石・玉等の石

器類や縄文土器等が,こ の範囲の中のいたる箇所で

出上 している。

古代の遺物 は遺構内以外か らはほとん ど出土せ

ず,包含層 自体が削平されたものと考えられるが ,

この区か ら南側に当時の生活空間があつたものと考

えられる。

/Y=-60720__、 /Y=-60730

≡ゝれ即ヽ一勧仲］　　　　口‐，・‐　　　　鵠

≡
≡≡一

　

　

　

　

　

　

恥

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

□

何

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐７

一

巾

イアイイ‐′‐′イｕ」一／中

時

獅

�
，
体
仇

Ｘ
＝
１
０
０
０
観
〇

ィ‐
判
ィ評，十
‐
‐
‐

一　　　　　　　　　　　　　　　『

一

　

　

　

　

称●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
い

０
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
削

＝

脂

―――――

―――――

‐――――

四

凪

―
「

|

|
イ
イ

二`―ミ 些_____認
⑧

Ｘ
＝
１
０
０
０
０
０

-98-



鏑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
〕

目
Ａ
】
６

面

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・却

ど
０
．い

A-23区

北側睡首 。西側壁面の皿層上面の標高は,高い所

で8,96mォ 低い所で848れである.。 西側壁面はⅡ層上

面から現れている.こ とから,調査の段階で肖J平を受

けていたことが考えられる。遺構は検出されなかつ

ブti。

遺物の出主状況は,こ|の範囲では縄文土器等が南

TRllの方から多く出上している。

継       謎

遺構検出及び造物出土状況 (50)Ar23・ 24区

AT24区

4LTRll壁面 ,西側壁面のⅢ層上面の標高は|,高い所

で910m,低い所で8,8五である。西側壁面はШ層上

面から現れていることから,調査の段階で肖―J平を受

けていたことが考えられる。西側壁面のⅢI層 とIVe
の間にオレンジが強い層―があり,Ⅲイ唐とした。西

all壁面の18mの地点から,砂礫層が堆積している。

この範囲からは,遺構は検出され尤 遺物は縄文

土器が数点出上した。

④l

|

|

―

"一



蛎一輸一諏
Ｆ
Ｈ
Ⅲ
印
Ⅱ
Ｗ
叫
部
ｈ
出
田
部
Ｈ
印
印
甜
甜
酬
酬
削
駅
Ｈ
巴

鉗

第78図 遺構検出及び遺物出土状況 (60)D-24区

D-24区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で902m,低 い所で8.64mで ある。北側壁面の17.9

m～ 19.2mの地点Ⅲ層中に,幅1.3m,厚 さ約 12clllの

Ⅲ層 よりも柔 らかく砂つぽい層を確認 した。

この範囲から,縄文時代のもの と思われる大型凹

地 (SX60),古 代～中世のものと思われる焼成土坑 3

(SK45),中世のものと思われる溝状遺構20(SD52)・

18(SD53)・ 19(SD56)を 検出した。溝状遺構につい

ては埋土は存在せず,痕跡のみの検出であつた。大

型凹地の西側半分からは,土器や焼土塊,玉類等が

出土 したものの,東半分の量には及ばなかった。

この範囲の遺物の出土状況は,石製土掘具・石

鏃・磨石等の石器類や縄文土器等が全般的な範囲で

出土 してお り,中 でも南側から多量に出土している。

この区の南側 に南北に延びる溝状遺構 と東西に

延びる溝状遺構 との交点があることから,条里型地

割の大区画の交差点であつたと考えられる。
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第79図 遺構検出及び遺物出土状況 (61)C-24区

C-24区

】ヒTRll壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.7m,低い所で&73mである。北TRll壁面の工層は

その堆積状況から,Ha・ Ⅱc層 とした。北側壁面の

0.56m～0,96mにかけて,深さ24clllのりF水溝があつ

た。西側壁面のⅣ層下部の標高は3.48mで あり,長
さ2.94～3.lmと 11,lmの地点で炭化粒が混入して

いる層を確認した。また,2.lmと 11.9m～ 12.lmの

地点では,どちらも直径約12.2clllの燒上の塊の層を

確認した。上質はⅡ層が灰41B色粘土混じリー,H層が

酸化鉄混層,Ⅳ層が粘質で酸化鉄変質の層であつた。

この範囲から,古代前半のものと思われるほば全

面に赤く焼けている焼土遺構10(SF60を 検出した。

この遺構では,焼土・炭及び灰白色の粒子が目立ち,

土師甕と考えられる破片が3点ほど出土した。滞状

遺構 0(SD68)は北側から東側へゆるぐカーブして

ヤ`る。

遺物の出土状況はぅ磨石・石鏃等の石器類や経文

土器がこの範囲で全般的に出上している。中でも大

型凹地 (SX60)が位置する西側から多く出土してお

り,特に南西方向からの出土が濃密である。

｀
一 、_ ■ 2081

△850      △
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第9o図 遺構検出及ぴ追物出土状況 (62)B=24区

B-24区

】―ヒ側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で3.9m,低い所で8,7mである。I層はその堆積状

況からォⅡao Ⅱ娼 とした。北側壁面の17準の地点

～18mの地点にかけて,排水溝が通つていたため調

査が実施できなかつた。

この範囲からは|,縄文時代のものと思われる焼土

遺構 2(SF173),平安時代のものと思われる焼土遺

構16 CSF1721。 13 1SF174),古 代末期～中世のもの

と思われる溝状遺構86D65)を検出した。これら

の遺構からの出土遺物は,焼上遺構13周辺からは縄

文時点晩期の土器が出上した。その他の上坑からイ丸

遺物は出上しなかつた。

遺物の出土状況|は,石器類や縄文土器等が申心の
|

南北を結ボ線上に点在している。また.,焼土遺構2

近くの北東の端から集中して―出上している。

津 7

1SD1861    El地

△ 2991

議∽　　議蜘
日日日日日日‐‐

○    擁主 妬 l.靴

B=24区
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D-25区

D-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9,04m,低 い所で8.62mである。北側壁面のⅢ層

中13,lm～ 13.5m及び14.5m～ 14.9mの地点で,そ

れぞれ厚 さ約20clllの 暗灰色粘質土を確認 した。

この範囲から,古代のものと思われる焼土を伴 う

遺構 12(SF58),同 じく古代のものと思われるピット

16(SP59),中 世のもの と思われる波板状凹凸面 8

(SR54)を検出した。波板状凹凸面 8は北側で次第

に消えてゆき,南側は調査範囲外へ延びている。公

共座標に沿つていることと,条里型地割の起点に向

かっていることから,条里型地割施行後の道跡であ

ると考えられる。

遺物の出土状況は,縄文土器がこの範囲から点在

王 皇
==璽

妻 峯 ≡ 要 峯 望 巫 畢 里 璽 駆 喩 器
|                         |

第81図 遺構検出及び遺物出土状況 (63)D-25区

する形で出土している。また,

もつ縄文土器も出上した。

この区から組織痕を
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第32図 遺構検 出及び遺物 出土状況 (64)C-25区

C-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で8.9m,低い所で8.7mで ある。北側壁面 。西側壁

面のⅡ層はその堆積状況からⅡ・Ⅱc層 とした。北側

壁面のⅣ層は,Ⅲ層よりも砂つぽくオ レンジの酸化

鉄が混 じっているのが認められた。西側壁面の17.6

m～ 18,7mの地点では,I層 とⅡc層 の間に幅1.lm,

厚 さ約 12clllの 暗灰色粘質土が堆積 しているのが認め

られた。

溝状遺構 17(SD55)は この区の北側で公共座標に

沿つて東西に延びている。これ以外に縄文時代・古

代 ともに遺構はなく,遺物の出土量も少なかった。

したがって,こ の区から南西は生活域の外側であつ

たことが考えられる。

C-25区
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第33図 遺構検出及び遺物出土状況 (65)B-25区

B-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.Om,低い所で8.8mである。 Ⅱ層では,その堆

積状況からⅡa・ Ⅱc層 とした。北側壁面の13.5mの

地点～18.3mの地点にかけて,客土がなされていた。

この範囲から,縄文時代晩期初頭の入佐式土器新

段階 と考えられる埋設土器27(S」 175),平安時代末

から中世のものと思われる溝状遺構 9(SD62)。 溝状

遺構 16(SD63)・ 溝状遺構 15(SD64)を 検出した。こ

の区で 3条の溝状遺構が交差 しながら残存 している

のは,条里型地割の変遷を考える上で重要である。

すなわち,条里型地割施行前の溝状遺構 9,施行途中

の溝状遺構 16,そ して施行後使用 された溝状遺構 17

(SD55)が 重なるのである。

遺物の出土状況は,ま ばらな形で点在 している。
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A-25区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.Om,低い所で8,9mで ある。北側壁面はⅡ層上

面か ら,西側壁面はⅢ層上面から現れていることから,

調査の段階で削平を受けていたことが考えられる。

西側壁面の北西隅161nの地点で,排水溝があつたた

め調査はできなかった。

この範囲から,平安時代のものと考えられる焼土

遺構 9(SF170)・ 8(SF171)を ,Ⅲ層か ら数cm掘 り

下げた時点で検出した。また,中世のものと考えら

90m

躍 姿 珂       轡

れる波板状凹凸面12(SR177)を検出した。埋土は灰

白色細砂である。26区 になると削平のため確認でき

なかった。

A-26区

北側壁面 。西側壁面の標高は,高い所で9.2m,

低い所で8.9mで ある。北側壁面の2.6m～ 3.61nの 地

点は排水溝があつたため調査はできなかつた。西側

壁面はⅢ層上面から現れていることから,調査の段

階で削平を受けていたことが考えられる。西側壁面

厳
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第34図 遺構検出及び遺物出土状況 (66)A-25・ 26区

A-25区
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第85図 遺構検出及び遺物出土状況 (67)D-26区

D-26区

のШ層 とⅣ層の間に,オ レンジ色の酸化鉄のような

層が 8 clll～ 16clll堆積 していることから,こ れをⅢ
′

層 とした。北側壁面には,波板状凹凸面がⅡ層下位

のⅡb層 から落ち込んでいる。埋土は,暗灰色砂質土

である。

この範囲からは,中世のものと考えられる波板状

凹凸面 5(SR176)・ 溝状遺構35(SD178)。 36(SD179)。

34(SD180)を 検出した。ピッ トも十数基検出された

が並べ られなかつた。

遺物の出土状況は北側 と南側 に集 中して出土 し

てお り,中央部分からは,あま り出土 しなかつた。

5m

D-26区

D区で最 も南側に位置するグリンドである。遺構

は全 く確認 されなかった。遺物 もほとんど希薄 とな

り,縄文土器・土師器 ともに少なかった。
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C-26区
第86図 遺構検出及び遺物出土状況 (68)C-26区

C-26区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.96m,低い所で8.8mである。北側壁面・西側壁

面のⅡ層はその堆積状況から,Ⅱ a・ Ⅱc層 とした。

また,西側壁面0.5m～ 3.56mの地点でⅡa層 とⅢ層

の間に,幅3.6m,厚 さ約 4 clllの ,Ⅲ層に比べて赤味

の強い粘質土の堆積が認められたので,これをⅡd

層 とした。北側壁面では,11.7m～ 12.64m及び12.7

m～ 13.5mの地点にかけて,厚 さ約 5 cm～ 12cIIlの青

灰色粘質土が堆積 しているのが認められた。

この範囲からは,古代～中世のものと思われる溝

状遺構 10(SD61)を 検出した。埋土は灰 白色の砂質

土である。 これ らの遺構からは,須恵器や土師器片

及び焼塩この破片が出土 した。

遺物の出土状況は,こ の範囲にわずかに点在 して

いる形で出上 してお り,特に遺構の周囲にあたる東

側からの出上が多い傾向にある。縄文時代の遺物 も

中央より東側に寄つてお り,次第に分布が限られて

ヤヽる。
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第87図 遺構検出及び遺物出土状況 (69)B-26区

B-26区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.lm,低い所で8.9mである。 Ⅱ層中に灰黄色粘

質土及び青灰色粘質土の層が堆積 していたので, Ⅱ

a・ Ⅱc層 とした。

この範囲から,平安時代から鎌倉時代のものと思

われる掘立柱建物跡 3(SB137)を 中央付近で検出し

た。その北側には古代から中世のものと思われる波

板状凹凸面 6(SR191)を検出した。ちょうど確認 ト

レンチによつて切 られているので,波板状凹凸面6

と溝状遺構10(SD61)と の関係 を明 らかにすること

はできなかった。溝状遺構の埋土は白色の砂質土で

ある。 ここからは,須恵器片 と考えられる土器片が

出土 した。東側には溝状遺構 16(SD63)。 17(SD55)

及び波板状凹凸面 4(SR72)が 並行 しながら,ほぼ

南北に延びる。

遺物の出土状況は,こ の範囲の東側端から多く出

土している。縄文時代の遺物は少なく,図示 したの

は石製土掘具の 2点のみである。

B-27区        i
確認調査 を基に予定 された本調査対象区は26区

以北であつたが,溝状遺構 10(SD61)・ 16(SD63)・

17(SD55)及 び波板状凹凸面 4(SR72)が延びるこ

とから,協議の上最小限の範囲で調査を行つた。溝

状遺構10は確認 トレンチで切 られてお り,調査範囲

内でそれ以上の追跡はできなかつた。確認調査時点

で認識できていないことから,確認 トレンチに重な
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第38図 遺構検出及び遺物出土状況 (70)B-27区

る方向に延びていた可能性もある。

溝状遺構 16・ 17,それに波板状凹凸面 4は並行 し

なが ら公共座標に沿つて延びている。溝状遺構 16と

17は南端で合流 して一つになる。当初予定 していな

い発掘区域であったので,北側及び西側の断面図は

とつていなかった。

B-28区

B-27区か ら続 く古代末期から中世にかけての波

板状凹凸面 4(SR72)と 溝状遺構17(SD55)を 追跡

して最小の範囲で調査 した。

遺物の出土状況は,こ の遺構に沿 うような形で南

北に点在 して出土している。当初予定 していなかっ

た発掘区のため断面図はとつていない。

B-29区

本調査の対象区ではなかつたけれ ども,溝状遺構

16(SD63)。 17(SD55)及び波板状凹凸面 4(SR72)

が続 くと考えられたことから,協議の上最小限の範

囲を調査することとなつた。溝状遺構 16と 17は重複

して 1本 となり,波板状凹凸面はそれに並行 してい

たが,29区北側で次第に浅くな り消滅 した。29区の

中ほどには約 2m幅の三面側溝があ り,こ の部分ま

で調査 したが,それより南側へ も延びることがわか

つた。当初予定 していなかった発掘区であるため ,

断面図はとっていない。
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B-29区

B-30区

本調査対象区には入つていなかつたけれ ども,溝
状遺構 17(SD55)の延長が想定 されたことから,再
協議の上調査 した地点である。アスファル トを剥が

第89図 遺構検出及び遺物出土状況 (71)B-28・ 29区

して客土を除去した後,手掘 りによる発掘を行つた。

東側の大半は深く撹乱を受けており,遺物包含層は

残存しなかつた。当初予定していない発掘区域であ

つたことと,客土が厚かつたことから,北側壁面及
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B-29区

び西側壁面の断面図はとつていない。

この範囲から,平安時代～鎌倉時代のものと思われ

る土坑62(SK151)。 66(SK152)を検出した。この遺構から

土師器片や須恵器片が出土した。土坑66の周辺には柱

十 ~iβ
"と

〒
十 ~十 ~~~

第90図 遺構検出及び遺物出土状況 (72)B-30区
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穴が多数検出されたが,並べることはできなかつた。

最も南側にある柱穴は掘立柱建物跡の北面とも想定さ

れたが,これ以上の追究は不可能であつた。

遺物の出土状況は,こ の範囲のやや中心よりの南
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側に集中して出土している。溝状遺構17はさらに西

側へ延びていくが,工事が進行 していたためこれ以

上の追跡は不可能であった。

A-31区

工場敷地だった場所であり,アスファルトを剥がして

からの掘り下げとなった。アスファルトの基礎や客土を除

去すると,サビ色をしたⅢ層であり,特に東側は礫がゴ

ロゴロしていた。西壁・北壁とも断面は実測していない。

焼±17(SF204)は 明確な境はなく,深さも広がりも漸移

的であつた。溝状遺構22(SD146)か ら枝分かれした溝

状遺構26(SD202)・ 27(SD205)。 28(SD201)イ ま次第に1よ

つきりしなくなり消滅してしまった。

B-32区

市道沖田2号線が通っていた場所であり,最後の調

査区となった。市道のこの部分だけが,位置的にも方

向的にも条里型地割の痕跡が存在することを予想 して

掘 り下げたが,期待に反して全 く予想外の結果となっ

A-321丞

た。多数の柱穴が集中して検出され, 3棟分の掘立柱

建物跡を把握することができた。同じ場所で建て替え

られてお り,こ の地点が条里型地割の大区画に相当す

る場所でなかったことが明らかとなった。掘立柱建物

跡に接して不明遺構 7(SX149)・ 8(SX150)が ある。

溝状遺構11(SD22)・ 12(SD23)は わずかに西側へ向き

を変えていくが, これ以上の追究はできなかった。西

壁・北壁とも断面は実測していない。

A-32区

北側壁面 。西側壁面 。南側壁面の標高は,高い所で

9.6m,低い所で9.54mである。北側壁面・西側壁面・

南側壁面とも,Ⅱ 層上面から現れていることから,調
査の段階で削平を受けていたことが考えられる。南側

壁面の62m～ 11.88mの地ッ点にコンクリー ト壁が位置

していたため,調査を実施することができなかった。

北側壁面のⅢ層10cm～ 15clllの 間には拳大の礫がつまっ

ていた。市道沖田 2号線があった場所であり,発掘調

査が最後になった地点である。市道は方向的にも距離

第91図 遺構検出及び遺物出土状況 (73)B-32区
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第92図 遺構検出及び遺物出土状況 74)A-31・ 32区

-114-



Y=-60680

|l④
l    l

△２３
協

鯵

　
＝

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
一

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
一

―
‐
町
一日
耳
ゴ
庁
一Ｗ

‐
‐

一．
Ｘ
＝
―
ユ
０
〇
一
∞

・
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
イ

凧
キー‐
‐＝
脚

椒
――‐

―

―

十

１

１

１

１

キ

ー

ー

掛

―

＝

７

紬
ＳＤ２２＞　　　
　　
　　　
　　
　　
・ｉ

蜘でＳＫ２．　　‐‐ィ

土

5mC-34区

第93図 遺構検出及び遺物出土状況 (75)C-33・ 34区

C-33区
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第94図 遺構検出及び遺物出土状況 (76)B-33区

的にも条里型地害1の大区画に相当しそうな地点であつ

たが,それを示す様な遺構はみられなかった。

この範囲の遺構はA-33区から延びてきた溝状遺構

22(SD146)があり,その底面に波板状凹凸面が確認で

きた。さらに北側へは溝状遺構28(SD201)・ 26(SD202)・

25(SD203)が枝分かれしているのが明らかとなつた。

直径40～55clll程 度の土坑を10数基検出したものの ,

埋土が新 しかったので遺構としては認定しなかつた。

遺物の出土状況は,中心部から弧を描 くような形

で出土 している。

C-33区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.5m,低い所で9.2mで ある。

この範囲からは,遺構は検出されなかった。遺物

の出土状況は,南東側から数点 しか出土 しなかつた。

C-34区

北側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で9,24m,

低い所で9.2mで ある。西側は調査区域外であり,こ

の範囲のⅢ層は北側壁面の17.4m～ 19.6mの地点だ

けしか確認できなかった。Ⅱ層はその堆積状況から,

Ⅱ・Ⅱb・ Ⅱc層 と分類 した。

この範囲では,B34区から続く古代末期から中世初

頭のものと思われる波板状凹凸面 2(SR25)を 検出した。

遺物の出土状況は,東側全般に広がって出土している。

B-33区
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B-33区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.6m,低い所で9.Omである。 Ⅱ層はその堆積状

況から, Ⅱa・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層 として分類 した。】ヒ

側壁面の3.2m～ 5mの地点のⅡb層 とⅡc層 の間に

は,暗灰褐色粘質土が堆積 している層があり,ま た ,

その下には厚 さ 8 clll,幅42clll程 度の暗灰色砂質土で ,

5 11ull程度の砂利が混入 している層がある。

この範囲からは,平安時代から鎌倉時代のものと

思われる溝状遺構 11(SD22)。 12(SD23)を検出した。

この遺構から,土師器・滑石製品 。磁器が出土した。

溝状遺構 11は南側で大きく広がってお り,東側へは

登 り口状のスロープもみ られる。 この張 り出しに影

幸       こ::I

響されたせいか,溝状遺構 12も この地点で東側へ若

千張 り出している。また,土坑63(SK139)・ 64(SK140),

不明遺構 7(SX149)・ 8(SX150)を検出した。土坑

の埋土は灰色を呈する砂質土であり,不明遺構の埋

土は黒灰色の粘質上である。不明遺構は,堆肥置き

場または生活用水を一時貯めてお くような,湿気の

多い所 (ス ドボイ)が想定されたので土壌分析を行

つたが,特別な物質は出てこなかった。これ らの遺

構からは遺物は出上 しなかった。

遺物の出土状況は,こ の範囲か ら全般的に出土 し

ているが,特に西側の方からの出土が多い。

第95図 遺構検出及び遺物出土状況 (77)A-33区
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第96図 遺構検出及び遺物出土状況 (73)B-34区

A-33区

西側壁面の標高は,高い所で9.64m,低い所で

956mで ある。12.28mの 地点で,Ⅱ a層 の中に暗黄

褐色粘質土が入つてお り,Ⅲ層の中には暗灰黄色粘

質土が入つている。西側壁面16.66mの 地点～1702

mの地点にかけて,暗灰褐色弱粘質上が入 り込んで

いる。 18.6mの地点からコンクリー トの壁があった

ため,北側壁面の調査ができなかった。

この範囲からは,平安時代から鎌倉時代のものと

思 われ る溝 状遺構 33(SD141)・ 31(SD142)。 29

(SD143)。 30 (SD144)・ 24 (SD145)・ 22 (SD146),

土坑67(SK147)。 61(SK148),掘 立柱建物跡 1(SB166)

が検 出された。溝状遺構29は溝状遺構24と 重な りな

が ら延びて,溝状遺構30に吸収 される。すべての溝

状遺構がこの地点で方向を変えた り分岐 した りする

様相がみ られ,こ の区が条里型地割の何 らかの変換

点だったことが窺える。埋土は暗茶褐色粘質土であ

る。36区の方から山裾に沿つて,わずかに蛇行 しな

がら延びてきた溝状遺構22は,埋土は黒茶褐色の粘

質土であり,溝状遺構24と 合流 してA32区に延びて

いる。これ らの溝状遺構の中か らは,須恵器・土師

器・滑石製品・玉縁の白磁等が出土 した。土坑67・

61は楕円形及び円形の土坑で,埋土はⅢ層 と同一の

暗黄褐色土である。掘立柱建物跡 1の埋土は黒茶褐

色の粘質上である。

遺物の出土状況は,中心に向かつて周辺部分で出

土 してお り,特に南西方向から多く出土 している。
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第97図 遺構検出及び遺物出土状況 (79)A-34区

B-34区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.46rn,低い所で9,04mで ある。北側壁面はⅡ層

から現れていることから,昭和40年代の耕地整理で

削平を受けていることが考えられる。 Ⅱ層はその堆

積状況から,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc層 と分類 した。北側壁面

の6.5m～ 8.24mの 地点のⅡ層 とⅢ層の間に厚 さ約

8 clll,幅 1.5mの古代の耕作土と考えられる層が堆積

していた。また,西側壁面の10m～ 14.04血 の地点の

Ⅱc層 には,幅 20clll～ 40cm,厚 さ 4 clll～ 8 cmの砂の塊

の層が堆積 してお り,鋤痕ではないかと考えられる。

上面は平坦に近く,下面は凸レンズ状 となる。平面

で広げてみたが,こ の層は確認できず,方向もわか

らなかった。

この範囲からは,古代末期か ら中世初頭のものと

思われ る溝状遺構 13(SD181),波 板状 凹凸面 2

(SR25)・ 3(SR182),掘立柱建物跡 2(SB187),土

坑71(SK192)を検出した。溝状遺構 と掘立柱建物跡

は同じ向きをしている。

波板状凹凸面 2の溝の中の埋土は灰褐色砂質上で

あり,床面の埋土は白色の細砂である。掘立柱建物

跡 2の埋土は暗茶褐色の粘質土,土坑71の 埋土は炭

化物の細粒を含んでいる黒茶褐色の粘質土である。

遺物の出土状況は,全般的に出土 している。特に

西側からの出土が多い。また,北から南に向かつて ,

線状に出土 している。
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土抗150

(SK21)

溝32

(SD24)

A-34区

誓尊ち(遊垂若尊22 (SD146)。 24 (SD145)・ 33 (SD141)

が公 共座標 に沿 つて並行 してい る。溝状遺構 24

か ら分岐 した溝状遺構29(SD143)は ,半 分重 な り

なが ら並行す る。 土坑 68(SK155)・ 69(SK154)・

70(SK153)も 溝状遺構の方向で並んでお り,関連性

が窺える。溝状遺構が完全に埋まった後,波板状凹凸

属こ13 (SR156)・ 14 (SR157)。 15 (SR158)。 16(SR159)。

17(SR160)。 18(SR165)・ 19(SR161)が形成 されて

いる。東側の谷方向へ続いてお り,最も北にある波

板状凹凸面13は東西の公共座標に沿つている。

型 8塁ど
◎    ⑥

OO O

C・ B-35区

北側壁面。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

9.62m,低 い所で9.24mである。Ⅱ層はその堆積状況か

ら,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc・ Ⅱd層 と分類した。北側壁面では古代

の耕作土と考えられる層があり,Ⅱ d層とした。北側壁面

のⅡ層とⅢ層の間の7.84mの地点～9.04mの地点にか

けて,厚さ約30cm,幅 1.2mにわたつて砂礫層が堆積し

ていた。西側壁面ではⅡc層の下に溝状遺構 11(SD22)

の埋土が堆積している状況が認められた。

この範囲から,古代末期のものと思われる土坑 72

(SK183)・ 73(SK184)。 74(SK185)。 75(SK186),中 世のも

のと思われる土坑150(SK21),同 じく中世のものと思わ

れる掘立柱建物跡 7(SB188),B-35区 と36区の境で古

⑤
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土坑73
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第98図 遺構検出及び遺物出土状況 (80)C・ B-35区
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代前半のものと思われる焼土遺構 18(SF194),古代末

期～中世初頭のもの と思われ る溝状遺構 11及び溝

状遺構 12(SD23)を 検出した。土坑の埋土はШ層と同

じで,掘立柱建物跡の埋土は暗茶褐色の粘質上であり,

焼土遺構の埋土はⅢ層とほとんど同じでわずかに炭化

物を含むものである。西側には段落ちがあり,これより西

側 は高柳川の流域となっていたのではないかと考えら

れる。

遺物の出土状況は,西側の方が非常に濃密であり,

ここから集中して出土している。

A-35区

北側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所で

Y⑥ 辞
三
ヴ翠6欺 v

bO◎

Ls

(汗 164)

―-4__

~｀
■_
|

9.7m,低い所で9.5mである。北側壁面の2.8m～ 4.56m

の地点に確認トレンチが入つていたため,この部分の調

査はできなかった。この範囲の北側壁面のⅡ層には ,

古代の耕作土と思われる層が確認され,Ⅱ d層 とした。

この範囲からは,縄文時代の凹地 (SF193),古 代末

から中世初頭のものと思われる四面庇の掘立柱建物跡

6(SB189)を1棟検出した。凹地は,Ⅲ層を掘り下げてい

る段階で検出され ,8clll程 度の焼土塊が検出された。入

佐式土器に該 当するものであり,この区よりも南側では

縄文時代の遺構はみられなくなる。また,掘立柱建物跡

6はШ層上面で検出された。この周辺には他にもピント

が検出されたが,並べることができなかった。溝状遺構

は3条並行しながら,公共座標の南北に沿つて延びて
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いる。波板状凹凸面20(SR162)・ 21(SR163)。 22(SR164)

は】ヒ東隅にあり,東側の谷に向いている。

遺物の出土状況はこの範囲の中心部より,南西の方

向にかけて出土している。

B-36E玉

ゴヒ側壁面・西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.68m,低い所で9.27mで ある。 Ⅱ層はその堆積

状況 から,Ⅱ a・ Ⅱb・ Ⅱc層 と分類 した。北側壁面の

10。 lm～ 10.4mの地点でⅢ層上面の中に幅30clll,深

さ約 18clll程 度のピッ トが認 められた。北側壁面の

17.7m～ 17.9mの地点の中に幅20clll,厚 さ約 10clll程

度の炭化物を含む焼土の層が認められた。

西イ則にイま溝状遺構11(SD22)・ 12(SD23)が あり, 中

央から東寄りにはピット群がある。建物 として認定で

きたのは,中世初頭のものと思われる掘立柱建物跡 4

(SB190)の みである。西側は礫が多くなってきて,溝

状遺構も次第にはつきりしなくなる。これより南側ヘ

も追跡調査したかったのであるが,工事用の資材置場

になっていたこともあり,断念せざるを得なかった。

この区域から土師器や 白磁類の出土も多かったので,

南側に条里型地害Jが施行される以前の建物等があった

と想定される。 しかし,その有無の確認も今 となって

はかなわず,反省する次第である。なお,縄文時代の

―

＼

―
―
―
―
―
―
―
ｌ
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第100図  遺構検出及び遺物出土状況 (82)B-36区
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第101図 遺構検出及び遺物出土状況 (83)A-36区

遺物もわずかながら出土している。

遺物の出土状況は,北東の方が濃密であり,こ こ

から集中して出土している。

A-36区

北側壁面 。西側壁面のⅢ層上面の標高は,高い所

で9.7m,低い所で9.56mで ある。確認調査の結果 ,

示 された調査範囲の南限はこの区の中ほどまでであ

つた。調査時点で人家が残っていた場所で区切つて

あったが,溝状遺構が南側へ延びていくので,協議

の上人家が立ちのいた後調査 した。南側で溝状遺構

22(SD146)と 溝状遺構24(SD145)は複雑に分岐して

いるので,も し当初の範囲で調査を打ち切つていた

ら溝状遺構同士の関係はつかめない ところだった。

この部分で東側へ下がつた段落ちが認められたが ,

溝状遺構 との関係や性格は把握できなかった。Ⅱ層

の中に古代の耕作土と思われる層があり,Ⅱ d層 とし

た。中世のものと思われる溝状遺構23(SD168)を検

出した。遺物の出土状況は,中 心より西側から出土

してお り,東側か らは出土 していない。

A・ B-37区

4条の溝状遺構が同一方向に延びている。公共座

標に沿つた方向であり, 」R鹿児島本線 (肥薩おれ

んじ鉄道)に も沿つている。溝状遺構22(SD146)は

この区域で溝状遺構23(SD168)。 24(SD145)に 分岐

している。北側断面図で確認す ると,溝状遺構22が

最も深 く,溝状遺構23,溝状遺構24が これに次ぐ。

同じ条件での溝状遺構の深 さは使用頻度を示 してい

ると考えられ,深いほど永 く使われたと想定される。
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B-37区

溝状遺構33(SD141)は 溝状遺構 24よ りも新 しい

とい う点については層位から明らかであるが,深 さ

は溝状遺構33の方が深い。この点については,溝状

遺構24は使用途中で廃絶され,溝状遺構33に取つて

代わ られたと考えられる。

A・ B-38区

今 回の調査範囲で最 も南側に位置するグ リン ド

である。南側壁面の標高は,高い所で9.68m,低 い

所で9.64mで ある。溝状遺構33(SD141)・ 22(SD146)

|

|

1   溝

■＼ゴ|

|

i詔

&

A-38区

及び波板状凹凸面 9(SR197)。 10(SR196)は さらに

南側へ延びていくのであるが,それ以上の追究はか

なわなかつた。波板状凹凸面が南側へ続きそ うなこ

とから,こ ちら側の方が低 くなつてジメジメしてい

たのではないかと考えられる。溝状遺構22は この区

の北側で溝状遺構24へ分岐 している。

この範囲からは,中世のものと思われる波板状凹

凸面11(SR195)を検出した。遺物は数点出土 した。

縄文時代の遺構・遺物は全 く確認 されなかった。

導写22  1

6DИ Oィ

|

|

B-38区

0

第102図  遺構検出及び遺物出土状況 (84)A・ B-37・ 38区
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第Ⅳ章 発掘調査の成果

第 1節 縄文時代の成果

1,縄文時代の検出遺構

(1)埋設土器

埋設土器 1(S」 124.1・ 8):B15区の東側壁面で検

出した。検出した時点では,全体の形状がわからず,平

面形だけ図化して断面図は作成しなかつた。上蓋が存在

することも室内整理において初めてわかつた。埋設土器

はほぼ正位に埋設されていた。ちょうど中位に拳大の礫

がみられるが,内部に崩れた頸部付近よりも上にのって

いるので,蓋を被せた後置かれた礫であると考えられる。

下部の土器 (1)は ,頸部以上が削平されていたもの

の,内側に落ち込んでいた口縁部他の接合から,全形を

復元することができた。口径24.5cm,器 高25.8釦,底径

6.6cmを測る。最大径イ剖同部にあり29cmである。月同部最

大径で「く」の字状に強く屈曲し,この部分に 1条の凹

線を巡らす。頸部は大きく外反しながら立ち上がり,口

縁部で再び「く」の字状に屈曲する。口縁部文様帯には

2条の凹線を巡らす。口唇部は平に面取りしてある。胴

部下半は丸く内湾しながら,すばまる底部へ至る。底部

は上げ底であり,穿孔等はみられなかつた。胴部に凹線

を巡らすことから,本遺跡出土土器の上加世田式土器の

0          20cm

―

中でも,最も古い部類に位置付けられる。

上蓋となる土器 (8)は ,復元を試みたのであるが ,

直に接合できる部分が少なく,図上での復元であるた

め多少無理があるかもしれない。底径は6.8c皿を測 り,

上げ底である。胴部下半は大きく開き,中央付近で弱

く屈曲する。月同部上半は内傾気味に立ち上がり, 口縁

部付近で大きく外反 している。器面調整はミガキによ

るものである。上加世田式上器に該当する。

埋設土器 2(S」 119.2):B15区 のⅢ層で検出された。

底部は欠損 していたものの,ほぼ正位に埋設されてい

た。検出時点では肩部以上はすでに削平された状態で

あつたが,接合 した結果, 口縁部付近まで復元するこ

とができた。 口縁部は確実に接合できる部分はなかっ

たので,図上復元によるものである。底部は故意に欠

いてお り,底部付近から胴部最大径までは内湾しなが

ら開く。胴部最大径で強く屈曲し, 1条の凹線を巡ら

す。頸部は大きく外反 しながら立ち上がり, 口縁部は

屈曲して外側に広がる。外側に 2条の凹線を巡らす◎

低い頂部もみ られ,中央に切れ 目を入れてある。器面

調整はミガキによるもRであり,器壁は比較的薄い。

〕ぺ__

///灘

ヽ

0 20cm

-

埋設 1(1・ 8)

第103図 埋設土器検出状況 (1) 暑子1(SJ124)・ 2(S」 119)埋設土
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深鉢形土器 と浅鉢形土器の中間

的な器形であり,上加世田式土器

の古い段階に位置付けられると

考えられる。

埋語とL=岳 3 (S」 79. 4):B-14

区のⅢ層上面で検出された。口縁

~~

部を下向きにしているが,ほぼ水

平に埋設されている。頸部の途中

で削平 されているため,当 初から

完形の鉢形土器を被せてあった

かどうかは不明である。下部から

土器は検出されなかったが,半我

した時点で水平方向にスライス

状に掘 り下げていくと,平面形が

円形の痕跡が見えてきた。何らか

の有機質のる器があつたものと

考えられる。輪郭がはつきりした

のはこの部分のみであり,断面等

で底の部分までは明らかにでき

なかった。内部の埋土は外側のV
層よりもわずかに暗く,幸 うじて

灰色の筋で確認することができ

た。深 く掘 り下げた時点で土器よ

りも外側に土質の変わった部分

もみられたが,断面では土質の違

いはわからなかった。掘 り方のラ

インとは考えられず,どの様な影

響によるものかはわからない。内

部のリン分析を行つたが,外部と
第104図

の差は明瞭でなかった。

上部の上器は復元口径49.5c皿の大型の鉢形土器であ

る。頸部から下しか検出されず,器高は不明であり,

深鉢になるのか中鉢になるのかもわからない。頸部は

大きく外反 し,屈曲して外開き気味に立ち上がり,口

縁部へ至る。 口縁部文様帯には 2条の凹線を巡らす。

おそ らく頂部が4か所あつたと考えられ,こ の部分に

は,短い弧状の凹線を加えている。器面調整は内外面

ともミガキである。以上のような特徴から,上加世田

式上器の範疇に含まれるものと考えられる。

埋設土器 4(SJ38.6):C15区から検出されたもの

で,Ш層の途中で口縁部を確認することができた。口

縁部は全体的に南側へずれてお り,土器内部にも落ち

込んでいたことから,当時は上が充填されていたもの

ではないことがわかる。掘 り込み面および断面のライ

ンは確認できなかった。口径30clll,器 高33cmで ,月同部

屈曲部はほぼ中位に位置する。頸部は緩 く外反 しなが

埋設3(4)

埋設土器検 出状況 (2)埋 設土器 3(SJ79)

ら立ち上がり,屈 曲してやや内傾気味の口縁部をもつ。

ほぼ正位に置かれている。 口縁部は幅が狭く, 2条の

凹線が巡るタイプのものである。凹線の幅は0.lcmであ

る。胴下半部はス トレー ト気味に平底の底部へ至る。

器面調整 ,胡同部最大径の上下でしか確認することがで

きなかったが, ミガキによるものである。以上のよう

な特徴から,上加世田式上器に該当する。

埋設土器 5(S」 115.7・ 386):C16区Ⅲ層で顎部付

近を検出した。ほぼ正位に埋設されていた。検出した時

点で,ほとんどは後世の攪乱のため削平されていたが ,

接合してみると全形がわかるほど復元することができた。

上蓋となった浅鉢形土器 (386)は ,日 径30,8cm,器 高

10,2clllを測る。底部の断面形は半径 18.2clll程 度の円周

になるような丸底であり,肩部で稜が残るほど強く内側

に屈曲する。顎部は大きく外反しながら口縁部に至る。

その上に端部を丸くおさめる口唇部をもう一段外開きに

のせることによって,内外面に1条ずつの凹線が入つて
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―
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いるようにみえる。口唇部の1か所を内側に押し出すこと

によってアクセントをつけている。

下部の土器は浅鉢形土器 と深鉢形土器の中間的

な形態である。 口径35cm,底径8.8cm,器高は18.2

cmを 測る。薄手で上げ底の底部は 3 11ullほ どの立ち上

が りをもち,内側へ湾曲しながら開く胴下半部に至

る。胴部中央付近で 「く」の宇に屈曲し,外反気味

に立ち上がって頸部は大きく開く。さらに1.5clllほ ど

の口縁部を外傾 させ, 口唇部を丸くおさめる。 口縁

部の接合点の内外面は,凹線

が巡っているようにみえる。

器面調整は内外面ともミガキ

によるものである。上力日世田

式土器に該当する。

上下の土器 とも胎上がきわ

めて類似 してお り,色調及び

器面調整も一緒である。被せ

た時のおさまりも良い。他の

埋設土器は日常的に使われた

土器を転用 したと考えられる

が,こ の土器については最初

からセントになることを考え

て作 られた可能性もある。

埋設土器 6(S」 8.5):B-17

区の表土を剥いだ時点で,深

鉢形土器の胴部下半部が検出

された。掘 り込みラインを確

認することはできなかった。

深鉢形土器がほぼ正位に置か

れている。内部のリン分析を

行つたが,外部 との差は明瞭

でなかった。

復元底径は8.2cmを 測 り,わ

ずかに外開きしながら立ち上

がってから大きく開く胴部下

半へ至る。胴下半部は他の深

鉢形土器よりも低 く,「 く」の

字状に屈曲して肩部へ至る。

この部分で欠損 してお り, 口

縁部の形状は不明である。底

面は浅い上げ底 となる。接合

に困難を極め,底面の故意に

よる穿孔の有無は確認できな

かった。大きさの割に器壁は

薄い。この様な特徴から,上

加世田式土器の範疇に含まれ

ると考えられる。

埋設土器 7(S」33.9):胴部上半と口縁部は直に接

合 しなかったので図上で復元 してある。胴下半部は

やや内湾 しながら外開きし,胴部のほぼ中央で「く」

の宇状に強く屈曲する。胴部上半は外反気味に内傾

し,口 縁部付近で大きく外反する。

口縁部は屈曲してまっす ぐ立ち上が り, 口唇部は

平に面取 りした後,窪ませてある。 口縁都文様帯に

は 2条の凹線が巡る。器面調整は内外面ともミガキ

によるものである。上加世田式上器にIt/xt当 する。

0         20cm

―

80m

～

埋設4(6)

第105図  埋設土器検出状況(3)埋設土器4(SJ38)
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0         20cm

―

K

彊里ヨ宝5(7・ 386)

第 106図  埋設土器検 出状況 (4)

埋設土器 3(S」 6.10):B17区 の表土を剥いだ時

点で,深鉢形土器の頸部立ち上がり部分が検出され

た。深鉢の内部には土器片が落ち込んでお り,当 時

中に入つていたものが腐ってしまい,空洞に近い状

態であつたことが窺える。掘 り込みラインを確認す

ることはできなかつた。深鉢形土器はほぼ正位に置

かれてお り,底部の半分が打ち欠かれている。 リン

分析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかつた。

月同部最大径で「く」の字状に屈曲して,頸部はそのま

ま内傾する。胴下半部はわずかに内湾気味ではあるも

のの,ほばストレートに底部へ至る。底部はわずかな立

ち上がりがあり,底面外縁は盛り上がっており,上げ底

状をなす。なお,深鉢形土器外から出土した土器で,3

条の沈線が巡る口縁部分がある。直接接合する部分は

〕         20cm

ー
85m

埋設土器5(SJl15)。 6(SJ8)

なかつたが,胎土共に似ており,図上で復元した。顎部

上部で大きく外反し,ほぼ直立する口縁部をもつタイプ

である。器面調整に貝殻条痕はみられない。以上のよう

な特徴から,上加世田式土器に含まれると考えられる。

埋設土器 9(S」80.58):B14区のⅢ層上面で検出さ

れた。口縁部まで残る良好な検出状況であり,ほぼ正

位に埋設されている。蓋は確認できなかった。内部の

リン分析を行ったが,外部との差は明瞭でなかつた。

口縁部は段をもつて外開きしながら立ち上がる。3条

の沈線がみられるが,一部4条になっている部分もある。

沈線の幅は0.lclllである。最大径は胴都中央にあり,強

く屈曲しているものの,やや丸みをもつ。頸部はストレー

トに内傾し,胴下半都もほぼストレート1こ底部へ至る。底

-128-



部はわずかな立ち上がりをもつ平底である。底部中央

は故意に孔が開けられている。上加世田式上器の新し

い段階から入佐式土器の古い段階に該当する。

埋設土器10(S」39.59。 387):C16区から検出された

もので,Ш層の途中で肩部付近を確認することができ

た。口縁部は土器中の中位に落ち込んでおり,落ち込

んだ当時は埋設土器の下部に埋納物が残つていた状態

だつたのかもしれない。あるいは,土器内の下部に土

が堆積 していたと考えられる。内部の土器には,蓋 と

して使用された浅鉢形土器 (387)もみられる。

蓋 となった浅鉢形土器 (387)は ,復元 口径30m

を測る。底部はほぼ半円を描 くような形状 となる。

体部上部で内側に屈曲し,大きく外反する口縁都を

もつ。 口縁部端部には粘土紐を一段重ねることによ

つて丸くおさめる口唇部をつくり,内外面に 1条の

凹線が巡る様に見える。下部の深鉢形土器 (59)は ,

胴部最大径は33.5cmで あり,「 く」の字状に屈曲して

いる。頸部はわずかに外反 しながら内傾する。胴下

部はやや丸みをもち,底部へ至る。底部はわずかな

立ち上がりをもち,底面は浅い上げ底 となる。底部

は故意に打ち欠かれている。器面調整はミガキによ

る。以上の特徴から,上加世田式の新 しい段階から

入佐式土器の古い段階に該当すると考えられる。

埋設土器11(S」40.61):C16区から検出されたも

のであり,Ⅲ層の途中で肩部付近を確認することが

できた。肩部付近はかなリパラバラになっていたが ,

月同部下位はしつかりしていた。内部のリン分析を行

つたが,外部との差は明瞭でなかった。

肩部 と思われる破片もあつたのであるが,接合は

胴下半部までしかできなかった。復元底径は7 6clllを

測 り,上げ底をなす。そのまま大きく開く月同下半都となる。

底菩Б穿子しが行われていたかどうかは接合がうまくいかな

かつたので不明である。上加世田式土器の新しい段階

力ち入佐式土器の古い段階に含まれると考えられる。

埋設土器12(SJ 4.63・ 372)IB 17区 の表土を剥い

だ時点で,深鉢形土器の頸部立ち上が り部分が検出

された。深鉢内には浅鉢が口縁部を下にして出土し

たことから,これを蓋 として利用 していたことが窺

える。掘 り込みラインを確認することはできなかつ

た。深鉢はほぼ正位に置かれている。内部のリン分

析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

下部の土器 (63)は ,胴部最大径で緩 く「く」の

宇状に屈曲して,内傾する頸部へ至る。胴下半部は

丸みを帯びながらすばまる底部へ至る。底部は上げ

底状をなす。器面調整に貝殻条痕はみられない。こ

のようは特徴から,上加世田式土器の新 しい段階か

ら入佐式土器の古い段階に含まれると考えられる。

なお底部には故意による打ち欠きはみられない。深

鉢外の検出面下10cmの ところに落ちていた口縁部は

接合するかどうか確認 していないが,こ の口縁都は

少なくとも4条の沈線が施 されるものである。

蓋として使われた浅鉢形土器 (372)は復元口径39

clllを測るものであり,底部付近は欠損している。やや

ス トレー トに外開きする体部から肩部で内側に屈曲す

る。外側には明確な稜が入るのであるが,内側は緩く

湾曲させてある。l cmに も満たない短い肩部から「く」

の宇状に屈曲させて口縁部をつくる。口縁端部にはも

う一段粘土紐をやや内側に重みることによつて, 口唇

部をつくり出している。したがつて,内側のみ凹線状

になっている。肩部径と口径はほば等しい。

0         20cm

ー

第107図  埋設土器検出状況 (5)

埋設土器7(SJ33)
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埋設土器13(S」 5,64。 373):B17区 の表土を剥い

だ時点で,深鉢の胴部最大径付近が検出された。底

から10cmほ ど上位の深鉢内にも土器片が落ち込んで

いる。掘 り込みラインを確認することはできなかつ

た。深鉢はほぼ正位に置かれている。内部のリン分

析を行つたが,外部との差は明瞭でなかった。

下部の深鉢形土器 (64)の 底径は8.8clllを測り,ス ト

レー トに外開きしながら胴部下半へ至る。胴部最大径

の部分がわずかに残つており,「 く」の字状に屈曲する

ものと考えられる。器面調整はミガキ様のナデであり,

貝殻条痕はみられない。底部の穿孔や打ち欠きもなか

った。上加世田式土器の新 しい段階から入佐式土器の

古い段階の範疇に含まれると考えられる。

上蓋の浅鉢形土器 (373)は,わずかに内湾 して開

く体部から「く」の字状に屈曲し,外反 しながら立ち

上がる1511ullほ どの肩部をもつ。口縁部付近では,大き

く外反させて,直立する口唇部へ至る。口唇部は欠け

ているため形状は不明である。器面調整は内外面とも

ミガキによるものである。深鉢形土器とセットになる

ことから,上加世円式土器の新 しい段階から入佐式土

器の古い段階の範疇に含まれると考えられる。

埋設土器14(S」31.65)iC 16区の表土を剥いだ時点

で, 口縁部は既に削平され,頸部以下が検出された。

底都中央には円形の孔が故意に開けられている。土器

は非常に良好な状態で出土したが,掘 り込み面は確認

できなかった。ほぼ正位に埋められていた。内部のリ

ン分析を行つたが,外部との差は明瞭でなかつた。

大型の深鉢形土器であり,頸部は外側にやや反りな

がら内傾して立ち上がる。月同部最大径で「く」の字状に屈

曲し,それ以下は丸みを杵びて底部へ至る。底部の直径

は10clllで ,底面はやや盛り上がっており,安定が悪い。

底部の形はすばまつており,厚さは胴部と同様である。

器面調整は条痕によるものである。以上の特徴から入佐

式土器の古い段階の範疇に該当すると考えられる。

埋設土器15(S」12.62)iC 16区 の表土を剥いだ時点

で,底部付近が検出された。深鉢はほぼ正位に置か

れている。掘 り込みラインは確認することができな

かった。内部のリン分析を行つたが外部 との差は明

瞭でなかった①

胴下半都と底部の接合する箇所がなく,図上での復

元によるものである。底径は8cmで,浅い上げ底となる。

接地面からわずか 311ullほ ど立ち上がって,大きく内湾し

ながら開く胴下半部となる。器壁は比較的薄く,外面の

器面調整は貝殻条痕によるものである。底部の形態は

古い様相を残していながら,器面調整に新しい要素が

加わる。入佐式土器の古い段階であると考えられる。

0         20cm

―

埋設8(10)

第108図  埋設土器検出状況 (6)

埋設土器8(S」 6)
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埋設9

埋設10

82m

0         20cm

―

第 109図  埋設土器検 出状況 (7)

埋設土器16(SJ 9.66):B18区 の表土を剥いだ時

点で,底部付近が検出された。掘 り込みラインは確

認できなかった。ほぼ正位 に置かれている。内部の

リン分析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

底径 10clllの 平底で,外開き気味に立ち上がる。月同

下半部は内湾するものである。入佐式土器の古い段

階のものであると考えられる。

)         20cm

―

妊Eヨ宅10(59。 387)

埋設土器 9(S」 80)。 10(SJ39)

埋設土器17(S」 3.67):B16区 の表土を剥いだ時

点で,深鉢の月同部下半が検出された。掘 り込みライ

ンは確認することはできなかった。ほぼ正位に置か

れている。内部のリン分析を行つたが,外部 との差

は明瞭でなかった。

底径 11.6cIIlを 測 り,1 3cmほ ど垂直に立ち上がる

底部から,内湾する胴下半部へ至る。底面はほぼ平

である。底面中央に直径3.5clllほ どの孔を故意に開け

8.Om
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第110図 埋設土器検出状況 (8)埋設土器■ (SJ40)。 12(S」4)
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てある。上加世田式土器の新 しい段階から入佐式土

器の古い段階に位置付けられると考える。

埋設土器18(S」 7.68):B17区の表土を剥いだ時点

で,深鉢の胴下半部が検出された。底部から大きく開

く器形であり,胴部上半部で一端屈曲する深鉢である

可能性が高い。掘 り込み面を確認することはできなか

つた。底部付近外側に円礫が一個置かれており,深鉢

を正位に保つためだった可能′性もある。 リン分析を行

ったが,外部との差は明瞭でなかつた。

内湾しながら大きく開く胴部下半である。底部は直径

8.5cmを測り,そのまま外開きする。底面はわずかに上げ

底となる。底面の中央部は故意に孔が開けられている。

器壁は比較的薄く,器面調整も粗い。色調もやや赤つ

ぽい土器であることから,上加世田式土器の中でも新し

い段階から入佐式土器の古い段階である≧考えられる。

埋設土器 19(S」 78):検出した時点で,全体の形はわか

らず,判断に迷ったが,土器が集中する地′くが通常の

所ではみられないことから埋設土器として扱った。復元

を試みたのであるが,つながる部分が少なく,特徴を見

出せなかったので図化できなかった。埋設土器として設

定できるかどうかわからないけれども,調査時点での所

感を伝えるために取り上げた。時期についても不明であ

るが,出土地点を考えて想定した。礫が集中している地

点と燐接し,何らかの関係が窺えるが,明らかでない。

埋設土器20(S」4169):D22区 から検出されたもので

あり,Ⅱ 層下面で口縁部が削平された状態で見つかつ

た。内部には他の土器片などは入つていなかつた。ほぼ

正位に置かれている①掘り込みラインなどは確認できな

かつた。底部の一部を打ち欠いている。

胴部最大径で緩く屈曲しながら内湾 し,わずかに反

る頸部へ至る。胴下半部はやや丸みを帯びながらもス

トレー トに底部へ至る。底部はわずかに立ち上がって

おり,底面は平である。以上のような形状から,入佐

式土器の古い段階であると考えられる。

埋設土器21(SJ130.113):B21区のⅢ層を数clll掘 り

下げた地点で検 出 された。埋設土器 36(SJ126)・

35(S」128)よ りは2mほ ど南イ則にある。ほぼ正位置に

埋設されている。底部付近は確認することができなか

った。また,掘 り方は確認することができなかつた。

胴部最大径と口径はほぼ同じであり,32.2clllを測る。

胴部乙肩都との境は不明瞭であり,緩く内湾していくだけ

である。頸部と口縁部の境は「く」の字状に屈曲し,外開

きの口縁部が段をもつて付く。口縁部文様帯には,凹線

が少なくとも6条巡るが,凹線間の間隔に規則性はみら

れない。内面の器面調整は貝殻条痕であり,外面はミガ

キによるものである。入佐式土器の古い様相と新しい様

相を兼みている土器である。

埋設土器22(S」 30 70):B18区の表土を剥いだ時

点で,底部付近が検出された。残 りの状態は悪い。

上部は後世の削平によるものであるが,下部につい

ては当初から欠けて無かつたものと考えられる。胴

下半部が内湾 しながら開くタイプであり,器壁も厚

い。器面調整はミガキによるものである点から,上

加世田式土器の新 しい段階から入佐式土器の古い段

階の範囲におさまると考えられる。

埋設土器23(S」49,401)IC 23区 のⅢ層上面で検出し

た。検出した時点で南側半分は無く,半我しても以下

には何も存在しなかった。平安時代以降の南北方向に

延びる溝状遺構の痕跡と重なる部分にあり,その時′く

で壊された可能性もある。浅鉢形土器が口縁部を下に

して出土したものであり,下部施設を確認することが

できなかったことから,厳密にいえば埋設土器に含ま

れないのかもしれない。しかし,検出時にほぼ水平な

状態で出土した点と,埋設土器 3(S」79)の ように下

部施設が土器以外の有磯質素材を利用した例もあるこ

とから,埋設土器の可能′性があるものとして挙げたこ

とを断つておきたい。

底部は削平されて欠損 してお り,全形を知ること

はできないが,丸みをもつて大きく開く体部から内

側に屈曲し,直ちに大きく外反 して口縁部に至る。

口縁端部に粘土紐を 1段重ねることによつて外傾す

る口唇部をもつ。内面は接合部をナデ消 しているが ,

外面は凹線を巡 らしている。

埋設土器24(S」42):D23区のⅢ層中で底都付近が検

出された。土器は 4 clll程度を残すのみで,底部付近は

存在しなかった。おそらく底部全体を抜いてから,埋

設したものと考えられる。上部の方は,後世の削平の

ためどれくらいまで存在したか不明である。土器の復

元を試みたが,接合しなかつたので図示 していない。

土器はほぼ正位に置かれていた。掘 り込みライン等は

確認することができなかつた。

埋設土器25(S」50):C23区のⅢ層上面で,底部付近

を検出した。半我したところ底部自体はみられなかつ

た。底部内面には,炭化物状の物質があった。ほぼ正

位に埋設 されている。掘 り込みラインは確認できな

かった。

実物については,整理作業の段階で行方不明となり,

図・写真とも提示することができず,深く反省している。
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埋設13(64'373)

第 111図  埋設土器検 出状況 (9)

埋設土器26(S」10):C-20区 の表土を剥いだ時点で

月同都下半部が検出された。掘り込みラインは確認できな

かった。ほば正位に置かれている。内部のリン分析を行

ったが,外部との差は明瞭でなかつた。接合・復元を試

みたが,残りの状態が非常に悪く,図イ監できなかった。

埋設土器27(S」 175。 163):B25区を重機によつて

最終確認 している時点で検出した埋設土器である。

77m

埋設14(65)

埋設土器13(SJ5)・ 14(SJ31)

気づいたときには既に胴部下半まで重機で削平され

ていた。掘 り込みラインは確認できなかった。ほぼ

正位に据えられている。

口径43.9clll,器 高52.3clllを測る大型の深鉢形土器

である。胴部最大径は口径よりはわずかに大きく,

浅い 「く」の字状に内側へ屈曲する。頸部はほぼス

トレー トに内傾 し,口 縁部 との境で外側へ屈曲する。

口縁都は低い段で区別 し,緩 く内湾 しながら外開き

/  二
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埋設15(62)

第 112図  埋設土器検 出状況 (10)

となる。 口唇端部はやや先細 りさせながら丸くおさ

める。胴部下半はやや内湾気味に底部へ至る。底部

径は12cmで 円盤状を呈する。外面の器面調整は貝殻

条痕によるものであり,特に口縁部は沈線を意識 し

たように横方向に密に施 している。以上のような特

徴から,入佐式上器でも新 しい段階に位置付けられ

ると考える。底部の打ち欠きはみられなかった。底

部内面付近には炭化 した物質が付着 していた。 リン

分析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

埋設土器28(S」46.164・ 188):D21区 のⅢ層を10

cmほ ど掘 り下げた位置で検出した。底部が上を向い

ているのが特徴である。発掘調査時点では,「覆甕」

と呼ばれているものと同一であると思っていた。ち

ょうど逆位に据えられてお り,底部が落ち込んでい

ることから,当 時は空洞に近い状態であったと考え

られ る。土器の教cm下 には人頭大の礫があるが,土
器 と関係があるかどうかは明 らかでない。整理作業

の時点で下部の土器の存在に気づいた。

底部を上にして被せ られていた深鉢形土器 (188)

34m

ミ

項目こIΞ万
彦
/″

0          20cm

―
34m

理丑言宝16(66)

速l司化」三号辞15(SJ12)。 16(SJ9)

は,胴部下半部までしかなく,全体の器形は不明で

ある。胴部下半は緩 く内湾 しながら底部へ至 り,底

部は張 り出しをもつものである。底径は12cmであ り,

底部の高さが l cmと 低いことか ら,張 り出しは弱 く

見える。底面は平であり,器面調整に貝殻条痕はみ

られない。以上の特徴から, 口縁部の状況ははつき

りしないが,入佐式土器であると考えられる。

下部の上器 (164)は,底径 10cmを測る。上げ底

をなしてお り,そのまま大きく内湾する胴下半部へ

至る。器形 としては古い様相を残 しているけれ ども,

外面の器面調整は粗い貝殻条痕によるものである。

上部の土器 と同じ入佐式上器 と考えられる。

埋設土器29(見入来S」 5.174)IB-4区のⅢ層で検出

された。北イ則3分の 1及び口縁部は,後世の削平によ

り残っていなかった。ほぼ正位に埋設されており,底
部は残っていなかったので故意に打ち欠いたものと考

えられる。蓋はみられず,内部の頸部付近には円撰が

落ち込んでいることから,木蓋の上に円礫が置かれ ,

土器内部に土が流入した時点で礫が落ち込んだと考え
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第 113図  埋設土器検 出状況 (11)

られる。 口縁部及び底部付近が欠けているので,全形

を知ることはできないが,やや高い位置に月同部最大径

が くる器形であると考えられる。胴部下半はほぼス ト

レー トに外開きするもので,最大径部分で内側に「く」

の字状に屈曲し,その上は外反 しながら内傾する。器

壁はやや厚く,胎土に金色の雲母を含む。器面調整は

ミガキによるものである。胴部最大径部分から上がど

伊
⊃

〈υ

〃
Ｊ

蓄

_埋
詢 8

0         20cm

―

〇
帥Ⅸの

埋設土器17(SJ3)・ 18(S」 7)

れくらいの長さになるのか不明であるが,屈曲の度合

いと器面調整から入佐式土器に入ると考えられる。

本資料は今回の発掘調査で最初に検出された埋設土

器であり,処理の仕方に不備な点があったので記して

おく。一つは,器面がもろかつたのでバインダー処理

を行つたが,現地で検出された状態のままバインダー

を筆で塗り込んでいくと,表面が乾いてしまい,それ
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以上バインダーが内部にしみ込んでいかなくなった。

この失敗を教訓に,次からは取 り上げた後,水洗いし

て充分乾燥させた上で, 2倍に薄めたバインダー17溶

液に一昼夜浸すことによつて うまくいった。もう一つ

は,半我 したままの状態でシー ト等を被せておいたの

であるが,雨水が半載した トレンチの中に溜つてしま

い,埋設土器が崩れてしまった。これを教訓に次から

は,土器の状態を確かめた上で,月同部を支える土の柱

を2, 3本残 して半我 した。 したがって,半載した状

況の写真は使えるものが少ない。

埋設土器30(見入来S」84.173):D-2,3区 のШ層で

検出された。頸部から上は後世の削平により残存 して

いなかつた。ほぼ正位に埋められている。掘 り込みラ

インは確認できなかつた。底部は残つていなかつたこ

とから,故意に打ち欠いたものと考えられる①内部の

リン分析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

口縁部及び底部は欠損 しており,全形を復元するこ

とはできなかった。おそらく底部付近は当初から故意

に抜かれていたと考えられるが,接合作業が困難であ

ったので,確実にどの部分まで打ち欠いていたのか不

か ＼      __
ヽ

／

／

／

ゴ

７

屏
第114図 埋設土器検出状況 (12)
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第 115図  埋設土器検 出状況 (13)

明である。胴部下半はス トレー トに外傾 し,かなり高

い位置で内側に屈曲して胴部最大径に至る。胴部最大

径か ら口縁下部にかけてはやや外反気味となり,長 さ

は短い。器面は摩耗 しているため,調整は不明である。

残存 している部分が限られていて確実なことは言えな

いが,胴部最大径より上半の端部がさらに強く外反す

る様木目をみせることから,これが口縁部 との境 となれ

ば, この部分は短いことになり,黒川式土器に近いこ

ととなる。しかし屈曲の度合い等から,入佐式土器の

範疇に含まれると考えられる①

埋設土器31(S」 131 189・ 190):B21区のⅢ層を精査

した時点で検出された。埋設土器が集中して出てきた

埋設21(113)

埋設土器 20(S」41)・ 21(SJ130)

埋設土器37(SJ125)・ 36(SJ126)。 35(SJ128)か ら3

mほ ど南に位置する。内部に土器が入り込んでおり,

一回り小さな深鉢形土器 (189)が倒立していた。胴部

下半都以下は存在せず,埋設された当初から無かつた

のか後世の削平によるものかは不明である。もし底部

が存在した状態で蓋として使用 していたら,当時は表

面上にはみ出していたのではないかとも思われる。掘

り方は確認できなかった。内部のリン分析を行つたが,

外部との差は明瞭でなかった。

上蓋となる土器 C89)は 口径26.6cmを測 り,丸 く内湾

する肩部をもつ。肩部から口縁部境までは短く,明瞭

な段をもつて口縁部へ至る。口縁部は長めに外反 しな

がら開き,口唇部を丸くおさめる。口縁端部の 3か所
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を内側に押し出している。その下の頸部にはリボン状

の突起を貼 り付けてある。以上のような特徴から,

黒川式土器であると考えられる。

下部の深鉢形土器 (190)は ほぼ正位置に埋設 さ

れてお り,口 縁部から底部まで残つている。口径30.5

cm,底径8.4伽 ,器高34.3cmを 測る。底部は脚台状に

開き, 口縁部も幅広 く外開きするタイプである。肩

部は丸いナデ肩で,頸部までが短い。頸部 と口縁部

には段の痕跡が全 く無く,器面調整は貝殻条痕であ

る。それ らの特徴から,上甕 となったリボン付きの

上器 と同じく黒川式上器 と考えられる。

埋設土器32(S」 11,194):D20区 の表土を剥いだ時

点で, 口縁部上端が検出された。 口縁部は大きく開

き,文様はみ られない。底部は脚台状をなし,北側

の一部が 4分の 1ほ ど欠けている。復元では全部石

膏を入れてしまったが, 日常の道具から非 日常化す

るために,故意に打ち欠いたものと考えられる。半

我 した断面をみると,底部 と胴部がずれている様子

が観察できる。見た目では,胴部のほうが元の状態

を保つているようにみえる。深鉢内部の土と外側の

土に違いは認められず,掘 り込みラインを確認する

ことができなかった。深鉢はほぼ正位に置かれてい

る。今回検出された埋設土器の中で最も残 りの良い

土器であつたが,蓋は認められなかった。木蓋等の

腐つてしま う蓋の使用が考えられる。内部のリン分

析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

口径43.5cm,底径 10clll,器 高40cmを測る。脚台状

の底部からはぼス トレー トにのびる胴部である。肩

部から頸部にかけては短 く, 口縁部の段もみられな

いことから,黒)|1式土器の特徴をもつものである。

埋設土器33(S」 47 187):C-20区のⅢ層を数cm掘 り

下げた位置から口縁部を検出した。ほぼ正位に置か

れている。掘 り込みラインは確認できなかつた。

口径46cm,底径12clll,復元器高43cmを 測る。肩部は

丸く内湾 し,頸部までは短い。わずかに段をもつて外

傾する口縁部に至る。月同下半都はほぼ直線的に底都ヘ

向かう。底都と月同下半部は直接接合 しなかつたので,

図上で復元してある。底部は外に張り出すタイプであ

るが,器壁は厚くない。器面調整は貝殻条痕によるも

のである。黒川式土器であるが,口縁部に段を残 して

いる点と,底部の厚みが薄い点は,古い様相を示す。

埋設土器34(S」51.193):C23区のⅢ層上面で,底都

付近を検出した。残存状況が悪く,北西側の一部は欠

けている。内部には浮いた状態で緑色の石材を用いた

石斧 (1433)が 出土した。半載しても底部の残 りは良

くなかったが,ほぼ正位に埋設されている。

直径 1 lclllの 張 り出しのある底部から,大きく開く

胴部へ至る。底都と胴部が直接つながる場所がなか

つたので,図上での復元となるが,最大径の部分で

内側に 「く」の字状に屈曲する。肩部はやや外反気

味に内傾 している。器面調整は粗い貝殻条痕による。

底面には木の実 と考えられる圧痕がある。全体の器

形からすれば古い様相をもつているけれ ど,上述の

様な内容から黒川式土器に含まれると考えられる。

埋設土器35(SJ128.166):埋 設土器36(S」 126)1こ

接 して検出された。ほぼ正位置に埋設されている。

掘 り方は確認できなかった。内部のリン分析を行つ

たが,外部 との差は明瞭でなかった。埋設土器36の

口縁部よりも数 clllほ ど下位で円形に巡ることがわか

つた。胴部下半の途中から下は,接合が困難であり,

どこまで続いていたか不明であるが,明 らかに底部

はみられなかったので,故意に抜いたものを使用 し

たと考えられる。

肩部はやや稜を残 しながら,丸みを帯びて屈曲する。

肩部から口縁部境まではやや内湾しながら長めに内傾

する。口縁部との境ははっきりしないが,内側にはわ

ずかな稜を残 し,やや内湾 しながら口縁部は立ち上が

る。器面調整は横方向のナデによるものである。屈曲

部分に稜が残る点や口縁部が開かずに内湾気味に立ち

上がるッ点は,入佐式に近い特徴であるが,肩部をもつ

ということから,黒川式土器に該当すると考える。

埋設土器36(S」 126.191):埋設土器37(SJ125)イこ接

して検出された。表土層を剥いだ時点で確認できた

ので,埋設土器37よ りもわずかに高い位置にある。

同時に存在 したのか,あ るいは時期差があるのかは

不明である。ほぼ正位置に埋設 され,底部まで残つ

ている。内部のリン分析を行つたが,外部 との差は

明瞭でなかった。

口径36硼,底径 9 cm,器高33clllの深鉢形土器であ

る。肩部は少 し張りがあり, 口縁部境までの長 さは

短い。 口縁部 との境は屈曲するものの,内面に稜は

残 さない。また,段 も残 さずほぼス トレー トに立ち

上がる長めの口縁部である。胴部はス トレー トに底

部へ向かい,底部は張り出しのある脚台状になるタ

イプである。器面調整は貝殻条痕によるものである。

以上のような特徴から黒川式土器 と考えられる。

埋設土器37(S」 125.192):B21区のⅢ層を数 clll掘

り込んだ面で検出された。頸部から上位は残 りの状

態が悪く,胴部下半以下は存在 しない。内部の下部

には炭化物がみられる。ほぼ正位置に埋設 されてい
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第117図 埋設土器検出状況 (15) 埋設土器27(SJ175)。 28(SJ46)
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第 118図  埋設上器検 出状況 (16)

る。掘 り方は確認できなかつた。胴下半部から底部に

かけては打ち欠かれていた。内部のリン分析を行つた

が,外部との差は明瞭でなかった。

口径は42clllを 測 り,肩部径よりも広い。緩 く内湾す

る肩部をもち,頸部までは短い。口縁部境は段をもた

ず,外反気味に開き,口唇部は先細 りとなる。器面調

整は貝殻条痕によりものであり,回縁部は横方向を意

識 しており,沈線の名残と考えられる。器壁は薄い。

以上の特徴から黒川式土器と判断される。
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∩

-143-



/
′／
アイ／
／
　
　
加υ
ρ
〉
υ

ぞ令
k_

つ

傍

)

λ

0         20cm

―

85m

(2)供献土器

供献上器 刊 (S」48.482)iC 20区 のⅢ層を数cm掘 り

下げた位置から出土した。発掘調査時点では埋設土

器 と考えていたが,埋設土器33(S」47)の副葬品 と

も考えられるので,供献土器 とした。重機によつて

最終確認を行つている際に出土 したため,出土状況

の実測図はない。

鶏卵を立てたような器形をしてお り, 口縁部のみ

外側へ短 く屈曲させている。 さらに粘土紐を 1段重

ねることによつて丸くおさめた口唇部をつ くる。内

面には 1条の凹線が巡 らされた様にみえる。黒川式

土器に伴 うものと考えられる。

供献土器 2(S」P129。 442):埋設土器36(SJ126)。

35(S」 128)の 東側 lmほ どの地点から検出された小

型の上器である。埋設土器36の底都よりも50clllほ ど

深い所から出土している。斜位の状態で出上 したが ,

本来は正位置にあつたのかもしれない。内部の リン

分析を行つたが,外部 との差は明瞭でなかった。

／
ノ

ｒ
、

く一|― ≫)
埋設33(187) つ時南犬1(482) v 埋設34(193)

第120図  埋設土器検出状況 (18)埋設土器33(SJ47)・ 34(SJ51)・ 供献土器1(S」48)

口径 10.4clll,器 高6.2cmを測る。最大径は胴部に

あり,丸 く内湾 して口縁部に至る。粘土紐を 2段重

ねることによつて口縁部をつくり,内外面とも 1条

の凹線を巡 らしたようにみえる。 口唇部は丸 くお さ

めてあり,少なくとも 1か所は口唇全体を肥厚 させ

て,突起をつくり出している。胴部下半は尖 り気味

の丸底を呈する。器面調整は内外面ともにミガキに

よるものである。このような特徴から,黒川式土器

に該当すると考える。埋設土器 36も しくは埋設土器

35の どちらに供献されたかは不明である。
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第121図  埋設土器検出状況(19)埋設土器35(SJ128)。 36(S」126)・ 37(SJ125)。 供献土器2(SJP129)
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(3)土坑

土坑 1(SK71)iC 23区 のⅣ層上面で検出されたもの

であり,直径98.3cmのほぼ円形をなす。埋土内には,

破砕した土器片とドングリの種子と考えられる炭化物

が多く混在していた。炭化種子は埋土上位に多く,土

器片もこの部分に集中している。土器片は複数の浅鉢 ,

深鉢が存在 し,貯蔵穴内を覆っていたというような様

相はみられなかった。平面図の破線で描いた部分が炭

化物の範囲であり,断面図の黒点が炭化物である①基

盤となるⅣ層と埋土との識別は難しく,炭化物が出土

する部分までを埋土としてとらえるにとどまった。検

出面からの深さは35cmである。炭化種子は粘土質の層

に付いてしまって崩れるものが多かったが,サンプル

程度には確認することができた。したがって,炭化物

の全体量は不明である。土坑内の炭化種子の同定を行

った結果,258点のすべてがイチイガシであることがわ

かった。また, この炭化物による放射性炭素年代測定

の結果,2800± 60年BP(紀元前930年)と い う測定値が
一

得られている。最近の加S法 による土器に付着した煤の

年代測定結果よりも若干新 しい年代値ではあるが,浅

鉢形土器 (500)や深鉢形土器底部の形状から,黒川式

土器期に該当するものと考えられる。

土坑 1から出土したドングリは分析の結果,すべてイ

チイガシであることが判明した。しかも果皮を残すことな

く,子葉のままの状態である。肉眼による観察では,子

葉の表面には縦方向に細い筋が残つている。名久井文

明氏は,この細い筋が乾燥による収縮の数であるとして,

民俗事例をもとにドングリを乾燥させて保存し,食べる時

に掲いて調理した「掲栗 (かちぐり)」 と同様のものである

としている。全国の縄文時代草創期から平安時代にわ

たる遺跡出土のクリ及びドングリ類を実見するとともに,

民俗事例も精力的に調査し,非常に説得力のある見解

である。ただし,名 久井氏本人も述べている様に,民俗

事例では食べる直前に果皮を剥く点と,果皮を剥いた

状態で土中に保存する例がみられない点は,遺跡での

検出例と差異がある。これらの点については今後の課

題であるが,民俗事例を知っている方々が高齢化して

いるので,早急な行動が必要となる。縄文時代の生活

風景を復元するには,名 久井氏が指摘する様に,「縄

紋時代の文化とよく共通する民俗例に関しては,それが

古くから受け継がれてきた結果として現代に残つている

と考えた方がよいということである。ことは物質文化にと

どまらないであろう。」(p.21,右 つ43～ つ。46)と いう点を

基にして,民俗資料と考古資料のつき合わせをやって

いかなければならないと考える。

翡久井文明  ~乾燥堅果策笏多の歴史鶏晨房ノ′μ本考

蛍半き第■7; フθ% σ μ本考農勒捨

て 下影

ｍ

輸一　
５０Ｃ

声

で

○赳

第122図 土坑検出状況(1)土坑1(SK71)。 2(SKl18)
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土坑 2(SKl18):B14区 のⅢ層を谷押 しのため深 く

掘 り下げた時点で検出された。長径 122.5clll× 短径95

cmの楕円形をなし,検出面からの深 さは32。 5cmを測

る。埋土は淡い茶褐色粘質土であり,炭化粒をわず

かに含むことで周辺の上と区別できる。埋土からは

縄文時代後期末の土器片が出土した。土坑の性格 と

しては不明である。

土坑 3(SK169):B23区のⅢ層を数cm掘 り下げた時点

で,土器が集中して出土したことから検出された。長

径105clll× 短径89cm,深 さ24clllを 測る楕円形の土坑であ

る。埋土はⅢ層とほぼ同様であり,わずかに炭化物を

含む。土坑の掘 り方は確実なものではなく,土器ある

いは炭化物の出るところでとめた。それほど周辺の土

層との区別が困難であった。土坑の中位に小児頭大の

礫が 2個 あり,その上に破砕した土器片が多量に出土

した。小児頭大の礫の他にも数点の狭が検出されたこ

とから,重 しとして使用されたと想定される。土器に

ついては,土坑の廃棄後に捨てられたものと考える。

出土した土器は,長い肩部からわずかに外傾する口縁

部をもつものであり, 口縁部の段を幸うじてもつてい

る。ほとんど摩耗 しているためはっきりはみえないが,

器面調整は貝殻条痕によるものである。入佐式土器の

新段階に該当すると考えられ,縄文時代晩期初頭の重

しを伴 う土坑であると考えられる。

土坑 4(見入来SK l):C-2区のШ層で検出された。

埋土は黄灰褐色弱粘質土である。ベースとしてはⅢ層

と同様の土であり,炭化物を多く含む。焼土粒も含ま

れる。確実な掘 り方ラインはみえないが,炭化物や遺

物の有無で判断した。層としての焼土や床面が焼けて

いる様子がみられなかったことから,長期的な火の使

用は考えられない。ここでの短期的な火の使用,も し

くは他の場所から焼却土を移したのではなかろう力ち

大きな礫があるものの,こ の下で土器片等が出土する

ことから,こ の状態で使用された重しとは考えられな

い。土器の破片や石材等が雑多に出土することから,

一次的な使用は不明であるが,二次的には廃棄穴にな

つたと考えられる。実測できる遺物はなかつたものの
,

土器片の特徴から糸電文時代晩期と判断した。

土坑 5(SK138):B21 EXIの Ⅲ層を数cm掘 り下げた時点

で検出された。周辺はやや砂質を帯びてきたが,こ の

部分だけ粘質があり土器片や炭化粒が混じつていた。

50孤程度の円形である。縄文土器は小さな破片が多く,

接合できるものはほとんどなかつた。浅鉢形土器の形

式から,剖 |1式土器の時期に該当すると考えられる。

略図しかなく,正確な位置と数値は不明である。

0            50cm

第123図  土坑検出状況(2)土坑3(SK169)。 4(見SKl)
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(4)大型凹地

大型凹地 (SX60)iC,D24EXFで 確認 された遺構で

あり,掘 り込みラインは全 くみえなかったが,多量

の土器や焼土塊が出土する範囲を遺構 と判断した。

注記の際,勘違いして「B24 SX」 と記入 している

遺物についても,こ の遺構内の出土である。埋土は

Ⅲ層 と全 く同じである。土器は上部に多く,下部に

は10clll～ 20clll大 の焼土塊が多く出土 した (写真図版

7)。 また,玉類も 7点出土 した。土器や焼土塊は原

位置を保つているとは考えられず,周辺から投棄 さ

れたような状態である。遺物の範囲から,長径15.8

血×短径5,8m,深 さ1.15mの楕 円形をした凹地に復

元できる。埋土内出上の上器の特徴から,入佐式土

器の時期に該当すると考えられ る。加世田市上力日世

田遺跡や大分県大石遺構で検出されている大型の円

形土坑 との類似性が考えられる。

(5)凹地

凹地 (SF193):A35区 のⅢ層を掘 り下げている段階で

検出された焼土である。焼土自体で形作ることはなく,

廃棄されたような状態であると考えられる。焼土塊は

8 cm程度の大きさである。糸電文土器も出土し,その範

囲は直径 4m程度の悟鉢状になる。B-24区で検出され

た大型凹地 (SX60)よ りも小ぶ りで,遺物の出土量も

少ないが,同様な様相を示 している。埋土はほとんど

Ⅲ層 と同じであり,底面も壁面も分離することができ

ず,遺構の形状については,遺物の出土範囲によらな

ければならなかった。断面図のラインは直接現地で実

測したのではなく,遺物の出土状況から推定したライ

ンである。内部から炭化物が出土したので,樹種同定

をした結果,コナラ属アカガシ亜属であることがわか

つた。出土土器で図示 したものはないが,縄文時代後

期末～晩期にかけての遺構である。遺構の性格につい

ては今後の課題 としたい。

(6)不明遺構

不明遺構 1(SX67):C23区 のⅢ層面で検出された

遺構で,直径150cmの 円形状に円礫が配置され,その

中央に縄文時代晩期土器が数個体押 しつぶされた状

態で出土 した (写真図版 6)。 円礫は人頭大から拳大

まで様々である。土器は浅鉢や赤 く塗 られた小型の

娩状の土器 (459)で あり,一般的な錫所 と異なって

いる。何 らかの呪術的な行為の場であつたと考える。

時期は小型浅鉢形土器や組織痕土器が多い区域であ

ることから,黒川式土器新段階であると考えられる。

不明遺構 2(SFl17):B15区のⅣ層を念押 しのため

深 く掘 り下げた時点で検出した。南北幅400cmの 略方

形で,深 さは24.2clllを 測る。中央南寄 りには直径92.8

clllの 浅い窪みがあり,その北側に焼土がある。焼土

部分は直径 100cm,深 さ 7 clllの 凹レンズ状をなす。そ

の周辺には茶褐色の粘質土が深 さ 5 clll程度で堆積 し

ている。炭化粒や土器片などを含んでいる。この土

は東側の調査対象範囲外にも続 くようである。規模

や形状 としては住居跡の可能性 もあるが,柱穴を確

認することができず,住居跡 とする積極的な根拠は

みられない。深鉢形土器及び浅鉢形土器 ともに上力日

世田式土器が出土 したことから,縄文時代後期終末

に位置付けられると考える。
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第125図 凹地検出状況
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(7)焼土

焼± 1(SF32):C17区で,最後の念押しのため

の重機による掘 り下げの際検出された。遺物包含

層部分よりも約45clll低 い場所で検出されたため,

竪穴住居の屋内炉ともとれるが,住居自体のプラ

ンをとらえることはできなかった。埋土について

は,①は赤茶褐色粘質土であり, 3 clll大 の焼土の

ブロックを多く含み,②は黄灰色弱粘質土であり,

焼土粒を若干含んでいる。見入来遺跡でも縄文時

代後期終末～晩期の焼上が検出されていることと,

農業開発総合センター遺跡群の金峰町諏訪牟田遺

跡でも焼上が単独に発見された事例があることか

ら,この時期に普遍的なものとしてあるのか今後

検討したい。

焼± 2(SF173):B24区 の最終確認を重機で行つ

ている時,Ⅳ層内で確認した炭化物を含む範囲で

ある。焼土をわずかに含んでいる。埋土を掘 り下

げると,38clll× 25cm×深さ12cmと 33cm× 24cm×深

さ12cmの 2つの小さな土坑となった。この部分で

は遺物は出土していないが,こ の上位では縄文時

代後期末～晩期の土器が出土した。炭化物の樹種

同定を行つた結果,コナラ属アカガシ亜属と同定

された。性格は不明である。

焼± 3(SF127):B-21区のШ層を掘り下げる途中

で検出された。直径20cm,深 さ28cmの ピットであ

る。埋土は灰茶褐色の粘土であり,炭化粒を含ん

でいる。周辺に同様の柱穴は確認できず,単独で

存在したものと考えられる。埋土の状況と検出位

置から,糸電文時代のものと判断した。

焼± 4(SF120):B15区 のⅢ層中半で検出された。

淡い赤色に焼けた部分が40clll× 30clll,深さ9 cmで

確認できた。出土遺物はみられないが,土層の状

況から縄文時代後期終末～晩期に該当するものと

考えられる。

焼± 5(見SF 4)IB-4区 のⅢ層で検出された。

117cm× 64clllの 略円形に赤橙色に焼けた部分がみ

られた。床面は 2段に分かれており,深さは 7 cm

と9 cmを測る。焼土内での遺物の出土はなかった

が,検出した層と周辺の遺物の散布状況から,縄

文時代後期終末～晩期のものと判断した。
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(8)石溜 り

石溜り1(見SS 2)iC-2区のⅢ層で検出された。

13点の礫が集中しており,砂岩と安山岩で構成さ

れている。礫が小ぶりで,点数が少ないこと,小範

囲に集中し掘 り込みがみられないこと,礫が赤化

してないことなどから,縄文時代早期にみられる

集石遺構とは性格が異なると考えられる。しかし,

どの様な性格であつたのかは類例を待ちたい。土

器片が 1′点伴 うことと,検出した層位から,縄文

時代後期終末～晩期に位置付けられると考える。

計測した 8点については表のとおりである。

③暗灰色粘上 :炭化粒を
多く含み粘質も強い

石溜 り1(見 SS2)。 ピッ ト1(SX28)。 2(SP21)

石溜り2(見SS 3)iC-3区のⅢ層で検出された。

写真撮影後,水没により崩壊したので,実測図は

作れなかった。礫の数は10′点で,砂岩及び安山岩

で構成されていた。石溜り1(見SS 2)と 同様な

内容をもっていることから,時期・′陛格とも同じ

だったと考えられる。計測した10′くについては表

のとおりである①

(9)ピ ット

ピット1(SX28):D-15区 で検出したピット状の

上坑である。検出面での平面形が長径52cm×短径

31clllの精円形を呈する。主軸はほぼ南北である。

南イ則は垂直に,北イ則は斜位に掘 り込んでいるのが

特徴である。深さは74clllを測り,底面は先細りと

なっている。埋土に炭化粒を多く含み粘質が強い。

土器片が混在していることから縄文時代の所産で

あると考えられるが,用途は不明である。断面を

我ち割ると,写真図版20の ように掘 り込みライン

より夕M則がかなり変色しており,低地の粘質土地

帯では,埋上が周辺の土壌に紺して大きな影響を

及ぼすことがわかつた。

ピット2(SP121):B-15区のⅢ層中半で検出され

た。直径34cm,深さ49clllの ピントであるが,内部

から縄文時代後期終末～晩期の上器片が折り重な

るように出土した。問題意識をもたずに掘り上げ

てしまったために,出土の状況がわかる図はない。

故意に埋めたと思われるが性格的には不明である。
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2.縄文時代の出土遺物

(1)縄文土器

①深鉢形土器 (第 130～ 170図  1～ 323)

大坪遺跡で出土した深鉢形土器を,器形や文様及び

器面調整を基にして,I類～Ⅳ類に分類 した。さらに

分けられるものについては,細分してある。個別の土

器の記述については,埋設土器のところで書いてある

ので,こ こでは全体的な特徴を述べるとともに,埋設

土器以外の代表的な遺物の記述のみとする。なお,そ

れぞれの遺物はどれかの類に含めてあるが,厳おな区

分ではないことをお断 りしておく。

I類 (1～ 112):胴部最大径が器高を三分する位置に

あり, 口縁部直径よりも大きい。底都は上げ底もしく

は平底で,すばまつている。胴部下半はやや丸みをも

ちながら胴部最大径に至る。胴部最大径で「く」の字

状に屈曲し,こ の菩[分の上部に凹線を巡らすものもあ

る。胴上部から頸部にかけては外反 しながら内傾 し,

口縁部へ至る。口縁部で再び屈曲させ,短い口縁部文

様帯をつくり, 1～ 3条の凹線を巡らしている。器面

調整はミガキによるものである。口縁部の形状から I

a・ Ib類に細分できる。既存の型式洛では,上加世田

式土器から入佐式土器古段階に該当する。

Ia類 (1～ 57):口 縁部が内側に屈曲するもので

あり, 口縁部幅は狭い。凹線は先端の丸い棒状工具

あるいは半裁竹管の皮側を使用 し,丁寧に引かれて

いる。凹線の条数は少ない。上げ底の底部が多い。

3は ,復元 口径 33cm,器高 14.2clll,そ れに確実な底

径8.4cmを測り,深鉢形土器と浅鉢形土器の中間的な形

の土器である。月同都最大径部分で「く」の字状に強く屈

曲し,頸部はわずかに内傾する。口縁部との接点が見

つからなかつたので,正確なことは言えないが,大きく外

反する口縁部をもつ。口縁端部には,外開きした端部

にもう一段粘土紐を重みることによつて,外面は1条の

凹線を巡らしているように見える。月同部下半は,120度の

角度をもつて,大きく開いている。底部はわずかに角度

を変えて,高台風に作り出しており,底面は上げ底であ

る。黒褐色を呈し,内外面ともミガキによる器面調整であ

る。上加世田式土器に該当すると考える。

Ib類 (58～ H2):口 縁部が直立もしくは外に開

くものであり, 口縁部幅は広い。凹線の条数は 3～

7本である。胴部屈曲は I attほ ど強くなく,こ の部

分に凹線を巡らすものはない。月同上部から頸部にか

けての反 りは弱い。Ia類に比べて器壁が厚い。底部

は平底が多い。入佐式土器古段階に該当する。

110については,有明町教育委員会の御厚意によ

り,胎土内の植物珪酸体分析を実施 したが,イ ネ属

などの栽培植物は検出されなかつた。

E類 (113～ 186):胴 部最大径は器高を三分する位置

よりやや上にあり,国 縁部直径 と同じかやや小さい。

底部はやや厚 く,円盤状をなしている。胴部下半は

わずかに内湾 しながら胴部最大径に至る。胴部最大

径で丸みを帯びながら緩 く内側へ屈曲する。胴上部

から頸部にかけてもわずかに内湾気味に内傾 し,口

縁部へ至る。 口縁部は肥厚 させ,沈線を巡 らしてい

る。 口縁部幅はやや広 く,沈線の条数も多い。器面

調整はナデもしくは貝殻条痕による。 口縁部の形状

からⅡao Ⅱb類に細分できる。既存の型式名では入

佐式土器新段階に該当する。

Ha類 (113～ 162):外面の口縁部文様帯の段が明瞭

で,沈線も1本1本はつきり描かれる。口縁部の屈曲が

I類に似たものと,外側に「く」の字状に屈曲させたもの

がある。Ⅱb類に比べて口縁部文様帯はやや狭く,器壁

が厚い。136・ 137は 口縁部文様帯に鋸歯文を描くもの

である。

Ⅱb類 (163～ 186)1口 縁部文様帯の段がやや不明

瞭で,沈線の描き方がやや雑であり,貝殻条痕によ

るものも多い。 口縁部の屈曲も弱い。 口縁部文様帯

はやや広 く,器壁は薄い。型式学的にⅡa類に後出す

るものと考えられる。

Ⅲ類 (187～ 220):肩 部をもつものであり,顎部から外

傾する口縁部に至る。底部は厚く,張り出しを持つ。底

部から月同部はほぼ直線的に外開きし,肩部で丸く内側

へ湾曲する。肩部にリボン状の突起をもつものもあり,ま

た口縁部にも突起を付けるものがある。口縁部はわずか

に段をもつものもあるが,段の無いものもある。口縁部の

幅は広く,横方向の条痕によつて文様効果を出している。

器面調整は内外面とも貝殻条痕によるものである。既存

の型式名では黒川式土器に該当する。

195については,有明町教育委員会の御厚意によ

り,胎土内の植物珪酸体分析を実施 したが,イ ネ属

などの栽培植物は検出されなかった。

Ⅳ類 (221～ 308):器形などの特徴が,上述 した I類

～Ⅲ類に含まれない土器であり,内外面とも貝殻条

痕もしくは条痕による器面調整である。胴上部から

口縁部にかけての形状からⅣa～Ⅳd類に細分 した。

Wa類 (221～ 229):胴上部で屈曲し,外反 しなが

ら口縁部に至るものである。

Ⅳb類 (230～ 253):胴上部でわずかに屈曲し,直

口する口縁部に至るものである。

230は確実な接合点はなかったので,図上で復元し

たものである。底部は張り出しのある脚台状となるもので

あり,やや直立気味に立ち上がる。胴部でわずかに内

傾し,やや外反気味ではあるが,ほとんど直立して口縁
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第130図  出土遺物 縄文土器 (1)
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第131図  出土遺物 縄支土器 (2)
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第132図  出土遺物 縄文土器 (3)
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部へ至る。口唇部は生きているかどうか迷つたのであ

るが,風化の度合いが他の面と変わらない点と, これ

以上高くなる例を知らないことから判断した。底面に

は木の実の圧痕が浅く付いている。胴部から口縁部の

変化がほとんど無いのであるが,底部の形態から剤 ||

式上器に該当すると考えられる。

Ⅳc類 (254～ 279):屈 曲せずに,胴部 と口縁部の

境が無いものである。

Ⅳd類 (280～308):あ る程度口縁部の形状がわかる

土器を掲載 した。したがつて,も う少し残存率が良け

れば他の類に含まれる可含静性のある土器もある。

294の 口縁部には,器面が粗 くてはっきりしない

第133図  出土遺物 縄文土器 (4)

が,654に類似 した文様が描かれている。303は ,製

作途中でヒビ割れを生 じたのか,焼成前に内外面か

ら粘土を補填 してある。 しかし,それでも使用中に

割れてしまったのか,補修孔を開けて丁寧に使つた

様子が窺える。

その他の深鉢形土器 (309～ 323):I類 ～Ⅳ類の中に

も含まれない土器 と極少量の土器を個別に紹介する。

309～ 314は 口縁部を肥厚 させるものであり,刻 目は

施 さない。無刻 目突帯文の時期に該当すると考える。

315～ 321は刻 目突帯文土器である。「く」の字形に大

きく屈曲し,大ぶ りの刻 目を施す。322は 口縁部が緩
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第134図  出土遺物 縄文土器 (5)
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第135図 出土遺物 縄文土器 (6)
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10cm

第136図 出土遺物 縄支土器 (7)

表10 縄支土器観察表 1

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
レベ ル 特 徴・胎 土

その他・燒成鵬外 面 内 面

第

‐３０
図

1 ユー15 S」 124 棗鉢 形 土 器 察 形

:形 Ia類 梅皓赤褐 ミガキ 藝暗赤褐 ミガキ

3 4584 深at形 上串
第

３‐
図

∋-14 Ia類 赤 褐・ミガ キ 褐・ミガ キ 辱 石

梁鉢 形 土 Ia類 ぶい欝緒 :褐 灰
6 C-15 Ia類 1に ヽい費 回線 ミ方キ ぶい黄・摩 耗 金 雲 f

第

笠
図

梁鉢 形 土 Ia類 黄 灰・ミガ キ :昔 灰・ミガ

8 B-15

Ia類 黒・ミガ キ 乞責 糟

B-17 梁鋏 形 土 串 「同部 金 雲 母

第

３４
図

形 土 胴 部 Ia類 浅 黄 橙・凹 線 !黄 灰・磨 経 742g

梁鉢 形 土 口 綴 部 I att I褐 秦雲 凹線 ミガ■ :福・ ミ ガ キ

3 D-12 Ia類 褐・ミガ キ 803
緊鉢 形 土 器 口 縁 部 Ia類 黒 福・ミガ キ :皓 想・ミガ キ

・凹 線 黒褐・ミガ キ 大 坪 角 閃

部 Ia類 :資 盗 四線 ミオキ 驚橙・ミガ キ 8344
D-17 Ⅲ 深鉢 形 土 825 角 閃 石・軽 石

縁 部 I att I黒 田線 ミガキ 里・ミガ キ 7835
9 〕-14 際鉢 形 土 14087 818

〕-15 a寡買 ぶい 褐 ミガキ 夫坪 角 閃 石
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第 137図  出土遺物 縄文土器 (8)
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第138図  出土遺物 縄文土器 (9)

表11 縄文土器観察表 2

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
レベル 腎徴・胎 土・焼 威・

その他 備 考外 面

第

３４

図

楽鉢 形 土 器 口縁 部 喝灰・ミガ キ 注 記 ナ シ 令 雲 母

B-15 I al 。凹 線 磨 耗 金 雲 母

深 鉢 形 土 器 口 縁 部 大 坪 角 閃 石

朔褐 凹線 磨耗 大 坪 金 雲 母

Ш 深 鉄 形 上 器 寃調‖班 にぷ い種 ミガキ 14539 令 蜜 日

角 閃 石

Ш 果鉢 形 土 器 ヨ縁 部 a粕 8878
8 Ⅱ 突然 形 上 器 灰褐・ミガ キ 3683 角 FAg石

梁鉢 形 土 器 コ縁 部 箱 822
14 Ⅲ 褒鉄 形 上 繋 黒・ミガ キ 9782
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第139図  出土遺物 縄文土器 (10)
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第140図  出土遺物 縄支土器 (11)
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0                  10cm

第141図 出土遺物 縄文土器 (12)
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第142図  出土遺物 縄文土器 (13)

-167-



一

　

　

　

７‐

騨院が
73

評Ⅷ
75

72 斡  鯵
沈 6

薄鯵ん▽ 九‖ ♪ψ蘊斡愛3麟∝亀4

第143図 出土遺物 縄文土器 (14)
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第144図  出土遺物 縄文土器 (15)
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第145図  出土遺物 縄文土器 (16)

0                  10cm

表12 縄文土器観察表 3

図番兵 は物番
=

出土区 遺 構 曙位 器 種 部 位 分 類 駁上げ番
=

レベル 特徴・胎土・焼成・

その他 備考外 面 肉 面 (m)

梁鉢 形 土器 回綴 部 a妾買 弓・凹線 磨耗 明褐灰・磨耗 角 閃 石・全 雲 母

詠 形 土 口縁 部 995 808 石

第
‐３５
図

果鉢 形 土器 □ 綴 部 a共頁 明赤褐 ミガキ 5008 832 金 雲 母

鉢 形 土 口 縁 部 a粗 ぶい赤褐 ミガキ 現赤褐 ミガキ 8079 【男ξ

I 栗鉢 形 土基 口縁 部 a類 黒・ミガキ 角 閃石

Ⅲ 突歓 形 土 緊 口 縁 部 a聖層 にぶい黄橙 ミガキ

3 梁鉢形 土器 口縁 部 a類 黒・凹線・磨耗 827
梁慾 形 土 繋 口 綴 部 見入 来

梁鉢形 土器 口縁 部 a類 黒・凹線・磨荒 三ぷい褐 ナデ横

〕-17 梁絋 形 土 繋 口 綴 都 a塑暦

Ⅲ 梁鉢 形 土 器 口縁 部 a瑣目 亀・ナデ・条娘

果鉢 形 土器 口縁 部 a委買 橙・凹線 ミガキ 密 凹線 ミガキ 8622 金 雲 母

Ⅲ 24t形 土 口 縁 部 300
Ⅲ 果鉢 形 土器 口縁 部 a要買 橙・ミガキ 5785 790 金 雲 母

451D-15 Ⅲ 誌形 土 口 縁 部 5255 796
Ⅱ 深鉢 形 土零 口縁 部 a萎亘 月赤褐・ミガキ 金 雲 母

興歓 形 土 口 綴 部 黒褐・凹線 ナデ 1坪 畳

深鉢形 土器 口縁 部 a装亘 にぷい褐 ミガキ こぷい掲 ミガキ 金

3-17 渓歓 形 土 口綴きB 赤褐 凹線 ナデ積 832( 829 金 雲 母

)-15 Ⅲ 深鉢形 土器 口縁 部 a姿亘 こぶい橙・暦耗 角 閃 石

)-18 Ⅲ 震紘 形 十雫 口 綴 部 緬 民黄掲・ナデ横 3681 838
3-17 粟鉢 形 土 器 口縁 部 三ぷい褐 ナデ横

)-15 Ⅲ 深 鉢形 土器 口縁 部 a姿買 褐 凹線 ナデ横 掲・ナデ 横 5299

3-17 鉢 形 土 口縁 部 兎黄橙・ミガキ 8313

Ⅲ 深鉢 形 土器 口縁 部 a萎頁 黄褐・ミガキ 金 雲 母

鉢 形 土 口縁 部 オツポ

Ⅲ 深鉢 形 土零 口縁 部 a萎亘 黒・凹線・磨耗 翠掲・磨 耗 金 雲 母

3-14 S」 80 契欲 形 土 弁 形 月褐 凹線 ミガキ 巳

S」 39下 深鉢形 土器 胴 部 b委亘 赤褐 赤 褐 S」 30上 に浅鉢有 金雲長

冥欲 形 土 烹 形

C-16 深鉢形 土器 b萎亘

C-16 冥鉄 形 十器 b碁百

B-17 深 鉢 形 土 器 b姿目 2mm大 の 石 室

B-17 深鉢 形 土器 b姿買 明 赤褐 にちミぃ橙 2mm大の 石 英

C-16 果鉢 形 土
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第146図 出土遺物 縄文土器 (17)
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第148図  出土遺物 縄文土器 (19)
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第149図  出土遺物 縄支土器 (20)
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第150図  出土遺物 縄文土器 (21)

表13 縄文土器観察表 4

出土 区 違 構 層位 器種 部 位 分 類 取 上 げ番 |
レベル 持徴・胎 土・焼 威・

その 他 備 考外 面 内 面 (m)

冥鉄 形 十器 I bi

B-16 果鉢 形土器 赤 rBL赤 褐 渥 灰 岩

B-17 鉢 形 土器 Ib類 階 2 mm犬 の 石 革

梁欲 形 土器 I bl 明示 褐 凝 灰 岩

B-18 果鉢 形 土器

第

‐４３
図

D-17 Ⅲ R鉢 形土器 口縁 部 Ib類

7 Ⅲ 梁鉄 形 十繋 口縁 部 I bl 浅黄糖 凹線 磨窯 金 ξ

果鉢 形土器 回綴 部 尭黄糖 凹線 ナデ 主記ナシ 母

C-17 溝 R鉢形土器 口縁 部 Ib類 大 揮 閃 石

Ⅲ 霙鉄 形 十零 口 候 モ Ib禁雹 月赤偶 凹線 ナデ こぷい赤褐 ナう 807 金 雲 母

5 果鉢 形土器 口 縁 大 坪
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表14 縄文土器観察表 5

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
岳徴・胎 土・焼 威・

その 他 備 考外 面 肉 面

第

４３

図

9-16 I 深 鉢 形 土 器 口縁 部 Ib類
Ⅲ 梁鉄 形 上 零 口縁 部 Ib類 卜褐 凹線 ミガキ I暗 赤 褐・ミガキ 4298 2 mm大 の石 央 金 雲 母

D-18
Ⅲ 霙 欲 形 上 器 口縁 部 Ib類 現赤 褐   I明 赤 褐 8386 2 mm大 の 石 英

震 慾 形 上 零 口 縁 部 Ib類

,-15 茶 姑

緊鉢 形 土 器 日 縁 部 Ib類

)-18 茉福・ミガ キ 3923 牟 雲 母

ンヽ 尿鉢 形 土 器 日縁 部 Ib類 黄灰 回線 磨馬

形ヽ 上器 口縁 部 Ib」ξ且 6013 2 mm大 の 石 英

)-18 梁鉢 形 土 器

仏 形 上 器 日縁 部 lb類 未褐 ミガキ 大 坪 角 閃 石

)-18 Ⅱ

鉄 形 上 黒 日 縁 部 Ib類 黄 灰 ナ デ k坪 3 mm大 の 石 英

梁鉢 形 土 器 日 縁 部 Ib類 褐 灰・ナ デ 16967 金 雲 母・小 石

)-18

〕-20 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Ib類 貢橙・ミカキ 7655 金 雲 母

第
“
図

日縁 部 Ib緬 侶 灰・ナ デ た算 軽 石

)-18 梁鉢 形 土 器 口縁 部

口綴 部 Ib類 卜褐 凹線 ナデ I赤 福・ナ デ 石 英 (白 )

〕-1, Ⅲ 梁鉢 形 土 器 口縁 部

Ib類 照褐 凹線 磨耗 I灰 褐 ・ナ デ た揮 2 mm大 の 石 英

)-24 突然 形 土 零 口 縁

Ib類

)-17 Ⅲ 栗鉢 形 土 器 実 測

Ⅱ 梁鉄 形 土 器 日 帝 Ib類 赤褐 赤 褐 多量 の 砂 粒

,-5 多暑 の 秒 壮

-24 Ⅲ 梁銚 形 土 器 口縁 部 Ib類 赤 褐・ミ方 キ 12130 895

7 3-17 833 令 輩 母・小 石

梁鉄 形 上 器 口縁 部 Ib類 赤褐・ミカ キ 10829 金 雲 目

)-24 未 掲   I朗 未 褐 大 坪 令 肇 母

梁欲 形 上 器 実 測 班 Ib類 疑橙 沈 線 1橙・ナ デ 10858 882 凝 灰 岩

1 )-13 830 海 灰 岩

D-17 深 然 形 土 器 ヨ縁 部 Ib類 ぶい 赤網 磨 耗 8793

3 ]-21 鉄 杉 上 器 Ⅱa類 ぶい赤褐 ぶい赤褐 角 FAR石

第

４６

図

4 3-17 梁然 形 土 器

鉄 形 上 器 日 綴 部 Ⅱ a類 G・ ミガキ 黒 褐・ミガ キ 8796 金 雲 母・小 石

6 )-24 深 鉢 形 土 器

鉄 形 上 器 日縁 部 Ⅱa類 尺赤 回線 磨耗 I明 褐・庭 大 坪 2 mm大 の 石 英

8 )-18 栗鉢 形 土 器

上 器 口縁 部 Ⅱa類 1浅 黄橙 ミガキ 夫 坪 金 雲 母 ′Jヽ 石

3-15 栞鉢 形 土

C-24 Ⅳ 棄慾 形 土 器 口 縁 部 Ⅱa類 黒・ミガキ 12450 820 角 FAH石

14516 軽 石

3 D-18 Ⅲ 飛慾 形 上 器 日 縁 部 Ⅱ a奏 赤 褐・ミガキ

4948 軽 石

5 D-24 Ⅲ 栞鉄 形 土 器 口 縁 部 Ⅱa類 ぷい 赤 掲 磨 耗 黒 褐・磨 耗 太 坪

000 ◆雲母・小石

7 D-24 楽銚 形 土 器 日縁 部 Ia類 褐・ナ デ 積

1褐 灰・ナ デ 12958

9 D-17 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅱa類

形ヽ上票 口縁 部 Ⅱa類 灰白 凹線 磨馬 灰 白・磨 耗 金 雲 母・ 4ヽ 石

大 坪 案鉢 形 土 器

【形 上器 口縁 部 Ⅱa類 12973 小 石

)-23 Ⅱ 案鉢 形 土 器

形ヽ上串 口 縁 部 Ⅱa類 黒褐・磨 耗 明 IIB灰・磨 耗 391( 2 mm大 の 石 英

〕-18 案鉢 形 土 器

形ヽ 上器 日 縁 部 Ha垣 明赤 緒・磨 耗 浅 黄 精・磨 耗 金 雲 母・小 石

テー17 Ⅲ 案鉢 形 土

第

４７

図

銚 形 土 器 日 縁 部 ■a類 黒 褐 沈 線 褐・ナ デ 15386 凝 灰 岩

)-22 Ⅲ 案鉢 形 土 10627 弊 石 凝 灰 岩

-ヽ34 Ⅱ 梁毬 形 土 器 日縁 部

大 lT ′よヽ石

-ヽ22 Ш 梁鉢 形 上 器 口縁 部

ぶい繕・ナデ ぶい橙 ナデ 585〔

う-24 Ⅱ 突慾 形 土 器 日縁 部

1055【 854 令 雲 母

〕-18 梁鉄 形 土 器 日 縁 部 ■a類

鉄 形 上 票 口縁 割 侶 灰 ナ ギ 褐 灰 ナ デ 890 軽 石

Ⅳ 案鉢 形 土 器

魅 形 上 器 日 縁 部 Ⅱa垣 明 赤 褐・ナデ κ坪 金 雲 母・小 石

)-24 Ⅲ 梁鉢 形 土 器

魅 形 上 器 口緩 部 Ia類 812(

)-15 皿 梁鉢 形 土 器

第

４８

図

誌 形 土 器 口縁 部 ■a類 落赤 給・ナデ 赤 掲 ナ デ 1707と 915 金雲母・外面重弧文

)-17 Ⅲ 栗鉢 形 土

多土 器 口縁 部 ■a類 店褐 ナ デ :褐・ナ デ 1309〔 角 閃石・外面重孤文

)-12 Ⅲ 素鉢 形 土 810 外 面 重 HEl文・石

5 -ヽ34 Ⅲ 梁慾 形 土 器 口縁 部

13370 凝 灰 岩

笑慾 形 土 器 ■a類
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0                  10cm

第152図  出土遺物 縄文土器 (23)
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第153図 出土遺物 縄文土器 (24)
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第154図  出土遺物 縄文土器 (25)
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0                  10cm

第155図  出土遺物 縄文土器 (26)
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第156図  出土遺物 縄文土器 (27)

0                 10cm

表15 縄文土器観察表 6

出 土 区 還 構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 4 レベ ル 特 徴・胎 土 焼 成 .

その他 備 考外 面 肉 面

第

‐４８
図

梁鉢 形 土 器 コ綴 部 Ⅱ a蟄旨 尺褐 条痕 ナデ 大 距 簿 灰 井

6 12663

Ⅲ 架ak形 土器 コ綴 部 Ⅱ a箱 に褐 条痕 ナデ 令 望 塁

6 B-25
架鉢 形 土 器 Ⅱ b箱 こぷい橙 条痕 こ尽 い 緒 令 撃 塁

Ⅲ 架鉢 形 土 器 Ⅱ b箱

第

‐５，
図

架鉢 形 土 器 口綴 部 工 b襲琶

栗鉢 形 土器 口縁 部 Ⅱb類

7 D-12 Ⅲ 栗鉢 形 土器 日 縁 部 Ⅱb類

7 B-4 見 S」 5 栗鉢 形 土器 Ⅱb類 茉 褐 にぶ い 赤 褐 金 望 母

第

‐５３
図

-ヽ22 Ⅲ 栗鉢 形 土器 用部 工 b類 需 褐 ・ミガ キ 1471

7 -35 栗鉢 形 土器 ヨ綴 部 正 b類 卜彊 貝 殻 条 痕

Ⅲ 栗鉢 形 土 器 ヨ縁 部 Ib筆 3512 金 蜜 母

3-22 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅱb増 男赤 褐・条 痕 13318 877

17 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 国縁 部 Ⅱb類 942

SD43 Ⅲ 栗鉢 形 土器 口縁 部 Ⅱb類 明 褐 灰・産 耗 電灰 貝 殻条 痕 340(

S」 47 栗鉢 形 土器 亮 形 Ш 婚

3-21 S」 131A 案鉢 形 土器 皿 類 浅費・ナ デ

3-2 S」 126 案鉢 形 土器 Ⅲ 類 2 mm大 の 石 真
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0                 10cm

第157図  出土遺物 縄文土器 (28)
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0                  10cm

第158図  出土遺物 縄支土器 (29)

表16 縄文土器観察表 7

出 上 区 遺構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 様・色 調 等

取上げ番
=

レベル 特徴・胎土・焼成・

その他 備考外 面 肉 面 )

9 3-22 突欲 形 土 繋 皿 J 階

)-20 架鉢 形土器 完 形 Ⅲ 類 こぶい橙 条痕 こぶい橙 凝 灰岩

第

‐５９
図

鉢 形 土 口 縁 Ⅲ 黒福・粗 いナテ

寮ak形 十器 回 縁 Ⅲ 麺 黒褐・ナ デ 大 坪

9 深鉢 形 土器 胴 部 Ⅲ 類 赤褐・ナ テ 太 坪

981C-23 皿 鉢 形 土 部 Ⅲ
=ぷ

い赤福 条痕

3-25 裂鍬 形 十繋 回綴 部 Ⅲ 祖 よ褐 丁寧なナラ 赤褐 丁寧なナデ 大 坪

3-15 Ш 梁鉢 形土器 口縁 部 皿 類 赤褐・貝殻条頼

-ヽ35 梁欲 形 土 零 口 縁 Ⅲ 類 にぶい褐・ナデ

〕-2 Ш 裂欲 形 十器 口 縁 Ill箱 示褐 貝殻条痕 暗赤 灰・ナデ 1598( 862
)-18 Ill 梁鉢 形 上 器 口縁 部 Ⅲ 類

第

６０
図

lll 梁欲 形 土 器 その他 皿 類 明示 褐 にぶい示梱

D-18 梁鉢 形土器 その他 Ш 類 曳費 橙・条 痕 浅 黄 橙 大 坪 3mm大 の 石 英

形ヽ土 その Ⅲ 類 悟 赤 灰 (坪 2 mm大 の 石 真

Ⅲ 梁歓 形 土 器 子の 1 皿 緬 明赤 褐 にぶい橙 角閃石・半透明の石英

B-22 皿 架鉢 形 土 器 その他 皿 類 暗赤 灰 赤 褐 14993

A-34 Ⅲ 鉢 形 土 の 他 Ⅲ 類 こハヽい橙 16497 角問石・2口 m大 の石英

袈欲 形 十 器 子の 仙 Ⅲ 緬 麦責 橙 掲灰 半 透 明の 石 英
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第159図  出土遺物 縄文土器 (30)
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第160図  出土遺物 縄文土器 (31)
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0                  10cm
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第161図  出土遺物 縄文土器 (32)
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0                 10cm

第162図  出土遺物 縄文土器 (33)
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0                 10cm

0                  10cm
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第163図  出土遺物 縄文土器 (34)
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9                  10cm

第165図  出土遺物 縄文土器 (36)
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第166図  出土遺物 縄文土器 (37)
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第168図  出土遺物 縄文土器 (39)

0                 10Cm
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第169図  出土遺物 縄文土器 (40)
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第170図  出土遺物 縄文土器 (41)
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く屈曲するもので,こ の外面のみに条痕が観察される。

323は 口縁部に凹線が巡るものである。322・ 323と も

縄文時代終末～弥生時代初頭のものと考えられる。

②組織痕土器 (第 171～ 174図  324～ 371)

組織痕がはつきりみられるのは全部で62点 出上し,

小破片まで図化に努めた。中華鍋形の器形を呈し,口

縁部下位に組織の圧痕がみられる。組織痕がみられな

い土器についても,内面がミガキで外面が粗い条痕の

場合や器形及び煤の付着具合から,同じ種類であると

考えてこの類に含めた。353は 口縁部付近まで組織痕

が認められるものであり,これまで県内から出土した例

の中では特異である。組織痕としては網 目・編布・不明

のものがあり,特に網 目が目立っている。網 目の大きさ

イま3～ 611ullであり,他の遺跡例よりもかなり目の細かいも

のがある。編布は2種類あり,経緯幅は6.511ullと 1811ullであ

る。もう一つの不明なものは,モデリングを観察しても明

らかにできなかった。分布域は無刻 目突帯文土器と刻

目突帯文土器が出土した地点であり,同時期のものと

考えられる。

369は 4 11Lll幅 の単位をもつが,何であるかは判断で

きない。370は 糸をからめてはいるが,網 目か編布か

の判断はつかない。371は 7 11ull幅 の単位をもち,それ

に直交する様な繊維が認められる。

③浅鉢形土器 (第 175～ 179図  372～ 449)

浅鉢形土器の形状は多様であり,分類に苦慮する

が,便宜上大きく2つ に分類する。I類は肩部が「くJ

の字状に内側へ屈曲するものであり, Ⅱ類としたも

のは肩部が丸く内湾するものである。それぞれ他の

部位の特徴によって細分することとする。

Ia類 (372～379):肩部 と頸部の間が短 く,頸部

で「くJの字状に外側へ屈曲し,短い口縁部をもつ。

lb類 (380～ 382・ 384):肩都と頸部の間が短く,

頸部で「くJの字状に外側へ屈曲するのは Ia類と同じ

であるが,口縁都が長めでス トレー トに口唇部へ至る。

Ic類 (386～403):肩部で「く」の字状に内側へ屈

曲するが,頸部は大きく外反しながら開く。口唇部は

粘土紐を 1条重ねることによつて二重口縁風となる。

Id類 (404～420):肩部で「く」の字状に内側ヘ

屈曲し,長めの口縁部をもつ点は Ic類と同じである

が,頸都がわずかに屈曲気味になるものである。頸

部が屈曲する点は Ia・ Ib類にも近ヤヽ。

407は 口径 19,5cm・ 器高 7 cmを 測る。底面はわずか

に平坦になるけれ ども,大きく内湾する体部をもつ。

外面に稜を残しながら内側に屈曲するが, 5 11ullほ ど

で再び外側へ緩く外反 しながら開く。さらに,粘土

紐を 1段直立させながら重ねることによつて口唇部
ギ′

をつくり,外面に凹線を巡 らす。内外面ともミガキ

による器面調整である。胎土の金雲母が目立つ。台

風時の散逸で,出土地点は不明である。

Ⅱa類 (421～ 430。 383・ 385):肩部で大きく内湾

し,頸部で 「く」の字状に外側へ屈曲し,短いなが

らも口縁部をもつものである。

Πb類 (431～450):頸部で 「く」の宇状に外側ヘ

屈曲する点はⅡa類 と同様であるが,頸部がほとんど

なく口唇部に至るものである。頸部上位に粘土紐を

2段重ねるもの (434～443)と ,1段だけのもの (431

～433・ 444～449)んミある。

④小型浅鉢形土器 (第 180図 451～ 470)

丸平底をした底部で,外面に 1条あるいは 2条の沈

線を巡らすものもある。体部下半は外反気味に外開き

して,体都中央に至る。体部中央で 1条あるいは2条

の沈線を巡らすものもある。体部上半にはバ リエーシ

ョンがあり,内湾気味に外開きするもの (451～ 456・

459),短く内湾してから開くもの (458・ 461),内湾し

ながら内側に傾くもの (463・ 467～470)な どがある。

体部上半が外開きするものは,波状口縁が多く,口 縁

都に沿つて沈線を引き,その下イ則をわずかに削り出し

ている。体部上半が内側に傾くものは,浅鉢形土器Ⅱb

類と同じように頸部がほとんどなく,粘土紐を 1段 も

しくは 2段重ねることによって口唇部としている。

459に は外面全体に赤色顔料が塗られており,底面ま

で続いている。本センター内の蛍光X線分析装置で分

析した結果 (213頁),パイプ状の粒子が確認され第二

酸化鉄 (ベンガラ)であることがわかった。461は 口径

14cIIl・ 底径5.4cm・ 器高6.2clllを測る小型の浅鉢形土器

である。底部は丸平底で,外反しながら外開きする胴

部下半へ至る。底部は2条の細い凹線を巡らす。胴部

最大径のわずか下に 1条の凹線を巡らし,こ の部分が

棲合痕となっている。頸部で一度締まり,内湾しなが

ら大きく開く口縁部となる。口唇都は平に面取りし,

外側にわず力引こ張り出しをもたせ,一見凹線が巡るよ

うにみえる。欠損のため確実なことは言えないが,波

状口縁になると考えられる。467は小型精製浅鉢形土器

である。口径 14.6clll・ 最大径 17.8clll・ 底径4.5cm。 器高

9.5cmを測 り,底部はほぼ平で,丸みを帯びながら大き

く/1・TRlに開く。接地面との境に 1条の沈線を巡らす。

体部上位で丸みをもちながら内側に屈曲し,こ の部分

に 2条の沈線を巡らす。肩部は内湾させ,文様帯とし

ている。全周を3分割して窓枠状の区画をつくる。沈

線によって区画するのであるが,内側を若千削ること

によつて,沈線間が浮線状となる。 1つの区画の中央

には,粘土紐の貼 り付けによって「X」 宇状の文様が

描かれる。この部分がおそらく正面となったであろう。
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表17 縄支土器観察表 8

出上 区 遺 構 層位 器種 部位 分 類
調 整・文欄・色 調 等

収上げ番f
レベル 特徴・胎土・焼成・

その他 備考
写 豪

外 面 肉 面 (m)

第

‐６。
図

1 Ⅲ 然 形 土 | その他 Ⅲ 類 7281

梁tk形 土繋 子の Ith Ⅲ ヨ 主記ナシ

Ⅲ 鉢 形 土 その 他 Ⅲ 類 7062

Ⅲ 梁慾 形 土零 子の 4L Ⅲ

SK1 38 梁鉢 形 土器 その 他 Ⅲ 類 大 坪

ユー35 V 梁絋 形 土 その他 Ⅲ 麹 17014

う-20 皿 深鉢 形 土器 7‐の 仙 匝 緬

ヨー32 SD22 梁慾 形 土 その他 Ⅲ 類 16944

C-17 深鉢 形土務 7・の4b Ш 緬

22( ]-22 Ⅲ 震欲 形 土 転 その 他 Ⅲ 類 14986

第
‐６‐
図

深鉢 形土林 回綴 部 V 4512

22を Ⅲ 鉢 形 土 口縁 部 Ⅳ a類

22〔 TH 霰紘 形 土 器 口縁 部 V 太 坪

Ⅲ R鉢 形土 口縁 部 Ⅳ a類

耐 震縁 形 土 界 口綴 部 V

皿 深鉢 形土群 実測 班 Ⅳ a類

Ⅲ 棗欲 形 土 日緻 部 Va 1473: 866

Ⅲ 果鉢 形土器 口縁 部 Ⅳ a類

Ⅲ 形 土 口級 部 Va

)-17 Ⅲ 架鉢 形土器 Wb 740〔

Ⅳ 突歓 形 土 完形 Ⅳ b類 7

第

‐６３
図

Ⅲ 案鉢 形 土器 口縁 部 Wb 1453〔 14020

皿 形 土 口縁 部 Vb類 黒褐色・粗いナう

Ⅲ 栗鉢 形土器 日縁 部 V七 黒褐色 貝殻条痕 1290〔

Ⅲ 形 土 口縁 部 Vb萎頁 天白・条 痕 好 888

23G 3-29 HT 里鉄 形 土緊 口綴 部 IVt ・厘 耗 607( 角 閃石

第

‐６４
図

肛 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Vb葵頁 1395(

23g 3-15 nT 突慾 杉 土 回綴 部 Ⅳ t こぷい橙 ナラ 記褐色・ナデ 829

23C Ⅲ 架鉢 形 土器 口縁 部 Ⅳ b類 黒褐 色・ナデ 音赤掲色 塵痢 1087C

Ⅲ 梁絋 形 土 口綴 部 Wt こぷい橙・条痕 こぶい橙・ナラ

肛 乗鉢 形土器 口縁 部 Wb 三ぷい赤褐 摩| 886

Ⅲ 梁慾 形 土 口縁 部 Ⅳ b: 瞥赤褐色・ナデ 登・ナデ 089g

243:D-18 梁鉢 形土器 口縁 部 Vb

24コ Ⅲ 鉢 形 土 日縁 部 Vb萎亘 未・条 痕 ボ黒・粗いナラ 11242 金 雲 母

第172図  出土遺物 縄文土器 (43)
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表18 縄文土器観察表 9

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
レベル 特 徴 胎 土・焼 成・

その 他 備 考外 面 内 面 (m)

第

６５

図

)-24 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅳ b類 898 角 閃 石

明赤 褐 ナデ 渇灰・ナ デ 見入 来
-ヽ3つ SD146 梁鉢 形 土 器 口縁 部 Wb 赤橙・ナ デ 凝 灰 岩
-ヽ23 Ⅳ 梁欲 形 上 果 口縁 部 三ぶ い赤 褐 摩 耗 16587 3 mm大 の 石 英

口縁 部 Ⅳb」 隆・貝 殻 条 痣

楽鉄 形 土 器 日 綴 部 角 閃 石

口縁 部 Ⅳ b 黒褐 ナ デ 渇灰・ナ デ

ユー14 Ⅲ 棄鉄 形 上 票 口綴 割 13757 2 mm大 の 石 英

日縁 部 Wb 掲 ナ デ 黒褐・ナ デ

第

６

図

)-22 Ⅲ 梁鉄 形 上 器 口 綴 部 10407 870 2 mm大 の石 英 角 閃 石

回縁 部 Vc類 I明 赤桐 組 いナ

'
見入 実

Ⅲ 突然 形 上 黒 口 綴 部 石 英 (白 )

田縁 部 Vc類 明 褐 灰・ナデ 黒・ナ デ 812【

〕-23 SK169 梁鉢 形 土 器 日 緩 部 金 雲 母

こぷ い 赤福 ナデ 806 角 関 石

A-33 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 日 部 Vc類 2 mm大 の石 英 角 閃 石

C-17 災赤 橙・摩

Ⅱ 案鉢 形 土 器 日 縁 部 Ⅳ c類 掲灰・ナ デ 黒・ナギ 凝 灰 岩

角 FAF石

Ⅱ 衆鉢 形 土 器 日縁 部 Ⅳ c類 黄 橙・粗 いナデ 凝 灰 岩

265 D-24 11436 11727海 灰 岩

衆鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅳ c類

D-18 2 mm大 の 石 葉

Ⅲ 案鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅳ c類 月赤褐 堰 いナデ 需褐・ナ ギ

第

６７

図

269 D-12 Ⅲ 2 mm大 の 石 英

V 案鉢 形 土 器 日 縁 部 Ⅳ c類 こぶ い黄 橙 条 痕 こふ い黄 栓 ナ

'D-17 8053 2 mm大 の 石 英

Ⅲ 果鉢 形 土 器 Ⅳ c類 にぶ し珠 褐 にらミしЧ彗 14692

Ⅲ 案然 形 土 器 日 縁 部 Ⅳ c網 に ぶ し珠 褐 ?65 000 角 閃 石

13743
275 D-24 Ⅲ 楽慾 形 土 器 日 緩 部 Ⅳ c箱 褐 灰 粗 いナデ 金 雲 母

15511 簿 灰 砦

277 A-34 Ⅱ 棄銚 形 上 器 口 縁 部 Ⅳ c類

G灰 粗いナデ 昌灰 丁 寧 なナデ 16470 3 mm大 の 石 整

飛慾 形 上 串 日 緩 部 Ⅳ c類 角 閃 石

第

６８

図

2 黒褐・ナデ 横 灰 ナ デ 15827 勢 石

281 B-14 Ⅱ 只 慾 形 土 器 口縁 部 Ⅳ d類 半 透 明 の 石 英

現褐・ナデ 積 邑灰・ナ デ 819 茶 対

D-12 Ⅱ 深 鉢 形 上 器 口縁 部 Ⅳ d麺 粗 い 小 礫

2 IV dttR こぷい橙 ミガキ 1209 令 重 母

C-14 肛 深 鉢 形 土 器 部 Ⅳ d類 音 褐 場 灰 角 閃 石

主記 ナ シ 半 透 明 の 石 英

梁鉢 形 上 賂 部 Ⅳ d類 こぶ い掲・ナデ 大 坪

3-29 凝 灰 岩

梁鉢 形 土 器 日 縁 部 Ⅳ d類 尺褐 貝殻 条 痕 黒・ナ デ

3-29 梁鍬 杉 ■ 10 937 凝 灰 岩

Ⅲ 梁鉢 形 土 器 ヨ縁 部 Ⅳ d類 褒橙・摩 耗 狽褐 灰・痙 舞

)-24 878
Ⅲ 深 鉢 形 土 器 ヨ縁 部 Ⅳ d類 ミ編 丁 寧 なナデ 309G

294 -ヽ33 坪 半 透 明 の 石 英

第

６

図

Ⅲ 素鉢 形 土 器 ヨ縁 部 Ⅳ d類 ミぷ い 赤網 摩 霜

D-20 7176 857 仙 豊 の 角 関 石

梁鉢 形 土 器 ヨ縁 部 Ⅳ d類 島灰 丁 寧 なナデ 810コ 818 半 済 閉 の 石 葉

)-12 Ⅲ 案鉄 形 上 器 ヨ縁 部 Ⅳ d麺 8 12 半 透 明 の 石 英

こぶ い桂 摩 経

う-16 W 梁欲 形 上 器 ヨ縁 部 Ⅳ d緬 微 昌 の 金 雲 母

Ⅳ d類 810 キ 透 明 の 石 英
-ヽ23 m 梁銚 形 上 器 口縁 部 Ⅳ d範 徴 量 の 金 雲 母

Wd 弓・粗 い ナデ 黒褐 粗いナデ 大 坪

ε-16 梁然 形 上 器 口綴 割 Ⅳ d範 凝 灰 岩

Vd類 黒褐・摩 耗 ミ・厘耗 955
,-14 Ⅲ 梁銚 形 上 器 その 他 Vd範 黒 褐・座 籍 半 透 明 の 石 英

Wd こぶい橙 ナデ 灰・ナ デ 3602 820
)-24 Ⅲ 興鉢 形 土 器 日 縁 部 Wd

第

７０

図

喝・ナ デ 灰 ナ デ 6469
3 〕-24 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 圭責 橙 忌灰 半透 明の石英・軽石

311 〕-22 角 関 石

Ⅲ 梁鉄 形 上 器 日 こぶ い橙 摩 耗

3-30 16621 軽 石

Ⅱ 梁鉢 形 上 器 日 蕉部 褐 灰・摩 耗 9632
〕-17 7683 傘 重 母

Ⅱ 梁鉢 形 土 器 例褐・摩 耗

3 〕-12 半透明の石英 ,軽 石

梁鉢 形 土 器 口縁 部 明 褐

3 -ヽ24 代坪

深 鉢 形 土 器 口縁 部 こぷ い赤 褐 摩 耗 こぶ い赤 褐 摩 篤

3-16 12685 突 帯 部 分 ヘラ刻 み

Ⅲ 梁鉢 形 土 器 日 縁 部 褐 灰 貝殻 条 痕 掲灰・屋 耗

)-24 Ⅲ 梁鍬 形 上 器 日 綴 部 金 雲 母

第

７

図

黒褐・摩 耗 4876 簿 灰 岩

〕-23 Ⅲ こ織 痛 上 器 日 縁 部 黒褐 粗いナギ

掲灰・凹 線 旧灰 ナ デ 5548
,-16 Ⅱ e織 痛 上 黒 口 縁 部 金 軍 母
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第174図  出土遺物 縄文土器 (45)

ここを正面とすると,口 縁部の右側に鰭状の突起がみ

られるのであるが,左側にも対となる鰭状突起があつ

たとしてもおかしくない。口縁部にはもう1段粘土紐

を重ねることによつて, 口唇部をつくり出してお り,

内外面に 1条づつの沈線を巡らしたようにみえる。

⑤鉢形土器 (第 181・ 182図  471～ 485・ 500～ 503)

浅鉢形土器・小型浅鉢形土器そ して処形土器に含

まれない形のものである。471～ 475は体部上位で内

側に屈曲し,外反 しながら口縁部へ至る。浅鉢形土

器 Ib類 との区別はつきにくいのであるが,若干屈曲

イこメリハ リがない。

478は月同部屈曲部の上位に1条の沈線を巡らせてお

り,古い様相を示す。482は供献土器1であり,前述した。

483・ 484は刻 目突帯文土器に伴う浅鉢形土器の器形に

類似するが,確証はない。500～503は 口唇部までストレ

―卜にのびるタイプである。502は丸く内湾する底部付近

からストレートに外開きする器形である。口径は27cmを

測り,口 唇部は丸くおさめる。底部の形状は不明である。

器面調整は内外面ともミガキである。

⑥紐形土器 (第 182図  486～ 499)

486～499は丸底の娩状のもので,得 (マリ)形土器と

呼ばれるものである。口縁部がストレートなタイプと変化

をつけたタイプがある。口縁部に変化をもたせたものは

内外面を肥厚させるもの(486),内 外面に沈線を巡らす

もの (487),短く屈曲させるもの (490)などがある。

②深鉢形土器底部 (第 183～ 189図 504～ 652)

底部の破片とわかるものはかなり多くあったが,紙面の

関係上半分以上が残存するものについて149点を図イ監し

た。種類ごとに恣意的に選別したものでないので,割

0          5cm
ト
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第175図  出土遺物 縄文土器 (46)
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第176図  出土遺物 縄文土器 (47)
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表19 縄文土器観察表 10

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 稼・色 訓 等

その 他 備 考

198

第

７

図

,-24 Ⅲ FB織 痕 土 器 口 縁 部 黒 褐・条 痛 橙 磨 耗

15953
,-15 Ⅲ 組織 痕 土 署 口 縁 部

332 〕-15 巨 組 織 痛 上 器 口 綴 部

第

７
図

12863
)-12 Ⅲ 組 織 痛 土 器

橙 ぷい欄 太 坪 角 閃 石

336 )… 24 Ш r■ 織 症 土 器 12052

角 閃 石

組織 痕 土 器 未 赤 太 坪

339 〕-23

太 坪

)-13 Ц FR織 症 土 器 黄 給 黄 構

赤 赤 大 坪 2 mm大 の 石 英

〕-24 組織 痕 土 器

佃繊 痕 土 器 赤 大 坪 2 mm大 の 石 薬

346

黒 褐 大 坪

〕-24 Fd織 嬉 土 器 にぶい未褐 未 灰

350 ,-23 Fd織 疲 土 繋 大 坪

坪

大 坪

353 ,-17 Ⅲ FR繊 痛 土 串

大 坪

〕-24 Fd織 症 土 銘

茶 粒

組織 痘 土 略 夫 坪

坪

第

７４
図

359 〕-15 Ⅲ ld織 痕土器 原 布 1415

組 織 痣 土 鶏 偏 布

黒 ぷい褐 大 坪

362 ,-24A 組 織 痛 土 器 ぷ い緒 1褐 康

12052 角 閃 石

組織 疸 土 器

坪 凝 灰 岩

,-24 Ⅲ 組織 痕 土 器 1211

367 半透 明の石笑 角 閃石

〕-24 組織 痕 土 器 ぷい橙 褐 灰 夫 坪 隆石・2mm大 の 石 奏

組 織 痛 土 器

明 赤 褐 ぷい赤褐 1149(
-ヽ25 組 織 痛 土 器

第

７
図

Ia類 ぷい赤褐 ミガキ 1に ヽい赤福 ミガキ FT・ 石
浅 鉢 形 土 器 同部 ～底部 Ia類

)-21 金 雲 母

,-16 浅 鉢 形 土 器 Ia類
376

Ia類 ぷ い褐 摩 蔑 褐 灰・麿 耗 1371

)-17 Ⅲ 豊鉢 形 土 器 日 縁 部 Ia類 黒 褐・ミガキ 1明 褐灰 ミガキ

太 坪

,-16 Ⅲ 浅 鉢 形 土 器 日 縁 部 Ib類 未 褐・座 経 赤 褐・座 雑

)-17

浅 鉢 形 土 器 国 縁 部 Ib類 褐 灰 座 耗 灰 褐・座 耗 4749
383 】-33

Ⅱ 浣鉢 形 土 謡 口 縁 部 Ib類 黒 褐 塵 耗 灰 褐・座 耗 7689
,-18 Ⅲ 隻鉢 形 土 器 口 縁 部

第

７
図

Ic類 貢 灰・ミガキ I黒 褐・ミガキ 金 雲 母

387 ,-16 Ic類 黄 捨 ミガキ 1浅 黄構・ミガキ

Ic類 黒・ミガキ 黒・ミガキ 金 雲 母

Ⅲ 浅 鉢 形 土 器 回 縁 部 Ic類 褐 灰 ミガキ 褐 灰 ミガキ 1970(

)-17 凝 灰 岩

浅 鉢 形 土 器 日 緩 部 Ic類 灰黄褐・ミガキ 黒 褐・ナ デ

392 )-15

Ic類 明褐 灰・沈 線 1明 褐 灰・ナデ 1110( 角 関 石
-ヽ23 Ⅲ 豊鉢 形 土 器 日 縁 部 Ic類 黒 褐・ミガキ 黒 掲・ミガキ

Ic類 黒 褐・摩 耗  I貢 褐・庭 耗 8577 717
)-15 浅 鉢 形 土 器 日 縁 部 Ic類 褐 灰 福 灰

397 〉-21 角 閃 石

Ⅲ 浅 鉢 形 土 器 回 緩 部 Ic類 灰 褐・ナ デ 褐 灰・ナ デ 6447 814
399 〕-14 SK77

第

７

図

Ⅲ 隻鉢 形 土 器 日縁 部 Ic類 褐 灰・ミガキ 褐 灰・ミガキ 832
,-22 隻鉢 形 土 器 Ic趣

Ic類 明 赤 褐・ナデ 1に ぶい橙 ナデ 1161(

,-24 Ⅲ 麦鉢 形 土 器 口縁 部 Ic類 黒 掲・ミガキ 黒 福・ミガ キ

Id類 褐・ナ デ 黒 褐・ナ デ

Ⅲ 浅 鉢 形 土 器 口緩 部 Id類 褐 灰・ミガキ 黒 褐・ミガ キ 1880
406 D-21 835

麦鉢 形 土 器 完 形 Id類 ぶい橙 ミガキ ぶい種 ミガキ 令 霊 母

D-24 面 部 に 穿 孔 あ り

Id類 褐・ミガキ 1黒 褐・ミカキ 12537
D-12 Ⅲ 隻鉢 形 上 器 日縁 部 Id類 褐 反・座 雑 1灰 白・座 舟
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第177図  出土遺物 縄文土器 (48)

-206-



qぇ

∈≡蚕ζ姫蚕蚕移〈宅5 厘垂≫  ♂紀6

匡葦董〆置禿煮班解     く
423

半 -4__盃釣 く雰   で徊
0                   10cm

第178図  出土遺物 縄文土器 (49)

-207-



へ得4

く 4弱

江匡ヌプ
姦
《440

択り⑬比

芍
鵠

435

437

覆煮諏再ヲく
439

覆菫あく
441

為
443

449

0                  10cm

ぐ―――トーー94m
第179図  出土遺物 縄文土器 (50)

-208-



6V冨● ヲ
455

緯 �
目 遇 ど  458

物 465

４６６　　　ｈヽ
ｈゝＡコ　４６８

第180図

0                  10cm

出土遺物 縄文土器 (51)

-209-



冒 端  476
７７４

つ
Ｈ
ゝ
妙

紗亀

〃
481

485

0                 10cm

第181図  出土遺物 縄文土器 (52)

-210-



百

＼

ワ¶

486

第182図  出土遺物 縄文土器 (53)

-211-



表20 縄文土器観察表 11

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 禄 色 調 等 脅徴・胎 土・瞬 灰・

その他 備 考外 面 肉 面 (m)

第

‐７

図

D-17 ヨ緩 部 d類 掲 灰・ナ デ 掲灰・ナ デ

Ⅲ 壷鉢 形 土 器 口縁 部 d類 掲 灰・ナ テ 偶灰・ナ テ

C-24 W d麺 ぷい橙 ミガキ 周反・ミガ キ 12242

麦鉢 形 上 器 口 縁 部 d類 羽 褐・ミガ キ 褐 灰・ミカ キ 牟 雲 母

第

‐７

図

C-24 Ⅲ Id緬 黒 掲 12890

圭慾 形 上 器 日 縁 部 令 雲 畳

-ヽ24 Id類 ぶい赤褐 黒 16616

豊 慾 形 土 器 日縁 部 Id類 に ぶ い橙

〕-24 曳鉢 形 土 褐 灰 褐 金 雲 月

隻鉄 形 土 器 ヨ縁 部 [d類 多 呂 の 砂 粒

践鉢 形 土 福 灰 黒 見 入 来

注 鉄 形 土 器 ヨ縁 部 Ⅱa類 褐 灰 褐 灰

-ヽ32 Ⅱ 彗・ミガ キ にぶい橙 1708

)-17 正 圭鉄 形 上 器 ヨ縁 部 Ⅱa類 こぶ い 赤 褐 に ぶ い赤 褐 837

Ⅲ 麦鉢 形 土 器 Ⅱa範 黒 褐 黒 褐 1532( 金 雲 母

)-17 土 器 口縁 部 Ia類 ぶい赤褐 黒

Ⅲ 麦鉢 形 土 号 未 褐 皓 赤 褐 1348 5 mm大 の 石 英 (自

3-24 鉄 形 十 黒 口 縁 部 Ia類 天褐 灰 褐

圭鉢 形 上 器 3灰 4512 830 微 小 な 金 雲 母

圭鍬 形 上 器 日 縁 部 工a類 ]灰 州ヽ 石

第

‐７

図

圭鉢 形 土 器 口縁 部 Ⅱb類 〔坪 角 閃 石

,X75 喝 灰 褐 灰 1432C

Ⅲ 麦鉢 形 土 器 日 縁 部 11250

工 b類 宅 橙 ]灰

Ⅲ 皇歓 形 上 器 日 縁 部 7000 後 暑 の 金 雲 目

〕-22 国縁 部 Ⅱb類 にぶい橙 こぶい橙

Ⅲ 豊 th形 土 器 回縁 部 Ⅱb類 に ぶ い種 10161 2 mm大 の 石 英

)-12 Ⅲ 浅 鉢 形 土 G灰

慾 形 土 器 口 縁 部 にぶい橙 /1ヽ 男g

)-13 Ⅲ 浅 鉢 形 土 ・ナギ 5412

逸 然 形 上 器 口綴 部 Ⅱb類

442 〕-21 皿 農鉢 形 土 器 褐・ミガ キ 褐 丁 寧 なナデ 徹 量 の 金 雲 母

3-16 協 慾 形 上 鶏 コ縁 部 Ⅱb類 暗 褐・ミガ キ 電 灰

浅 鉢 形 土 署 ヨ縁 部

ヨ綴 部 Ⅱb類 掲・ナ デ 黒 褐・ナ デ

,K77 浅 鉢 形 土 器 口縁 部 白・ナギ 黒・ナギ 1374も

ヨ縁 部 Ⅱb類 里褐 ナ デ 黒 褐・ミガ キ

Ш 浅鉢 形 土 黎 口 縁 部 節 皇 褐 産 好 曽 灰・ナ ギ 2 mm大 の 石 英

Ⅲ ヨ候 部 ■b類 黒・磨 耗 黒 褐・ナ デ 14

Ⅲ 麦然 形 土 器 冊 部 Ⅱb類 半透 明の2 mm大 の石英

第

‐８

図

C-24 Ⅲ 2566 902

Ⅲ 口縁 部 896

Ⅲ 1548 849

日 縁 軽 石

,-26 1726 900

,-22 口 縁 部

Ⅲ 9043

ヨ緩 部

亜 12712

露部

Ⅲ 940 凝 灰 岩

3-29 鷺部 灰・ナ デ 弓灰・ナ デ 16091

Ⅲ 蔦部

)… 24 Ⅲ 現黄 褐・ナデ

質部

3-15 ミ褐・ナデ 旧灰・ナ テ 1365(

Ⅲ 命 雲 母

D-22

日 縁 部 褐・ナ デ 褐 灰・ナ デ 鉢 石

〕-23 Ⅲ 卜型 浅 aI形 上器 愕灰 丁寧 なナデ 1661 993

第

‐８

図

471 日 縁 部

】-24 Ⅲ 沐形 土 器 口赤 福・ミガ 主 12144

回縁 部 系褐・ミガ キ

う-24 Ⅲ 沐形 上 器 ミ褐・ナ デ 12130 軽 石

475 〕-22 翼測 班 こぶい褐 ミガキ 月赤褐 ミガキ 1502C

汰形 上 繋 口 縁 1966

)-15 呂灰・ミガ キ 三ぷい種 ミガキ 8999

Ⅲ 歓形 土 器 ]同 部 I大 坪

)-21 995C

飲形 上 器 桐 部

3-22 Ⅲ 鉢形 土 器 ‖同罰
`

13482 872

上 器 虎 部 ・ミガキ 2 mm大 の 石 華

-ヽ35 Ⅲ 誌 形 土 器 店褐・ミガ キ 16817

魅 形 上 串 口綴 部

3-14 Ⅲ 然 形 土 器 9721

第

‐８

回

処 形 上 器 ヨ縁 部

ε-24 爆 形 土 器 ヨ縁 部 天褐・ミガ キ 凝 灰 岩

3-33 呂灰・磨 耗 16300

Ⅲ 攀 形 土 器 口 部 16446 941

)-22

皿 4形 土 器 日 部

C-24 周灰・磨 耗 12932

理形 土 器
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合 としての傾向は保つていると考える。形状から I

～Ⅲ類に分類 した。652は どこにも当てはまらない形

状であり,浅鉢形土器や組織痕土器 とも異なるので ,

ここで提示 しておきたい。

I類 (504～ 532):胴下半部からやや内湾 しながらす

ぼまる底部である。上げ底になるものや,平底があ

る。底部の直径は5.5～ Hclllに おさまる。器壁は比較

的薄い。504は碁笥底風になるものである。

Ⅱ類 (533～ 554)1月同下半部 と底部の境がやや明瞭で ,

境部分 と接地部分の直径の差が少ないものである。

器壁はやや厚い。わずかに上げ底状になるものもあ

るが,ほ とんど平底である。

548は わずかに上げ底状 となり,縁に沿つて 2か

所の突起がみられる。553は 571や 612と 同様の渦巻状

の圧痕がみ られる。

Ⅲ類 (555～651):月 同下半部との境がやや明瞭で,台形

状に大きく張り出し厚みのある底部である。ほとんど平

底であるが,上げ底になるものもわずかながらみられる。

底面に木の実と考えられる圧痕がみられるものも多い。

603は蛇ノロ状の高台の様なつくりである。651は

脚台状をしている。618の胎土内には l llull～ 1.511ull大

の赤色粒子が目立つ。本センターの蛍光X線分析装

置を使用 して赤色粒子 とそれ以外の胎土部分の分析

を試みた。その結果,赤色粒子部分がそれ以外 と比

較 して,鉄分が突出していることがわかった。

③縄文土製品 (第 189図  653～ 655)

653は 一見普通の縄文時代晩期土器の口縁部であ

るが,一つの土器片の中で色が異なっている。上の

方が赤褐色で,下が乳褐色をしている。割れ口を観

察すると,粘土紐の接ぎ目のところで色が変わり,

明らかに異なった粘土で土器がつくられていること

がわかる。このような土器は,古 くは縄文時代草創

期からあり,新 しくは平安時代の高台付イにもある。

本田道輝氏によると,こ のような土器がつくられた

理由として次のようなことが考えられている (本 田

2000)。 ①装飾のため ②土器の部位によるつくり分

け ③製作途中での粘土不足 ④製作途中での意義

である。本遺物がどのような意味を持つていたのか

知る由もないが,注意を喚起する意味で取 り上げた。

654は 土器の文様の一部なのか,土製品の一部な

のか判断がつかないまま掲載してある。ヘラ状の工

具で描いており,何を描こうとしていたかは不明で

ある。294の 口縁部にも類似した文様が描かれている。

655は B-15区のⅢ層から出上した。直径3811ull,厚さ6

111111の 円盤形で,中心からややずれたところに直径611Ellの

孔が開いている。横から見るとわずかに湾曲しているこ

とと,厚さが類似していることから,縄文時代の深鉢形土

器の破片を再利用しているものと考えられる。一面が赤

茶色をしているのに紺し,もう一面が少し黒茶色をして

おり,焼成時の温度差が窺える。一見円盤状土製加工

品のようであるが,異なる部分もあり断定できない。前迫

亮一氏によると,円盤状土製加工品は縄文時代中期

末～後期中半に最も多くみられ,加治木町千迫遺跡で

は1,270点 出土してヤヽるとヤヽう(前迫 2000)。 古くは縄文

時代早期前半から存在し,新しいものは江戸時代の陶

磁器を利用したものもある。使い方については諸説あり,

編物等の錘説・竹筒の蓋説・遊具玩具説といろいろ考

えられるが,まだ解明されていない。今回本遺跡から出

上した土製加工品は,中心からずれて孔を開ける点や

加工の仕方が非常に丁寧であることから,垂飾品の可

能性も考えられる。しかし,明確な紐ずれの痕跡は認め

られない。胎土に滑石粒が含まれることから,土器その

ものは縄文時代後期終末～晩期にかけてのものではな

く,中期末頃のものと考えられる。沖田岩戸遺跡の調査

で,胎土に滑石粒を含む並木式上器が1点出土してい

ることからこの時期のものであると考えられるが,力日工さ

れた時期がいつだったのかは不明である。

本田道輝 クθθθ ′要なろ素地と組狩 銘 せ てつてらカ

た繋 Δi慈芭夕 π夢 剤 砂(

訪遊房一 カθθ 物 ゴιまをきなんでもアンキノグ爵

麟 土製力裏工晶ノ朕 犯 膨笠 う 剤 みt

ギ

S「 m
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第185図  出土遺物 縄文土器 (56)
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表21 縄文土器観察表 12

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 禄・色 調 等 レベ ル 特 徴・胎 土・焼 成・

その 他 備 考

第

８

図

・丁 寧 なナ デ 10633 844
鉢 形 土 器 口 縁 部 旧 灰・ミガキ

816
Ш 体形 土 器 口 縁 こぷい橙 ナデ

Ⅲ

Ⅳ 鉢形 土 器 口 縁 灰黄福・ミガキ 掲・ミガキ 16579 986
6 SK71 誌形 土

にぶ い褐 ミガキ 黄褐・ミガ キ 9753 836
う-23 Ⅲ 沐形 土 器 黒 黒 半 誘 BRの 石 葉

第

183

図

Ⅲ 深 鉢 形 土 器 底 部 赤 明 赤 褐 14277 郵 石

角 閃 石

ぶい橙 大 坪 軽 石

冥銚 形 土 器 底 部 にぶい精 旧 灰

喝仄 丁 寧 なナデ 9831 850 金 雲 母

K77 Ⅲ 深 鉢 形 土 器 底 部 障 にぶい構 13705
)-18

梁鉢 形 上器 底 部 匿 匿 8576 軽 石

Ⅲ 梁 鉢 形 土 器 戊 部

土 器 底 部 にぶ い橙 に 六ミい橙 1879 金 雲 母

Ⅲ 突鉢 形 土器 底 部

830 角 閃 石・種 子 圧

17 Ⅲ 深 鉢 形 土器 底 部 燈 陰 夫 坪

2 mm大 の 石 英

梁鉢 形 土 器 底 部 目 黒 太 坪 金 雲 母

Ⅲ 梁歓 形 土 器 虞 部

案鉢 形 土 器 底 部 1明 赤 褐・ナ デ 喝灰・ナ デ 8563 2 mm大 の 石 英・圧 痕

12 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 腐 部

金 雲 母・小 石

52【 Ⅲ 案鉢 形 土 器 底 部 現赤 褐・ナ デ 11243 令 雲 母

金 雲 母

皿 案鉢 形 土 器 底 部 月赤 褐・ナ デ 未 黒 5051 817
14 Ⅲ 突鉢 形 上器 底 部

隻赤 橙・ナ デ 5577 895
528 Ⅲ 梁鉢 形 土器 部

禾褐・ナ デ 黒 ネ 13935 1384813890r釜 肇 母

53( 果鉢 形 土器 FE部 黒褐・ナ デ 大 lT

金雲 母・凝 灰 岩・圧 痕

17 Ⅱ 1深 鉢 形 土器 底 部 凋赤 褐・ナ デ こふ い 赤編 ナ デ 8341

第

８４

図

2 mm大 の石 英 金 雲 母

Ⅲ 案鉢 形 土 器 男赤 褐 現赤 褐 2967 2 mm大 の 石 英・圧 痕

12 Ⅲ 突然 形 土 器 底 部 狽未 褐

褐 こぶ い赤 率 15264 小 石・金 蜜 母

12 Ш 突鉄 形 土 器 部 狽赤 褐

三ぶい橙 主記ナシ 角 閃 石

1深 鉢 形 土器 底 にぶい橙 娼灰 ?217 000 2 mm大 の 石 英・圧 痕

D-21 I 案鉢 形 土器 底 部 明 赤 褐 B灰 金 望 母・雰 石

C-18
赤 褐 褐 己入 来 2mm大 の 石 英 種 子 圧 痕

B-15 Ⅲ 棗鉢 形 土 器 部 障

ぶい橙 主記ナシ 金 雲 母

D-13 H 明赤 福

B-22
Ш 深 鉢 形 土 器 部 赤 褐 斥褐 11241 小 石・金 雲 母・突 遭

D-21

55C C-24 Ш 深 鉢 形 土器 部 にぶい責橙 黒 褐 12923
D-20 Ⅱ 緊鉢 形 土器 部 未 褐 清未 褐

ぷい赤褐 にぶい赤褐 軽 石

C-24 Ш 霙鉢 形 土器 部 曽 緒 灰

麿 12681 834 5mm大 の 石 其 (白 )茶 粒

第

185

図

深 鉢 形 土 器 部 明赤 褐 にぶい赤褐 大 坪 2 mm大 の 石 箕

557 B-15 Ш 深 鉢 形 土 器 部 rEt 串 褐 13749 827 2 mm大 の 石 葉

C-2
褐 卜褐 角 閃 石

梁鉢 形 土器 部 未

現赤 褐 こぶい赤褐 主記ナシ

V 果鉢 形 土器 部

3-22 Ⅱ 深 鉢 形 土 器 部 明 赤 褐 現赤 褐 13096 877 2 mm大 の 石 英・圧 痕

案鉢 形 土 器 明 赤 褐 ぶい橙 大 坪 金雲母 Jヽ 石 種子 E素

567 )-22 Ⅲ 案鉢 形 土器 富部 にぶい構

明 赤 褐 男赤 褐 11321 金 雲 母・種 子 圧 痕

FK133 案鉢 形 土器 I 部 にÅミぃ縛 こぶ い緒 (17

第

８

図

明 赤 褐 828 2 mm大 の 石 英・圧 痕

Ⅱ 深 鉢 形 土 器 にぶい橙 こ六ミぃ澄 8409
572

栗鉢 形 土 器 明 赤 褐 明 赤 褐 大 坪

57

明 赤 褐 にぶい橙 凝 灰 岩

にぶい未褐 に ぶ い未 褐 た 坪
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表22 縄文土器観察表 13

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 部 位 分 類
調 整・文 様・色 調 等

その 他 備 考外 面 内 面 (m)

第

８６

図

577 3-24 Ⅲ 梁歓 形 上 器 底 部

578 ヨー3G 案鉢 形 土 器 底 部 ぷい橙 褐 灰 2467 2 mm大 の 石 糞・馨 を

13801 ・19890. rlヽ 4ヨ

A-34 Ⅲ 案鉢 形 土 器 底 部 登 にぶい精 16480 960
赤 褐 にぶい赤褐 13702 盤 石

梁舘 形 土 器 庚 部 男赤 褐 褐 灰

案鉢 形 土 器 底 部 ぷい赤褐 い 悩 13878 2 mm大 の 石 英

C-23 SD68 Ⅲ 突慾 形 上 器 廣

9-24 案鉢 形 土 器 底 部 こぶい貢種 褐 灰 大 坪

悟 赤 褐 1116? 000

第

８

図

-ヽ3つ Ⅲ 梁鉢 形 土 器 痕 赤 褐 にぶい精

に ぶ い 橙 にぶい橙 808 金 雲 母

案銚 形 土 器 戊

)-25 Ⅲ 案鉢 形 土 器 底 赤 褐 謄 赤 褐 11966

9-24 Ⅳ rlヽ 石

)-12 Ⅲ 果鉢 形 土 器 底 にぶい橙 にぶい褐 角 関 石

赤 褐 赤 褐 16486

3-24 Ⅲ 梁鉄 形 土 器 虎 悟 搭

底 部 明 赤 褐 明 赤 褐 金 雲 母

)-22 ll 梁鉄 形 上 繋 虞 部

9-24 栗鉢 形 土 器 底 部 こ 騰 命 重 畳

褐 赤 褐 き入来 金 雲 母

3-35 緊歓 形 土 器 腐 にぶい縛 旧 灰

赤 褐 にぶい赤褐
)-24 Ⅲ 突 慾 形 上 器 戊 部 10861 873 角 閃 石・種 子 圧 痕

う-24 Ⅳ 深 鉢 形 土 器 底 明 赤 褐 褐 灰 12326 令 重 母

赤 褐 黒 褐 3649 金 雲 母・脚 台 状

604 大 坪 緊鉢 形 土 器 底 匿 障 犬 坪

慶 こぶい褐 太郎

3-22 Ⅲ 寮t41形 上器 虎 部 893
深 鉢 形 土 器 底 部 現 赤 褐 主記なし

こぶい橙 675( 815 rlヽ 石

609 3-22 H 興鉢 形 土 器 底 部 赤 褐 1348〔 876
こぶ い 橙 こぶい褐 1639( 954 2mm大の 石 糞・難 石

冥 鉢 形 土 器 庚 部 2mm大の 石 英・圧 娠

Ⅲ 衆鉢 形 土 器 底 部 現赤 褐 現赤 褐 8354 827
)-12 Ⅲ 梁 鉄 形 上 黒 廣 部 惟赤 橙 炎赤 橙 8 10 2 mm大 の 石 英 種 子 圧 旗

ε-24 深 鉢 形 土 器 戊 部 未 褐

栗鉢 形 土 器 底 部 貢 橙 貴 1231′ 829

第

８８

図

)-21 Ⅲ 梁慾 形 土 器 底 部 豊責 精

票鉢 形 土 器 底 部 i褐 こぶい澄 15732
ε-24 W 突絋 形 上 器 虞 12324 827
)-21 肛 深 鉱 形 土 器 戊 部 未 褐 騰 未 灰

鉢 形 土 器 底 明 赤 褐 明 赤 褐 11746 890 凝 灰 岩

6 )-15 Ⅲ 深 鉢 形 土 器 虞 部

6 )-23 Ⅲ 梁鉢 形 土 器 底 橙 褐 灰 9889 勢 石・

『

痛

6 )-15 皿 梁銚 形 上 器 虞 部 褐 赤 褐 1283 圧 痕

6 -ヽ35 深 鉢 形 土 器 底 部 赤 褐 赤 福

赤 褐 にぶい赤褐 13481 898 小 石・圧 痕

6 )-24 Ⅲ 笑慾 形 上 器 庇 部

6 SX75 案鉢 形 土 器 底 明 赤 褐 ボ黒 14335 小石・角 閑 石・序 進

こぷい赤褐 16781 小 石・金 雲 母・圧 痕

-ヽ35 SF193 梁鉢 形 土 器 虞 部 にぶい赤褐 こぶい赤褐

明 赤 褐 こぷい赤褐 16514 2 mm大 の 石 英

)-12 Ⅲ 梁th形 上器 庇 部

)-18 栗鉢 形 土 器 底 部 灰 白 橙 大 坪

中 衰貢 橙 坪 2 mm大 の 石 英・圧 娘

〕-22 SD43 果鉢 形 土 器 I 底 部 明 示 褐 にぶい赤褐 12165 853 2 mm大 の 石 革

梁鉢 形 土 器 I 燈 にぷい橙 17046
,-34 虎 部 850

Ⅲ 案鉢 形 土 器 底 灰 白 只 白 見入 其 聾石・2mm大 の 石 襲

第

３

図

833 2 mm大 の 石 英・圧 痕

639 3-22 皿 案鉄 形 土 器 底 部 現 赤 褐 明赤 褐 14739

にぶい糖 黒 褐 10161 865
3-21 H 庇 部 着赤 褐 暗 赤 褐 876 金 雲 母

案鉢 形 土 器 にぶい絡 大坪

明赤 褐 匿 12603 878
644 -ヽ34 Ⅱ 鉢 形 土 器 赤 褐 未 褐 1654G

赤 褐 赤 1708C /Jヽ Яg

)-11 Ш 虎 部 809 2 mm大 の 石 葵

)-24 Ⅲ 鉢 形 土 器 底 部 瞳 こAミ い清 10882
-ヽ34 増赤 褐 こぶいブF褐 1680(

う-16 鉢 形 土 器 部 茉 褐 皇 掲

V 鉢 形 土 器 男赤 褐 ぶい赤褐 11254
〕-32 Ⅲ 楽th形 土署 部 貯 未 灰

Ⅱ 鉢 形 土 零 部 FEt 茉褐 16071 928
D-13 旨赤 褐 月赤 褐 代坪

B-17 ほ陪赤福 膳 赤 想

罵文 土 製 品 拐赤 褐 い 赤 褐 滑 石 粒
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第190図 出土遺物 石器 (1)石鏃

～660)は腰部がやや上位にあり,脚部先端が尖るも

のである。 Ib類 (661～ 663・ 668)は肩部 と腰部が

やや下がつた位置にあ り,脚部が長方形状 となるも

のである。 Ic類 (664～667)は 腰の部分がなく,

いわゆる三角形鏃 と呼ばれるものである。

H類 (第 191・ 192・ 196図  669～ 729・ 805～ 837)

Ⅱ類 としたものは,凹基式で側縁が直線的でない

点は I類 と同じであるが,縦横の長 さの差がそれほ

ど大きくないものであ り,腰部以下の形状からⅡa

～Ⅱc類に細分 した。Ⅱa類 (669～ 705)は腰部がや

や上位にあり,脚端部が尖るものである。Ⅱb類 (706

～719。 805～ 818)は腰部がやや下が り,脚部が長方

形状となるものである。Ⅱc類 (720～ 729。 819～ 837)

としたものは, Ⅱa類に近い形であるが,腰部の角

がなく丸みを帯びるタイプである。

ハ
蝋
脳
――ｌ
υⅧ

◆

‖庵〆―申〆中Ⅷ―葵
◇    664 ◆    665  ⇔    666  

◆   667    ◇  668

(2)縄文石器

①石鏃 (第 190～209図 656～ 1166)

石鏃 と判断できたものについては細片 も図示 し

てあるので,調査によつて得 られた実数に近いもの

と考える。加工して当初 目的とした形状のものと未

製品とに分け,さ らに形状のわかるものについては

形の特徴により細分 した。石鏃は狩猟用の弓矢 とし

て矢の先端に取 り付ける道具であ り,対象動物に命

中した際確実に突き刺 さることが求められる。その

ためには,先端が鋭 く尖っていなければならない。

また,突き刺 さつた矢が暴れまわる動物から簡単に

はずれない様にするために,基部の逆刺の形状も重

要 となる。 さらに,矢先への装着方法が紐でしばっ

て固定する場合,側縁の形状にも意味がある。大き

さ 。厚 さ 。重 さについても,対象動物が兎や鳥など

の小動物 と鹿や猪の大型獣 とで違いがあったのかも

しれないが,一定の数値におさまるようである。矢

に毒が塗 られていた可能性が想定される所以である。

欠損 した箇所を除き,こ の様な条件を満たさない

ものを未製品として扱い,それ以外を形態ごとに分

類 した。基部が挟れるものと平坦になるものに大き

く分類 し,そ の後側辺及び逆刺部分の形状から I類

～Ⅸ類に分類 した。

I類 (第 190図  656～ 668)

凹基式の長身で,側縁が直線的でなくいわゆる肩

部をもつタイプである。 さらに,いわゆる腰部から

基部の形態によりIa～ Ic類 に分けた。 Ia類 (656

0                4cm

― 一
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第191図  出土遺物 石器 (2)石鏃
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第 192図  出土遺物

Ⅲ類 (第 195図 772～8041

Ⅲ類は凹基式で側縁が丸みを帯びたタイプであり,

脚部端の形状によつてⅢa～Ⅲc類に細分した。Ⅲa類

(772～783)は脚部端が水平になるものであり,基部

は凹部を小さくつくり出している。Ⅲb類 (785～ 789・

791・ 792・ 794)は脚部端が丸みを帯びるものである。

Ⅲc類 (784・ 790。 793・ 795～ 804)は脚部端が尖り,

基部全体が大きく湾曲するタイプである。

Ⅳ類 (第 197～ 199図 838～ 905)

Ⅳ類は凹部があまり意識されないタイプである。 2
つに分類 した。Ⅳa類 (838～876)は基部全体がわず

かに窪むタイプであり,全体の形状はⅥ類の二等辺三

角形を呈する。Ⅳb類 (877～ 905)は基部の中央部分

を小 さく窪ませる。全体の形状はⅢ類に近い。

V類 (第 193・ 194図 730～771)

V類は平基式であり,側縁が直線的でなく角をもつ

%申旭%千%ぬ‖〆鰺
◆         ◆

    721   
◇

   722   ◆     723 →    724720

Ⅷ―砂Ⅷ
/ ヽ

728    0                 4cm

石器 (3)石 鏃

タイプで五角形鏃と呼ばれるものである。角の位置に

よってVa～ Vc類に分類 した。Va類 (730～738)は

側縁の角がやや下の方に位置するもので,長身ではあ

るが重心が低い。Vb類 (739～ 761)は側縁の角が中

央付近にあるもので,Va類 とVc類の中間的な形態で

ある。Vc類 (762～771)は側縁の角が上位にあるタ

イプであり,長さが短くホームベース形に近い。

Ⅵ類 (第 201図 942～974)

Ⅵ類は平基式で側縁も直線的であり,いわゆる三角

形鏃と呼ばれるものである。縦横の長さの差で 3つに

細分した。Ⅵa類 (959～974)は長身の二等辺三角形

となるものである。Ⅵb類 (942～950)はⅥa類とⅥc

類のちょうど中間的なものをとり上げた。Ⅵc類 (951

～958)は縦横の長さの差が小さく,正三角形に近い形

を呈するものである。
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第193図  出土遺物 石器 (4)石鏃
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Ⅶ類 (第 202・ 203図 975～ 1011)

975～ 1011は ,基部が凸するか,ふくらむタイプで

ある。基部の形状により三分 した。Ⅶa類 (975～986)

が凸するタイプであり,982や 986な どは特に強調し

ている。Ⅶb類 (987～ 1011)は基部がふくらむタイプ

である。Ⅶ類の中にも988や 997などの様に,三角形

を意識 したものもみられる。

Ⅷ類 (第 204図  1038～ 1050)

1038～ 1050は,両面もしくは片面に剥離面を大きく

残すタイプである。打面と対極にある薄い部分を先端

とし,簡単な加工を行つている状況が見受けられる。

区類 (第 200・ 203・ 205図 906～941・ 1012～ 1037・

1051～ 1087)

Ⅸ類としたものは,欠損して判断できないものや I

～Ⅷ類にあてはまらないものを一括 して含めた。

906～941は,基部が欠損しており,どこに分類 して

良いか判断がつかないものである。資料提示だけはし

表23 石器観察表 1

ハ

ーーー

Ｖ＾
◇

哀θ鋭―は一忠穐
~          765      ~         766

ぬホ≦〉ヽ一々―h中力姶―eh%9穐
768    →

第194図 出土遺物

炎 h‖≦
763    全           764

769   ⇔

石器 (5)石鏃

ておきたい。

1012～ 1037は,上記の分類に入れられそうであるが,

欠損しているために,どの類に入れられる力半」断がつ

かないものである。資料提示だけはしておきたい。

1051～ 1087は,欠損 したり,形状が単独のものであ

つたりして,分類にあてはめることができなかったも

のである。資料提示だけはしておきたい。

未製品 (第 206～209図  1088～ 1166)

1088～ 1166は,両面からの剥離がなされるものの定

まった形はなく, しかも厚みをもつものであり,力日工

途中のものであると考えられる。石鏃を製作する途中

の未製品と考えられる。

以上,大坪遺跡出土の石鏃を分類 してはみたものの,

相互の関係について言及することはできなかった。少

なくともこれまで言われてきた様に,縄文時代後期後

半～晩期にかけて三角形に近い形の石鏃が多いことは

追認できた。

771

4cm

国番手 出土 区 遺構 屠Ⅲ 器 種 分 類 石材
大 大 レベリし

(m)

第

９０

図

Ⅲ 錐 a麺
‐r山岩 (サ ヌカイト

657 Ⅲ 舗 a墾百 077
65超 Ⅲ 日舘 a委宣 寃山岩 550 71

Ш 石 鏃 石  ( 260
石 鯨 1石 (腰 岳 系 )

石 航 b類 黒曜 石 (腰 岳 系 )

3D43 石 鏃 黒 石 ( 系 )

SD44 百 τJ( 320 043
Ⅲ 百窪 I チヤート 2300

SD44 百紀 c類 黒曜 石 (腰 岳 系 ) 9455
SD43 石 鏃 石 ( 380

B-22 山 岩 (サヌカイト) 435 8555
b裟電 黒曜石 (1要岳 系 ) 1960

第

９‐

図

66( D-17 Ш a類 賓山岩 (サ ヌカイト) 290
Ⅲ 石鏃 石  (

Ⅳ 「餅笑 Ⅱ 肇躍 石 (籐幕 系 380 1232を

Ⅲ i3k Ⅱa選電 黒曜石 (腰岳 系 876〔

Ш 石 縮 Ea類 黒曜石 (腰岳 系 043 10662

Ⅲ 石 僚 Ⅱ 石  ( 290 035
石 鍍 Ⅱa整層 翼 石 (腰岳 系 2145 8575

)-17 Ⅲ 石 鯨 Ⅱa類 黒曜石 (腰岳 856こ

Ⅲ 石 鏃 石  ( 9482 8245
Ⅲ 石 鰈

`サ

ヌカイト 047
石 鱗 Ⅱa麺 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2050
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表24 石器観察表 2

出上 区 遺 構 層 村 器 種 分類 石 材
最 大 長 最 大 幅 最 大厚 重 量 レベザレ

第

９‐

図

石 舗 Ⅱa撃目 黒 躍 石 (腰辱 系 2180 1690

9 石鏃 Ia類 タンパク石 1530

9 SD16 石 鉱 Ia類 黒 曜 石 (腰こ 系 ) 1560 053
D 7 Ⅲ 石鏃 Ia緬 パう石 450 780 280 023 677C

6 Ⅲ 石鏃 Ia類 費山岩 サヌカイト 1520 3950

Ⅲ 石 舗 Ⅱ テヤ 7650 85〔

C 6 石鏃 Ⅱa緬 里躍 石 (日 東 繁 う 1520 380 849C 83〔

Ⅳ 石 Ⅱa類 黒曜 石 (胆岳 系 ) 2010 530 825〔

石 Ia類 黒 躍 石 曜 岳 1570 350
B-21 石 鏃 工a類 安 山岩 サヌカイト) 1490

D-21 Ⅲ 石 鏃 Ia類 黒 曜 石 櫻岳 系 ) 335 10004 8315

D-24 石 鏃 Ⅱa類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 430 1535 345

石 黒曜 石 櫻岳 系 ) 11 60

皿 石 テヤ 1240 8355

D-16 Ⅲ 石 鏃 Ⅱa類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1400 300 044 6049

D-16 Ⅲ 石 !曜 石 ( 岳 系 , 8265

Ⅲ 石 Ⅱa編 里躍 石 (

A-22 石 鏃 Ⅱa類 タンパク石 1015 285
B-14 Ⅲ 石 Ⅱa類 黒 隆 石 ) 11 35 250 032 1427

石 工 a類 亀躍 石 (膠電 820
D-22 面 曜 石 接岳 糸 ) 1850

D-16 Ш 石 Ia類 黒 曜 石 優岳 系 ) 1235 8275

D-20 皿 石 鏃 Ia類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 750 570
C-15 Ⅲ 百 窯曜 石 ( 岳 系 )

Ⅲ 石 紀 Ⅱa類 黒躍 石 ( 岳 系 ) 330 055

石 鏃 Ia類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1660 990

第

９２

図

石 チヤート

Ⅲ 言 G 安山 岩 (サヌカイド) 1930 1470 8195

B-22 石 鏃 Ib類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1780

C-15 Ⅲ 石 鯨 こ山岩 (サヌカイト) 8195

D-16 Ⅲ 石 鏃 Ⅱb類 黒 曜石 (腰岳 系 ) 1680 495と

B-22 Ⅲ 百 Ⅱb無 チヤート 2150 1499( 862

Ⅲ 石 £ チヤート 1480 10321 8605

3 C-22 石 鏃 Ib類 鉄 石英 1450 027

4 D-13 衝 鯨 Ib類 窯曜 石 (腰岳 系 ) 1700 052

Ⅲ 5鰈 2330 7875

6 C-15 Ⅲ 石 鏃 Ib類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2010 1090 330

百 鰊 Ib麺 黒 曜 石 (月竪岳 系 11 10
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出土 区 遺構 層 付 器 種 分 類 石材 取上げ番手
レベル

(mm) (mm) (m)

第

９２

図

E「 石 ( ) 1300

7 )-16 Ⅲ EJ紀 Ⅱb覇 里躍 石 (願 旱 系 う 7 609t

石 鏃 Ic類 安 山岩 (サヌカイト) 2030 420 330
石 ) 1930 12831 8985

Ⅲ 百 Ic望召 里躍 石 (郎 昌 う 290
Ⅲ 石 鏃 工o類 麦山岩 (サヌカイト) 2070 1292〔 8875

7241C-15 Ⅲ 百舘 石 1560

Ⅲ 石 鏃 Ic類 黒曜石 (腰岳 系 ) 21 30

百 石 系 ) 1940 7722

D-22 Ic緬 黒躍 石 鯉 旱 ぢ

〕-17 石 鏃 Ic類 黒曜石 1075 1075 350

7291D-24 石 1375 024

第

９３

図

Va覇 里躍 石 (陣阜 系 ) 3350 1600

Ⅲ 石 鏃 Va類 チヤート 2890 1360 16744 9555

皿 Va 努山 岩 (サヌカイト〕 2880 1650 833【

Va緬 亀躍 石 (雁旱 繁 う 2440

Ⅲ 巨

`

石 (艘 岳 系 2210 16102

Vが 石  ( 2210

A-22 Ⅲ 石鏃 Va類 舞山岩 2270 107 1556E 879:

D-16 百鯨 チ ヤ 1910

B-33 SD22 百績 Va範 2250 095 1623,

A-35 Ⅳ 石鏃 Vb類 賓山岩 (サヌカイト) 21 00 1360 480

C-24 Ⅲ 「観実 V bl 」岩 (サヌカイト) 2200 1470 12031

B-34 肛 百鰊 Vb網 16728 954〔

B-21 百鏃 Vb類 奏山坊 2350 670
□ 「観笑 V bl (サヌカイト 11767

C-22 石鏃 Vb類 費山岩 (サヌカイト 1840 1278C 8515

B-34 E Vb: (サヌカイド

B-22 □ Vb堰 1山 (サヌカイト 2080 430
B-33 石鏃 Vb類 賓山岩 (サヌカイト 1920 1395 340

V bl (サヌカイト 1450

C-16 Vb福 1880 445 430 871 83t

C-26 Ⅲ 巨鏃 Vb類 賽山売 (サヌカイト) 2065 1161(

D-22 Ⅲ Vb: 石  ( 058
Ⅲ

E

Vb 黒曜 石 (腰岳 系 )

D-21 Vt ( )

C-24 Vb ヌ イド〕

C-24 Ⅲ 石鏃 Vb類 黒曜石 (腰 520 113 1293(
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表26 石器観察表 4

図番弓 出土 区 遺 構 層

"
器種 分 類 石 材

最 大 長 最 大幅 最 大厚 重 量 レベル

(m)

第

‐９３
図

石 Vb緬 安 山 岩 (サヌカイト)

石 , Vb類 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2060

3-23 Ⅲ Vb類 安 山 岩 (サ ヌカイト) 2010 1287(

)-24 軸一軸
Vb緬 審 山 岩 (サヌカイト) 1850 410 490 097

Щ Vb類 安 山岩 (サヌカイト) 2025 972(

石 鱗 Vb類 安 山 岩 (サヌカイト)

第

９４
図

9-16 Ⅳ 石 鱗 Vc箱 鼻 躍 石 鰻 旱 系 う 080 899【

)-17 Ⅲ 石鏃 Vc類 チヤート

Ⅲ 石 鰊 Vc類 安 山 岩 (サヌカイト) 235 115 8215

石鏃 Vc類 黒曜 石 (腰岳 系 )

Ⅲ Vc類 黒 曜 石 (腰岳 糸 )

V6緬 ~4山
岩 (サヌカイト)

石鏃 Vc類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 265
769 石 鯨 賢山 岩 (サヌカイト, 1019Z

Ⅲ 石 鰊 Vc緬 妻山 を (サヌカイト〕 295 11081

771 Ⅲ 石 鏃 Vc類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 620 260 8885

第

９５

図

Ⅲ a 曜 石 (fII岳 ) 2450
Ⅲ 躍 石 (隠岳

774 Ⅲ 石鏃 Ⅲa類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 8285

775 Ⅲ a類 竪 山 岩 (サヌカイト

3-34 を了℃ Ⅲ a類 手ヤー ト 230 1994 954〔

777 石鏃 Ⅲa類 黒 曜 石 (腰岳 系 )

Ⅲ 皿 a鞭 黒 躍 石 (躍辱 ) 290 072 1070〔

Ⅲ をJ紀 Ш a緬 黒 躍 石 (腰写 2085 330 4704

Ⅲ 石鏃 Ha類 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 1620 1178( 8385

3-17 石 鰈 Ⅲa類 黒 躍 石 (躍岳 系 ) 11 55

782 TH 石 縮 Ma覇 里躍 石 (腰阜 素 う 1045

17 曜 石 (腰岳 ) 1025

皿 o 曜 石 (腰岳 ) 2000 240
3-14 IIl 石鏃 Ⅲb類 安 山岩 (サヌカイト) 1865 13994 823

Ⅲ 石

`

Ⅲ b麺 チヤート 1875 285 11541

をJ£ Ⅲ b編 星 躍 石 (膠旱 系 ) 1595 065

)-23 亜 石鏃 Ⅲb類 黒 曜石 (腰岳 系 ) 035 10722

3-16 皿 Ⅲb類 黒 躍 石 (腰与 系 ) 270 7745

3-34 Ⅲ c網 安 山 岩 (サヌカイト 720 075
Ⅲ 石鏃 Ⅲb類 安 山岩 (サヌカイト)

Ⅲ 石 鰈 Ⅲb須 黒 躍 石 (躍岳 系 ) 11 55

)-17 石鏃 匝c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1680 1460 295
Ⅲ 石 ] Ⅲ b類 賢 山 君 (サヌカイト, 1557,

Ⅲ Ⅲ c緬
~F山

岩 (サ ヌカイト 1930 1580

3-22 Ⅲ 石 鏃 肛c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1850 1565 540 079

3-22 】D43 石 鰈 Ⅲc類 黒 躍 石 醒 岳 系 ) 1340 1278,

)-24 Ⅲ 石 鱗 Ⅲ c緬
~F山

岩 (サ ヌカイト 2570 340
)-11 Ⅲ 石 鏃 Ⅲc類 安 山岩 (サヌカイト) 1950 1615

800 皿 Ⅲc類 チヤート 1355
3-24 Ⅲ

石

Ⅲ c垣 密 山 岩 (サヌカイト 1660 1480

802 Ⅲ c類 チヤート 2065 1040

803 Ⅲ Ⅲo類 黒 隧 石 (針尾 系 ) 235 042
Ⅲ 石 鏃 Ⅲc類 黒曜石 (腰岳 系 ) 240 055 697(

第

９６

図

805 3-22 SD44 石 Ⅱb類 柔曜 石 (腰岳 系 ) 1116(

80C Ⅲ 工 b麺 チヤート 066

SD44 石 鏃 工b類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 260 050 11184

808 山 岩 (サヌカイト)

80C う-16 Ⅲ 石
!山 岩 (サ ヌカイト) 21 7 382:

石 鏃 Ⅱb類 要曜 石 (腰岳 系 ) 2050 1116(

Ⅱb類 チヤート 2090 325
Ⅲ 石

中
石

Ⅱb緬 累 躍 石 (腫岳 系 21 00 090 1512〔

Ⅱb類 黒 曜 石 2355

Ш 石 Ib鍾 黒 隆 石 (腰岳 系 320 1436〔

SD44 石 鏃 工b類 黒曜石 (腰岳 系 ) 355 059

Ⅲ 石 鍍 Ib類 黒 曜 石 ( 木水 荒 糸 , 11855

3-22 Ⅲ 石 績 Ib緬 黒 躍 石 ( 軍辱 系 ) 380 1200Z

)-24 Ш 石 鏃 Ib類 安山岩 (サヌカイト) 290 046 11303

Ⅲ 石 鰈 Ic類 黒曜 石 (腰3系 ) 7875
82C Ⅲ 石 謙 Ic麺 黒躍 石 醒 岳 系 1660 060 830〔

石 鏃 工c類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1720

822 )-22 Ⅲ 石 謙 Ic麺 黒曜 石 (腰岳 系 ) 857

Ⅲ 石 鏃 Ec類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1260 280 12078

3-22 SD44 百 鉄 Ⅱc要目 賢 山 君 (サヌカイト 11208

石 謙 1720 062 79C

826 5 Ⅲ 石 鏃 Ⅱc類 黒曜石 (腰岳 系 ) 823

SD43 Ⅲ 石 鯨 Ic類 黒曜 石 ( 岳 系 , 840
石 維 Ic緬 黒躍 石 ( E辱 系〕 057

829 Ⅱ 石 鏃 Ic類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1070 049

石 練 Ic類 :黒躍 石 (腰写 系 ) 1190
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表27 石器観察表 5

遺物群 出土区 遺 構 層■ 器種 分類 石材
大 幅 重

取上げ番↓ レベル
(mm) mm) (mm) (m)

第
樹
図

石鏃 Ic類 業曜 石 (艘岳 糸 ) 1580 350 062
)-24 Ⅲ 百 ( 1790 1050

8331C-21 Ⅲ Ic経 賓山岩 1610 1570 1178〔

爾 百鏃 Ic暑 黒曜石 (腰岳 系 ) 1120
)-15 Ⅲ 日鏃 1610 345 892う 806〔

Ⅲ Ic輻 チヤート 1590 1010 758を

)-16 Ⅲ 百鏃 Ic類 麦山岩 (サヌカイト) 1120 1210 220 949て 816t

第

‐９７
図

3-16 SK83 Va 2035 2000 4,6F

ユー22 W Va塑名 費山岩 (サヌカイト) 2390 280 1460笠 86〔

Э-16 巨鏃 Ⅳa類 安山 775E

う-24 Ⅳaヨ チヤート 1545 1390 460
Ⅲ Va聖名 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1440 1269( 839〔

6 SD43 Ⅲ Ⅳ ぞ ヌカイト〕 2550 1690 380.4 323t

84Z D― 6 H Ⅳ
~4山

岩 1900 330
D― 5 Ⅲ 石 鏃 Va類 安山岩 (サヌカイト) 1910 1720 481 79【

D― 3 Ⅲ Ⅳ a
~4山

岩 1640 340 069
Ⅲ Wa 黒曜石 (腰岳 系 ) 1040

C― 5 Ⅲ 石 錐 Ⅳ a類 窯躍 石 jIB岳 1470 1585

84( D― 8 石 鰈 Wa 石  (

85( 3-24 爾 百鏃 Ⅳ a類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2010 1229〔

C-22 SD43 百鏃 Vぞ ( 2255 1635 440 851E

852 3-22 石 鯖 Va 里躍 石 (日 2475 2050 485 275
85【 W 石 熊 Va類 麦山岩 (サヌカ 900 879 8959

-ヽ23 SD16 Ⅲ 石錐 Va襲目 妻山 ヌカイトう 535 1659

85t 3-2 Ⅲ 石舘 Va
`サ

ヌカイトⅢ 540 802(

3-23 Ⅲ 百鏃 Ⅳa類 安山岩 (サヌカイト) 650
)-2 SD43 Ⅲ 石鰈 Ⅳ E ヌカイト 480 200 841〔

85[ う-22 石縮 Wa墾百 需曜 石 (腰岳 系 ) 585 570
)-17 Ⅲ 百鏃 Ⅳ a類 奏山岩 (サヌカィ 2090 680 1591

3-34 百鰈 Va 石 (腰編礎 2080 夕75 083
ヨー22 百縮 Va茎百 黒曜石 (月要岳 系 ) 2350 345 117
〕-13 百鰊 Va 885 255

86t 3-24 Ш 百縮 Va輩百 交山岩 (サヌカイト) 610 290 063 1174(

3-22 SD43 百鏃 Va萎亘 票曜石 (腰 110
865 3-15 Ⅲ Ⅳ al 審山井 (サヌカイト) 360 039 8981

百3 Waと百 票曜 石 445
SD22 百鏃 VattE 翠躍 石 (Л墓岳 ヨ 1320 1 70 280 056

3-15 百績 Ⅳ 雰山 岩 (サヌカイトう 1625 245 085
86C 9-16 百鏃 Va姿亘 黒曜石 (腰岳 界 1595

〕-14 Ⅲ VE ( 1060 05E 806【

第

‐９８
図

]-34 Ⅲ Wa磐百 黒曜石 (日 東 系 ) 2250 2340
〕-15 Ⅲ 百鏃 Ⅳ a類 費山岩 (サヌカ ト 1670 1735
)-11 Ⅲ Wa] 妻山岩 (サヌカイト 2065 1800 630
)-1 Ⅲ Waを百 賓山岩 (サヌカイト 1365
-ヽ22 Ⅲ Vそ 6ヽ25 1635 88f

8761C-26 Ⅳaヨ 宙

`日

軍ギ 1470 1620 370
〕-16 石鏃 Ⅳb類 黒曜石 (月 1670 1230

う-16 Ⅲ Ⅳ ! テキ 1660 555 939と

Ш VЬ騒 2155 220 1015(

88( D-17 3-23 石錐 Ⅳ b類 黒躍 石 1501 80こ

881 D-29 石 績 Ⅳ b 石 1390 590 136
D-22 石鏃 Ⅳ b類 桑曜石 (腰岳 系 ) 675 037
D-18 D-22 Ⅳ

`

695 1050 075
Ⅲ Vb墾百 黒曜石 (腰岳 系 ) 11 35 340

D-22 石 鏃 Ⅳ b類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1250 070
C-23 Vb 2030 1110( 80〔

Ⅲ VЬ送百 黒曜石 (日 東 系 )

C-22 3D43 Ⅲ 石錐 Vb萎目 チヤート 2260 855 290 11

C-24 3D44 石 縮 Vb (サヌカイト) 220 056
C-16 Ⅲ 石 鏃 Vb萎亘 タンパク石 1980

石a‐k Vb 830 220
89, ヨー22 SD43 石鯨 Vbね 襄曜石 (腰岳 系 : 830

1 百鏃 Vb類 チヤート 2125
3-17 石鯨 Vb身 妻山岩 1675 400 055

第

‐９９
図

89f 3-22 百鏃 Ⅳ b類 黒曜石 (腰岳 系 1820
3-21 百鯨 Ⅳ L ( 1980 1810

89, Ⅲ 百縮 Wb躍 黒曜石 (腰岳 系 2190
89F 3-22 Ⅲ 石鏃 Ⅳb轟 黒曜石 (腰岳 系 1170 895C

Vbヨ 百 ( 500 1910 1822

3-22 Ⅲ Wb翌燈 黒曜 石 (月要岳 系 2485 850
〕-16 Ⅲ 百儀 Ⅳb類 業躍 石 H霞岳系 2540 1360 460 1060C

3-23 Ⅲ Ⅳ bi 1岩 (サヌカイト) 2270 1840 470 132

3-22 SD43 石鏃 Ⅳb類 黒曜石 腰 岳 系 ) 1440 1860 390 047
)-17 SD43 V! ( 1510 1 70 490 067
3-16 Vb聖層 黒曜石 腰岳 系 ) 1810 1050 053
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表28 石器観察表 6

出土 区 遺 構 曙付 器 種 分 類 石材
最 大長 最 大幅 最 大厚 重 量 レベル

(mm) (mm) (m)

第
２。。
図

90て う-24 Ib 区 身 密山 岩 (サヌカイトⅢ 460 800
C-22 7〒命 Ⅸ 麺 肇躍 石 鱚 阜 系 | 1810 530 570
C-3 石錐 D【褒目 票躍 石 (躍岳 系 2290 490 440 7767

90( 石 縦 区 ヨ 石 (躍旱 系 ) 1990 270
C-12 SD43 石鏃 Ⅸ 類 黒曜 石 (腰岳 系 2580

D-16 Ⅲ Iみ壺| 需曜 石 (桑本 水 680
⊃-2 Ⅲ て子雀 区 麺 肇躍 石 隠 幕 系 210 048 997を

C-18 Ⅲ 石鏃 瞑 覇 タンパク石 640 078
3D43 石能 区 類 220 955

ヨー38 Ⅲ 石 舘 Ⅸ 営 客 山 岩 280 086 1625 96t

C-22 石 銀 区 類 チヤート 2370 1330 770と 827て

D― 2 Ⅲ Ⅸ チヤ 2020 1210 470 803E

D 5 3D44 7〒命 Ⅸ 塔 里躍 石 鱒 阜 素 Ⅲ 1700 920
2 石鏃 区 類 黒曜 石 (桑木 水流 系 ) 1150 1150

92〔 石 鰈 区 百 (蹄 系 う 2920 1698(

D-22 Ⅲ 石鏃 区 類 安山岩 (サヌカツ 2440
A-23 Ⅲ IX 黒曜 石 (隈岳 系 2480 121

3-22 葛D44 を子3 Ⅸ 覇 甲 艘 石 r匝三 玄 690 1117(

D-22 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1860 980 410
92〔 〕-12 区 百 (蹄 系 2760 990 3

3-23 SD48 電子命 Ⅸ 覇 里躍 石 鱈 阜 系 2260 710 400 1067( 887〔

D-17 石謙 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1670 140
〕-24 皿 石 鰈 区 百 (日 更 系 2010 330
D-16 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1660 410 410 836〔

D-16 Ⅳ 区 類 柔曜 石 (jI■岳 系 1510 200 067 747〔

0-22 曇D48 Ш 区 緬 翠躍 石 鰻 年 系 1610 300 4ク 0 059
D-21 石鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 1500 1000 470 048

JD44 Dl 百 (隠岳 系 1500 1150 350 085 600〔 800〔

1 Ⅲ Ⅸ 福 黒曜 石 (腰モ

柔曜 石 (月要ゼ

1650 460 047

〕-22 Ⅲ Ⅸ 類 2075 1585 097 827t

Ⅲ IX 百 ( 210 015 9491

C-18 石 鏃 区 類 黒曜 石 腰岳 系 1245 032
3-2 石鱗 Ⅸ 類 黒躍 石 日凍 2025 2310 6S5
3-38 石 鯖 EXヨ 黒躍 石 (隠∵ 1780 340 665

C-16 Ⅲ 石鏃 区 類 黒曜石 (腰岳 系 1875 1045 058 467t 819t

〕-15 Ⅲ 石 縮 区 類 黒躍 石 確 辱 系 ) 1255 100 280

第

２０‐
図

B-34 Ⅲ 石鏃 Mb堰 安山岩 サヌカイト) 1765 410 410 078 1671 955〔

C-22 3D44 石鏃 Ⅵb類 安山岩 サヌカイト) 1680 380 1233〔

3-24 Ⅲ Ⅵ b 塁躍 石 (膠幕 系 ) 1680 058 889t

B-22 Mb墾電 安山岩 (サヌカイト) 2060 470 340
Ⅵ b類 安山岩 サヌカイト) 1630 050
Ⅵ b 2440 1980 480

D-17 石鏃 Ⅵb類 チヤート 2300 1710 900 262
石 謙 Mb褒目 黒 躍 石 (隠辱 系 〕 1710 1610

C-24 3D44 石 鏃 VTb型暦 安山岩 (サヌカイト) 2040 460
Ⅲ 石鏃 Ⅵ c類 需曜 石 腰岳 系 ) 1570 058 1072 8145

3-22 Ⅲ 石 鰈 Ⅵ c 審山 岩 (サヌカイトう 1520 084
B-22 石 鏃 Ⅵ c類 安山岩 サヌカイト) 1935

石 鰈 Mc 安山 岩 (サヌカイト) 1980 1760 670
C-2 Ⅲ 百鏃 ΠヽG 躇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1285 1410 360

石鏃 Ⅵ c類 黒曜石 (腰岳 系 )

う-24 Ⅲ 石 鱗 uc 密山 岩 (サヌカイト) 1410 1810 840 078
C-23 Ⅲ 百鏃 Ⅵ 躇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1180 280 1107C 885
3-24 Ⅲ 石鏃 Ma裟百 黒躍 石 :膠岳 系 2030 1515 550 174C

ヨー22 石 舘 Ⅵ a! ト 1880 330

B-33 SD22 石鏃 Ⅵ a類 安山岩 (サヌカイト) 2155 360
3-24? SD44? 石 Mぞ チヤート 1950 1630 490
C-23 Ⅲ 百a Mn墾目 チヤート 3010 527 1109( 884(

SD43 石鏃 Ⅵ a類 黒曜 石 (日 東 系 ) 3000 2710 790
石 舘 Ma墾百 里 躍 石 鱒 旱 系 Ⅲ 1880 1520 560

C-26 Ⅲ 百鏃 M角墾百 需曜石 (腰岳 系 ) 2240 1173 907〔

96ラ 〕-12 WIa 受山 岩 (サヌカイト) 2340 2150 780 812t

Πヽa 密山 井 (サヌカイト) 2600

)-24 石鏃 Ⅵ a類 麦山岩 (サヌカイト) 3120 2280
97C う-24 石 誰 Ma整百 景 躍 石 (腰幕 系 1505 1250 360 067

3-24 Ⅲ 百鏃 Ma整百 黒曜石 (腰岳 系 1400 1550 1211 888〔

Ⅲ 百錐 Ma萎目 黒躍 石 日更 系 2000 540 821〔

97【 う-17 ユD? 百 鱗 Maヨ 審山岩 (サヌカイトう 2230 360

百鏃 Ma妾亘 黒曜石 (腰岳 系 870 335

第
２。２
図

-ヽ32 百 謙 Mla萎百 黒 躍 石 碑 岳 系 1860 670 425 787て 829:

Э-22 百鏃 VIa美頁 票曜石 (腰岳 系

〕-15 Ⅲ 石 鏃 Mla美亘 黒曜石 (腰岳 系 2285 280 1369

97[ 〕-16 百 維 Ⅶa】 チヤート 2060 410 596`

〕-16 】D44 FT熊 VT角 /1・E 黒曜石 (腰岳 系 ) 2875 2655

98C 〕-15 Ⅲ 百錐 Mla輩冒 2800 1970 970 420 3957 803t
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表29 石器観察表 7

出土 区 遺 構 層 付 器種 分類 石 材
最 大 長 最 : 重 量 レベル

第

２。２
図

B-34 SD44 石 鏃 Ⅶa類 記躍 石 碑 旱 系 ) 2250 430
Ⅲ Ⅶ a 曜石 (腰岳 系 ) 1950 1315 400 089 810(

C-16 Mla類 黒曜 石 鯉 岳 系 ) 2040 1310 093
B-18 百鏃 ulぞ 賢山 岩 (サヌカイトう 130 1130 470

Ш 百錐 WTa輩百 黒曜石 (腰岳 系 ) 1310 370 075 443(
C-23 百舘 Mla墾百 奏山岩 (サヌカイト) 785
3-23 百鏃 Mlb婆目 奏山 岩 (サヌカイド 490 099

98E 3-22 Mlbi 賓山岩 (サヌカイト) 2340 510
Ⅲ Ⅶb類 妻山岩 (サヌカイト) 1630 83Z

99C -ヽ22 百鏃 氏用[に 百 (隠幕 系 う 410
)-21 Ⅲ Mlb軽 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2220 490
3-16 Ⅶb類 賢山 岩 (サヌカイト) 480

Ⅶ bl 1山 岩 (サヌカイト) 530
994 3-15 3D22 Ⅲ 石 VTb聖 騒 チヤート 1730 1260 8947

〕-22 石鏃 Mll 賢 山 岩 (サヌカイト) 2670 2210
〕-02 Ⅲ 石錐 WIb輩石 黒曜石 (月要岳 系 ) 1645 460 098 816こ
)-16 石 鱗 Mlb類 チヤート 2280 2020 376ワ 827こ
3-15 Ⅲ 百錐 Ⅶ b 曜石 (腰岳 系 ) 920 2821 835t
-ヽ22 百鰈 Wttb輩百 黒曜石 (腰岳 系 ) 380 070

100( A-22 百鏃 Ⅶ b類 安山岩 (サヌカイトう 40
1001 〕-15 百錐 ∇Ib 賓山岩 (サヌカイト) 60 510

D-16 Ш :石鯨 Mlb萎頁 チヤート 440 310 057 835〔

第

２。３
図

SD44 Ⅲ 百鏃 ⅦbJ 百 (膊写 系 う 2325 226
3-24 Ⅲ 石錐 VIb輩百 票曜 石 (腰岳 系 ) 2200 600 1202〔

〕-16 SD146 石 舘 Mlb去頁 黒曜石 (日 東 系 ) 2545 1890 720 1631
)-15 石鏃 Ⅶ b裟 石 (腰岳 系 ) 1550 480 1730

100; )-15 Ⅲ VIb茎百 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1730 1450 833〔

3-24 石 衛 Ⅶb類 百 (隠写 系 ) 1640 430 069
3-34 石 鏃 Mli 騒石 (月要岳 系 )

)-20 皿 石 鱗 VIb・.L ミ曜石 (燿岳系 ) 1510 1025
1011 百鏃 Ⅶ b類 チヤート 1200 290 025

D-24 百鰈 区 短 黒曜石 (腰岳 系 ) 1000 043
百鏃 Ⅸ 類 黒躍 石 (隠岳 系 ) 1835 1060

9-24 百鏃 Ⅸ 類 百(腰岳 系 ) 1630 776f

D-16 SR26 百舘 区 類 黒曜石 (腰岳 系 ) 240
D-21 】D146 Ⅲ 百鏃 区 類 百 (膊岳 系 ) 995[ 348t

1017 3-22 SD43 百鏃 区 緬 票曜 石 (腰岳 系 )

1018 )-15 I石鯖 区 福 黒曜石 (腰岳 系 ) 025 300
1019 3-2 Ⅲ 百鏃 区 類 百(腰岳 系 ) 1000 270 016
102C 3-8 肛 EX宮 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1080 014 5512
1021 )-21 Ⅲ 区 麹 黒 曜 石 (隠岳 系 ) 1 75 290 1057e

3-22 石鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1150 1580 210
10ク a )-15 石 鱗 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1355 965 300 「オツホ584

102Z )-18 Ⅲ 百鏃 区 類 黒曜石 1220 300 542を a aof

百 鰈 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1340 023
)-20 SD43 百鱗 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 705
B-15 百鍍 区 類 黒 躍 石 願 年 系 う 270 010

102〔 C-3 E 石 錐 区 類 チャート 1600 1120 650 084 イリキ613 770を

D-16 Ⅲ 百鏃 区 類 黒 曜 石 鱈 旱 系 11 35 487コ 827〔
103( SR13 Ⅲ 百錐 区類 チャート 1125 013 1381
1031 )-18 Ⅲ

1石
舘 区類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 835 1080 290 022 834こ

1032 3-19 Ⅲ 石鏃 区類 黒曜石 (腰岳系 1315 335
103g 石 鰈 Ⅸ 類 黒曜石 (腰岳 系 ) 695 010

Ⅲ 石鏃 X類 黒 躍 石 ( 865 010
3-24 Ⅲ 石 鏃 区 類 里 躍 石 (膠早 ヨ 230
C-22 3D43 石 紹 区 類 黒 曜 石 (艘岳 系 ) 1070 1035 .オツホ487 827〔

C-15 Ⅲ 百鏃 区 類 黒 躍 石 仰 吊 系 ) 565 オツホ810 806〔

第

２。４
図

C-24 百錐 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1720 1578 200
D-21 Ⅲ 百鯖 Ⅷ 類 チヤート 2590 1590 208イ 833〔

104( 百鏃 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ; 21 70 1100
Ⅲ 石 錐 Ⅷ 覇 黒曜石 (腰岳 系 ) 1610 1440 057

104Z 石 鏃 V肛美 (隠旱 系 う 2305 2170
百鏃 Ⅷ tH(H果 糸 ) 1735 000

哄-23 「澄,察 Ⅷ 類 黒曜石 (躍岳 系 ) 1900 1480 660
104C )-1 Ⅲ 巨鏃 Ⅷ 類 黒曜石 (腰岳系 ) 1535 1450 054
104G う-1 SD43 石 舘 Ⅷ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 8301 1290 450 062
104フ )-16 百鏃 Ⅷ 類 黒躍 石 確 幕 系 〕 7601 1110

3-24 Ⅲ 石 鏃 Ⅷ 緬 黒躍 石 仰 阜 系 Ⅲ 15101 910 1205( 89051
)-21 Ⅲ 百鏃 Ⅷ 類 黒曜石 (桑六フk流系 〕 14751 265 320 1052七 8555:
3-22 Ⅲ 百鏃 Ⅷ 麺 黒躍 石 鱈 幕 系 う 1310! 1225 038

第

２。５
国

SD43 百鏃 区類 票曜 石 (腰岳 系 ) 13001 1590 390 042 1176 8121
105を SD43 百鏃 区 類 柔曜石 (腰岳 系 11851 1210 018 174,
1053 百鏃 区類 黒曜石 (腰岳系 10001 810

Ⅲ Ⅸ 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 12051 11 55

Ⅲ 石鏃 区 類 桑躍 石 (日 吏 系 32151 262: 801:
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表30 石器観察表 8

図 群 出土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大幅 最大厚 重 量

取上げ番手
レベル

(mm) (mm) (富 )

第

２。５

図

区 ヌカイ 240 330 800〔

石 鏃 区 類

安 山岩 (サヌカイト)

黒曜 石 (腰岳 系 )

480 310 4969

390
石 区 ヌ 220 330 047

3-22 チャート 280 042
1061 C-24 石 区 石 ) 205 310 034
1062 D-16 石 区 1490 320 044

2 SK83 皿 石 鏃 区 石 系 2255 1655 380 1475(

1064 区 死J( 400
1065 3-5

皿 石 鏃

区 類 安山岩 (サヌカイト)

黒曜石 (腰岳系 )

860 310
3-22 1330 260 782( 824〔

1067 )-16 Ⅲ ) 1920 500 350 9942

1068 区 類 山岩 (サヌカイト)

1069 皿 区 ( 695 1130 9466 8195
1070 Ⅲ 1075 555 360 053
1071 )-23 SX85 区 類 黒曜石 (腰岳 1205 225 034
1072 Ⅲ 1940 030 9491

1073 )-21 】D43 11 70 055 10453

107コ 3-16 ( )

107る 〕-15 ヤート 062
-ヽ36 区 類 ヤート 11 75 290 053

〕-24 ) 580 1490 057
)-18 岳 系 ) 040 090 027
)-23 区 類 石 (腰岳 系 ) 940 440

108( 区 620 093
1081 )― 石 系 ) 520

石 鏃 区 石 390 072 503 82」

108( D-16 Ⅲ 区 049 454〔

B-30 百鏃 区 類 黒 曜石 (腰岳 系 イリキ17■ 7655
108: D-23 Ⅲ 石 鏃 区 類 黒 曜 石 (1堅 岳 系 025 10671 874〔

D-18 石 鯨 区類
|

黒 曜石 (腰岳 系 ) 1230 035 300
C-15 Ш 百鏃 区 類 黒曜 石 (腰岳 系 ) 975 900と 8127

第

２０６
図

10RF Э-22 SD43 石鏃   I 未製 品 | 安 山岩 (サヌカイトう 850 3950 67 499ζ

B-22 Ⅲ 石鏃   ! 夫製 得 責山岩 (サヌカイト) 3440 4410 11 20 1718 1495( 8645
C-16 石 鰈 未製滉 黒曜石 (腰岳 系 ) 2100 278〔

1091 C-16 チヤ 1700 2930 8771

Ⅲ 百絵 未製 吊 黒曜 石 (腰岳 系 ) 31 60 2490 11564 8865
109t 3-22 皿 石 鏃 未製 品 黒曜石 (日 東 系 ) 2480 920 844〔

→   1145
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表31 石器観察表 9

出土 区 遺構 層

`
器種 分 類 石材

最 大 長 最大幅 最 大 厚 重 号
取上げ番

=

レベル

lmmう (mm) m)

第

２。６
図

C-16 SD43 未製 品 黒曜石 (日 東 系 ) 630 318 2084 333〔

109〔 C-24 Ⅲ 夫 剣 晶 石 2850 1840 840 322 1012

D-15 百鏃 未製 品 チヤート 2500 1860 660 302

C-22 SD44 Ⅲ 夫 製 品 2430 2480 990 616 7547 839t

B-16 百鏃 未製 品 黒曜石 (腰岳 系 ) 1140 2480 640
D-22 Ⅱ 石 鯖 未 石  ( 系 ) 1790 1300 410 077 278E 836〔

B-22 Ш 石 鏃 未製 掃 黒曜石 ( 2660 1800 640 287

D-16 Ⅲ I石 鯨 未製 民 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2100 2560 10801 859〔

D-23 肛 百鏃 未製 母 石  ( 1900 2520 690 283 1065C

C-15 Ⅲ 未 裂 民 黒曜 石 (腰岳 系 ) 3070 2110 510 1683写

弓―ク0? 未製 滉 石 730 670 339

1051D-16 百鏃 未 製 混 黒曜 石 (日 東 系 ) 3210 2230 645

)-24 Ⅲ 百舘 未製 漫 石 3110 1890 920 479 1205C 890〔

D-24 百鏃 未 製 爆 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2250 1690 680 224
081B-34 百簾 未 ( 勇冬) 2190 1590 540

第

２。７
図

)-24 百鏃 未 製 爆 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2010 1230 530
101D― 来 ( 所冬) 1850 1870 7

1 )― 爾 不子命 夫製 得 !山 井 (サヌカイド 1380 560

)― Ⅲ 未 百(腰岳 系 ) 2160 1480 6731

Ⅲ 百縮 来型 得 チ 1650 1490 360 077 772 823〔

3-24 百錐 未 製 得 黒曜石 (腰岳 系 ) 2040 1730

〕-16 石縮 石 ) 2100 1720

3-22 百鏃 未 製 得 黒曜石 2220 1400 370 106 747C

17 )-16 百鮪 未 ヨ τ子( ) 2520 1340 720 373
SD16 百鏃 未 製 得 黒曜石 (腰岳 系 ) 2060 1470 540

3-21 Ⅲ 百鯨 禾 裂 軒 I子 ( ) 1720 1163Z

3-22 百鏃 未 製 母 里躍 石 (應阜 系 う 2050 1630 460

〕-17 百鯨 未製 S チ ヤ 3580 1700 1110 623

〕-22 百鏃 未 製 母 睾躍 石 碑 阜 系 Ⅲ 1870 1460 680 208

3-22 百鰈 未製 S 黒曜石 (腰岳 系 ) 1720 530

3-22 石 鏃 未製 母
~tl

|う辞 1480 1450 490 ミイリキ

Ⅲ 百錐 未製 漫 黒曜石 (腰岳 系 ) 1770 730 226 10801 859と

lD43 百縮 来鯉 滉 羅ξ( 1930 1400 550

3-23 百錐 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1900 410 090
う―クク 百鯨 未 ヨ 羅f( 1560 1300 590 111

3-22 百錐 未製 母 黒曜石 (腰岳 系 ) 1460 1170 440 060
3-23 石鰈 禾 裂 軒 ( 勇冬) 1130 1910 970 246

石 鏃 未製 母 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2510 1690 730 284
]-34 百練 未製 母 ( 勇冬)

3R14 百鏃 夫剣 得 里躍 石 (膠阜 : 200 1650 520 207

SD22 百錐 未裂 母 (サヌカイト) 2680 1ヽ 10 111

C-23 百鏃 夫剣 繹 里躍 石 (日 1040

Ⅲ 百錐 未製 滉 黒曜石 (躍岳 系 ) 1920 1250 078 338C

石能 未製 母 里躍 石 (膠阜 : 1600 052

第

２。８
図

C-22 百鏃 未製 湿 安山岩 (サヌカイト) 2440 2670 990 782

C-22 石誰 未製 母 石 2020 550

4( D-23 Ⅲ 百鏃 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1000 1760 230 037 100も ( 847〔

Ⅲ 石縦 未製 母 チヤ 1950 1610 9411 8155

B-15 百鏃 未製 湿 チヤート 1600 2130 860 298

a-3 Ⅲ 石能 未製 母 石 1440 1770

C-22 Ⅲ 百鏃 未製母 黒曜石 (腰岳 系 ) 2020 2090 670 1052 855こ

〕-17 Ⅲ 石錐
‐ヌカイト 1970 1630 164〔

B-34 Ⅲ 石 鏃 未製 母 チヤート 3200 625 10211

Ⅲ 石謙 (腰岳 系 ) 1490 1520 092 888〔

D-22 SD43 石誰 来型 澪 里躍 石 鱒 早 : 1200 1210 290 030 134( 8175

第

２。９
図

D-16 Ⅲ 石鰈 賓 | ヌカイ 1440 378′ 827[

C-22 石誰 来型 繹 里躍 石 (日 頁 : 1960

A 23 石錐 未製 湿 玉髄 1910 550
石謙 未製 母 里躍 石

`R軍

旱 E 1520 380 067

B-23 SD44 百鏃 未製 湿 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1270 1500 400 068

B-23 Ⅲ 石鰈 未製 滉 石  ( 950 1600 250 032 810(

D-13 百鏃 未製 湿 黒曜 石 (腰岳 系 ) 1860 580 460 129

Ⅲ 石能 石 1970 200 069 894; 8037

5 B-22 SD43 百鏃 未製 湿 黒曜石 (腰岳 系 ) 1600 550 550
A-22 石鰈 来輿 滉 石 1350 400 073

百鏃 未製 扉 女山岩 (サヌカイト) 2150 00 520 こイ町羊

C-14 百謙 禾 裂 籠 590 137

9-24 Ⅲ 石 鏃 未製 扉 玉髄 2490 2220 1000 365 963

〕-16 石謙 来 2140 8771 7

C-14 石縮 来禦 澪 里躍 石 (隠阜 : 2420 670

D-21 SD16 百鰈 未 1700 1060( 8

石縮 来禦 得 チヤート 1550

〕-22 百錐 未 製 屁 黒曜石 (日 東 系 ) 2270 1870 890

-246-
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第209図  出土遺物 石器 (20)石鏃

②石匙(第 210～ 213・ 219図 1167～ 1211■291～ 1295)

薄 く剥ぎ取つた剥片の一部を刃部 とし,他の一部

に両側から袂 りを入れてつまみ部を作 り出す石器で

ある。刃部は両面か ら丁寧な押圧剥離を行つて,直
線 あるいは曲線をなしている。つまみ部分がなくて

も同様の手法で刃部を作 り出しているものも石匙に

力日えてある。石匙はいろいろな物を切るための万能

な道具であ り,いつでも使えるようにつまみには紐

を結びつけて常に携帯 していたと考えられている。

切れ味が悪 くなった場合は,再び押圧剥離を行い
,

新 しい面を作 り出して使つていたと考えられる。 し

たがつて,つまみ部分は製作 した当初から変化がな

いのに対 し,刃部の形は製作時′くとは違つた形をし

ているとみる方が良いだろう。今回大坪遺跡で出土

した石匙をみると,ま とまった形がなく,ほ とんど

⌒

それぞれ個性的な感 じを受けるのは,刃部の形態に

まとま りがないためだ≧推察される。それは使用頻

度が高 く,刃部の再生を何度も繰 り返 したためだ と

考えられる。その理由としては,つまみ部の形態が

1167と 1175,1174と 1178及び 1182,1177と 1181

のように類似 しているからである。

大坪遺跡出土の石匙が他の遺跡や異なる時期 の

石匙 と異なる点は,鋭利な角度を持つものが 1167

ぐらいで,ほ とんど無いとい う点である。発掘作業

に参加 していただいた剥製製作者の赤松貞行氏によ

ると,鹿や猪を解体する場合は 2種類の刃物が必要

であるとのことである。一つは鋭利な角度の先端 を

もち,直線的な刃部の刃物である。これは,肉や脂

肪が厚い部分を切るのに適 しているとのことである。

もう一つが湾由した刃部の刃物で,頭部や脚部な ど

r/＼ 1152

-

白寒巌執
今
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第213図  出土遺物

骨に近い部分で使 うとい う。 これは硬い骨に刃があ

たると刃こばれ しやすいか らであるとい う。ガラス

質の石材でつくられた石匙 も同 じように刃こぼれ し

たと思われ,同様な使い分けがなされていたと推察

される。鋭利な先端部が少ないのは,刃部の再生が

繰 り返されて小さくなったことによることと,多 く

出土 している剥片がその役 目を担つたからだと考え

られ る。また,南九州では弥生時代になると石匙は

全 くみられなくなるので,縄文時代晩期まで営まれ

た大坪遺跡でも石匙の終焉が進んでいたのではない

かと想定される。本遺跡出土の石匙が,他の時期の

石匙 と比較 して,粗雑な感 じを受けるッ点も,規格性

く

石器 (24)石匙

がなくなって次第に必要な道具でなくなったのでは

ないかと推察 される。

0                 4cm

⇔
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第214図  出土遺物 石器 (25)ス クレイパー

③スクレイパー (第 214～ 219図  1212～ 1296)

1212～ 1227は ,微細剥片の末端に 45度以上の急

角度の二次力日工を施す掻器であ り,刃部は凸形で半

月形 となる。1217は上部の両側から浅い袂 りを入れ

てあるので,石匙に分類 しても良いものである。

1228～ 1238は,厚 めの剥片の一面を全方向か ら剥

離 した母指状のスクレイパーである。端部は角度が

急であることから,掻器 として用いられた と考えら

れ る。 1235は 石核を利用 したものである。

1239～ 1252は ,微細剥片の側縁に 45度未満の角度

で二次力日工を施した削器である。刃部は直線的である。

1265～ 1271は,剥片の一部に内湾 した二次力日二部も

しくは使用部分があるノッチ ド・スクレイパーである。

1253～ 1264・ 1272～ 1290。 1296は,それぞれ二次

力日工あるいは使用痕のみられる剥片であ り,他の剥

片石器に分類されるべきものも含まれている。

1291～ 1295は,石匙に含めても良いものである。

④石錐 (第 220・ 221図  1297～ 1340)

石錐は回転によつて孔をあける道具であり,遺跡で出

土する封象物は土器の補修孔ぐらいであるが,木や骨

や皮などあらゆる素材に対して使われたと考えられる。

丁寧な剥離を加えて細長い錐部をつくり出し,断面は概

ね三角形をなしている。断面の角数が少ないほど一つ

一つの角度は鋭利となるので,対象物を削るのに都合

が良かったと考えられる。この角がとれているほど使用

頻度が激しかったことになり,水平方向に擦痕がみられ

れば回転させながら使用したことになる。したがつて錐

部の先端に水平方向の擦痕が観察されたものを石錐と

した。また,錐部が欠損していてもつまみ部分がはつきり

つくり出されているものについては石錐として扱った。

つまみ部と錐部との境がはっきりするのは,1302～

1307・ 1312であり,1304と 1312は直接手で持って使用

したとしても十分使える大きさである。1297～ 1301は ,つ

まみ部がなく錐部だけのものである。植物質や骨を利用

母凸
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表32 石器観察表 10

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
(g)

第

２‐０

図

C-22 SD 44 許

賓山 岩 (サ ヌカイト)

D-24 Ⅲ 計

雫曜 石 (腰 岳 系 )

7 〕-4 Ⅲ

チヤート
Ⅲ

冤山 岩 (サ ヌカイト) 387〔 51 924
石 タンパク石 11 78
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表33 石器観察表 11

出 土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重 量

取上げ番手
レベル

(mm】

第

２‐‐

図

D-24 巨匙 安 山 岩 (サ ヌカイト) 753( 43 6( 1460 4077
山 岩 (サ ヌカ イ ト) 386( 269〔 11744 886

7 C-16 石 匙 需曜 石 (日 東 系 ) 28 2( 1740
C-15 Ⅲ 百 匙 黒曜 石 (腰 岳 系 ) 349( 21 70 11 00 9114

2763 335〔

17 Ⅲ 石 匙 安 山 岩 (サ ヌカイト) 159( 26 10 8345
Ⅲ 百 匙 霙 山 岩 (サ ヌカイト) 2240 3927

Ⅲ 石 匙 チヤート 2870 797C 2064
3-32 百 匙 需曜 石 (日 東 系 ) 2220 268℃

石 討

3-16 石 匙 賓山 岩 サヌカイト 3640 486Ю 1689 7709

曜 石 (日 東 系 ) 2560 3990 2274

第
212

図

)-1 Ⅲ 百 匙 震山 砦 サヌカイト

D-18 Ⅲ 石 匙 山 岩 サヌカイト 4230 446( 1200 2323 7025 8335
山 岩 (サ ヌカイト 3820 380( 1300 149( 1070 8615

9 冨 註 山 岩 サ ヌ方イト

9 石 匙 山 岩 サヌカイト 3530
山 岩 (サ ヌカイト) 2450

石 匙 霊山 岩 サヌカイト

9 Ⅲ 石 匙 黒 曜 石 日東 系 ) 2970 244〔

曜 石 (腰 岳 系 ) 2460 29 7( 1200
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表34 石器観察表 12

出 土 区 遺 橋 層 位 器 種 分 類 石 材
昌 大 長 晶 大 幅 晶 大 匡 壼 昌

(mm) (g) im)

第

２‐２

図

曜 石 子系 ) 1770 1920
)-25 石 記 里 躍 石

Ⅲ 石 亀 黒躍 石 Л藝岳系) 2800 2480 900
1202 Ⅲ 石 匙 黒躍 石 日東 系 ) 1650 2930

第

２‐３

図

1203 〕-14 石 曜 石 ) 2700 2740 1200
1860 3380 10179

Ⅲ 石写し 審山 岩 サ ヌカイト 8450 200
1206 ユー23 石 匙 交山 岩 (サ ヌカイト) 2290

SD146 百 匙 チヤート 3190 1430 800 16316

石早ヒ 里躍 石 日東 系 ) 3970
石 匙 曜 石 躍 与 系 ) 2930 1000

「
-3031 豪 主 百 匙 賢山 岩 サヌカイト)

を弟

２‐４

図

スクレイ′ヽ一 黒曜 石 岳 系 ) 1690
SD43 スクレイパー 里 躍 石 陣 幕 系 う

3-14 スクレイ 里躍 石 膠 幕 系 ) 2080 1940
Ш スクレイ 石 系 ) 1960 1225

百 (】豊岳 系 ) 2155
スクレイ′く― 里 躍 石 (肛

末クレイアヾ― 里躍 石 (1愚 岳 系 ) 31 50

)-22 Kクレイ′く― 石 (腰 岳 系 ) 1590

) 1935
スクレイパー 里躍 石 鯉 旱 系 ) 650

1222 スクレイ′`一 雲 石 (隠与 ; う 2310 780
3-22 スクレイ′`一 累 石 (躍与 系 ) 2395

SD44 スクレイ′ヽ一 石  ( 勇R) 1525 320

3-2 入クレイ 零躍 石 (隠年 繁 | 275
えクレイ 塁躍 石 (躍 岳 系 ) 3210 2535 11 50

第

２‐５
図

)― Ⅲ スクレイパー チヤート 21 00 2945 809【

7967

κクレイパー 玉糀 2275 2810
Ⅲ Rクレイパー 石 (腰与 系 ) 2865 2595 1180

1232 SD43 Kクレイパー 雫 石 (日 勇R) 2650 2310
1233 Kクレイ′ヽ一 黒曜 石 ( 岳 系 ) 1930 1810 276

1235 百 核 玉鮪 3450 2535
Kクレイアヾ― 黒曜 石 ( 尋 2725 2340 1235
Kクレイパー ミ曜石 (日 ) 3200 3075
Kク レイ′く―

第

２‐６

図

Kクレイ′く― 里躍 石 R悪 早系 1685

Kク レイ′く― 曜 石 ) 2160 775
Kク レイパー 黒曜 石 (腰 岳 ) 2915 330
Kク レイ 黒曜 石 腰 岳 糸 21 65

Kク レイパー 里躍 石 陣 阜 素

124と Kク レイパー ≧躍石 陣 幕 系 665
くクレイパー 曜 石 系 ) 1740 1745
(ク レイ′ヽ一 冤山 岩 (サ ヌカイト) 2945 1720

Kク レイ 亀躍 石 膊 早 系 ) 3220 665
くクレイアミー 曜 石 ( ) 3435 2155

125( くクレイ′ベー 黒曜 石 (腰 岳 ) 1575 2430

125′ う-17 くクレイ′く一 霞躍 石 日東 系 う 990
B-22 くクレイ′ヽ一 霞躍 石 陣 阜 系 ) 1540 575

1254 B-23 くクレイパー 曜 石 ( 系 ) 2355 1505
A-22 くクレイ′ヽ一 黒曜 石 ( 岳 系 ) 2155 21 45

第

２‐７

図

くクレイパー

C-23 スクレイパー 里暉 石 日東 系 2340
B-14 スクレイパー 黒 曜 石 易盗) 2530 2290

125( B-22 黒曜 石 ( 岳 系 ) 1805 1940 122
スクレイ′く一

D-13 Ш スクレイアく一 里躍 石 日東 系 3090 3680 1090
D-18 Ш スクレイパー 石  ( ヨ氏) 2555 1700

126( C-17 スクレイ′く― 石  ( 終) 31 25 2120 640 807【

B-22 曜 石 (腰岳 系 ) 1970 1630 088

C-18 1550 2010
B-19 2220 2320
B-22 1300 1710

D-22 1670 2520 330
D-24 2320 4010

第

２‐８

図

9-14 スクレイアヽ一 黒曜 石 (日 系 ) 1260 2350 525
スクレイ′く― 黒曜 石 (1要 1435 1595 320 045

SD13 Kクレイ′く― 里躍 石

3-2 Rクレイ′く― 里躍 石 (R藝 尋 系 ) 1815 1400 450 074
9-12 SD44 スクレイパー 曜 石 ( ) 2320 590

スクレイ′ヽ一 ミ曜石 (腰岳 ) 2295 2680 785
Kクレイ′く一
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表35 石器観察表 13

出上 区 遺構 曙疱 器種 分 類 石材
最大 長 長 : レベ)レ

(mm) (mm) (m)

第

２‐８
図

1279 SD43 Kクレイパー 需曜石 (腰岳系)

翠躍石 (日 吏繁 )

2900 1430 238
スクレインヾ― 3315 680 347
スクレイパー 黒曜 石 確 旱 系〕 2655 625 390

128と う-15 Ⅲ Kクレイパー 安 山岩 700 3070 290 2378

C-22 3D43 Rクレイン`一 百 (腰岳 系 ) 3195 2150 715
1ク A〔 B-33 κクレイパー 石 3925 2440 900 570

B-14 くクレイ′く― 具 隠 石 (膠 3430 815 612
くクレイ′く― 具 躍 石 (隠岳 系 1980 590 093

D-12 Kク レイパー 黒 曜石 (腰岳 系 1855 816Z
C-2 くクレイパー 黒 曜石 (腰岳 系 ) 2490 1515 755 203
3-20 スクレイパー 黒 曜 石 (腰岳 系 ) 1350 1755 770

第

２‐９
図

C-15 Ⅲ スクレイパー 安 山岩 (サヌカイト 7740 1870 7674 82て

Ⅲ スクレイ′く― 安 山岩 (サヌカイト 5770 4770 1320 14862 885t
129( スクレイパー 安 山岩 (サヌカイト) 4110 1320 2441

〕-03 Ⅲ スクレイッヾ一 安 山岩 (サヌカイ 4290 860 820 758〔

スクレイパー 安 山岩 (サヌカイ 845 572
17 衝製上掘具 9720 22000 832と 83て

第

２２０
図

3-23 Ⅲ 石 錐 黒曜石 (腰岳系) 4720 620 225 1584と

)-23 Ⅲ 百錐 安 山岩 (サヌカイト) 590 216
3-14 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2310
3-24 Ⅲ 黒曜 石 (膠岳 系 ) 2060 310 1176〔

1301 3-25 I 石鮮 ト 2420 064
1302 3-22 SD43 石 錐 安山岩 (サヌカイト) 3360 1670 500 1283笠

180『 3-32 Ⅲ 石 錐 5080 1370 1692〔 956〔

)-23 Ш 石 錐 チ 420 880 1072〔

〕-16 百錐 安山岩 (サヌカイト 776( 835t

黒曜石 (腰岳 系 ) 1480 620 エノキタ
1307 〕-15 Ⅲ 百鮮 チャート 1200 055 818C

130E )-16 Ⅲ 百錐 1山 岩 (サヌカイト) 250 1442 835t
3091C-15 Ⅲ 百錐 妻山岩 (サヌカイトう 580 360 034 800t

百錐 黒曜石 (隠岳 系 )

3-22 百錐 妻山岩 (サヌカイト) 2570 099
Ⅲ g鮮 賓山岩 (サヌカイト) 087 914℃ 43

3-32 日鉾 チ ハ 2220 1930
C-16 Ⅲ 石tt チ ハ 2610 1990 650 948〔

ヨー20 SD44 石 錐 妻山岩 (サヌカイトう 1910 1500 400
3-22 百錐 黒曜石 (隠岳 系 ) 790 215

1 Ⅲ 百錐 柔躍 石 (日 東 系 | 1480 408
1 石 舘 交山岩 (サヌカイト) 1510 1159

1319 )-18 石 舘 チャート 2630 1340 7421 840〔

132( )-11 Ⅲ 百舘 安山岩(サヌカイト) 2940 1560 43

第

２２‐
図

-ヽ86 SD146 石 錐 (サヌカイトう 670 16316 43

132, 3-22 百錐
‐4山 岩 (サヌカイト) 3600 820 13397

百錐 変山岩 (サヌカイト〕 3090 1000 ミイリキ

錐 黒曜石 (腰岳 系 ) 3110 400
3-14 百鮮 黒曜 石 (腰岳 系 ) 2160 460 072

百錐 チヤート 2270
Ⅲ 石錐 黒曜石 (腰岳系) 2080 410 067

ヨー23 石錐 黒躍 石 僻 尾 系 〕 2180 980
3-22 SD43 石 4 票曜 石 (躍岳 系 ) 880
C-22 石 帝 黒曜 石 (腰岳 系 ) 580 650 299

331 石 鱗 黒 曜石 (腰岳 系 ) 3100 640 300
aaヶ 3-21 石 錐 曜石 (腰岳 系 ) 2700 1250

3-22 SD44 百錐 ト 2290 1220

した柄 があって,は
られ る。1313～ 1340

りしない ものであ り

ヤヽ。

じめて使用 された石錐だと考え

はつまみ部 と錐部の境がはっき

,柄が使われていた可能性 も高

⑤ピエス・エスキーユ (第 222・ 223図  1341～ 1387)

ピエス・ェスキーュは楔形石器と呼ばれ,木や骨な

どの姑象物を割る時に用いる道具と考えられている。

対象物に楔形石器を当て,ハンマーで上から叩くこと

によって割るので,上部には上からの力が力日わり,下
端には下からの力が加わる。このような両極打法に類

似する作用によって,上下両端からの剥離が観察され ,

断面形はレンズ状となる。上下端はそれぞれ直線状の

刃部となっている。指で摘めないはど小さなものもあ

るので,対象物に溝を彫つて割ろうとする方向と平行
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表36 石器観察表14

∫             1339

第221図 出土遺物 石器 (32)石錐

コ番+ 出土 区 遺構 居付 器種 分 類 石 材
大 太

取上げ番f
レベル

(mm) (m)

第

２２‐

図

石錐 課曜石 (腰岳 系 )

えf(仰g

Ⅲ 記躍 石 (日

石錘 記曜 石 (腰岳 系 )

チャート 1320
3-2 Ⅱ 里躍 石 (陣年 系 Ⅲ 2450 530 454 ミ370

1340 Ⅱ 石錐 ミ曜石 (腰岳系)

第

２２２

図

1獣目 躍 石 (晦

1342 1類 黒曜石 (腰岳 系 )

:エスエスキ fl 1 ( )

1344 皿 1 テヤ

1345 1類 黒曜 石 (腰岳 系 )
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第224図  出土遺物 石器 (35)刃潰 しのある石器

に楔形石器を置いたと推察 される。

大坪遺跡出土の楔形石器は,次の 6類に分類でき

そ うである。 1類 (1341～ 1353)は,断面 レンズ状

でほぼ正方形の平面形をなし,上下直線状の刃部を

もつもので,通常認識 される一般的な形態である。

2類 (1354～ 1358)は ,断面形 と刃部は 1類 と同様

であるが,平面形が横長で長方形を呈する。刃部の

長 さが広 く,使用度の低い最初の形態 と考えられる。

3類 (1359～1365)は ,断面 レンズ形 とい うのは同

じであるが,刃部の一方は直線状でもう一方は失つ

てお り,平面形は三角形 となる。使用度は高いと考

えられる。 4類 (1366～ 1871)は断面レンズ形で両

端が尖 り,平面形は菱形をなす。使用頻度が極めて

高いのか,あ るいは対象物の違いによるものかもし

れない。 5類 (1372～ 1380)は ,断面が楔形で両端

とも直線状の刃都 となるものであり,最初の形態の

可能性がある。 6類 (1381～ 1387)と したものは ,

使用中に破砕 したものであると考えられる。

⑥刃潰しのある石器 (第 224図  1388～ 1394)

ブランティングと呼ばれる刃潰 しが縁辺の一部

に観察される石器である。大きさや厚さはそれほど

差はないが,平面形はそれぞれ異なっている。旧石

器時代のナイフ形石器や台形石器に施されるブラン

1392

0           4cm

ティングに極めて頚似 している。

②石核 (第 225～ 227図  1395～ 1415)

石核 は原石か ら目的 とする剥片を剥ぎとつた後

の残 りであり,剥片の大きさや剥ぎとった順序がわ

かる。大坪遺跡出土の石核は次の 5類に分類できる。

1類 (1395～ 1398)は小礫を素材 溢するもので,分
割により平坦な打面を形成 した後,同一打面から表

と裏の 2面を剥いだものである。2類 (1399・ 1400)

は小礫を素材 とし,分割により平坦な打面を形成す

るのは 1類 と同様であるが,同一打面から 1面のみ

剥 ぐものである。 3類 (1401・ 1402)は剥片を素材

とするものであり,平坦な主要剥離面を打面とし,

両側面か ら剥 ぐものである。 4類 (1403～ 1405)は

小礫を素材 としたもので,前の作業面を打面 とす る

打面転移がみ られるものである。5類 (1406・ 1407)

としたものは礫を素材 とし,周辺から中心に向かつ

て剥 ぐ求心的な石核 と呼ばれるものである。1408～

1415は大型の厚みのある剥片を分割 したものを素

材 とし,広い平坦面を打面にして剥片を取つている

ものである。
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表37 石器観察表15

目醤唱 意物群 出土 区 遺構 層匈 器種 分類 石材
昂 大 早 昌 大 重 昌

取上げ番→
べ,レ

(mmう (mm) (mm) (m)

第

２２２

図

エスエスキ‐コ 1雲目 黒躍 石 (日 吏 系 )

C-14 エスエスキ‐コ 1獲百 黒躍 石 (膠岳 系 ) 42

A-22 エスエスキ‐コ 1ユ輌 黒躍 石 (膊岳 系 ) 840
エスエスキ‐コ 1輩百 黒隠 石 (膠岳 系 )

」エスエスキ‐コ 1ヨロ 黒暉 石 (膠岳 系 )

1351 C-14 :エスエスキ‐コ 1至自 黒隠 石 (膠岳 系 ) 42

135′ エスエスキ‐コ 1萎自 黒隠 石 (艇岳 系 ) ミイリキ 42

135【 D-18 Ⅲ :エスエスキ‐コ 1褒自 黒隠 石 (躍岳 系 ) 700 707e 42

:エスエスキ‐コ 2稲 黒隠 石 (隠岳 系 ) 42

スキ‐コ 2堰 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

)-21 Ⅲ fエスエスキ,コ 2堰 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

B-21 fエスエスキ‐コ 2矩 黒曜 石 (躍岳 系 ) 42

fェスェスキーコ 2矩 黒曜 石 (日 東 系 ) 42

3-21 fェスェスキーコ 3短 黒曜石 (躍岳 桑 ) 42

13601B-22 fェスェスキ=コ 3矩 票曜石 (躍岳 系 ) 42

1361 3矩 黒躍石 (腰岳 系 ) 700 42

-ヽ31 3矩 黒曜石 (腰岳 桑 ) 640 42

〕-23 3類 需曜石 (腰岳 桑 ) 42

3類 票曜石 (躍岳 系 ) 42

13651B-2 Ⅲ 3類 票曜石 (腰岳 系 ) 780 ミ887 766i 42

第

２２３
図

〕-23 4類 票曜石 (腰岳 系 )

3-23 4類 襄曜石 (腰岳 系 )

13681D-23 4類 裏曜石 (腰岳 系 ) 570

4類 黒曜石 (腰岳 系

〕-16 Ⅱ b 4類 チヤート 930 832

1371 4類 黒曜石 (腰岳 系 ) 700

〕-15 Ⅲ 5類 チヤート 910 822i 794〔

5類 チヤート

5類 黒曜 石 (腰岳 系 )

〕-16 5類 黒曜 石 (鰹岳 系 )

5類 果曜 石 (腰岳 系 )

)-16 Ⅲ 5類 舞山岩 (サヌカイト) 810

13781B-24 5類 チヤート

〕-17 Ⅱ b 5類 費山岩 (サヌカイト)

〕-17 :エスエスキ=コ 5麺 柔曜 石 (腰岳 系 910 858Z 722t

1381 3-22 6類 柔曜 石 (腰岳 系 42

6類 柔曜石 (腰岳 系 42

)-24 :エスエスキーコ 6麺 柔曜石 (腰岳 系 460 42

fエスエスキーコ 6類 柔曜石 (腰岳 系 42

6類 柔曜石 (腰岳 系 ) 520 42

13861D-22 6類 柔曜石 (腰岳 系 ) 290 42

)-18 6麺 柔曜石 (腰岳 系 ) 42

第

２２４
図

〕-22 刃潰し

)-23 刃潰 し 141

13901B-20 SD44 刃潰 し 242

1391 )-22 刃潰 し 490

13921B-32 刃潰 し 227

3-24 Ⅲ 刃潰 し 214

〕-22 SD43 刃潰 し 176

第

２２５
図

〕-16 Ⅲ 百核 1雲目 黒躍 石 (日 東系 ) 2570 31 90 2325 1777 2048

1396:D-21 Ⅲ 百核 1雲畠 黒曜 石 (躍岳 系 ) 2075 31 20 1800 1181 10017

3-21 百核 1雲壇 黒躍石 (日 東系 ) 2410 3640 1440 1478

C-15 Ⅲ 百核 1姿豊 黒曜石 (躍岳 系 ) 2475 1353

百核 2矩 黒曜石 (日 東 系 ) 2255 2295 1981 ミイリキ

D-23 Ⅲ 百核 2短 黒曜石 (躍岳 系 ) 2770 878

1401 B-22 百核 3類 黒曜石 (日 東 系 ) 1420 1211 43

D-17 Ⅲ 百核 3類 黒躍石 (日 東 系 ) 2367 43

第

２２６
図

C-22 冨核 4類 黒曜石 (日 東 系 ) 2335 1862 43

A-22 百核 4類 黒曜石 (腰岳 系 ) 1560 2530 43

D-12 Ⅲ 日核 4類 黒曜 石 (日 東 系 ) 4865 2740 4137 810こ 43

百核 5類 黒躍 石 (躍岳 桑 ) 1812 2200 3160

D-23 Ⅲ 百核 5緬 黒曜 石 (日 東系 ) 3590 3195

第

２２７
図

B-22 百核 1451

C-23 Ⅲ 百核 898電

D-22 3D43 百核 1360

1411 A-32 Ⅲ 百核 1697(

C-17 Ⅲ 百核

A-22 Ⅲ 百核 15291 8875

B-22 Ⅲ E核 2674 1502(

B-32 百核 2026
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③磨製石斧 (第 228～234図  1416～ 1476)

磨製石斧は本を切り倒したり,木材に加工したりする

道具であるが,時には動物を料理する時,骨を断ち割る

のにも使われたと考えられる。肉厚で重量があり,刃都

が蛤の形をするタイプ (1類 1416～ 1458)は伐採や粗加

工に使われたと考えられる。厚さが薄手で,幅広のタイ

プ (2類 1459～ 1467)は ,伐採に使うには華奢なので ,

切り出してきた木の加工に使われたと考えられる。細長

いタイプ(3類 1468～ 1476)は ,刃 部は片刃であり,整形

石器と呼ばれ,木材の細加工に使われたものであると

考えられる。

これらは単独で使用されたのではなく,木製の柄がつ

いて初めて使える道具になったと考えられる。1類は刃

部が柄と平行する直柄がつく縦斧である。一昔前の鉄

製の斧 (ヨキ)と材質が違うばかりで,使用法も似ている。

ただし,実験結果によると,鉄製の斧がやや上から下ヘ

振り下ろす感じで木を切るのに対し,磨製石斧はほぼ

水平に打ち込んで繊維を切るようにして使うそうである。

民具資料との比較から,刃 部の使用頻度が高くて燃り

表38 石器観 察表 16

減っている方が人間から遠い側になるようである。福岡

県久留米市正徳寺遺跡の柄が付いたまま出土した磨

製石斧は,先端の方が欠けており,このことが確かめら

れた。3類は片刃であることから,膝柄あるいは屈曲す

ることなくまつすぐ伸びる短い柄が付けられていたと考え

られる。より細かな細工をするには,姑象物に直接刃を

置き,力 の強弱を考えながら木槌で柄の頭を叩いた方

が良いと推察されるので,まっすぐな柄が付いていた可

能性が高い。問題は 2類の柄であるが,直柄及び膝柄

両方とも使える形態であり,どちらとも言えない。直柄で

あつた場合は,角 材や板材をとり出す斧に対比できるし,

膝柄の場合は手斧 (チョウナ)のような使い方が考えられ

る。石製土掘具に転用したと考えられる1692も元々は2

類の磨製石斧だつたと考えられる。

本遺跡出土の石斧の石材は,砂岩・頁岩及びそれら

が被熱してホルンフェアレス化したものがあり,力日えて蛇

紋岩もみられる。それぞれの石材産地の追究が課題で

ある。

出土区 遺 構 臀僣 器 種 分類 石材
最 大 長 最 大幅 最 大 厚 ヨ 量

取上げ番号
レベ 几

てomう
′
gう

第
２２８
図

Ⅲ 整型 石 舎 砂岩

Ⅲ 暦 製 石 斧 司ヨ雷 山 寇 522 333 44

Ⅲ 整型 石 書 陀紋岩 1294
3-22 Ⅳ 審製 石 斧 1ヨヨ 妙岩 499

142C Ⅲ 套梨 石 奪 lJ目 秒 井 1077 266

警製 石 斧 1ヨ證 砂岩 1043 468 21000

第

２２９
図

Ⅲ 1暦 石 斧 1ヨロ 7 a30〔

Ⅲ 磨 百 舎 砂岩 822 21800

1暦 石 斧 1〕目 41000
う-1 Ⅲ 基 3 石 得 砂岩 633 26100

1426 3-17 Ⅲ 書製 石 斧 1ヨ壼 砂岩 11000
Ⅲ 密製 石 得 1ヨ雪 砂岩 620 15000 787C

142E 警製石 斧 13證 更岩

Ⅲ 1暦 製 石 斧 1ヨロ 385 4800 423C

)-24 1座 型 石 舎 1類 砂岩 690 272

躍 製 石 斧 1獣目

第

２３０
図

Ⅲ 1磨 剣 石 各 1類 砂岩 7652
)-23S」 1磨 製 石 斧 1家畠 570 54500

14341C-17 Ⅲ 1磨 梨 石 奪 1】電 400 77500 8059 8345
3-22 Ⅲ 警製 石 斧 13韻 砂岩 32800

14361D-4 Ⅲ 1ヨ語 350
ヨー22 iD48 :製 石 斧 1類 砂岩 20000

第
２３‐
図

1438:D-02 1】百 16600

1430 ユー22 W 盛鯉 石 答 可】電 砂岩 33400
144( 磨製 石 斧 1〕讚 リレンフェルス

1441 Ⅲ 磨梨 石 奪 司緬 縦 岩 1ク 97 605 326 38500 1333と

144を )-01 Ⅲ 磨製 石 斧 1麹 妙岩 5200 22000 7

144( う-24 Ⅲ 1輻 ♭掟J 7 17600 176【

婚製 石 斧 1類 妙岩

第
２３２
図

144〔 Ⅲ 磨製石 斧 1輛 )岩

盛鯉 石 舎 可】騒 妙岩 1200
3-33 Ⅲ 磐製 石 斧 1]護 1044 17400

1 義到 石 奪 970 542 275 22000 570(

碁製 石 斧 1ヨ餡 妙岩 33600
屡 裂 石 斧 1ヨ語 砂岩 620 14000 a70C

a-23 m 碁製 石 斧 妙岩 22100
Ⅲ 委型 石 斧 11目 砂岩 82て

145【 Im 甕型 石 舎 1蛍雪 b岩 696 13000

1454 )-17 Ⅲ 碁製 石 斧 呵ヨ消 540 1 77 11100

3D-17 SR26菌 甕型 石 得 司】目 砂 岩 620 280 12000

第

２３３
図

1456 Ⅲ 磐製 石 斧 1ヨ鵠 頁岩 328 340
Ⅲ 層 梨 石 斧 1を目 F」・岩 370

45[ 磨製 石 斧 1]窮 ホルシフェリレス
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表39 石器観察表17

③石製土掘具 (第 235～ 265図  1477～ 1692)

1 はじめに

総数 216,点の石製土掘具を図化 した。石製土掘具の

機能については,土掘具説 と除草具説などがあり,研

究者によつて,石鍬 。打製石斧 。有肩石斧・打製土掘

具などの名称で呼ばれている。本稿では柄に縛つて土

を掘る機能を想定しているので,「石製土掘具」の名称

を使用する。まず,本遺跡から出土 している石製土掘

具の特徴について述べてみる。出土数は,本県におい

て最も多く,石材は安山岩 。頁岩などを多く用いてい

る。製作にあたつては,扁平な板状の素材を剥出し,

これに周縁部から簡単な粗い剥離加工を施 している。

特に基端近くの両側縁に対 しては,細かな剥離や敲打

によつて形を整え,着柄を意識していることが窺える。

石材が軟質なため表面の風化が著しく,剥離の切 り合

いや, 自然面の観察が困難で,刃部・基部に残る使用

痕は確認できない。刃部は使用による摩擦によって摩

滅しているものや,刃部に加わった衝撃により欠損し

ているものが多い。また,半数以上の石製土掘具は,

0                      10cm

基部の途中から欠損している。このような特徴を鈴木

忠司氏の文言を借 りてまとめると「消耗率が高い作業

に使用するために簡易な方法で多量に製作 されてい

る。」ということがいえる。平面形は,大きく3タイプ

に分類できる。平面形が長方形である短冊形 (I類

1477～ 1604),基部から刃部に向かつて幅が広がるバチ

形 (Ⅱ 類 1605～ 1651),基部と刃部の堺に明瞭な肩を

もつラケット形 (Ⅲ類 1652～ 1691)で ある①以上の

形態・製作技法は,これまでの研究論文や報告書の中

で指摘されてきたことであり,本遺跡から出土してい

る石製土掘具もこれまでに出土しているものと同様の

特徴をもつ。

本遺跡で際立っている点は,短冊形とバチ形の数量

がラケット形に対して圧倒的に多いことである。短冊形・

バチ形・ラケット形の形態差は,機能差を反映していると

思われ,その組成比は,当 時の生業活動を解き明かす

上で重要である。石製土掘具の法量差,機能差につい

て検討した後に,大坪遺跡で暮らした人々が,石製土掘

具でどのような作業をおこなったのかを考えてみたい。

図番王 出土 区 遺構 層ヽ 器 種 分 類 石材 取上I麟
レベル

(cm) (cm) (m)

第

２３３
図

D-22 Ⅲ I慶製石斧 2類 賣岩 8525

D-24 Ⅳ I磨製 石 斧 2類 蛇 紋 岩 825 520 6800

Ⅲ 磨 製 石 奪 Vしンフェリレス 709 83こ

Ⅲ !磨 製 石 斧 2類 陀紋 坊

C-23 Ⅲ !
蝕 石 舎 2覇 蛇紋岩 820 072 12834

146と 3-5 屡型 石 斧

C-02 Ⅲ 磨製 石 斧 2類 ホルンフェルス

回 盛興 石 奪 2 岩 904

Ⅳ 石製土掘呉 2類 砂岩 3000 853(

W
'石

舎 3石 ホルンフェルス 5592

3-23 Ⅲ 石 斧 3 293 3600 1286〔 890〔

Ⅲ 磨製 石 斧 3類 ホルンフェルス 145 2500

B-22 SD43 暦製 石 斧 3 更岩 2100 13469

藤製 石 奪 3緬 酔紋岩 522 220 1900

第

２３４
図

C-17 Ⅲ 磨製 石 斧 3類 蛇 紋岩 4500 8062 826〔

Э-5 HI藤製 石 奪 3 百 岩 4000 94t

CD-24 磨製 石 斧 3類 ホルンフェルス

CD-24 :盛 禦 石 律 3 ホルンフエルス
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2 土掘具の法量差について

これまでに石製土掘具の法量差については,主に長

さを基準に論じられてきた。しかし,県 内から出土してい

る石製土掘具の刃部は,摩耗の進行状態に差があるだ

けでなく使用痕が新しい剥離によつて切られているもの

も存在する。このことから,石製土掘具の長さは使用頻

度と刃部の作り直しに大きく左右され,廃棄された時の

平面形や大きさは個々でバラツキがあることが予想され

る。幅と長さは比例すると仮定すれば,法量差を知るた

めには変形の少ない基部幅を基準とした方がよいと考

えた。また,石製土掘具が柄に装着された状態を考える

と,柄の幅に合わせて石製土掘具の幅が規定されるの

ではないかと思われる。以上のことから,実測図は柄に

接触したと想定される平坦な面を正面とし,レイアウトは

原則的に基端から3 clll下 の幅が広いものから並べた。

表 1の散布図を参考に短冊形・バチ形・ラケット形の法

量差について考えてみたい。

I類 (1477～ 1604)

基部幅が 4 clll～ 5.5 clllの Aグループと, 6 clll～ 7

側のBグループに分かれる。各グループ内に含まれ

る石製土掘具は長 さにバラツキがあり,長く使われ

短 くなったものと,短期間の内に廃棄 されたものと

が混在 している状況が窺える。両グループの石製土

掘具の長 さは 10 clll～ 15 clllの 間にほとんどが納まる。

長 さは同じで,幅に違いがあることから,A・ Bグ
ループの間には法量差があると考えられる。

肛類 (1605～ 1651)

基部幅の多くは 3.5 cm～ 5cmの 間に含まれる。その中

で長さに違いがあることは,I類同様使用頻度の差であ

ると思われる。1点 のみ幅6cm,長さが 20 clll以上の大型

品 (1651)が あるが,これは短冊形とバチ形の中間形態

のもので,短冊形のBグループに含まれる可能性がある。

したがって,Ⅱ 類に明瞭な法量差は認められない。

Ⅲ類 (1652～ 1691)

基部幅が 4釦～ 5 clllに 含まれるAグループと, 6
clll～ 7 clllに含まれるBグループに分かれる。両グル

ープとも長 さは 10 cm～ 21 clllの 範囲に含まれ,I類・

Ⅱ類同様,使用頻度の差による長さの違いが認めら

れる。長 さは同じで,基部幅に差があることから,

Ⅲ類は法量差があると考えられる。

小結

以上の事から,I類・Ⅲ類はサイズの違う2種類が製

作されていた可能性が想定できる。基部の狭い石製土

掘具は細い柄に,基部の広いものは太い柄に装着され

ていたことが想定され,基部の大きさは刃部幅に比例す

ると考えられる。例えば,刃幅の広い大型の石製土掘具

は,荒掘りなどに,刃幅の狭いものは特定の場所を深く

掘るなどのように使い分けがあったのではないか。表 1

から大型の石製土掘具は,全体の中でも少数であつた

ことがわかる。I類～Ⅲ類に共通していることは,長さが

10 clllに なった時点で廃棄されていることである。これは ,

柄に縛られていた長さと関係する。つまり,I類～Ⅲ類

とも 10 clllま で短くなると,柄が邪魔になり土掘具としての

機能を喪失してしまうのである。土掘具としての機能を

失ってしまつた石製土掘具はどうなるのであろうか。大

半は廃棄されてしまうが,中 には再加工され他の石器ヘ

と姿を変えるものもある。1688は両端の欠損部を敲打し

て楔に,1689・ 1690は欠損部の周辺から細かい剥離を

力日え刃部へと作り変えている。

また, I類・Ⅱ類には,基部幅が 2 clll～ 3 clllの 小

型の土掘具が存在する。これらは,柄に装着 され る

土掘具 とは別の機能が想定される。さらに,1692は

磨製石斧の欠損品が石製土掘具に転用 されている。

これ らの事例は石製土掘具が “壊れても利用できる

ものは利用する"と い う縄文人の観念をよく反映 し

ている道具であるとい うことを示 している。

3 石製土掘具の使用法について    ‐

(1)研究史

石製土掘具が “土を掻 く道具"であると最初に論

じたのは大山柏氏であるといわれている。その後多

くの研究成果があり,主なものを表 2にまとめた。

各研究者に共通していることは,柄に縛って使用す

るということである。形態の違いによる着柄方法は ,

各人によって意見の相違があるが,大きく2通 りにま

とめることができる。 1つは,棒状の柄に石製土掘具

を装着 し,鋤または掘 り棒として使用するという考え

方である。鈴木氏は石製土掘具の身と刃部に残された

使用痕を検討 し,短冊形がこのような着柄によつて使用さ

れることを指摘 している。東氏は,民具資料との比較・

検討を行い, ラケット形が現在も山イモなどを掘る際

に使われている「キンツ」と呼ばれる民具に似た使用

方法を想定している。もう1つは,現在のクフのよう

に,斜めに打ち下ろして使用するという考え方である。

南九州でも刃部に残る使用痕を検討 した宮田氏や乗畑

氏によって指摘されている。小円氏は,短冊形に幅広

い機能を考え,特に身の両端から快 りを入れた分銅形

と呼ばれているものは,両頭の斧としての機能を考え

ている。分銅形については,松村氏も土掘具以外の機

能を想定 している。なお,東氏は民具事例を基に,短
冊形 とバチ形について打ち鍬≧引き鍬を兼ねた手鍬の

ような使い方を想定している。
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使用法については,様々な視点で研究が行われて

いるが,短冊形・バチ形・ラケッ ト形などの各形態

ごとに統一 した基準で検討 した例は少ないように思

われる。ここでは, I類～Ⅲ類の刃部に残 された使

用痕から,着柄方法 と使用法についてこれまでの研

究成果を基に整理を行 う。

本遺跡から出土している石製土掘具は,表面が摩

耗 してお り,使用痕を観察することはできない。そ

のために,千迫遺跡・榎木原遺跡 。中ノ原遺跡・榎

木崎 B遺跡か ら出土 している資料を対象 とした。ま

た,小田氏・松村氏のい う分銅形は本遺跡から出土

していない。 したがつて,分銅形は今回の分析姑象

に含まれていないとい うことになる。

(2)短冊形・バチ形・ラケット形の使用法について

3つの中で最もよく使用痕が残つているものはラケ

ット形である。その特徴は,片面に長くまたは広い範

囲に線状痕と摩耗痕が残 り,片刀となっているものが

多い。おそらく,現在のクフのように斜めの方向から

土に接するので,土 との摩擦が大きい片側の面に使用

痕がよく残ると考えられる。刃部が片刀状を呈するの

も,使用により摩耗が進んだ結果であると理解される。

さらに平面形をよく観察すると,刃部が片べ りしたも

のが多く見受けられる。刃部を実体頭微鏡で覗いてみ

ると,片べ りした部分に縦方向の線状痕が集中してい

る状況が確認できた。片べ りの原因は,部分的に摩耗

が進むことが原因と考えられる。この様な現象は現在

の打ちクワなどにもみられ,右利きの人は右側が,左

利きの人は左側がすり減るとされている。以上の事か

ら,ラケット形は柄に装着され,上を掘 り起こすだけ

でなく,混ぜたり,広げたりと様々な機能を持つてい

たことが想定される。使用される柄は,東氏が指摘し

ているように膝柄の可含〕性が考えられる。

短冊形はラケント形と違い,線状痕と摩耗痕の残りが

悪い。このことは,両者の使用法や使用期間の違いを

表しているのかもしれない。刃部に残る線状痕,摩耗痕

の範囲は,ラケット形のように両面で大きな違いはみら

れず ,ほぼ同じである。刃部は明瞭な片刃になるものは

なく,両刃に近い。この様な特徴は鈴木氏が指摘してい

るように,棒状の柄に石製土掘具を平行に装着し,ほ ぼ

垂直に突き刺して土を掘った結果であると思われる。縦

方向に残る線状痕や摩耗痕の範囲に大きな差が認めら

れないこともこの様な使い方に起因するのであろう。民

具に類例を探せば,「キンツJと呼ばれる山イモなどを掘

る道具に使用法は近いと思われる。

バチ形は,短冊形同様 ,刃部に線状痕 ,摩耗痕がほ

とんど形成されず,刃 部が明瞭な片刀となるものはみら

れない。摩耗痕や製作技法の検討を行った鈴木氏によ

れば,短冊形とバチ形に特別な機能差は存在しないとさ

れている。バチ形の刃都に残された線状痕。摩耗痕の範

囲は,短冊形と大きく変わらないことから,鈴木氏の指摘

したように両者の間に明らかな機能差は認めがたい。つ

まり,バチ形は,短冊形同様 ,棒状の柄に装着し使用さ

れたと考えられる。それでは,バチ形と短冊形の形態差

はなぜ生じるのであろうか。円礫のどの部分の承1片が石

製土掘具に使用されているのかを検討した小田氏によ

れば,短冊形とバチ形では素材となる剥片を剥出する場

所に違いがみられるという。同時に,同じ場所から剥出し

た素材剥片を共有していることを述べている。本遺跡で

出土している石製土掘具の法量の検討から,バチ形は

短冊形に比べて大型品が存在しない可能性があり,バ

チ形の素材となる剥片の大きさに規制されるのかもしれ

ない。以上を整理すると,小 田氏のいうバチ形に本遺跡

のラケット形が一部含まれている可能性があることには

注意を要するが,短冊形とバチ形の形態差は,素材とな

る剥片の大きさと形態差によるものと考えておきたい。短

冊形とバチ形の中間形態が多く存在することも,両者が

似通つた部分から剥出した剥片を利用するためであると

思われる。両者の間に剥片選別の意識が薄いことは ,

「消耗が激しいために,簡単にたくさん作る」という石製

土掘具の性格をよく表していると考えられる。

(3)大坪遺跡の人々は石製土掘具で何をしたのか

大坪遺跡で暮らした人々は,石製土掘具をどのような

場面で使つていたのだろうか。これまでに,石製土掘具

は畑作や根茎類の栽培に使用したという論が主流であ

つた。本県でも,プラントオパール分析や収穫具の存在

から畑作との関係が指摘されてきた。この問題を考える

前に,石製土掘具の出土状況と遺跡の立地について再

度触れておく必要がある。以下に要点をまとめた。

出土状況について :本遺跡から出土 している石製

土掘具の特徴は,短冊形 とバチ形の比率がラケット

形に比べ高いことは前に触れたが,それ以外に,短

冊形の刃都片が多いことが注目される。

遺跡の立地について :米 ノ津)||に よつて形成され

た沖積地に立地 し,多数の埋設土器・玉・石錘など

が出土 していることから,これまでに県内で見つか

つている台地上の遺跡 とは同じカテゴリーの中で論

じることはできない。

刃都片が多いことは,遺跡周辺で石製土掘具が使用

されたことを暗示 している。具体的には,鋤に近い使

用法が想定される短冊形とバチ形は狭く深い穴を掘る

ことに適 してお り,土器を埋設する土坑の掘削や,標

高の低い沖積地周辺に生えている根茎頚 (ヤマイモ)

の採取などに使用されたと考えたい。遺跡周辺の土壌

は固い粘質土であるため,棒状の柄に装着された石製
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土掘具は大きな力を発揮したものと思われる。では,

ラケット形はどのような作業に使用されたのだろうか。

明確に特定することはできないが,遺跡の立地や,収

穫具が出土していないことから,本遺跡で焼畑などの

農耕に使用された可能性は低いだろう。根を掘 り起こ

し食べることのできる植物の中には,それほど深く掘

り起こさなくても採取できるものがある。ラケット形

はこのような植物の採取に使用したと想定したい。つ

まり,短冊形・バチ形とラケット形では対象とする植

物が異なるということになる。

(4)各遺跡における石製土掘具の組成

表 3に 主要な遺跡における石製土掘具の組成比

を示 した。表は遺跡で主体となる土器を基に時期の

古い方から並べている。

表 3の組成グラフから干迫 。大坪などの平野部の遺

跡と榎木崎B・ 榎木原・上野原などの台地部の遺跡で

は組成,ヒ が違 うことが見てとれる。特にラケント形は

大隅半島を中心とする台地上の遺跡で安定して出土し

ており,台地上でよく使われる石器であるといえる。

榎木原遺跡 。中ノ原遺跡・榎木崎B遺跡では,石製の

収穫具が伴い,栽培または農耕が行われたことが想定

されていることから,台地上の遺跡では栽培または農

耕にラケット形の石製土掘具を使用したことが推測さ

れる。ラケント形は土を掘 り起こす,混ぜる,広げる

などの機能を持つていることから,作物の植付けや ,

雑草の除去など様々な場面で活躍したと思われる。ラ

ケット形は,割 |1式土器出現以降,主体となる傾向が

あり,孔列文土器を伴つて朝鮮半島から伝播 した畑作

文化との関係が注目される。

各遺跡における石製土掘具の組成の違いは,根茎

類の採取 と栽培または農耕 とのどちらに比重を置い

ているのかを反映 している可能性がある。比較・検

討できる資料が限られるために時期差を考慮 しなけ

ればならないが,組成比の違いは大雑把に言えば台

地上と平野の遺跡間での生業形態の違いを反映 して

いると思われる。このことは,山崎純男氏が指摘 し

た平野部の貝塚 と台地部の遺跡間における 「食料生

産における地域相互の補完関係」を視野に入れなが

ら,本県の遺跡についても検討 していく必要がある。

また,こ のような問題は各遺跡における石器組成の

検討を通 して解決 していくことは言 うまでもない。

(5)今後の問題

石製土掘具はこれまでに縄文農耕との関連で多くの

論文や報告書の中で論 じられてきた。しかし,想定さ

れている縄文農耕の中味は,焼畑・畑作・栽培などが

あり,各研究者間によつて意見の統一をみていない。

南九州でも,プラン トオパール分析等によつて,その

実態の追求が行われてきたが,時期 を明確に特定でき

る生産遺構を対象 としていないために具体的な様相に

ついては不明な部分が多かった。そのような状況の中

で,1988年に調査が行われた末吉町桐木遺跡では,縄

文晩期 (入佐式新段階)にあたる竪穴住居跡からウォ

ーターフローテーション法によって小豆が検出された。

ウォーターフローテーション法は栽培種を特定する有

効な手段の 1つである。 この様な調査成果の蓄積から

導き出される農耕または栽培の具体像 と石製土掘具の

個別研究を両立 させながら,石製土掘具の使用法につ

いて考えていく必要がある。

石製土掘具の形態分類は各報告書の中でそれぞれな

されているが,中には細かな平面形態の違いのみで分

類 している例 もある。遺跡で見つかる石製土掘具はあ

くまでも廃棄 された時の姿であ り,埋納 されたか どう

かや欠損・摩耗・刃都再生の状態によつて個々の形態

は大きく違 う。 このような,石製土掘具の性質 と機能

を十分にふまえて分類 を行 うべきである。また,当時

の生業を復元する上で欠かすことのできない石器の組

成についても,正確なデータが報告書の中で提示 され

ているとは言い難い状況であると感 じる。実測図を掲

載する以前に基礎的分類や出土状況などを十分に吟味

し, どのような情報を盛 り込んでい くのか真剣に取 り

組んでいかねばな らない。
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告書初

刀 癒刀瘍察多旨委ミ会 ′%7乃身ん馬動娩′た児房察Z房
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支望振移物騎競泰霧告き解妙                  どど励 蕩疾立塑魔ズを″を,ター フ
"∂

ゲ坐″

〃 励 勝 纂 夢蔑 頼 会 ′
"′

″蒻 襲

"rrノ
励 霧 銀     ″(第2～

「
地点溌 随V協 効 ～物 ノ海 勝 叛 効

茅告書密υ                   ″ センタ■勅蒻箔ジ告書密〃

′′症孵誹 乾 賜効乾〃 βケ ー ′
"′

効 勁 〃    ′」都城市貌貴委員会 ′解 癖 毯 迎 麺 訂″茂文を財調査

月蕩案立盟歳文拷″センタ=必蒻調査ガ舎き佗′         茅舎多 多π寮

表1基部幅と長さの関係 (完形品のみ )

◆ I類  。Ⅱ類  ▲Ш類

表2 石製土掘具の使用法について

研究者
使用法

文 献
JIg鮒 形 バチ形 ラケット形

小田静夫
多種類に利用(片刃の斧・ク
ワ・掘棒などに使用

クワのよ〕こ着柄し使用

穴 黒 司

除 草 具 のた め の 上 掻 き具

亀に霞 着 し,劉・クワ

姻 光 揮 手クワとして便用

燕和幸 打ち鍬と引き鍬を兼ねた手鍬として使用
民具の「キンツ」のような道具
(鋤として使用)

8

正 信 柚 に 振 君 し 樹 木 の 阜 刈 り用 具 として

置 齢 名 土 器 41式 短 冊 形 バ手形 うケット形 不 閉

子 i日 8

押 4 1

中 ノ原

R 予難 5

2

上 野 房 4

各遺跡における石製土掘具の組成

千迫

大坪

中ノ原 I

榎木崎B

榎木原

上野原

20%         40%         60%

■短冊形 ■バチ形 ロラケット形 口その他
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第235図 出土遺物 石器 (46)石製土掘具

-281-



潤

躙

躙

謬

1佃0

0                      10cm
|

石製土掘具



憮
醐
瑚
爛
脚
懸

鍮
脚
棚
ν

櫛 6

0                      10cm

出土遺物 石器 (48)石製土掘具

―
 ▼



～
二I｀
十1

〇  

側

出土遺物 石器 (49)石製土掘具

-284-



ｈ
ｍ
Ⅷ
鰯
υ

鍮

綾

爛

＝

Ｍ

添
陣

珈

協

慰

困

団

蠅

腑

Ｖ
1511

0                     10cm

第239図 出土遺物 石器 (50)石製土掘具

錫

-285-



ｍ
鰍
柚
門

維
□
＝

綴

鰯

鯉

⇔

⇔
0                      10cm

石製土掘具第240図  出土遺物 石器 (51)

-286-



森
勒
牌

嫌
鰯
院
Ｍ
Ｍ

υ   m

0                     1ocm

_     1529

第241図  出土遺物 石器 (52)石製土掘具

-287-



於

脚

即

徽

第242図  出土遺物 石器 (53)石製土掘具

-288-



磯
Ⅷ
Ⅷ
□

＆

些

,＼
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第265図  出土遺物 石器 (76)石製土掘具

表40 石器観察表18

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材

第

２３５

図

第

２３６
図

第

２３
図

第

郷
図

第

２３９

図
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表41 石器観察表19

図要伴 出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 最 大 幅 :最大 厘

取上 げ番→
レベル

(Cm) (cm) ( )

第

２４０

図

う-24 Ⅲ 石禦 土 編 良 麺 賓山岩 11 27 310 12181

1514 Ⅲ 百興 土 編 亘 短 更岩 975 11000 8859 7355
3-23 Ⅲ 百勲 上 編 景 輛 更岩 900 17000 15490 8905
〕-14 Ⅲ 百製 土 編 皇 類 受山岩 1032

1517 Ш 石 梨 土 編 埋 箱 書山 岩 225 755フ

1 皿 百製 上 編 握 箱 書山 井 225 4000 8095
1519 )-48 ,48・ ―揺 百製 上編 晏 箱 ユ山岩 835 10000

)-24 Ⅲ 百製 上 編 ⊆ 類 書山 岩 11000 1158 8535

第

２４‐

図

1521 1 皿 百禦 土 編 F 範 賓山岩 10000
1522 3-30 皿 百禦 土 IFF握 麺 員岩 995 11000 1662(

1523 ユー3 Ⅲ 百梨 土 編 垣 類 1安 山岩 1071 630 20000 765を

1524 Ⅲ E製土 編 寝 麺 貫岩 111 5700 14091 8265
1525 Ⅲ 百型 土 編 皇 麺 罠岩 507 9900 1437 8395
1526 C-23 E即上 編 目 類 頁岩 406
1527 D-16 Ⅲ 百剣 上 編 痕 類 百 岩 899 479 11400 3751 82〔

C-13 肛 製 土 編 填 4g 貢 1321 527 17000
製 土 編 ⊆ 類 買 447 099

1590 Ш 禦 土 編 晏 類 買 1005 9400 758〔 8615

第

242

図

1531 〕-15 土編 ⊆ 類 安 山 岩 1281 668 26000
1532 3-32 土編 填 安 山 岩 20000 1695〔

1533 Ⅲ 上掘 晏 安 山 岩 1083 21000 1352 769
1534 A-22 Ⅲ 上掘 ⊆ 類 貢 岩 1050 550 1586〔

1535 )-17 Ⅲ 上掘 長 類 安 山 1387 667
1536 )-18 Ⅲ 石 隻 土紀 興 類 安 山 635 20000 6934

第

２４３

図

1537 SD43 石 土紀 興 網 安 山 岩 780 235 42000 12155 8525
1538 3-17 Ⅲ 石 製 土 掘 麺 審 山 砦

1539 3-5 Ⅲ 石 土 掘 呉 緬 多 山 岩 122 7500
1540 3-23 石 土 種 安 山 岩 839 9000
1541 石禦 土 編 旦 緬 百 岩 11 31 666 114 6000

Ⅲ 石鯉 土 編 亘 類 安 山 岩 1147 720 28000 1582℃ 877(
)-21 Ⅲ 石型 土 稲 亘 増

~F山
岩 683 209 22000 10031 863〔

SD44 石鯉 土 編 旦 網 安 山 岩 874 19500

第

２４４

図

百禦 土 編 星 類 百 岩 210 11000 770′

百禦 土 編 旦 類 百 岩 516 12000
,-23 百剣 土 編 星 類 百 岩 449 6400
-ヽ22 Ⅲ 百蝕 土 編 亘 類 質 岩 722 7000 15361 8

B-22 皿 百製 土 編 景 類 安 山 岩 1220 202 31000 1485; 889t
155〔 C-22 SD43 百製 ± 4F旦 類 安 山 岩 1300 1075 66000 1282;
1551 日-15 Ⅲ 百梨 土 編 晏 緬 安 山 岩 900 19000 2991

日-22 Ⅲ E製土 編 晏 類 安 山 岩 1019 647 14000 1354〔

第

２４５

図

155( D-02 百製 上 編 ⊆ 類 1333 842 253 42000
1554 C-18 Ⅲ 百製 上 編 填 類 安 山 | 1089 7425

B-14 Ⅲ 百製 土 編 握 類 安 山 ! 557 10000 14103
C-17 Ш :土 編 ⊆ 類 頁 岩 919 22000 8375

1557 B-15 土掘 晏 麺 守 山 岩 11 12 755 13633 8275
155〔 Ⅲ 土掘 呉 緬 安 山 岩 860 750 7467
155〔 D-17 Ⅲ 土編 ⊆ 網 警 山 岩 996 322 28000 1595 8075
156( C-22 E製土編 晏 箱 客 山 岩 1159 1216 8535

第

２４６
図

)-16 Ⅲ g禦上網 目 類 頁 岩 1144
g禦土 編 舅 類 頁 岩 906

1563 3-15 Ⅲ 巨製 上 編 旦 類 頁 岩 872 677 10000 827
)-23 Ⅲ 日禦 上 編 旦 類 安 山岩 1049 29500 1067′ 876〔

)-13 Ⅲ 日型 土 編 旦 類 安 山岩 664 7000
Ⅲ 日輿 上縮 亘 類 安 山岩 664 9000 1076

3-18 Ⅲ S製土 縮 旦 類 頁 岩 1093 8854 7365
-ヽ32 石禦 土 編 星 類 安山岩 649 1704(

第

２４７

図

)-01 SK26 Ⅲ 百禦 土 編 埋 類 安山岩

157C )-1 Ⅲ 百型 土 編 握 類 安山岩 1509 80(
1571 )-12 百禦 上 編埋 類 買岩 844 7622
157⊇ 百禦 土 網 目 類 安山岩 11 14 632
1573 D-14 Ⅲ 百禦 土 縮 目 類 安山岩 1105 624 977
1574 百製 土 編 目 類 安山岩 842 620 12000 7632
1576 百型 土 編 目 麺 安 山 岩 519 620 6000
1576 Ⅲ 百型 土 編填 網 百 岩 915 616 6000 14022 8275

第

２４８

図

1577 百禦 土 編 填 類 安山岩 1160こ 83t
157〔 皿 百禦 土 編 填 類 更岩 11000
157( 〕-22 SD44 E製 上 tfF垣 類 安山岩 700 8000 86(

日興 土 編 垣 類 買岩 825 0000
1581 Ⅲ S剣 十 編 垣 類 安山岩 500 100p

1582 B-14 SX81 g鯉十蝙 目 類 山石 575 1430(

1583 D-13 g鯉 十縮 目 類 山石 I 500
1584 D-12 ] 石劃 十編 景 類 賓山岩 569 9 8000 77471

第

２４９

図

1585 〕-12 コ 石剣 十 編 目 類 舞山岩 11 25 567 13100 7717
1586 3-22 SD43 石刻 土 編 景 類 山石 14000 1283(

14 石禦 土 IFF景 類 】石 11000 82751
Ш 石禦 ■編 旦 類 ］石 822 552 11000 128741

1589 百禦 土 編 旦 類 “石 8700
1590 3-33 Ⅲ 石禦 土 輛 星 類 山石 8100 16156 9575
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表42 石器観察表20

出 土 区 遺 構 層

`
器 種 分 類 石 材

昌 大 粍 昂 大 幅 昌 大 厚 重量 レベル

(cm) (cm) (cml im)

第

２４９

図

1591 3-34 Ⅲ 製 土 編 晏 麺 安 山 岩 772 530 9500 16458 9415
1592 Ⅲ 製 土 編 ⊆ 範 安 山 岩 4000
1593 ユー32 Ⅲ 製 土 掘 晏 覇 安 山 老 775 529 13000 16997

第

２５０

図

1594 Ш 百製 土 編 垣 組 百 岩 673 1 21 5900 8596

1595 〕-15 Ⅲ 百禦 上 IF逗 麺
‐4山 岩 659 6000 1395こ

1596 ヨー24 百禦 土 IF塩 覇 百 岩 555 5000
1597 C-19 型 土 IFF寝 類 妻 山 岩 934 1 71 12000
1598 禦 土 編 填 百 岩

1599 D-4 Ⅲ 製 土 編 填 奏山 岩 586 6000 7707
1600 鯉 土 編 重 蔓 岩 1041 478 10200

1601 D-17 Ⅲ g興土 編 重 箱 百 岩 11400 1703

1602 C-01 Ⅲ S剣土 編 重 箱 安山岩 493 8000
1603 S禦土縮 軍 緬 砂岩 4000
1604 C-5 Ⅲ S禦上縮 軍 類 安山岩 410 322 2000

第

２５‐

図

1605 B-34 S禦土 縮 軍 Ⅱ 緬 安山岩 1950 67000 9485
1606 D-02 肛 g禦上 編 軍 Ⅱ 網 妻山 砦 1578 200 32900 7575
1607 D-13 Ш g禦土 編 重 Ⅱ 麺 妻山 岩 26300 832 7547
1608 D-16 皿 g禦上 編 重 Ⅱ 網 審山 岩 1483 31000 811
1609 g禦上 編 景 Ⅱ 網 多山 岩 905 519 11700

161C Ⅲ 禦 土 編 良 工麺 百 岩 960 552 「1900 1526 809(

第

２５２

図

1611 C-22 Ⅲ 梨 土 編 重 工箱 更岩 1255 707 26600 1123〔

1612 C-15 Ⅲ E製 十 編 目 工箱 奏山岩 11 58 619 17500 2631 811
1613 C-24 肛 FT型 十編亘 工箱 舞山岩 1408 27500 1245そ

1614 T 「 r E鯉十編 亘 Il箱 買岩 1463 20000
1615 3-20 Ⅲ 石剣 十縮 景 Ⅱ類 更岩 1610 23900
1616 )-22 皿 石鯉 十編 景 Il箱 舞山岩 1281 4900 10844

第

２５３

図

1617 3-3 石鯉 十編 景 肛麺 舞山岩 552 5300 1240 763〔

1618 6 石鯉 十編 景 ll箱 舞山岩 11 36 3800 8749 723〔

Ⅲ 石剣 十 1F旦 π 緬 更岩 983 22500 803(
162C 5 Ⅲ 石 土掘具 Ⅱ類 安山岩 1097 16300
1 b 百 土 圧類 罠岩 1083 10000 8449

3-2S Ⅲ 百 土掘 与 Ⅱ類 罠岩 11 23 568 11622

Ⅲ 百 土 Ⅱ 類 冤山 岩 884 509 765を

)-2 SD44 Ⅲ 百 土 Ⅱ 類 ミ岩 11 34 11000 857〔

卜弟

２５４

図

b 百 土 Ⅱ 類 ミ君 1061 14000

Ⅲ 百 Ⅱ類 ミ君 7000 8155
1627 ユー2 Ⅳ I類 ミ君 1246 529 17900 1308 844

冨製土掘具 頁 岩 l i85 11500 16611 983こ 4

3-2 Ⅲ 百製 土 455 7617
百裂 土 ］石

1631 3-22 Ⅲ 百裂 土 更岩 250 1461( 86て

)-16 Ⅲ 石製 土 Ⅱ 類 露山 岩 218 152〔

第

２５５

図

,-23 皿 百製 土 Ⅱ 類 寛岩 7000 1286( 892E

多-14 SX75 百製 土 Ⅱ 類 砂岩 1145 17300 1432

)-13 Ⅲ 百製 土 E類 冤山 岩 690 11000 7562
163( )-17 頁 岩 958 799Z

安山 岩 583 12000

3-23 Ш E製土 編 晏 更 岩 636 7 12000 15821

百製 土 編 晏 Ⅱ 類 買 岩 602
百 土編 ⊆ Ⅱ 麺 頁 岩 505 10000

第

２５６

図

1641 B-23 皿 百製 上 編 星 Ⅱ 麺 妻山 岩 2000 1660〔

D-16 百製 土 編 重 更 岩 5000
C-22 製 土 編 呉 I類 賓山 岩 989 580 1117(

1644 皿 製 土 編 呉 妻山 岩 56000 1476 8325
B-22 Ⅲ 日製 土 編 呉 Ⅱ箱 百 岩 12500 15455 883
C-22 3D44 皿 g製土 編 呉 Ⅱ緬 買岩 11 34 692 19800 1115(

第

２５７

図

B-30 肛 g禦土 編 旦 Ⅱ緬 買岩 1041 16000 9375
g禦上縮 星 Ⅱ類 舞山岩 22000

B-23 I g型上縮 重 Ⅱ麺 賓山岩 21000 14887 89′

165( C-22 E鯉土 縮 星 Ⅱ網 賓山岩 1023 11000

』 日製 上編 星 圧箱 1山 岩 2137 42500
Ш 日禦 土 編 旦 Ⅲ 網 更岩 2150 33000 427G 8595

-ヽ32 Ш 日禦 上 編 遅 Ⅲ 緬 山 岩 1720 1005 57500 1635e 9595

第

２５９

図

1654 )-23 SD44 □ g禦 土 編 恒 Ⅲ 塩 ヨ 共 11 88 9500 8505
1655 S禦 土編 握 Ⅲ類 ヨ岩 11 53

1656 C-23 Ⅲ F製 十 網 目 Ⅲ類 ミ君 1133 1180g 8925
1657 -ヽ34 Ⅱ F製 十 網 埠 肛類 ミ君 1066 11000
1658 Ⅲ Ef製 十 組 擦 Ⅲ類 良 店 11 86 322 216 25500 1586(

1659 Ⅲ Ff製 十 輛 g 肛類 賢 山 君 1219 18000 1583;

1660 エ 需製 十ffF目 肛 良 岩 664 492 210 3700 7672
1661 3-02 Ⅲ FT製 十 輛 目 Ш類 安山岩 916 640 7000 7575

第

２６０
図

1662 )-12 Ⅲ FT剣 十 堀 目 Ⅲ類 買岩 1034 690 248 19900 7642
166℃ -ヽ3 Ⅲ Ff禦 十 編 目 阿 箱 安山岩 1147 1061 227 26000 1647′

石製土掘具 匝類 安 山岩 1420 1042 177
第

２６‐

図

3-29 SD55 百裂 土 | Ⅲ 類 買 岩 983 777 22000 13167 922〔

)-21 皿 」ェ: Ⅲ 類 賢山 岩 1253 1210 37000
E裂土掘 Ⅲ 類 賢山 岩 11 25 720 1514( 867(

SP59 石 土 掘 Ⅲ 類 ミ岩 866 775
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表43 石器観察表21

出土 区 遺 構 層付 器種 分類 石材
最 大 長 最 大幅 最 大 厚 重量

取上げ香手
レベル

(cm) (m)

第
理
図

166( 百梨 土 Ⅲ 妻山 岩 822

16701D-24 Ⅲ 百製土掘具 Ⅲ類 費山岩 573

石製 土掘具 Ⅲ 類 棄山岩 375 622 4000

16721C-24 Ⅳ 百製 土 コ 】石 225
Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 類 更岩 755 12100 1294【

16741C-26 Ⅲ 石 型 土 Ⅲ 山 堵 295 900t

第

２６３
図

Ⅲ 石製 土掘呉 Ⅲ 類 舞山岩 13000 832t

)-23 SD44 百梨 土 Ⅲ 妻山 岩 753 1023 9886 85;

Ⅲ 石 裂 土 □ ］石 988

3-22 Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 類 費山岩 13000 1519` 880こ

1679 Ш 石梨 土 Ⅲ 山 岩 7692

16801BC-23 石製 土掘具 Ⅲ 類 安山岩

1631 Ⅲ 石製 土掘具 Ⅲ 麺 審山 井 655 12000

1682 Ⅲ 石製土掘呉 Ⅲ 類 妻山岩 427

第

２６４
図

Ⅲ 石製 土掘呉 Ⅲ 類 更岩 579 236 13000

16841C-14 Ⅲ 石禦 土 編 員 Ⅲ 麺 36000 8175

16861D-12 肛 石製土掘呉 Ⅲ 類 更岩 998 33000

168℃ Ⅲ 石製土掘具 Ⅲ 類 費山岩 583 700 333 18000 2824 837こ

Ⅲ 石 製 土 Ⅲ 麺 山 岩 49800

Ⅲ 石製土掘呉 Ⅲ 類 更岩 7000 8355

16891D-22 Ⅲ 石製 土 Ⅲ 類 6000 10262

第

２６５
図

Ⅲ 石 裂 上 掘 呉 Ⅲ 麺 更岩 7800

S」 31 石製土掘具 Ⅲ 類 頁 岩 1006 637 276 12400

1692 石梨 土 石斧朝 227 13500 738芝

⑩円盤状石製品 (第 266～269図  1693～ 1717)

今回の調査では 25点の円盤状石製品が出土した。石

材は安山岩が最も多く,砂岩や頁岩もある。平面の形

状は正円に近いものが多いが,1704・ 1706・ 1708・ 1714・

1716な どややいびつなものもある。大きさや耳 さが類

似 している点と,剥離の仕方が同様であることから,

円盤決石製品に含めてある。円盤状石製品は縄文時代

後期から晩期にかけて使われたものであり,石材,厚

さ,剥離方法が石製土掘具に類似 している。楔として

使われた結果,最終的な形が円盤状になったとい う考

えもあるが,直径 5 clll以下のものがみられない点など

疑問も多い。使われた時期が一時的である点も,糸電文

時代を通 して一般的に使われていたとは考えにくい。

時期的に重複 しながら先行する十字形石器も同様な材

表44 石器観察表 22

質と剥離手法を用いることから,何 らかの関係が窺え

る①両者の共通点は,他にも直径が近い点と求心的な

形をしているとい う点がある。十字形石器は祭祀用と

する考え方もあるが量的に多すぎる。

ある程度実用的でありながら,時間的に糸匹続 しな

い点は他の材質に置き換わつた可能性もある。石の

特性は硬い点や重い点などがあ り,その特性を活か

した使われ方 も想定 しなければならない。形状 と石

材,それに継続性がない同様な石器には環状石斧 も

ある。いろいろな点を考慮 しながら想定される用途

を出し合った上で,実物を観察 しながら絞 り込んで

いく方法が良いと考える。その想定される用途の一

つ として,民族事例にある十字形 と円形の突起をも

つ梶棒も挙げておきたい。

出土 区 離 唇

`
器 種 分類 石 材

昂 犬 尋 尋 犬 値 昇 大 厘 百 昌
取上げ香E

レベザレ

(cm) (m)

第

２６６

図

η盤形石製品 審山 岩 756

1盤形石製品 奏山岩 10000 300C 49

169〔 A-22 Ⅲ 1盤形石製品 1483Ч 49

D-18 Ⅲ η解形石製品
~t山

: 22000 49

1盤形石製品 砂岩 884` 49

Ⅲ ■解形石製品 妻山 岩 251

D-21 Ⅲ ¬盤形石製品 砂岩 32000 1082( 40

A-21 1盤形石製品 書山 岩

第
２６７
図

¬盤形石製品 砂岩 644 12000 831と

170笠 D-21 Ⅲ ¬盤形石製品

B-22 Ⅲ ¬需形石製品 1354と

170Z C-24 Ⅳ ¬盤形石製品 妻山岩 33500 12321

SR? η器形石製品 妻山 岩 625
η盤形石製品 費山岩 11500

1 Ⅲ η盤形石製品 942 883を

ヨ盤形石製品 交山岩

第

２６８
図

A-26 円盤形石製品 中石 4300

SK76 円盤形石製品 書山 井 828 35000

Ⅲ 円盤形石製 品 更岩 886 20500 826【

1 Ⅲ 円盤形石製品 山 岩 31000

D-01 SK26 Ⅲ 円盤形石製品 舞山岩 826 18000

Ⅲ 円盤形石製品 777 32000
SD49? ヨ辮形石製品 審山 其 957 18000 938【

Ⅲ 円盤形石製 品 更岩 19000

Ⅲ 円盤形石製 品 審山 其 40500
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第266図 出土遺物
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第 269図  出土遺物

①磨石・敲石・凹石(第 270～285図 1718～ 1928)

今回,大坪遺跡で出土した磨石・敲石・凹石類は 700

点を超える量であったが,実測して掲載したのは半分以

上が残った211点である。全体を見通しての印象は,大中

小と大きさが多彩であることである。特に,他の遺跡では

小型の磨石や凹石を目にしないので,違和感を覚える。

最大長及び欠損したものについては短軸から推定した最

大長を基にして,小型は6cm未満,中型は6～ 1 l clll未満 ,

そして大型は 11～ 16 clllとした場合,それぞれ 85点・65

点。32点である。最大長が欠損している場合,基にした最

大幅は小型 5,5 cm未満,中型 5.5～ 9cm未満,大型9cm以

上である。個数としては大差ないが,大型の磨石類は欠

損品が多い。この点については,どのような使い方によつ

て割れやすいのか検討することが課題である。なお,割れ

た後も敲打具として割れ面を使用している例も 1801・ 1802

などにみられる。石材は安山岩と砂岩が大半を占め,大

型には安山岩が多い。次に機能面に注目して,研磨面の

みをもつものを磨石,側面に敲打痕のみをもつものを敲

石,平面の中央部に敲打痕をもつものを凹石として分類し

た場合,次の様な組み合わせが仮定される。それぞれの

観察結果は表 45～48に示したとおりである。

形状だけが磨石等に似るもの :A類
磨石のみのもの

敲石のみのもの

凹石のみのもの

磨石十敲石

磨石十凹石

敲石十凹石

:B類

iC類

:D類

:E類

:F類

:G類

磨石十敲石+凹石   :H頚
使用痕を基に,重複しながらも3つの機能を基準にして

割合を求めると,磨石 (BttE■ F■H):敲石 (CttEttGttH):凹

0                      10cm

石器 (80)円盤状石製品

石(DttFttGttH)=199:105:43と なり,磨石の量がかなり多

いことがわかる。両面に研磨痕が認められるのが大半であ

り,長軸に対してやや斜めの方向に磨面の向きがある。同

じ面に角度の異なる磨面が認められるのは,1780。 1822・

1924である。いずれも長軸の方向より少し角度をもつた部

分に境があるので,石皿の上で動かす時,磨石類の一側

面を掌から親指全体にかけて,も う片方の側面を中指・薬

指。小指で掴んで,手首を曲げない方向に前後運動を行

つたのではないかと想定される。1925は片面が平坦にな

つており,使用状況の検討を要する。敲打痕については,

敲打痕だけがみられるという例はほとんどなく,大半は同

一個体に磨面もみられる。大型の磨石類には敲打痕のあ

るものは少ないが,小型の磨石類では顕著である。1742

や 1837の様に敲打痕のあるものについては,磨面も広く

て研磨度も高い。敲打される位置は長軸の頂部とは限ら

ず,時計の短針に例えると1時及び7時の方向に敲打痕

が著しい。

凹部をもつ磨石類については,1886例の様に研磨

度が高く,周縁もよく敲打されている。1889や 1890の様

に両面に快りを入れて親指と人差し指で握りやすくして

いる例もみられる。なお,1894は 石錘として再利用して

いた可能 Jl■ がある。

磨石・敲石・凹石は,それぞれ磨る 。敲く 。打撃

を受けるといつた行為が長年なされた結果,そのよ

うな痕跡 となったと考えられているが,同 じ個体の

中に複数の痕跡がみ られることも多い。磨石は石皿

とセッ トになって,木の実などを磨 り潰す道具 と考

えられてお り,数も最も多い。磨 り潰すためにはあ

る程度の摩擦が必要であり,摩擦がなくなると使い

物にな らな くなる。 したがって,表面がザラザラ

しているうちは使えるが,ツアレツァレになってしまうと不可用
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第271図 出土遺物

1751

石器 (82)磨石・敲石・凹石
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第272図 出土遺物 石器 (83)磨石・敲石・凹石
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1807

第274図 出土遺物 石器 (85)磨石 。敲石 。凹石
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1815

第275図  出土遺物 石器 (86)磨石・敲石・
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第276図 出土遺物 石器 (87)磨石・敲石・ 凹石
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0                      10cm
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第279図  出土遺物
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第280図  出土遺物

0                      1ocm

石器 (91)磨石 。敲石・凹石

表45 石器観察表23

出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最 大 長 晶 大 幅 最大厚 重 量

取上げ番f
レベル

icm) cm) (m)

第

２７０

図

1718 A-22 E I賓 山 岩 4000
1719 C-24 墓 Я E I砂 岩 495 433 6000

A-22 Ⅲ 墓石 垣 争 山 207 6200
密石 網 審山 身 490 10000

1722 3-4 Ⅲ 萎石 緬 E 砂 岩 442 280
〕-22 Ⅲ 昏 石 妻山 岩 480 8500 1485( 888〔

Ⅲ 石 E 砂 岩 6000 760〔

)-02 Ⅲ 石 E 砂 岩 489 8000 7

172G )-18 Ⅲ 暦石 類 E
'え

子 594 593 250 12000 6991 8455
1727 Ⅲ 暦 石 類 B

'岩
477 399 7657

172遇 肛 盛石 垣 B PJN岩 4000 1653【

1729 )-15 皿 答石 箱 B 砂 岩 478 4000 507〔

1730 蕃石 箱 B 砂 岩 605 13500
,731 〕-16 V 石 類 B 安山岩 635 374 7775 82【

173つ 3-22 V 石 緬 B I秒 井 483 14864 888[
)-22 石 E I砂 岩

う-16 τJI E I砂 岩 19000
3-22 Ⅲ 石 E I砂 岩 1527C 8705
)-22 磨 石 E ］石 235

ど山岩 650
1738 藤 石 E 賢 山岩 667 359 18000
1739 )-22 盛 石 I賓 山 岩

Ⅲ 盛 石 箱 砂岩 494 599 13700 556
1741 3-24 磨 石 砂岩 659 11500
1742 D-22 Ⅲ 磨 石 審山岩 990 844 443

第

２７‐

図

1743 A-34 Ⅲ 磨 石 妻山 岩 020 856 68000 16412

Ⅲ 暦 石 妻山 岩 89000 6714

Ⅲ 磨 石 砂 岩 124000 743〔

7 -ヽ25 肛 磨 石 類 受山 岩 200 1020 68500 16581 996(
1747 冤山 岩 760 727 70000
1748 -ヽ21 Ⅲ 啓石 緬 買山 君 960 50500 1514 86【

1749 要石 類 I安 山 岩 t i46 653 106000
175C 9-17 皿 葺石 箱 安山岩 1020 11 70 90500
1751 )-23 皿 石 類 B I要 山岩 1021 655 1066 8815

)…Ⅲフ Ⅱbl 石 類 B I安 山 岩 645 71500 174` 8325

第

２７２

図

3-22 石 B I安 山 岩 429 235 6500
Ⅲ 石 B I砂 岩 419 7000

石 E I TJh岩

] 暦石 類 B I砂 岩 3000
17 磐石 箱 B I安 山 岩 450

套石 堰 B 岩 522 9000
SD43 墓石 麺 B 山 岩 540 9000

C-17 Ш 養石 稲 B 山岩 8000
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表46 石器観察表24

出土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
最大長 最 大幅 最 大 厚 壺 昌 ベザレ

(cm) (cm) (cm)

第

２７２

図

1761 3-23 Ⅲ 石 類 安 山 岩 872〔

1762 3-14 磨石 類 B I砂 岩 532 460 228 9000

1763 Ⅲ 審石 類 B I安 山岩 288 11000 15245 879【

1764 Ⅱ 石 類 砂 岩 14889

要石 麺 B I砂 岩 204 5900

1766 D-12 皿 磨石 類 B I砂 岩 545 6200 7552

1767 C-17 肛 石 ］石 717〔

Ⅲ 套石 」 B I砂 岩 5000 15713 875【

1769 B-22 Ⅲ 甕石 麺 B I 山 岩 552 15500 13487 868〔

1770 C-24 石 安 山 岩

1771 昏 石 砂 岩 17 6500

1772 A-33 Ⅲ 著石 類 安 山岩 10000 16450

1773 A-21 石 】石 223
1774 昏 石 ］石 18000 16991

1775 B-22 Ⅲ 磨石 類 砂 岩 6000 15025

1776 3-22 Ⅲ 石 安 山 君 21500 15078 8395

177う 3-33 Ⅲ 密石 】 砂 岩 16165

1778 3-35 Ⅲ 密石 類 安山岩 242 3000 2185

1779 答石 砂 岩

)-24 委石 J 砂 岩 553 7

1781 3-35 Ⅲ 養石 箱 BI 砂岩 644 8300 16840 954t

1782 3-5 Ⅲ 蕃石 類 砂岩 609 1226 7975

1783 Ⅲ 蕃石 類 7 303 9774

第

２７３

図

178Z 〕-22 要石 緬 458 8500

1785 石 ］石 8000

1786 3-15 Ⅲ 昏 石 422 2979

1787 )-21 皿 磨石 類 砂 岩 235 10000 10066 344

1788 石 砂 岩 505 8000
1789 Ⅲ 石 砂 岩 4000

Ⅲ 磨 石類 花 商岩 509 8000 5728 7965

1791 Ⅲ 審 石 砂 君 7000
Ⅲ 密石 ヨ 砂 岩 7 7 1514

1793 「 r 磨石 類 安 山岩 11 43 856 77000

Ⅲ 蕃石 11 33 8858 7435
3-22 SD42 Ⅲ 萎 石 E Itt L 1058 576

1796 Ⅲ 基石 緬 中石 768 1244 657 76500 5417

1797 Ⅲ 蕃石 類 B I賢 山 岩 1030 560 70500 15147 8775
1798 〕-2 Ⅱ 搭石 輻 B I安 山 岩 7 1140 563 80500 7617

Ⅲ 甕石 箱 B I安 山岩 1257 635 97000 6723

第

２７４

図

18001C-6 Ⅲ 石 B I賢 山 岩 990 74500 7617

1801 Ш 蕃 石 B I砂 岩 690 1ヽ 610 15461

1802 審石 類 B I安 山岩 11 60 510 70000 1524 833
1803 昏石 麹 B I賢 山 テ 11 36 618 54500

ユー22 Ⅲ 套石 緬 安 山 876 62500 880こ

1805 Ⅲ 審石類 B I安 山岩 1074 58000

1806 ユー22 Ⅲ 審石 類 B I賓 山 岩 1070 578 65500 15253

1807 Ⅲ 碁石 短 寮山 岩 1060 1088 763つ

1808 3-30 皿 審石類 B I安 山岩 1050 1230 107000 16618

第

275

図

1809 皿 B I安 山 11 18 496 104000 8145
Ⅲ 簿 石 265 95000

1811 Ⅲ 磨石類 E I砂 岩 1200 1050 80000 9543 833〔

1812 Ⅲ B I安 山 岩 1145 670 841〔

)-23 Ⅲ 要 石 E :安 山 岩 60500 861〔

1814 T 整病 箱 B I安 山岩 1040 1205 540 106000 798〔

1815 ユー33 Ⅲ E I安 山岩 1055 16242 943(

1816 搭 石 B I砂 岩 72000

第

２７６

図

1817 )-22 審石類 B I安 山岩 11 30

1818 Ⅲ 「委買 B I蜜 山 岩 724 1038 69500
Ⅲ 石 覇 B I客 山 岩 106000 16824

Ⅲ 審石 類 B I安 山岩 1232 65500 16001 903〔

1821 石 類 F I蜜 山 岩 1035 11 10 87500
Ⅲ 盛石 緬 B I安 山岩 1480 1140 545 119000 7468

1823 Ⅲ 審石 類 E I安 山岩 1378 60000 71

第

２７７

図

〕-35 石 類 E I砂 岩 5000
Ⅲ 石 類 B I砂 岩 277 5500 13102

1826 Ⅲ 審石 類 E I砂 岩

1827 Ш 石 麺 B I安 山 岩 16540

石 類 ]砂岩 479 352 094 3000

1829 D-17 皿 審石 冤山岩 6795 8

1830 C-24 石 類 E I砂 岩

Ⅲ 石 緬 B I砂 岩 1000

1832 B-22 Ⅲ 害石類 B I安 山岩 11000 15088

1833 B-5 皿 石 類 B I砂 岩 252 13500 1227

ヨー24 墓石 垣 B I孝 山 井

1835 A-35 Ⅲ 石 類 E I砂 岩 532 16769
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表47 石器観察表25

図番号 出土 区 遺 構 曙● 器種 分 類 石 材
最大 長 最 大 幅 最大厚 重 量

萩上げ番ぢ レベル

(cm) (cm) (宜 ) )

第

２７７

図

183G )-22 :暦 石 B 賓山 岩

1837 Ⅲ :磨 石 E 砂岩 539 814も

1838 Ⅲ !磨石類 E 砂岩 596 410
1839 -ヽ22 1暦 石 E 砂 岩 249 8500
1840 Ⅲ :磨 石 B 妻山 岩 555 544 13000 8831 7405

1841 Ⅲ I磨 石類 B 砂岩 518 5000 7867

Ⅲ :暦 石 E 砂 岩 416 3500
3-22 Ⅲ :磨 石 E 砂岩 433 1494

)-22 SD43 !磨 石類 E 砂岩 700
)-22 Ⅲ :暦 石 E 砂 岩 674 220 12000 1044(

Ⅲ :磨 石 身 B
‐4山 岩 503 450 7000 1060

1847 -ヽ34 Ⅲ !磨石 類 E 砂岩 1654と

:暦 石 B 砂岩 633 20000
)-22 :磨 石 E 砂岩 976 632 73500

皿 !磨石類 B 冤山 岩 7345

荘弟

２７８

図

1851 )-22 Ⅲ :暦 石 類 B 抄岩 480 7000
1852 -ヽ22 石 麺 砂岩 443 7000

書石類 E 少岩 4500
185ゼ 3-23 石 類 E 砂 503 9500
1855 Ⅲ 石 緬 砂 359 4900 4792

1356 Ⅲ 磨石類 E 中石 420 766ラ

磨石 類 H 沙岩 395 7 5000
ユー24 皿 ! 石 類 B 砂岩 1596笠

1859 Ⅲ 磨 石 類 E 沙を 583 12000
SFl17 馨石 類 百 岩 655 572 9500

1861 皿 !
石 麺 砂 岩 645 610 14000 1187 8115

1862 審石類 E 705 537
1863 Ш 甕石 類 E 627 562 320 15000
1864 J 秦石 網 B II 山 岩 699 603 315 16000 8105

Ⅲ 語 石 E ］石 1498

1866 ヨー15 SFl17 詈 石 E 安 山 岩 G75 325 18000
3-35 肛 磨 石類 安 山岩 22000

1868 9-22 Ⅲ 石 類 ］石 536 37500 854〔

3-14 SX81 皿 養石 短 E li砂岩 675 607 333 22000

磨石類 砂 岩 628 310
1871 蕃石 歩鬼雪 872 393 41500
1872 3-22 SD43 Ⅲ 萎 石 988 849 424 57500 1234

1873 Ⅳ 審石類 安山岩 888 799 54000

第

２７９

図

1874 )-16 Ⅲ :磨 石 類 こ山岩 11 20 1100 86500 6191 809〔

皿 磨 石 類 E 砂 岩 1204 80000 1051( 85と

1876 )-18 磨石類 【石 1241 890 76500 835〔

1877 )-21 皿 :磨 石 類 妻山 岩 75500
1878 )-20 Ⅲ :慶 石 緬 E    Iど 賓山岩 11 60 943 389 58000 4125

1879 皿 !磨石 類 E 費山岩 11 33 970 73000
1880 3-24 Ⅲ :暦石 F 雰山 岩 909 427 78000 12096

)-16 Ⅲ :磨 石 BI: 舞山岩 1460 770 700 110000 4648

1882 )一打8 Ⅲ :暦 石 山 岩 1388 83000
第

２８０

図

1883 )-12 :暦 石 山 岩 050 107000
〕-22 Ⅲ !磨石類 200 684 11169

:磨 石 山 岩

第

２８‐

図

)-21 Ⅲ :藤 石 身 抄岩 630 535 225 1600 10567

7 Ⅲ 磨石類 H 砂岩 519 229 3500
う-23 Ⅲ 磨石類 H 1110 8775
)-18 Ⅲ 藤石 類 H ］石 662 313 15400 428 8325

磨 石類 Di: 費山岩 692 218
1891 )-15 Ⅱ :暦 石 H11 650 590 220 794

-ヽ26 Ⅲ 磨石 】 H11 570 295 12900 9065
B-24 Ⅲ 磨 石類 H  

「 冤山 君 1511( 882
1894 C-16 Ⅱbl磨 石 類 HI: 山 浩 222 13500 828(

Ш 肇石 箱 H  I;翼山岩 458 570 5500 8045
B-30 Ⅲ 磨 石類 賓 山 君 1101 1661( 9185

第

２８２

図

C-22 Ш 唇石 類 妻 山岩 787 759 29000 1113イ

Ш 蕪石 緬 砂 岩 540 12000 7831

D-12 皿 藩石類 H  I 780 710 23400 759を

C-22 暦石 類 H 砂 岩 676 260 13000
1901 D-18 Ⅲ 磨 石類 D 安 山岩 786 17500 7092 8395
1902 C-17 昏石 類 H  : 中石 690 10000

C-24 秦石 緬 砂岩 536 458 9600
皿 磨石類 G 安 山岩 21500 9325 8295

:暦 石 類 H 砂 岩 570 437 6000
1906 Ⅳ 碁石 編 E 砂岩 645 592 250 15000 14833

17 著石類 D 女山岩 1350 1135 76300

第

２８３

図

:暦 石 H 砂岩 475 220 12000 82003

3-15 Ⅲ 薦 石 砂岩 690 587 277 17400 1421C 8165
1910 3-22 □ 昏石 突 H  I石 中石 700 234 1528C 877
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第282図  出土遺物 石器 (93)磨石・敲石・凹石
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1921

1923

第284図  出土遺物 石器 (95)磨石
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1925

0                      40cm
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1927

1928

10cm

石器 (96)磨石・敲石・凹石
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表48 石器観察表26

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類 石 材
レベル

(cm)

第

２８３
図

D-23 H 妙 岩 19000
Ш 暮石 類 H 360

3-22 砂 岩

Ⅲ 石 類 F 317
)-03 砂 岩 129000

第
期
図

Ⅲ 石 短 E 300 10400
砂 岩 3500

磨 石 類 砂 岩 252 I0500
］石

Ш 磨 石 類 b砦
)-22 ］石 690 13800 10341

審石 類 ひ岩 9700
肛 山 岩

Ш 蕃石 類 霊山 岩 23500 858と

匝 山 岩 1255 822
第

２８５
図

1926 Ⅲ 昏石 類 D 露山 岩 63500
密石 箱 山 岩

暦石 類 露山 岩 91500
第

２８６

図

皿 百 皿 ］石 2830
百 皿 妻 山 岩 2300 29000

Ⅲ 百 皿 山 岩 2060 653C

価値がなくなる。敲石は側面を使つて,石皿の上で木の

実などを敲き潰す道具である。凹石は平面の表裏中央

が窪んだものであり,木の実を割る時殻だけを割って中

身は潰さないようにするために使うと説明される。窪んだ

部分に対応するような細い敲石が無いのは懸念される

が,現在 目にしているのは最大に窪んだ状態であるわ

けで,窪みが浅いうちは普通の敲石でも十分窪みと接

する。凹石になる石は磨り面も残っており,敲き痕も多く

残っている。むしろ側面の敲痕は普通の敲石よりも多い

ぐらいである。

以上のことから考えると,これまで3つ の動作が同時

になされたという見解が一般的だったけれども,一つの

道具が使われる時間の長さと使用不能になる時を考慮

すると違つた見解ができる。つまり,磨石の機能を終え

たら敲石として利用し,さ らに凹石としても利用したので

はないかということである。一つの遺物にみられる痕跡

が全て同じ時間で行われた行為でなく,長い時間の中

で行われたそれぞれの痕跡を内包しているという見方で

ある。これは遺物に限らず,遺構でもそうであるし,遺跡

を考える上でも最も注意しなければならない点ではない

表49 石器観察表27

かと考える。

⑫石皿 (第 286～ 289図  1929～ 1951)

石皿は木の実をすり潰す時など,日となる道具であり,

磨石や敲石とセットとなって使われたと考えられる。調理

を主体としながらも,赤色顔料の様に粉状にする作業の

際は石皿が使われたと考えられている。ある程度の厚さ

を保ちながらも,全体的には扁平な石材を利用しており,

使用頻度が増してくると全体が凹レンズ状に窪んでくる。

窪みの長軸方向に対して磨石などを掴んだ両手で前後

方向の反復運動を繰り返して,粉状にしたと考えられる。

石のザラザラした表面を利用した道具であるので,安山

岩や砂岩などの石質が多用される。

1929は細かな目をもつ砂岩を利用したものであり,半

分に割れてはいるものの長方形に加工された石皿であ

る。最も深い部分は1.7cmほど窪んでおり,凹面の部分

の手ざわりはスベスベするほど良く使われている。最も

深い部分は細かな凹凸がみられ,ザラザラを再生したの

かどうか検討する必要がある。裏面の中央部分も摩滅

痕がはつきりしてお り,それを切る様な形で各外縁

騨 麟 出土区 酢 層付 器種 分類 石材
最大 長 最 大 幅 最 大厚 章 母 レベル

(cm) (cm) (m)

第

２８７
図

193Z 石 皿 安山岩 3600 4300 460 141000
193〔 Ⅲ 百 皿 安 山岩 1340 80α0

□ 百皿 安 山岩 1400 5 CЮ 16000 2661
193モ 百皿 安 山岩 680 2600 70000
19361D-15 IIIL 百皿 安 山岩 3340 2960 460 42000 5821

百皿 細粒砂岩 2195 1350 15620 44
百皿 安山岩 4260 3640 iC1 60 230000

第

２８９
図

193` Ⅲ 百皿 安山岩 2000 195000
]-35 皿 安山岩 1960 1040 51000
3-23 Ⅲ 石 皿 安山岩 1940 760 760 46000 1660〔 964〔

>21 Ⅲ 石皿 安山岩 1640 520 22000 1056″

3-14 Ⅲ 石 皿 1山岩 540 1409ラ

194Z ]-3 石 皿 砂岩 1620 1 4KICl 560 24000

第

２９０
図

194t Ib 石 皿 安山岩 1062 760 2500
1946 Ⅲ 石 皿 責山岩 1120 11000 855(

百 皿 交山岩 1634 27000

百皿 妻山岩 9 CЮ 57000
C-15 Ⅲ 百皿 舞山岩 1640 1400 ■00 10000
8-17 石 皿 費山岩 500 1600 500 9tX1 0

C-17 石 皿 尭山岩 1800 3110
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からの剥離がみ られる。この状況は当初裏面を使用

していたのを再力日工し,逆の面を使い始めたことを

示 していると考える。そ して,半分に割れたために

使用を断念 したと推察 される。1930・ 1933～ 1936は

ほぼ平坦で摩滅 した面も所々であり,使用頻度が高

くないものと考えられる。1931は 図面には出ていな

いものの,裏面の片方の縁を剥離 してお り,置 く時

の安定′性を考慮 したものと思われる。1932は元々の

形状を保つているもので,板石状の安山岩の右上だ

けを剥離 して形を整えている。磨面は中心に向か う

ほど強 くな り,中心部はわずかに窪んでいる。1938

は広い磨面の中にいくつかゆるやかに盛 り上がった

部分があるこ≧から,素材の凹凸を残 しながら使用

している様子が窺える。1937は 1929と 同じ様な石

材を用いてお り,上面全体の手ざわ りがツルツル し

ている。はつきりした溝状にはならないものの, 3

cm幅の浅い溝状のものが 3方向にみ られる。玉類に

使用 したかどうかはわからない。なお,裏面にも使

用 した痕跡がある。1939は大型の安山岩を使用 して

お り,2方向で欠損 している。なぜこの様な大きな石

が 2方向で割れたのかはわからない。 1943は手の平

におさまる程の素材であるが,一面に使用痕が認め

o                            20cm

出土遺物 石器 (97)石皿
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1986

0                   20cm

第287図  出土遺物 石器 (98)石皿
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0                           10cm
1937

第288図  出土遺物 石器 (99)石皿

0             10cm
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第289図  出土遺物 石器 (100)
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石 皿
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第292図  出土遺物 石器 (103)石錘
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られたので,石皿に含めた。1944は長方形の砂岩を

素材 としてお り,磨面内にもゆるやかな凹凸が認め

られる。1949は幅 14 cmの 比較的小 さな安山岩礫を

素材 とし,両面に使用痕がある。1948は側面を丁寧

に加工 してお り,両面に対 して直角になるほどの断

面形である。

今回出土 した石皿は,欠損 したものばか りであり,

全形を窺い知る例はなかったが,長方形を意識 した

形状が目についた。磨石や敲石の出土点数に比較 し

て少ない様な印象もあるが,消耗頻度の差を示 して

いるものであろう。それにしても,大きな安山岩製

の石皿が割れている点が不思議である。普通に使用

していて,石皿が割れるほどの力が加わるとは考え

にくい。当時の人々の何 らかの考えによるものなの

かどうかについては,同時期の他の遺跡例や異なる

時期の石皿 と比較 しながら検討 しなければならない。

①石錘 (第 291～ 297図  1952～ 2018)

石錘は 67′点出土している。石材は安山岩が最も

多 く,砂岩・凝灰岩・頁岩が使用 されている。重量

は 50g～ 354gの ものが出土 してお り,統一性はみ

られない。

1952は切 目石錘で 1点だけ出土 している。両端を

打ち欠いた後,溝状に切 り込みを施 している。石材

は赤っぽい頁岩を使用 してお り,重量は石錘の中で

最 も軽 く 50gである。

1953～ 2018は礫石錘である。表 と裏の両方の面か

ら剥離を施 してお り,石材は扁平で主に長軸を打ち

欠いて使用 している。2003～ 2008は楕円形をした石

材の短軸を打ち欠いている。2009は焼成を うけてお

り,外面の一部が赤褐色をしている。

2016～2018は 3か所打ち欠いている。2016・ 2017

は短軸の他に長軸を 1か所打ち欠いているが,短軸

のように,両方の面から打ち欠いていないことから,

使用 目的で打ち欠いたのかは不明である。

67点出土した うちで,1952の みが擦 り切 りによ

る切 目石錘であるとともに,重 さが最 も軽い。 した

がって,錘としての機能であることには変わ りない

が,他の礫石器 とは用途が異なっていたのではない

かと考えられる。他の礫石器が打ち欠きによる礫石

錘であり,快 りが深 くて頑丈に結びつけられたので

はないかと想定されるのに対 し,切 目石錘の場合は ,

狭 りが浅くて華奢な感 じを受ける。また礫石器の数

は多 くて網に何個も付けられたと考えられるのに姑

し,切 目石錘は 1点だけの出土であり,単独で使わ

れたのではなかろうか。これ らの点から考えられる

のは,蛸を捕る時に用いる蛸石である。鹿児島水産

高等学校の徳留秋輝氏によると,蛸はえさを捕獲す
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る際, 8本 の足で包み込むようにして捕 らえるそ う

で,疑似餌の先に鉤を付け,錘 としての機能 と蛸が

抱きつ くための機能を兼ねた蛸石が必要 となるとの

ことである。また,「 タコゲタ」と呼ばれる細長い角

材に 2つ の鉤が付いた道具にも 6 cm前後の両端を打

ち欠いた石の錘をくくりつけてあるのを,熊本県天

草の資料館で見たことがある。なお,平川敬治氏 (平

川 1988)の 文献には蛸石のことは出てこないが ,

興味深い記述がある。それは,イ イダコ用の沈子が

30～ 50gで,マダコ用が 50～ 160gで あるとのこと

である。また,蛸は白または赤系統に反応するとい

うことで,1952が 赤つぽい石材であることに示唆を

与える。蛸は近海の水深 20m～30mに もすんでお り,

大坪遺跡沖の海岸でもたくさん生息 していたである

う。蛸は貝塚や洞穴等から出土 した例はなく,いつ

頃か ら日本人が食べていたのか定かではないが,蛸
石 としての可能性が高まってくると,縄文時代にも

蛸を食 していた証拠 となるだろう。いずれにしても,

今回は 1点だけの出土であり,憶測にすぎないが ,

海に関する道具は魚介類及び海草類の生態に併せて

数多 くあったことが想定されるので,少 しでもこれ

らのことを考える契機になればと思つて記 した。

大坪遺跡出土の礫石錘は,長軸方向に網掛け部を

もつ ものがほとんどであるが,出水貝塚で出土 した

礫石錘は短軸方向にもつものである。両遺跡は米ノ

津川 を挟んで対峙する位置にあるものの,漁業環境

に大差はないもの≧思われる。出水貝塚が縄文時代

後期前半であることから,両者の関係は時期差であ

ると考えられる。後期前半から後期後半に至る間で ,

どの時期に石錘装着の変更が行われたのか,そ して

それは何を意味するのか解明することが,今後の課

題である。

大坪遺跡出土の礫石錘の機能については,網掛け

部が長軸方 向にあることか ら,中尾篤志氏 (中 尾

2002)が 述べる様に漁網のための錘 と考えたい。

ワ イ/微治 ノフ∂a ∂ ′夕・
7手釣 ク療だ府ゲろ漁掛文イとの

一臨 k ttβ,衣冗痰 ,文イヒの生成』 泳井昌ズ薮舞ぎす

記念論文集 六興越敵

中尼篤な ノθtt Fθ け '四国地方儀 弦 修 縄文時倉の

魚綿錘色 
『

往還 ナろ考蛍幸芭 近江貝塚研究会

①異形石器 (第 298図 2019～ 2033)

黒曜石を素材 とし,両面から丁寧な剥離を行 う。

刃部 となるような鋭さではなく,刃潰しのようにし

て形を整えてある。利器としての機能性が考えられ

ない点と,同 じ形が無いこ≧から異形石器として扱

つた。大きさが限られていることと,横長にした場
0                     10Cm
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合,線対称 となるものが多いとい うサ点が特徴である。

他 の遺跡で出土す る異形石器 も時期的に同一で

あ り,作 り方や大きさも似ている。形 としてはバ リ

エーションがあり,規格品と呼ばれるほどのものは

ない。使われ方 としては,単独で使われたとは考え

にくく,何かの一部であった可能性が高い。一つ考

えられるのは,衣類やヘアバン ドなど身に付けるも

のに縫い込んであったのではないかとい うものであ

る。 しかし,衣に関しての証拠は土偶や組織痕土器

など限られたものしかなく,解明されるまでには有

機質を伴 う湿地帯などの良好な資料の増加を待つほ

かない。

①石刀 ?(第 298図 2034)

2034は確実なことは言えないのであるが,注意を

喚起する意味で石刀 ?と した。県内では大坪遺跡 と

同じ時期にみ られ,末吉町南之郷・胡麻・塚ヶ段・

五位塚・鹿屋市水の谷 。金峰町農業センター遺跡群

での出土が知 られている。なお,熊本県牛深市天附

遺跡から最初に見つかつていることから,天附型石

刀 と呼ばれる。両面とも両脇から粗 く剥離 して形を

整 える点は石斧 と同様であるが,端部が一方に片寄

る点で異なる。端部のおさめ方や厚みがこれまで県

内で出土 している石刀に似てお り,敲打による整形

や研磨による仕上げをする以前の未製品である可能

性 も捨て難いのである。天附型石刀が湾曲している

のに紺 し,本遺物は直線的である点は否定的である。

いずれに しても,本遺物については今後使用す る

方々に判断していただくとして,一般遺物の中に埋

没だけはさせたくなかった点をご理解いただきたい。

塚芽力幸 クθθ′.∂ 協 〃 ,近鋭地域 こヽたノテろだ彩留%痴具

集成 rσノ 九チ、対地域 i熊本県・言崎県 '鹿児島

"の
移

ダ を角 力   解敦■ 弥生移蔵報 の石製呪脈具 グツ /y坊

毒樹
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表50 石器観察表28

図群 出土区 遺 橋 喜 R 器種 分 類 石材
尋 犬 皐 旱 大 幅 最 大 厚 重 量

取上げ番;
レベル

(cm) (cm) (cm〕

第

２９‐
図

J岩 469 566
195` 3-ク 1 Ⅲ 百錘 砂 岩 490 5900 1514( 867〔

〕-20 Ⅲ 砂 岩 435 223 5800
195[ 石錘 砂 岩 532 7800

3-24 Ⅲ 石 舒 砂 岩 660 6000 1226〔 860〔

石錘 安 山岩 6500
〕-15 石 練

~t山
岩 573 6500 8375

195C ●―ク1 Ⅲ 石錘 凝灰 岩 9100 1122〔

Ⅲ 石 舒 簿 反 岩 654 233 9900 8305
う-18 Ⅲ 石 錘 砂 岩 652 10100 514G

Ⅲ 石 舒 安 山 岩 654 676
196f ●-lR Ⅲ 石 錘 安山岩 605 622 10300

)-16 Ⅲ 石 鰈 審 山 岩 538 665 10900
196` ユー17 石 錘 砂岩 657 11000
196( 3-21 Ⅲ 石 係 !山 井 670 12200 1512( 33(

196ラ Ⅲ 石 錘 安山岩 702 12300

第

２９２
図

196C )-18 石 綴 癖 匠 岩 678 8100 5461

19691B-14 石 錘 砂岩 698 242 11800 825〔

197C )-12 Ⅲ 石 経 頁岩 665 826 150 12400 814(

3-16 石 錘 安山岩 655 705 12600 48

1972 )-15 Ⅲ 石額 安山岩 625 750
19731D-02 Ⅲ 石錘 安山岩 137 13300 761〔

〕-16 Ⅲ 安山岩 820 13400
)-17 Ⅲ 百錘 麦山 14000 685ラ

3-18 寮山岩 752 870 27000 8847

〕-17 Ⅲ 百錘 砂岩 725 14000 886ラ

19781D-12 Ⅲ 百額 賓山岩 206 16000
197【 -ヽ35 Ⅳ 百錘 更岩 792 18500
19801C-23 Ⅲ 砂岩 1296( 893〔
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表51 石器観察表29

コ君漏 は効裡鬱 出土 区 遺 構 層 位 器種 分 類 石 材
最 大 長 大 幅

取上 げ番手
レベル

(cm) (m)
SD43 皿 百経 安山岩 286 20000

第

２９３

図

982 ユー23 題 g経 安山岩 205 18800 1597( 8695
Ⅱ 百経 安山岩 946 14300 7575

百舘 安山岩 922 244 打6700
肛 百経 費山岩 897 21000 3701

ユR26 肛 百経 費山岩 720 229 16600 1013

19Aフ 日錘 賓山 岩 270 30700

第

２９４

図

1988 Ⅲ 目錘 ぞ山岩 28100
1989 Ⅲ 百錘

=山
岩 705 297 20500 563e

1990 百錘 買 岩 720 225 25000 8682

Ⅲ 百錘 賢 山 岩 1054 222 30000
Ⅲ FT儀 砂 岩

)-17 Ⅲ 巨錘 凝 灰 岩 31500

第

２９５
図

)-1 巨錘 砂 岩 809 2a200
Ⅲ 巨錘 安 山 岩 30400

3-22 日繊 安 山 岩 17700
日錘 安 山 岩 1010 996 26200

〕-24 Ⅲ 錘 安 山 岩

第

２９６

図

錘 安 山 岩 6100 14951

,-17 錘 安 山 岩 7 8

2001 ,-22 ,D43 錘 安 山 岩 7 7

D-17 Ⅲ 錘 秒岩 72t

200〔 Ⅲ 経 砂岩

C-15 鰈 砂岩 111 5600
200〔 Ⅲ 石 舒 多山 岩 655 15100

石 舒 懸反 岩 6800
C-17 Ⅲ 石 係 砂岩 12500

200〔 C-16 石 舒
~r山

岩 10700
200〔 D-03 Ⅲ 石 頷 寃山岩 748 15100 756こ

201C 17 石 舗 露山岩 487 7900
百 舗 棄山岩 718 536 9000

〕-21 百 係 露山岩 717 437

第

２９７

図

Ⅲ E鋲 寃山岩 1033 724 16400
う-20 百経 え山岩 6600

W 百錘 砂岩 10200 456C 7

201C 百錘 こ山岩 668 5600
夕017 W 百鐘 こ山岩 467 7300 7905
201β 百錘 666 9600

第

２９８

図

2019 W 翼形 石器 躍 石 (腰尋 系 ) 9402 8205
発形 石 躍 石 ( 3105 06ク 0

)-15 多石 躍 石 (1騨 0660
2022 9-21 Ⅲ 直形 石 躍 石 2625 0895 0590

3-17 形 石 躍 石 0440
3-15 Ⅲ 形 黒躍 石 0740 8185
3-24 形 需躍 石 巨岳 5 0610 887:
)-16 形 石 黒 里躍 石 (陣阜 素 ) 0320 5053

2027 )-15 Ⅲ 形 石 黒 里躍 石 (陣阜 素 ) 0900 0490 2666

)-17 形 石 黒 里躍 石 (睡阜 素 う

-34 形 石 黒 皇躍 石 (腰阜 素 】 1931

2030 3-17 Ⅲ 形 石 黒 ′くつ石 1 150 220 8795 7255
)-16 霊形 石 器 霊躍 石

`陣

阜 素 】 0430 490`

2032 理形 石 器 黒曜 石 (腰 岳 系 ) 1 150

2033 理形 石 黒 黒曜 石 (艘岳 系 ) 0410 886( 74て

Ⅲ 石 刀 ? ル ン フ ェ ル ス 11 075 17
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⑩玉類 (第 299～302図 2035～ 2110・ ①～⑤ )

縄文時代の玉類は全部で 137点出土 した。その う

ち石材同定に出したのが 130点であり,第V章に報

告 されている。今回図化 した縄文時代の玉類は,73
点である。2108～ 2110は縄文時代より新 しい玉であ

るが,分析や記述等の関係によりこの項 目で扱 うこ

ととするので注意 されたい。また,①～⑤について

は,昭和 48年 (1973年)に沖田岩戸遺跡を発掘調

査 した時の出土遺物を,当 時調査担当者であった長

野真一氏が実浪Jしておいたものである。平成 12年

(2000年)干」行の『沖田岩戸遺跡』に掲載 されなか

つたものを参考までに提示する。ただし,現物は行

方不明である。この他,図示はしなかったけれ ども,

玉つ くりのための原石 3点 ,承1片及び石屑 61点が出

土 してお り,玉つ くりの工房があつたことがわかる。

なお,今回の調査では玉砥石及び玉穿孔用の錐は出

土 していない。

2035～2040は勾玉である。「コJの宇形をしてお

り,こ の時期に一般的にみられるものと同様である。

2086と 2037が 上加世田式土器から入佐式土器古段階

に伴 うものである。2041～ 2069は管玉及びその未製

品である。中央部が膨 らむ 「エンタシス」の形をし

てお り,穿孔も両端から行つて貫通させてある。2043

は側面の中央部にも穿孔している。藤 田富士夫氏は

この様な玉を,孔の断面形でみるとT宇状に孔が抜

けていることか ら,「 T宇孔管玉」 と仮称 している

(藤田 1998)。 同様の管玉は,熊本県三万田東原遺跡 ,

佐賀県菜畑遺跡,宮崎県学頭遺跡,それに鹿児島県

上力日世田遺跡で出土 しているとい う。2048は他の材

質に比べて透明感があり,光 をあてると透ける点 ,

摩耗が他 と異な り「トロリ」 としている点,キ ラキ

ラした粒子がみ られる点,穿孔がス トレー トである

点等から,当初ガラスと疑つたものである。奈良国

立文化財研究所の肥塚隆保先生の分析で,ガラスで

はなく岩石であることがわかった。この点について

は後述する。2062・ 2066～ 2069は ,未穿孔あるいは

穿孔途中のものであり,そ の作 られ方がわかる好資

料である。穿孔直前の状態は 6～ 8角 柱状に粗力日工

した後,2066の ように上下から穿孔 し,全体を磨い

て仕上げていたことがわかる。

2070～ 2072は 固有名詞で呼ぶことができないけ

れ ども,大振 りの玉である。いずれも入佐式土器新

段階に伴 うものである。2070の未製品にみられるよ

うに,穿孔方法は両端から行つてお り,管玉と同様

である。

2073～ 2084は平玉または丸玉及びそれ らの未製

品である。2084は 穿孔直前の状態を示 してお り,多

角面を作 りなが ら上面を浅く窪めてある。穿孔方法

は同様に両端から行つている。

2085は端部のみ穿孔し,中央部分は溝状に切 り込

んである。欠損 しているが,おそらく糸を通 した場

合横長に垂れ下がつたと考えられる。現在のところ

類例を知 らない。2086～ 2107は擦 り切 り面をもつな

ど製作の初期段階の欠損品である。2093は 両面から

擦 り切 り技法を用いて切 り込みを入れ,最後は折 り

取つている様子が窺える。2094～ 2096に も同様の手

法が観察 される。ただし,擦 り切 り用の石器は出土

していない。

2108・ 2109は ガラス玉である。2108は直径 5.8

11ull,長 さ 4.95 11ullで ,中 心に直径 2.l llullの 孔が貫通す

る。2109は 2108の 孔内に入つていた粟玉であり,

出土 した時点では 2個入つていたが,も う 1点は紛

失 して しまった。直径は 1.8 11ullほ どで,中心に直径

0.35 11ullの 子とがあヤヽてヤヽる。2108。 2109と もに両端 と

も切 り口は斜めである。素材がガラスであることと,

形状が古墳時代以降にみられること,それに出土 し

た近 くで 8世紀代の遺物が多いことから,古代初期

の玉であると考える。

2110は表土の出土であり,色調や分析結果からも

近現代のものであることが確かめられた。

再度,本遺跡で出土した縄文時代の玉類の加工品

を含めた点数を記す と,勾玉 6′く,管玉 29点 ,大振

りの玉 3点,丸玉及び平玉 12点 ,垂飾品 1点 ,加工

途中あるいは擦 り切 り痕のある石材 22点 ,原石 3点
,

剥片及び石屑 61点である。

藤四富士夫 7フフaσ′μ本海文をの原像 縄文再発見プ

大巧社
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表52 石器観察表30

出 土 区 遺 構 層 位 器 種 分 類
さ 幅 レベ ル

(mm) (mm) (

第

２９

図

2035 )-24 1650 1125 11395 889 21

勾 玉 320 040
2037 17 勾 玉 1195 870 8591 823 21

SK60 Ⅲ 勾 玉 575 21
2039 Ⅲ 勾 玉 11 65 335 12886 872 21

Ⅲ 勾 玉 1600 820 320
2041 Ⅲ 管 玉 2725 720 200 4518 829 21

Ⅲ 管 玉 580 210
2043 (2635) 545 1 00

Ⅲ 管 玉 5 225 080
2045 17 (1580 680 21

Ⅲ 管 玉 635 210 665 080
2047 17 1395 590 020 5914 835

管 玉

2049 1325 795 10700 862
管 玉 605 205 535 060 8345

第

３。

図

2051 管 玉 1385 600 040
I管 玉

2053 C-1 Ⅲ I管 玉 11 70 040
皿 I管 玉 6

2055 Ⅲ I管 玉 060 15850 8695
I管 玉 (550 I

2057 Ⅲ I管 玉 865 500 020 12235 8785
I管 玉 (545

2059 Ⅲ I管 玉 835 020
皿 管 玉 475

2061 -22 SD43 管 玉 680 020 21
2062 皿 管 玉 未 製 品 1665 605 340 21
2063 官 玉 (1170 490 020 8426 8345 21
206当 17 管 玉 940 560 200 8405 21
2065 Ⅲ 管 玉 14035
2066 皿 夫 製 品 930 590 1 40 8102 21
2067 Ⅲ 管 玉 9749
2068 C-15 Ⅲ 1管 玉 夫 製 品 8265
2069 1管 玉 未 製 品

2070 B-22 Ⅲ 1管 玉 製 品 878
2071 Ⅲ 玉 2065 990 480 15500
2072 A-33 Ⅲ 1管 玉 953

第

３０

図

207 丸 玉 420 205 040
2074 丸 玉 455 160 21

丸 玉 225 1 25

2076 -23 265 450
Ⅲ 平 玉

2078 365 11804 833
内 丸 玉

2080
Ⅲ 管 玉 未 製 品

2082 17 855 1040 6872
Ⅳ 管 エ 315 040

2084 丸 玉 未 製 品 560 040 8915 8085
垂 飾 品 500 795 630 160
未 製 品 1585 1040 415 080 8910 8

Ⅲ 夫 製 品 960 320 8073
2088 Ⅲ 未 製 品

2089 Ⅲ 研 磨 道 8065
2090 Ⅲ 研 磨 痕 040

C-15 Ⅲ 研 磨 慮 8008
2092 Ⅲ 研 磨 痕 020 8913

第

３０
図

D-21 I 擦 切 嬉

2094 Ⅲ 標 切 痕 (2250 300 080 4080
Ⅲ 隆 切 嬉

2096 Ⅲ 篠 切 填 060 14156
2097 3-15 ll 研 藤 嬉

2098 研 磨 痕 040
2099 皿 研 暦 FR 21

皿 研 磨 痕 020
2101 9261 7989 21

研 庭

2103 C-15 21
Ⅲ 研 磨

2105 Ⅲ 閉 藤 12194 846
解 切 040

2107 Ⅲ 際 切 痕 040 9262
5 ラス 玉 580 210 020 256℃ 823

2109 b ラス 玉

0 土 ズ 420 095
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